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Ⅰ 法人の特徴 

 
【山口大学の基本的な目標】 

大学の基本的な目標(中期目標前文) 

地域の基幹総合大学として，さらなる教育・研究の発展・充実を目指しつつ，地域に根ざした社会連携を進め，

明治維新発祥の地に根付く「挑戦と変革の精神」を受け継ぎ，アジア・太平洋圏において独自の特徴を持つ大学へ

と進化していきます。そのために，次の基本的な目標を掲げます。 

【教育】 

山口大学は，学生と教職員が一体となり，“共育”する大学を作っていきます。「課題探求力」や「チャレンジ

精神」などの「人間力」を備え，「国際理解力」と「高い専門能力」を持つ人材育成を行い，社会の高い評価を

受けるとともに，在学生や卒業生及び留学生の「誇り」と「信頼」を受ける大学になります。 

そのため，学生教育を重視する大学として「育成する人材像」を明確にし，「教育プログラム」を不断に改善・

充実して，学士課程教育や大学院教育を充実し，さらに，横断的な学問分野や進展する社会の様々なニーズに対応

した新しい学部の設置構想をも視野に入れた改革を進めます。 

【研究】 

山口大学は，専門分野での学問深化と，分野間の協力で行う総合的な研究によって，人間，社会，自然などの

総合的な理解を進める研究，課題を解決する研究，新たな価値創造を目指す研究を推進します。 

そのために，自己変革を繰り返しながら戦略的な取り組みを展開し，特徴ある教育研究拠点形成やイノベーション

創出機能の強化などを実現するとともに，研究基盤を継続的に強化して多様な研究を促進し，「知の重層的なスト

ック(蓄積)」を形成し，社会と大学との「バリュー・チェーン(価値連鎖)」の形成を目指します。 

さらに，研究推進の取り組みと研究評価にもとづく改善を積み重ねることにより，研究において「複数の強みが連

鎖的に生まれる大学」を築きます。 

【社会連携】 

山口大学は，資質の高い教員や優れた医療人材など，様々な社会で活躍できる人材の養成・育成に加え，研究

における国際連携の強化，先進医療の地域への提供，生涯学習及び産学連携など，教育，研究，医療，文化及

び経済の各方面から，地域社会や国際社会との連携を軸に据えた活動を発展させていきます。 

本学は，地域の基幹総合大学として，また，アジア・太平洋圏において独自の特徴を持つ大学に進化することに

より，教育・研究の成果を広く社会に提供するとともに，地域社会や国際社会との連携をかたちにし，社会の発展に

寄与します。 

以上の基本的な目標の実現のため，山口大学は，大学をめぐる情勢の変化に即応したスピード感のある意思決定

と効率的かつ迅速な業務の実施，中長期的な行動計画と財務計画に基づく持続的な経営，社会のニーズに即応し

た柔軟な学部・研究科等の再編などを念頭に置き大学改革を進めます。 
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山口大学は，第２期中期目標期間を迎えるにあたり，平成 20 年２月に「山口大学憲章」に基づき「明日の山

口大学ビジョン」を策定して，10 年後の山口大学将来像を学内外に示し，第２期中期目標・計画を立案した。第

２期の前半は，文部科学大臣から示された「国立大学法人の組織及び業務全般の見直しについて(平成21年６月)」

を受け，ガバナンス改革及び制度改革を積極的に推進し，後半は，ミッションの再定義を踏まえた大学改革と創

基 200 周年事業を展開した。 

  

第２期が始まる平成 22 年４月には，本学が掲げる「共同・共育・共有精神の涵養」の実現を目指し，キャン

パス内の里山に学生，市民及び教職員が憩う場として「教育の丘」及びモニュメント「Gravitation(知の集積)」

を創設した。 

 

平成 25 年度には共通教育(教養教育)の改革を行い，平成 26 年度には，新学長のもと「大学改革推進会議」を

設置して，「山口大学改革プラン」を策定し，ミッションの再定義を踏まえた大学改革を推進した。平成 27 年

度及び平成 28 年度にかけて，人文・社会科学系学部の一体改革，イノベーション創出人材を育成する理系大学

院の再編を実現し，学長のリーダーシップにより，教員ポスト・学生定員・予算・施設の再配分を行った。また，

第３期中期目標期間を迎えるにあたり「明日の山口大学ビジョン 2015」を策定し，アジアの風を感じる「ダイバ

ーシティ・キャンパス」の創造を目指している。 

 

山口大学は，1815年，長州藩士・上田鳳陽により創設された私塾「山口講堂」を創基と定め，200周年を迎え

るにあたり，地域，企業，卒業生及びその関係者との信頼関係を再構築し，教職員が山口大学を再考する機会と

位置付けた。「創基200周年記念事業会」を発足して，平成24年度に「創基200周年記念基金」を設立，都市部の

拠点として「東京事務所」を設置した。地域とともに山口大学が歩んできた歴史・文化を再考し，未来に繋げる

ため「基幹シンポジウム」を開催した。また，学生及び教職員が協働して，ホームカミングデーを実施し，卒業

生や地域の人々に山口大学の今を伝えた。さらに，学長・理事による企業及び同窓会への広報活動を通し，学生

支援の機運が高まり，「創基200周年基金」には，４億８千万円の寄付が集まり，平成28年度から給付型の「七

村奨学金」を初めとした学生支援が可能となった。 

 

[個性の伸長に向けた取組] 

教育では「大学院課程における英語教育」及び「留学生を含めた全学的な就職支援」，研究では「研究推進体

等における研究組織の形成」及び「時間学研究所における研究活動」，地域連携は「地域と連携したイノベーシ

ョン創出と人材の育成」の取組みがある。 

 

(関連する中期計画番号) 

計画1-1-5-1，計画1-3-3-1，計画1-3-3-2，計画2-1-1-1，計画2-1-1-2，計画2-2-1-2，計画2-2-1-3， 

計画3-1-1-2 

 

 

[東日本大震災からの復旧・復興へ向けた取組等] 

 山口大学では平成23年１月21日に国内で24機目となるドクターヘリの運用を開始し，約２か月後に発生し

た東日本大震災では災害派遣医療チームとして派遣，現地の災害対策本部の指示の下，津波等の影響で孤立

した患者等の搬送活動に従事した。また，災害派遣医療チーム（２チーム計７名）を速やかに被災地に派遣

し，急性期医療支援及び患者搬送を行ったほか，福島県警察本部からの要請により法医学教員２名，日本薬

剤師会からの要請により薬剤師１名を派遣した。 
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国立大学法人の組織及び業務全般の見直しについて(平成21年6月5日，文部科学大臣決定)（抜粋） 

 

２ 教育研究、運営等の業務全般の見直し 

(2)業務運営の改善及び効率化、財務内容の改善、その他業務運営 

①法人のガバナンスの充実 

法人本部が各部局等を含めた法人全体をマネジメントできるような仕組みとするよう、法人内部のガバナンスの在

り方を検討するよう努めることとする。また、法人の特性を踏まえつつ、学長等の裁量による経費や人員等の配分

など、学長のリーダーシップが図れる取組を進めるとともに、法人の運営改善に資するよう、経営協議会における

運用の工夫改善や意見の内容及びその法人運営への反映状況などの情報の公表等により、学外者の意見の一層

の活用を図るよう努めることとする。 

さらに、監事監査や内部監査等の監査結果を運営改善に反映するサイクルの構築を図るよう努めることとする。 

②財務内容の改善 

各法人は、外部資金の獲得や多様な資金調達による自己収入の増加、管理的経費の一層の抑制等についてさら

に努めることとする。 

③効果的・効率的な法人運営の推進 

効率的な法人運営を行うため、例えば、他の大学との事務の共同実施の推進や、アウトソーシングの推進を図る

とともに、農場、演習林、船舶等について、他の大学等との共同利用の推進を図るよう努め、併せて、保有資産

の不断の見直し及び不要とされた資産の処分に努めることとする。さらに、既存施設の有効活用、施設の計画的

な維持管理の着実な実施等の施設マネジメントの一層の推進に努めることとする。 

また、総人件費改革の取組を平成２ ３ 年度まで着実に継続するとともに、例えば、人員配置の見直しや人事評価

結果の活用などにより、組織の活性化及び効果的・効率的な業務運営に努めることとする。 

さらに、随意契約について、各法人の見直し計画に基づく取組を着実に実施するとともに、一般競争入札等により

契約を行う場合であっても、特に企画競争等を行う場合には競争性、透明性を確保するなど、随意契約の適正化

の推進に努めることとする。併せて、契約手続きの適正性について監事等へのチェックを要請するよう努めることと

する。 

④国民に対する情報提供の改善 

国立大学法人には多額の公的な資金が投入されていること、成果等が社会に還元されるべきものであることを十

分認識し、国民に対する説明責任を十分に果たす観点から、各法人の実情や果たしている機能等を利用者の立場

に立った国民に分かりやすい内容・形で情報提供するよう努めることとする。 

⑤法令遵守体制の充実 

経営協議会は審議すべき事項が法定されていることから、法定されている事項を報告事項として扱うことのないよ

うにする等、法令遵守（コンプライアンス）体制を確保するよう努めることとする。 

 

※本報告書で使用する略称（登場順） 

・AP ： アドミッションポリシー 

・GP ： グラジュエーションポリシー （平成20年度，本学が独自に制定し、後に「DP ： ディプロマポリシー」に名称変更） 

・CUM ： カリキュラム・マップ・・・・DP（GP）がどの授業でどのように達成されるかの関係を一覧表にしたもの。 

・CFC ： カリキュラム・フローチャート・・・・カリキュラムの年次進行とDP（GP）の関係を流れ図にしたもの。 

・CP ： カリキュラムポリシー 

・AL ： アクティブ・ラーニング 

・TT ： テニュアトラック 

・GPA ： Grade Point Average 

・GPC ： Grade Point Class Average 

・PBL ： Project-Based Learning 
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Ⅱ 中期目標ごとの自己評価 

 

１ 教育に関する目標(大項目) 

(１)中項目１「教育内容及び教育の成果等に関する目標」の達成状況分析 

①小項目の分析 

○小項目１「山口大学の学生受け入れの基本方針を明確にし，各学部の教育・研究の特色を踏まえ

アドミッションポリシーに応じた学生の受入を推進する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-1-1-1「入学者の資質及び全国的な入試動向の調査・分析，在学成績等を踏まえて入学者選

抜のあり方を検討し，入試方法の改善を行う」に係る状況 

 

  ［学生の受入れの基本方針の策定状況，入試情報の公表］ 

学士課程では，本学の理念及び目的とともに求める学生像を示した大学全体の入学者受入方針（以

下「アドミッション・ポリシー(AP)」）を定め，学部ごとに「教育理念」「目標」及び「求める学

生像」と「大学入学までに身につけておくべき教科・科目等」として入学時に必要となる基礎的な

知識及び能力を定めた。 

大学院課程では，大学院全体の AP を定め，研究科ごとに「教育理念」，「目標」，「求める学生

像」等を定めた。「入学者選抜の基本方針」については，入学者選抜要項，学生募集要項等の中で

入学者選抜の方法等として示した(資料 A-1，2，3，4)。 

これらの情報については，本学 Web ページ「入試関連情報」として，過去の入試区分別志願状況

のデータや入試説明会情報と併せて公表し，受験生等関係者に分かりやすく情報提供を行い，多様

な入試を導入した(資料 A-5)。 

 

［入学者の追跡調査とそれを活用した入試方法の改善等］ 

入学者選抜方法の改善や広報戦略策定のため，毎年度，「大学受験時の状況に関する調査」及び

「大学生活に関する調査」を実施し，進学及び卒業時点の意識，修得した能力・資質を把握してい

る。 

平成 21 年度入学者から，入試データ，入学時調査（アンケート），学籍データ，GPA，TOEIC 及び

卒業時調査（アンケート）のデータを学籍番号及び受験番号と結びつける追跡調査を導入した。平

成 25 年度から，これらの蓄積したデータを基に入試区分別の特性を分析した「2009 年・2010 年入

学者追跡調査報告書」を作成し，各学部の入試方法等を改善するための資料とした。さらに，各学

部と入学者選抜方法の改善に関する意見交換会を実施し，平成 28 年度入学者の AO 入試から，入学

後の学力を担保するため，従来の評価方法に加えて，学部独自の評価項目を加える変更及び評価方

法を公表する等の改善を行った。各学部では，これらのデータと学部独自のデータ分析結果を踏ま

えて，入試方法等の改善を行っている(資料 A-6，7)。 



山口大学（教育） 

5 

 

【資料 A-1】学士課程のアドミッション・ポリシー（出典：認証評価資料４－１－①－１） 

大学のアドミッション・ポリシー 
http://nyushi.arc.yamaguchi-u.ac.jp/admission_policy/index.html 

学部のアドミッション・ポリシー 

（出典：本学 Web ページ） 

〈大学のアドミッション・ポリシー〉 
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〈学部のアドミッション・ポリシー（例示）〉 

 

 

【資料 A-2】AO 入試及び編入学のアドミッション・ポリシー（出典：認証評価資料４－１－①－２）  

〈AO 入試で求める学生（例示）〉 
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〈編入学試験のアドミッション・ポリシー（例示）〉 

 

 

【資料 A-3】大学院課程のアドミッション・ポリシー（出典：認証評価資料４－１－①－３）  

〈大学院研究科のアドミッション・ポリシー〉 

 

 

〈研究科のアドミッション・ポリシー（例示）〉 
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〈各研究科のアドミッション・ポリシー〉 

研究科名 「教育理念」「目標」「求める学生像」

人文科学研究科

「教育理念」「目標」
人文科学研究科は，人文科学全域を視野に入れながら，専攻分野の研究をさらに深化させ，高度専門職業人を育てることに努めます。そのために，①人間を理念に
おいて探究し，さらに生存の具体相において深く解明する人を育成します。②言語の普遍的性格を探究し，さらに諸言語の個性的特性をその具体相において深く解
明する人を育成します。
「求める大学院生像」
〈地域文化専攻〉①世界諸地域の文化の固有性と普遍性の探究をさらに深めたい人,②文化・社会の具体相を分析し，論証する能力を養いたい人,③研究成果を活
かし，高度専門職業人として社会に貢献したいと考える人
〈言語文化専攻〉①言語文化の固有性と普遍性の探究をさらに深めたい人,②言語の特質と文学の諸相を歴史的・社会的に分析し，解明する能力を養いたい人,③
研究成果を活かし，高度専門職業人として社会に貢献したいと考える人

教育学研究科

教育に関する社会的要請に応えるためには，学校教育現場，家庭，地域社会などとの緊密な連携のもとで，教育問題に関する幅広い情報を的確に受け止めなくては
なりません。そして，複雑な要因で構成される諸問題を多面的に分析・考察し，抽出された知見を学位（修士）論文にまとめ，実践の場に応用・展開させていくと
いう総合的な力が求められています。地道な根気を必要とする研究の道程をいとわず，自己研鑽への意欲をもつ人材を本研究科は求めています。
〈学校教育専攻〉
現代の子どもや教育に関する課題について多面的に探求し，それにこたえる実践力を持った専門的職業人を養成します。そのために，学校教育および学校臨床心理
学の分野において，高度な理論的・実践的研究に意欲を持ち，自己研鑽を積み，教育の改善と発展に資する人材を求めます。入学者選抜においては，教育学・心理
学に関する専門的素養，研究に対する意欲と基礎能力を持つ者を総合的に判断して受け入れます。
〈教科教育専攻〉
学校教育における教育内容に関して深く追求し，教科教育の基礎となる学問への理解と実践力を持った専門的職業人を養成します。そのために，各教科教育領域に
おいて，高度な理論的・実践的研究に意欲を持ち，自己研鑽を積み，教育の改善と発展に資する人材を求めます。入学者選抜においては，専攻の基礎となる学問分
野に関する専門的素養，研究に対する意欲と基礎能力を持つ者を総合的に判断して受け入れます。

経済学研究科

「求める学生像」
１.国際及び地域経済，企業経営，企業法務など今日の現代社会の基本的な諸問題に深い関心を持っている人,２.経済あるいは企業経営に関する総合的理解を深め
るとともに専門的知識を身につけ，高度専門職業人等を目指し，将来，大学院博士課程に進む意欲を持つ人,３.地域社会及び地方自治体にあって地域の活性化と再
生に積極的に関わろうと考えている人,４.経済や企業経営を学び国際的な舞台で活躍することを考えている人
〈経済学専攻〉
(1)国際及び地域経済など今日の現代社会の基本的な諸問題に深い関心を持っている人,(2)経済に関する総合的理解を深めるとともに専門的知識を身につけ，高度
専門職業人等を目指し，将来，大学院博士課程に進む意欲を持つ人,(3)地域社会及び地方自治体にあって地域の活性化と再生に経済の面から積極的に関わろうと考
えている人,(4)経済を学び国際的な舞台で活躍することを考えている人
〈企業経営専攻〉
○企業経営コース
(1)企業経営，企業法務など今日の現代社会の基本的な諸問題に深い関心を持っている人,(2)企業経営に関する総合的理解を深めるとともに専門的知識を身につ
け，高度専門職業人等を目指し，将来，大学院博士課程に進む意欲を持つ人,(3)地域社会及び地方自治体にあって地域の活性化と再生に企業経営の面から積極的に
関わろうと考えている人,(4)企業経営を学び国際的な舞台で活躍することを考えている人
○医療・福祉経営コース
(1)病院，福祉施設経営など今日の医療，福祉の基本的な諸問題に深い関心を持っている人,(2)病院，福祉施設経営に関する総合的理解を深めるとともに専門的知
識を身につけ，高度専門職業人等を目指し，将来，大学院博士課程に進む意欲を持つ人,(3)地域医療及び地域福祉にあって，病院，福祉施設の活性化と再生に経営
の面から積極的に関わろうと考えている人

医学系研究科
「教育理念」「目標」
①人間の健康増進と医学・生命科学の発展に世界的に貢献できる人材を育成する。②医学・生命科学領域において時代にあった社会のニーズに対応できる専門的な
知識と技術並びに豊かな人間性と高度な倫理感をそなえた人材を育成する。③産学公連携に寄与することで社会に貢献できる人材を育成する。
「求める学生像」
①医学，医療，保健，生命科学分野で国際的発展に貢献する志のある人②学際的研究を志す人③高度先端的医療を志す人④豊かな人間性と高度な倫理感を持って社
会に貢献する志のある人
〈システム統御医学系専攻〉
「教育理念」「目標」
生体や医療環境をシステムという視点でとらえた教育研究を行い，高度な先進医学・医療や人間性豊かな医療を担う人材を育成する。
「求める学生像」
①強い意欲と協調性をもって医学・医療の発展に寄与したいと考えている人②医学・医療の分野の高度な専門知識および技術の修得を目指す人③医学・医療分野で
国際的に活躍できる研究能力の修得を目指す人④医学・医療分野での横断的・統合的思考能力の習得を目指す人
〈情報解析医学系専攻〉
「教育理念」「目標」
分子，細胞レベルから臓器，個体，社会に至るまでを情報という観点から統合的にとらえ，医学，医療に貢献できる人材を育成する。
「求める学生像」
①強い意欲と協調性をもって医学・医療の発展に寄与したいと考えている人②医学・医療分野の高度な専門知識および技術の修得を目指す人③医学・医療分野で国
際的に活躍できる研究能力の修得を目指す人④医学・医療分野での横断的・統合的思考能力の修得を目指す人
〈応用医工学系専攻〉
「教育理念」「目標」
激しく変容する医学・医療とグローバル化する競争的環境の中で，個性ある学際的教育研究を推進するため，従来の固定的な医学の専門分野に限定されない医学と
工学との連携のもと，生体情報デジタル化を基盤にして医療・福祉の新しい動向に即した理論と先端的医療機材の開発研究に必要な創造的な幅広い視野の人材を育
成する。
「求める学生像」（博士前期課程）
①新しい応用医工学の生命科学分野を探求するのに必要な基礎学力を有する人②医・工学の融合した新分野を学習し，自由な発想と柔軟性を持つ人③先端医療の発
展に貢献する意欲と豊かな人間性を持つ人
「求める学生像」（博士後期課程）
①生体情報のデジタル化を基盤として，生命現象や病態の解析，治療法や先進的医療機材の研究・開発について学ぶために必要な基礎知識を有する人②医学・医療
の領域に対する知的好奇心が旺盛で，創造的能力の高い人③医・工学の融合した新分野の研究者，指導者となるための資質を有する人
〈応用分子生命科学系専攻〉
「教育理念」「目標」
医・工・理・農の連携のもと，バイオインフォマティクスを駆使した分子レベルの病態解析や生命機能解析，化学合成及び先端バイオ技術による有用分子の研究開
発などを行うことができ，臨床応用にも貢献できる創造的で幅広い視野を持った人材を育成する。
「求める学生像」（博士前期課程）
①化学，生命科学，生物学などの分野において基盤的な知識を修得し，将来は有用分子の研究開発，製薬・バイオ関連産業分野で活躍を目指す人②微生物及び動植
物などの代謝や分子機能を中心に基盤的な知識を修得し，将来は製薬・バイオ関連産業分野で活躍を目指す人③人体の機能と統御及び医療技術の基礎を修得し，将
来は最先端の分子生命科学を医療分野で応用することを目指す人
「求める学生像」（博士後期課程）
①化学，生命科学，生物学などの分野において基盤的な知識を修得し，将来は有用分子の研究開発，製薬・バイオ関連産業分野で活躍を目指す人②微生物及び動植
物などの代謝や分子機能を中心に基盤的な知識を修得し，将来は製薬・バイオ関連産業分野で活躍を目指す人③人体の機能と統御及び医療技術の基礎を修得し，将
来は最先端の分子生命科学を医療分野
で応用することを目指す人

医学系研究科
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農学研究科

「教育理念」「目標」
農学研究科は、総合的な基礎力に基づいた高度な専門知識と能力を備えた、豊かな人間性を持つ研究者、技術者を養成することを目的とするとともに、生物機能

の開発・応用に関する技術を発展させつつ、各種資源と自然環境の保全・再生との調和を図り、豊かな社会の形成に貢献することを目的とします。
「求める学生像」
1.生物、環境、生命に関する総合的かつ専門的基礎知識を持っている人,2.高度な科学的視点から生物生産、環境の保全と再生、生物機能の開発と応用を探求した
い人

東アジア研究科
「求める学生像」
１.国内外から，東アジアで活躍できる指導的高度専門職業人を目指す人,２.東アジアの地域特性に対する深い理解と敬愛の念を持つ人,３.研究意欲と創造性を備
え，研究計画に基づいて自立的に研究を遂行していく人

技術経営研究科

「教育上の理念，目的」
技術経営（Management of Technology：MOT）とは，「技術を事業の核とする企業・組織が次世代の事業を継続的に創出し，持続的発展を行うための創造的，かつ
戦略的なイノベーションのマネジメント」を意味し，わが国の産業の活性化と持続的発展のために，MOT 教育は，研究開発・技術開発において必要な専門的経営能
力向上を目指します。本研究科は，科学技術および企業経営の普遍的原理ならびに最新の知識を統合し，イノベーションを持続的に創出するためのマネジメントの
研究を行い，もって総合的・学際的な知識・教養・倫理観に立脚し，自身の課題ならびに地域および地球規模での資源の最適利用を考え，判断する能力を持つ人材
を養成することを目的とします。
「求める学生像」
本研究科では以下のいずれかに該当する者を学生として受け入れます。
企業，組織，地域，国内外などで自らが中核となってイノベーションに携わり，成果の創出や活用を目指した取り組みをしようとする人,企業経営や組織運営にお
いて，戦略的な視点から技術を活用した価値創造や経営課題解決に意欲を持つとともに実践に必要な理論や手法を習得して，自ら経営にあたる，経営層を補佐す
る，将来に向けての経営の一翼を担おうとする，などの意志を持つ人,知的資産の創出と活用，蓄積した業務経験の活用や体系化などに基づく新規起業や事業・職
務の遂行における高度化などに挑戦的に取り組もうとする人

連合獣医学研究科

「教育理念」「目標」
構成大学がそれぞれ永年にわたり形成した特色ある体質及び立地条件によるそれぞれの特徴を十二分に活用し、相互に補完しながら、高度な獣医学に関する研究・
教育指導を行うことにより、国公私立の獣医系大学、家畜衛生、公衆衛生、畜産関係等の研究機関、更には動物病院等の研究者、高級技術者の養成を図る。
「求める学生像」
１.豊かな人間性と倫理性を備えた社会の多方面で活躍と貢献が出来る高級技術者または研究者として明確な目的意識とモチベーションを有する人。２.目的を達成
するために向上心と強い意志を持ち続け、さらにチャレンジング精神や好奇心の旺盛な人。

「教育理念」「目標」（博士前期課程）
自然科学及び科学技術に関する系統的並びに実践的な教育をとおして，社会の要請に対応し得る能力を備えた人材を養成することを目的とします。

「求める学生像」（博士前期課程）
〈数理科学専攻〉
①数理科学分野において大学の数理科学科卒業またはそれと同等以上の知識を持つ人②論理的な思考力や表現力に優れている人③数理科学分野での研究を通して
培った力を生かして社会で活躍したい人
〈物理・情報科学専攻〉
①物理学，情報科学やこれらの学際的分野に対する探究心を持ち，これらの分野で活躍することを目指す人②忍耐強く研究を続け，論理的に思考することの好きな
人③物理学，情報科学の知識を活用して新しい研究に挑戦したい人
〈地球科学専攻〉
①学部において修得した基礎知識をもとに，地球科学とその関連分野において，自ら積極的に課題を探求し，実践的に取り組む意欲のある人②資源・材料・環境・
防災・建設など，地球科学の幅広い分野の技術者として国内外で活躍することを目指す人
〈機械工学専攻〉
①機械工学関連知識を学び，国際及び地域社会で活躍することを考えている人②機械工学に関する総合的理解を深めると共に，専門的知識と応用能力を身に付け，
高度専門職業人等を目指し，将来，大学院博士後期課程に進む意欲を持つ人③機械工学の基礎知識を極めると共に，幅広く高度な知識・能力を身に付け，多様に発
展する社会の様々な分野で活躍する高度で知的な素養をもつ人
〈社会建設工学専攻〉
①建設や環境分野に関する基礎学力と応用力を備えた人②課題発見や問題解決に必要な工学的センスや自主性をもつ人③建設や環境分野の技術者の社会的責任を意
識できる人④地域社会並びに国際社会に貢献できる技術者・研究者を目指す人
〈物質化学専攻〉
①ライフサイエンス，環境，エネルギー，ナノテク・材料，ＩＴを支える化学，生物化学及び物質科学の分野において興味を持ち，チャレンジ精神や好奇心の旺盛
な人②上記の分野において豊かな人間性と倫理性を備えた社会の多方面で活躍と貢献が出来る高級技術者または研究者を目指す人③研究意欲と創造性を備え，研究
計画に基づいて自立的に研究を遂行していく人④自分の研究について多くの人と積極的に討論し，また研究内容を世の中に分かり易く発信する意欲のある人
〈電子デバイス工学専攻〉
①電子デバイスに関する研究・開発に強い興味をもっている人②電子デバイスに関する専門知識を身につけ，将来，技術者，研究者として，産業界において活躍を
考えている人③電子デバイス分野において，世界の科学・技術をリードし，国際的に活躍する技術者，研究者を目指して，将来，大学院博士後期課程に進学する意
欲をもつ人④電子デバイスの専門性と同時に，工学倫理，知的財産権，技術経営，地球環境問題等にも興味をもち，広い視野をもつ研究者，技術者を目指す人⑤電
子デバイスに必要な電子工学や材料工学の基礎的な専門知識と英語の語学力を身につけ，研究遂行のために努力を惜しまず，チャレンジ精神旺盛である人
〈電子情報システム工学専攻〉
①電子情報システム分野に関して基礎的な専門知識を持ち，さらに高度な知識・技術を学ぶ強い意欲を有する人②電子情報システム分野の高度な専門的知識・技術
の習得に必要な学力を有する人③電子情報システム分野の技術者・研究者として，地域社会・国際社会に貢献する強い意欲を有する人
〈感性デザイン工学専攻〉
①感性デザイン工学（建築・情報デザイン工学）に関する専門知識を有し，創造的な研究活動を展開できる人②感性デザイン工学分野の専門技術の習得に強い意欲
と熱意を有する人③感性デザイン工学の理論の深化と実践を大切にし，社会貢献できる能力を有する人④国際的視野から感性デザイン工学の役割を認識し，問題解
決に向け自主的に取り組める人
〈環境共生系専攻〉
①環境科学と環境工学をとおして，持続可能な社会の構築に貢献する意欲と資質を持つ人②環境分野の高度な専門教育科目群を履修し習得するために，学士課程で
養われた数学，物理学，化学，生物学等の基礎知識を有し，環境科学と環境工学に関する勉学意欲を有している人③環境系の科学者・技術者の社会的責任に関する
意識を持ち，グローバルな環境問題に取り組む意欲のある人

「教育理念」「目標」（博士後期課程）
先端科学及び先端技術に関する高度な学修並びに自律的研究をとおして総合的研究能力を涵養し，自立した研究者又は高度技術者を養成することを目的とします。
「求める学生像」（博士後期課程）
〈自然科学基盤系専攻〉
①大学院修士課程に相当する知識や経験をもとに，自然科学の基礎的分野ならびに関連する幅広い分野で，自ら新たな問題を発掘し，創造しようとする意欲のある
人②またこうした問題を解決する方法や道筋を開拓し，自立した研究者・技術者となることを目指す人
〈システム設計工学系専攻〉
①システム設計工学分野（機械工学および社会建設工学分野）において高度な専門能力を有する技術者・研究者を目指す人②自ら研究課題を設定し，自立的に勉
学・研究に取り組み，困難な課題に立ち向かう技術者・研
究者を目指す人③革新的な技術開発や独創性の高い研究成果，また，実際に役立つ研究成果に基づき，国際社会や地域社会の発展に貢献できる技術者・研究者を目
指す人④研究を通じて国際連携や産学連携などを経験し，当該分野においてリーダシップを発揮できる技術者・研究者を目指す人
〈物質工学系専攻〉
①博士前期課程での量子デバイス工学，材料・エネルギー工学，応用化学の専門分野の基礎知識と英語の語学力を備え，最先端の研究に熱意と意欲をもって遂行す
る人②物質工学分野において，革新的な技術開発を行い，国際社会の発展に貢献する意欲のある人③工学的専門分野と同時に，工学倫理，知的財産権，技術経営，
地球環境問題等にも興味をもち，広い視野をもつ研究者，技術者を目指す人
〈情報・デザイン工学系専攻〉
①電子情報システム工学，感性デザイン工学のいずれかの分野に強い興味をもち，高い専門知識を有している人②情報・デザイン工学分野における専門性の深化に
強い意欲と熱意を有する人③自ら研究課題を発見・設定し，自主的に問題解決に取り組める人④国際社会に貢献できる素養を身につけ，国際レベルの技術者・研究
者となることを目指している人
〈環境共生系専攻〉
①環境系の科学者・技術者として，環境科学，環境測定，環境保全計画などに関する基礎知識を有し，環境分野での高度な理論的・実践的教育研究に意欲と資質を
持つ人②環境系の科学者・技術者の社会的責任に関する意識を持ち，グローバルな環境問題に取り組む意欲と資質のある人

理工学研究科
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【資料 A-4】入学者選抜要項，学生募集要項における入学者の選抜方法等の提示（出典：認証評価資料４

－１－①－４） 

入学者選抜要項 
http://nyushi.arc.yamaguchi-u.ac.jp/yoko/index.html 

学生募集要項 

 

【資料 A-5】入試に関する広報の状況(出典:本学 Web ページから) 

 

http://nyushi.arc.yamaguchi-u.ac.jp/index.html 
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【資料 A-6】2010 年入学者追跡調査報告書の概要(出典: 2010 年入学者追跡調査報告書) 

目  次 

はじめに 

 

I 部  山口大学の入試状況 

1 章  大学全体の入学者選抜試験実施状況 

2 章  人文学部の入学者選抜試験実施状況 

3 章  教育学部の入学者選抜試験実施状況 

4 章  経済学部の入学者選抜試験実施状況 

5 章  理学部の入学者選抜試験実施状況 

6 章  医学部の入学者選抜試験実施状況 

7 章  工学部の入学者選抜試験実施状況 

8 章  農学部の入学者選抜試験実施状況 

9 章  共同獣医学部の入学者選抜試験実施状況 

 

II 部  山口大学入学者追跡調査にみる入学者の入学後

10 章  人文学部入学者の入学から卒業までの過程 

11 章  教育学部入学者の入学から卒業までの過程 

12 章  経済学部入学者の入学から卒業までの過程 

13 章  理学部入学者の入学から卒業までの過程 

14 章  医学部保健学科入学者の入学から卒業までの

過程 

15 章  工学部入学者の入学から卒業までの過程 

16 章  農学部入学者の入学から卒業までの過程 

 

 

注)総ページ数 980 

 

【資料 A-7】各学部・研究科における学生受入状況や入学者選抜方法等の検証・改善の事例(出典:機関別

認証評価資料４-１-④-４) 

学部・研究科名 
検証・改善を 

検討する部局組織 

検証・改善の事例 

（平成 22 年度～平成 27 年度） 

人文学部 
入試委員会 

拡大教授会 

・平成25年度の入学者追跡調査の結果に基づき，ＡＯ入試の面接試験と講義等理解

力試験の評価比率について，平成 27 年度から講義等理解力試験の評価比率を高め

るＢ方式へ変更した。（平成 26 年度） 

教育学部 

学務厚生部 

教育企画部 

入試関係作業部会 

拡大教授会 

・基礎的運度能力を適正に評価するため，平成 26 年度入試から保健体育選修の一

般入試前期日程の実技検査の内容を変更した。（平成 24 年度） 

経済学部 
入試委員会 

教授会 

・収容定員充足率適正化のため，平成 26 年度入試から帰国生徒入試および社会人

入試を廃止した。（平成 23 年度） 

理学部 
入試委員会 

学科長会議等 

・数理科学科の入試実績及び入学生等のアンケート結果に基づき，物理・情報科学科

一般入試選抜方法を変更した。前期日程について平成 24 年度入学者選抜試験から

大学入試センター試験及び個別学力検査の配点について，パターン選択方式を採

用。後期日程について平成 25 年度入学者選抜試験から，面接をとりやめ数学又は理

科の学力検査を導入。（平成 22 年度） 
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共同獣医学部 

学務委員会 

山口大学と鹿児島

大学の共同獣医学

部協議会 

・平成 24 年度実施の学務委員会において，共同獣医学部の推薦入試について配点

の見直しを行い，平成 26 年度から面接及び小論文を重視する観点は継続しつつ，大

学入試センター試験も重視する配点に変更した。(平成 24 年度) 

・平成 26 年度実施の山口大学と鹿児島大学との共同獣医学部協議会において，共

同教育課程の充実，国際的に活躍できる有望な学生の獲得等を目的とし，両大学に

おける入学者に対して大学選びアンケート調査を実施した。同アンケート調査結果を集

計し，両大学間で情報共有を行い，今後の入試広報のあり方等に有効活用することと

した。(平成 26 年度) 

教育学研究科 

学務厚生部 

教育企画部 

専修主任会議 

研究科委員会 

・日本語能力を適正に評価するため，平成 27 年度入試から一部の専修において外国

人留学生入試の出願資格に留学生試験の日本語を利用した。（平成 24 年度） 

・志願者獲得に向けて，平成 26 年度 1 月に学部４年生を対象に研究科進学に関する

意識調査を行った。（平成 26 年度） 

理工学研究科 

（理学系） 

入試委員会 

学科長会議等 

・各専攻における英語試験の標準化のため，平成 27 年 10 月入学及び平成 28 年 4

月入学の入学者選抜試験から，地球科学専攻において，一般選抜及び社会人特別

選抜の英語の学力検査は，筆記試験を行わず英語能力テストのスコアにより評価する

ことに変更した。（平成 26 年度） 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である 

(判断理由) 学生の受入れの基本方針を策定し，過去の入試区分別志願状況のデータや入試説明

会情報と併せて公表した。入学時から卒業時までの追跡調査を行い，これらの蓄積したデータを

基に入試区分別の特性を分析し，５学部２研究科において入試方法等の改善を行っており良好と

判断する。 

   

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

該当なし 
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○小項目2「幅広い職業人の養成や教養教育機能の充実を図るため，学位授与の条件を明確化する 

とともに，それを確実に達成できる学士課程教育カリキュラムを編成する」の分析  

  

関連する中期計画の分析 

計画 1-1-2-1「学士力と社会人力を育成するために学士課程教育のグラジュエーションポリシー

（GP）を明確化するとともに，各授業科目が有機的に連携した整合性のあるカリキュラムに再編成

する」に係る状況 

 

[山口大学の従来のカリキュラム] 

学士課程教育では学士力と社会人力，大学院教育では教育力・研究力に富む高度専門職業人の

育成に資するため，他大学に先駆けて，平成 20 年度に学士課程の共通教育と，学部のコース・研

究科の分野毎に本学独自にグラジュエーションポリシー（以下「GP」）を定めた。平成 22 年度に

は，各学科の授業科目の主題及び到達目標と GP の関係をカリキュラム・マップ（以下「CUM」）

に整理している。平成 23 年度にはカリキュラムの年次進行と GP の関係を流れ図にしたカリキュ

ラム・フローチャート（以下「CFC」）を作成し，各授業科目間の有機的な連携と体系性を確認し

て，Web を通じて周知した(資料 B-1，2)。 

 

[新しい共通教育カリキュラムへの見直し] 

従来の共通教育は，選択科目が大半を占めていたが，全学生に一貫した教養教育を実施し，初

年次教育と学部教育の接続性を高めるため，平成 23 年度から，学部・研究科再編等会議の下に部

会を置き，平成 23 年度末に「新しい共通教育について（報告）」，平成 24 年度に「新しい共通

教育の実施体制構築の方針」を策定した。この方針に基づき，平成 25 年度から新しい共通教育が

スタートした。具体的には，人文・社会・自然の各分野の基本的な考え方を修得する一般教養科

目 16 単位，コミュニケーション能力としての英語を重視して６単位，本学の学生として身につけ

る基本的能力を涵養する教養コア科目８単位，計 30 単位（共同獣医学部及び国際総合科学部を除

く）を必修として，教育課程を再編した。30 単位の中には，学生の能動的学修を促進する「山口

と世界」や全国に先駆けて必修化した知的財産教育科目「科学技術と社会」等を含み，GP に沿っ

た人材育成に向けて基礎学力・教養を培うための授業科目を開講している。併せて，クォーター

制授業の部分的な導入により短期集中型の授業を行うことを可能としたほか，大学教育センター

と各学部が分担して共通教育科目を開講する「全部局責任体制」に移行した。 

また，各学部・学科において，学部専門教育の見直しを行い，学部専門科目に，人文学部は「文

学」「言語学」「人文リテラシー科目群」を，教育学部は「初習外国語」を新たに開講し，また，

共通教育科目の学部専門基礎科目に，理学部は「統計学」，農学部は「数学概論」を開講するな

ど，初年次教育との接続性を高め，より授業科目間の連携を考慮したカリキュラムに再編成した。 

この見直しを機に， GP の名称を全国の大学で定着してきた「ディプロマ・ポリシー（DP）」に

変更し，平成 26 年度には全学共通教育の DP 並びに各学部・研究科毎の DP を策定して，公表した。

さらに，DP の達成過程を明確化する目的で，学部・研究科毎に DP を達成するための教育課程編成

等に関する考え方をまとめたカリキュラム・ポリシー（以下「CP」）を定め，教育課程の体系化
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を進めた(資料 B-3，4，5，6)。 

 

【資料 B-1】カリキュラムマップの例 医学部保健学科看護学専攻 

（出典：山口大学大学教育センターWeb ページ） 

授業科目名
授業科目の主題（箇条書）
（この授業科目における中心となる題目・問題・テー
マ等を箇条書に記入する。）

授業科目の到達目標（箇条書）
（この授業科目の学習後に到達すべき最低限の
（行動）目標を学生が主語で行為動詞を使用して
箇条書記入する。）

A.急速に進歩
している医療・
看護の状況を
正しく理解し、
安全で適切な
看護を提供す
るための基礎
的な能力を身
につけている。

B.チーム医療
を担う一員とし
て、他の職種
の役割を理解
し、協力関係
を築き、発展さ
せる能力を身
につけている。

C. 看護学を確
立し、発展させ
ることができる
ように、看護研
究に必要な基
礎的能力を修
得している。

D. 世界レべル
の健康問題に
ついて認識で
きるように、語
学を含む基礎
的能力を身に
つけている。

E.地域の保
健・医療の
ニーズに合っ
た活動を計
画・遂行する
手法を身につ
けている。

【共通教育科目群】

フレッシュマンセ
ミナー

・学生同士や教員との人間的結びつきを深める．
・共通教育カリキュラムを理解させる．
・充実した大学生活を送るための指導を行う．
・卒業後の進路を考えさせる．

・学生が共通教育カリキュラムを理解する．
・自立した大学生活を送るための心得ができる
・将来の職業認識がもてる．

○

基礎セミナー１

・医療職者の現状を知りその役割と責任を理解す
る．
・他者の話を正確に聴き，自分の考えを分かりやす
く説明・文章化することができる．

・日本の医療システムとチーム医療の役割が説明
できる．
・課題に対する自分の考えを分かりやすく文章で表
すことができる．

○ ◎ ○ ○ △

情報リテラシー
演習

コンピュータおよびコンピュータネットワークを学習な
どに活用するための操作法を身につけさせる

・文書作成や表計算，インターネットを利用した情
報収集などの基本的な操作ができる

○ ◎ ○ ○

情報セキュリ
ティ・モラル

ネットワーク社会における情報モラルの必要性と自
己の立場での情報セキュリティに対する責任を認識
させる

・情報社会の参加者として，情報モラルや法令など
を遵守し責任ある行動をとることができる
・日頃から情報セキュリティに関心をもち，身の回り
の事例に対して適切に判断し対策を施すことができ
る

◎ ◎ ○

TOEIC準備

・TOEICテストの出題形式に慣れ，パートごとに問題
への対応の仕方を理解させる．特に，スピーディー
な英語を聞き取り，情報を処理させる．
・自習課題を通して，「自学自習」の習慣を身につけ
させる．
・Listening Comprehensionに慣れるため，自習課題
を通して，「自学自習」の習慣を身につけさせる．
・自習課題の成績や，TOEICの各パートの正答率な
どをもとに自己の英語力を確認し，受講者自ら

・情報の検索力・収集力，提示された情報から求め
る情報が推察できる．
・自学自習の習慣が形成できる．
・スピーディーな英語を聞き取り，また，読み取り，
情報を処理することができる．
・自己の英語力を確認し，向上しようとする態度が
みにつく．
・TOEICテストの出題形式に慣れ，パートごとに問題
への対応の仕方が理解できる．

○ ○ ○

English
speaking

・身近なことがらについて流暢に話せる力を身につ
ける．
・WBTを利用した自習課題を通して，基本的な語
彙・文法的知識を身につける．

・基本的な語彙・文法的知識が身につく．
・積極的に英語を使って意思伝達を行うと態度が
みにつく．
・身近なことがらについて流ちょうに話せる．

○ ○ ○

TOEIC認定400
・TOEICで400点以上を4年次への進級時までに取
得する

・TOEICで400点以上が4年生への進級時までに取
得できる

○ ○ ○

医療英語

・日常の医療の紹介（英文）を電子辞書（英辞郎）を
用いて速読させる．
・読みながら，設定された質問に対して，copy &
paste機能で英文のまま解答を作成させる．
・その解答をweb mailで教員へ送付させる．

・日常医療に使われる用語を英語でもある程度，理
解し，また使うことができる．

○ ○ ○

学部・研究科の教育目的（具体的に記述・箇条書き） 

１．医療の変化に対応できる人材の育成 ２．チーム医療の一員として活躍できる人材の育成

学科・専攻等の教育目的（具体的に記述・箇条書き）

１． 社会の要請に柔軟に対応する共通教育コースカリキュラムで学習し、幅広

学問分野のGraduation Policy(GP) （◎＝ＧＰ達成のために、特に重要な事
項 ○ ＧＰ達成 めに 重要 事項 △ ＧＰ達成 ため 望まし 事
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【資料 B-2】カリキュラムフローチャートの例 医学部保健学科看護学専攻（出典：山口大学大学教育セ

ンターWeb ページ「山口大学のカリキュラム概要」2015 年 11 月 20 日から抜粋） 

 

 

【資料 B-3】共通教育における責任体制・実施体制（出典：機関別認証評価資料２-１-②-１） 
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【資料 B-4】「新しい共通教育」カリキュラム（出典：YU-INFORMATION, No.112） 

 

 

 

【資料 B-5】学部におけるカリキュラムの見直しの事例 

（出典：各学部への調査結果から企画・評価課作成） 

学部名 カリキュラム見直しの事例 

人文学部 学部専門科目に「文学」「言語学」「人文リテラシー科目群」を新たに設

定。 

教育学部 学部専門科目に「初習外国語」を新たに設定。 

経済学部 共通教育科目の学部専門基礎科目として「中国語初級」「ハングル初級」

を開講。 

理学部 共通教育科目の学部専門基礎科目として「統計学」を開講。 

農学部 共通教育科目の学部専門基礎科目として「数学概論」を開講。 
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【資料 B-6】カリキュラムポリシーの例 人文学部人文社会学科（出典：山口大学大学教育センターWeb

ページ「山口大学のカリキュラム概要」2015 年 11 月 20 日から抜粋） 

 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 優れた点(p.93-94)に記述。  

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

人文学部 観点「教育内容・方法」，質の向上度「教育活動の状況」 
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計画 1-1-2-2「シラバスの改善，履修指導の充実，授業外学習時間の確保等の取り組みを進め，単位

制度の実質化を行う」に係る状況 

 

[アクティブ・ラーニング推進等による授業外学習時間の確保] 

授業外学習時間確保のため，授業設計・教材の工夫，ICT を活用した授業，成績評価の方法等を記

した「授業改善のヒント集改訂版」に各学部の授業改善策やその成果をまとめ，FD ハンドブックと

して全教員に配付し情報共有を行った。  

また，平成 25 年度の新しい共通教育(p.13-14)開始以降，学生の能動的学修を促進するアクティ

ブ・ラーニング（以下「AL」）を組織的に推進しており，グループワークやディスカッション・デ

ィベート，フィールドワーク，プレゼンテーション等を取り入れた授業を展開している。共通教育

科目のうち，本学の学生としての基本的な学修スキル等の育成を行う「教養コア科目」の授業科目

「山口と世界」は，地域の特色を知り地域振興に寄与する能力を備え，将来その資質を地域社会・

国際社会で活用できる人材の育成を目的とする。地域における課題解決のため，グループ調査，デ

ィスカッション，プレゼンテーションを課すことで学生の能動的学修を促進している(資料 C-1，2，

3，4)。 

平成 26 年度には文部科学省「大学教育再生加速プログラム」に採択され，大学教育機構・学部に

FD コーディネーターを配置して AL 推進体制を整備し，教職員のスキルアップのための全学 FD・SD

研修(p.132)，ワークショップ(p.54-55)，AL ポイント認定制度(後述)，AL の教育効果の測定・改善

を行うためのアンケート，授業評価アンケート内での授業外学修時間の分析等を実施している。同

事業の推進を通して，AL を取り入れた科目の受講学生数は H25：1,986 名，H26：3,969 名，H27：5,956

名と，顕著に伸びている。 

クォーター制授業の部分導入と AL を取り入れた授業の増加により，学生が授業外で発表準備やグ

ループでの打合せ等を行う機会が増加した。また，英語科目及び知的財産教育科目で e-ラーニング

教材の提供及び小テストや宿題・レポートの提出機会が増加しており，授業外においても主体的な

学習を促している。これらの改善の結果による授業外学習時間の変化を把握するため，毎年実施し

ている学生授業評価を基にグラフ化して示した(資料 C-5)。学生の１科目当たりの授業外学習時間は，

平成 26 年度の結果において全ての学部で平成 22 年度を上回っており，本学における単位制度の実

質化が進んでいるといえる(資料 C-6)。 

 

[シラバスの改善・履修指導の充実] 

CFC や平成 25 年度の新しい共通教育の実施に伴う学部カリキュラムの再編成により，授業の到達

目標の明確化，共通教育と学部専門教育の連携を意識した授業計画の立案等に取り組み，それらを

シラバスの内容に反映している。 

平成 27 年度からは，共通教育科目を中心に各授業及び正課外教育プログラムの AL 度を認定する

「AL ポイント認定制度」を導入した。授業各回での AL の６つの学修形態（グループワーク，ディス

カッション・ディベート，フィールドワーク，プレゼンテーション，振り返り，宿題）の割合をポ

イント化して平均値を AL ポイントとしてシラバスに記載し，シラバスが教員の授業設計と学生の履

修計画に役立つよう改善している(資料 C-7)。 
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履修指導では，学習ポートフォリオ(p.71)を全学部に導入し，毎年度学生自身が学修活動を振り

返り，指導教員とともに次年度の履修計画を立てる際に活用している。また，履修指導に CFC を併

せて活用することにより，DP 達成に向けて学生の目的意識を向上させ，計画的に履修させるための

工夫を行っている。 
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【資料 C-1】授業改善ヒント集改訂版の概要（出典：大学における授業改善ヒント集 改訂版から抜粋） 

章・タイトル 大項目 小項目

・授業設計の方法 ・教授法の基礎 ・授業実施上の留意点

・こんなときどうする？－Q&A集－ ・FD用語集

・基礎セミナーの実践例

・疑似ディスタンス・ラーニングを組み合わせたDVD視覚教材の開発

・新入生の大学への適応を促進する「基礎セミナー」

・授業に興味を持たせる工夫 ・授業の際の心がけ

・複数教員が担当する授業の効果的な進め方

・外国語の授業への動機を維持するためのレパートリー

・受講意識向上のための講義支援システムの利用事例

・外部人材を活用した授業づくりの工夫

・模擬授業で学習指導力を身につける方法

・習熟度に差のある科目に対する授業の進め方 ・化学の見える化

・問題演習の効果的な実施による基礎学力の定着に向けた工夫

・様々な生物の事象を有機化合物レベルでとらえ考察できる能力を身につ

・学生に自己習熟度を思い起こさせる

・PowerPointをノート代わりに利用する工夫

・芸術系の授業で写真を使って細密描写の描写力を効果的に養う方法

・PowerPointを教科書の代わりに利用する工夫

・パワーポイント資料（穴埋め式）の効果的な利用方法

・動画（ドラマ）を利用した授業の工夫 ・ICTを利用した授業外学習の工夫

・授業における学生のモチベーションを上げる工夫

・授業にグループ学習を取り入れる工夫

・学生を"授業の世界"に参加・共感させる方法

・多人数を考えさせ対話に巻き込むための工夫

・多人数授業で学生が意見を交換し共有する工夫

・道徳授業にロールプレイングを取り入れる試み

・授業にディスカッションを取り入れる工夫

・PBL型チュートリアルの現状と課題

・工学部専門科目としての数学系科目の授業のあり方

・学生を講義に参加させるために ・工学部における心理学教育

・実習授業において学生の理解度を高めるための工夫

・マイクロ・ティーチングの手法を取り入れた学生参加型の授業展開

・1年生でもプレゼンさせて、社会への興味・関心を引きだす！

・大学院生のプレゼンテーション能力に関する工夫

・授業内演習で授業の進め方を微調整

・学生の理解状況を確認しながら進める試み

・授業外学習時間の確保 ・時間をかけて課題に取り組ませる工夫

・内容を採点対象としないレポートを活用した復習を促進する取組

7.教室管理の方法 ・授業中の私語等の抑止 ・大規模授業での私語対策

・語学教育授業における小テストの効果及び活用

・成績分布共有システムの活用方法

・聴覚障害のある学生のための配慮方法

・発達障害のある学生のための配慮方法

・授業にディスカッションを取り入れる工夫（プレゼンテ-ション、グループワーク

・ICTを活用した授業の工夫（ポータルサイト、タブレット、クラウドの活用）

第１章・授業
の基本編-新
任教員向け-

1.授業設計・教科書・
教材の工夫

2.授業の展開方法

3.ICTを活用した授業
の工夫

4.学生を授業に巻き
込む方法

10.社会人大学院生
を対象とした授業の
工

第2章・実践編

5.学生の授業理解度
の確認方法

6.授業外学習を促進
する方法

8.成績評価の方法

9 障害のある学生へ
の授業中の配慮方法
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【資料 C-2】単位の実質化に向けた各学部の取組み状況（平成 26 年度） 

（出典：機関別認証評価資料５-２-②-３） 

人文学部 授業外学習時間の確保には，学部を超えて全学的に取り組んでいる。学生授業評価における学習時間のデータはFD活

動の柱となるテーマである。英語においては，共通教育，学部教育の両方においてオンライン学習を宿題として課してお

り，教材も充実している。オンライン学習においては学習時間のデータが独自に得られるが，学生授業評価における平均

値の方がオンライン学習のデータより低く，学生は主観的には実際の学習時間より少なく見積もっている傾向があることも

考慮しなければならない。 

教育学部 「山口大学教育学部規則」                                                            

第７条 学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため，卒業要件として学生が修得すべき単位数について，

学生が１学期に履修科目として登録できる単位数の上限は，次のとおりとし，この単位数を超えて登録することはできな

い。 

第１年次 各学期 26単位 第２年次 各学期 26単位 第３年次 各学期 26単位 第４年次 各学期 制限なし 

２ 前項の規定にかかわらず，所定の単位を優れた成績をもって修得した学生については，次学期において前項に定める

上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。 

３ 前項の優れた成績の認定基準は，第９条による成績評価「秀」及び「優」の合計が８割以上であることとする。 

経済学部 ・経済学部では，学生の主体的な学習時間を確保するため，また，各年次にわたって適切に授業科目を履修することを目

的に，学生が１学期に履修科目として登録できる単位数の上限を1年次から3年次までは26単位としている。また，所定の

単位を優れた成績をもって修得した学生については，次学期において上限を超えて履修科目の登録を認めることとしてい

る。さらに，GPAを活用して，学業成績優秀者を学部長が表彰する制度や授業料を半額免除する特別待遇学生制度を導

入し，学生の勉学に対する意欲を高める取組を実施している。 

理学部 ・予習復習に時間を割かねば対応できないよう少人数個別指導の授業を１年次から行っている。（数理科学科） 

・主体的な学習時間を確保するために様々な努力（履修科目の上限設定，小テスト・宿題・レポート提出など）を行ってい

る。また，学習相談室の設置なども行っている。しかし，現状は必ずしも満足できるものではない。（物理・情報科学科） 

・生物学コースと化学コースは，大学院生をTAで雇用して，特定の日時に学部生の質問を受付て指導する仕組みを設置

し，期末試験に効果をあげている。（生物・化学科） 

・実験授業のほとんどでレポートを課している．また，講義科目でも小テストを取り入れている．しかし，必ずしも十分とはい

えない．（地球圏システム科学科） 

医学部 ・医学科の開設科目は，文部科学省の定めた「医学教育モデル・コア・カリキュラム」に沿って設定しており，ほぼ必修科目

である。また，”共通教育科目及び専門科目の全ての単位を修得しなければならない”等の厳しい進級基準を設けており，

卒業要件として”卒業統一試験”に合格することを課している。このことから，授業を欠席する，予復習を怠るということはお

よそあり得ない。  

 平成7年度から開始した山口大学独自プログラムの「自己開発コース」（学部3年次）では，学生自らが時間的・精神的余

裕をもって積極的に研究室や社会に参画し，国内外の研究活動・社会活動などの実践を通じて，自助自立の精神を高

め，潜在する可能性を開発することを目的としている。  

 「地域包括医療修学実習」（学部3年次）は，山口県の地域医療を担う診療所・病院を中心に，医療のみならず，保健，福

祉，介護，そして地域社会全体を実習体験することで，“地域医療マインド”を高めることを目的としている。本実習は，地

域医療の第一線において，医師が他の医療従事者とどのように働き，患者さんとどのように接し，地域や医療機関でどのよ

うな役割や態度が求められているかを理解し，大学での学習のモチベーションを高めてもらうことを期待している。  

 臨床実習（ポリクリ・クリクラ）（学部5,6年次）については，国際的医学教育認証にも十分応えられるべく，また，現実の医

療を習得するための実践教育を展開するべく，カリキュラムの改正（５３週→７２週）を現在進行形で行っている。加えて，多

職種との共同での参加型臨床実習を組み入れることにより，チーム医療マインドを持った総合力のある学生の育成を行っ

ている。（医学科） 

・保健学科の開設科目の多くは必修科目であり，厳しい進級基準及び卒業要件を設けている。加えて，保健学科看護学

専攻については文部科学省の定めた「保健師助産師看護師学校養成所指定規則」，保健学科検査技術科学専攻につい

ては厚生労働省の定めた「臨床検査技師等に関する法律施行令」に対比した科目単位を取得しないと国家試験を受験で

きないことから，授業を欠席する，予復習を怠るということはおよそあり得ない。  

 保健学科看護学専攻では，学生全員が看護師・保健師の受験資格を得るためのカリキュラムを履修するダブルライセン

スの教育体制をとっており，さらに，選択によって助産師の受験資格が得られる「助産師コース」を設置し，専門的な看護

系人材育成の体制を構築している。  

 検査技術科学専攻では，臨床検査技師の受験資格に加えて，細胞検査士，健康食品管理士，バイオ技術者などの受

験資格を得るためのカリキュラムを履修する教育体制をとっており，これらの専門職種は，従来の医療分野だけにとどまら

ない社会に必要とされている多種多様な分野の医療人を育成している。  

 両専攻の学生が共に免疫学，臨床薬理学，医療放射線学等の専門科目を履修する機会を数多く設け，さらに，病棟看

護師との共同研究や共同執筆，博士課程の学生が医師中心の学会へ発表する等を通じ，幅広い視野を身につける教育

環境を整えていることを活かし，看護やチーム医療において欠かせない豊かな人間性やコミュニケーション力を育んでい

る。  

 また，看護・検査技術の教育・研究を国際化する必要性を強調しており，英語を母国語とする専任教員による専門科目

の授業を一部行っている。その他，海外からの非常勤講師による講義，交換留学生，本学を訪れる研究者による特別講

演などの教育機会を提供し，グローバルな医療人育成の取組を実施している。  

 さらに，附属病院をはじめ，県内広域の医療機関や保健に関わる施設の協力を得て臨地実習では，広い視野で国民の

健康を考えられる看護師・助産師・保健師や臨床検査技師を育成する教育を行っており，卓越した教員集団の優れたカリ

キュラムの実践により，看護師・保健師・助産師・臨床検査技師の国家試験合格率は全国トップ水準にある。（保健学科） 

工学部 ・学生の成績をGPAで評価しており，必要以上に科目を履修しないようなシステムにしている。特に機械工学実験ではレポ

ート作成能力の育成にも重点を置いており，主体的な学習の促進に貢献している。（機械工学科） 

・本学科の学習・教育目標に「B-1 自主的かつ継続的に学習する能力」を定めており，これにもとづきシラバスにおいて授

業時間外学習を促している。（社会建設工学科） 

・応用化学科は必須科目すべてに対しての演習時間を割り付けており，それぞれの必須科目は演習や小テストなどを利
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用して学ぶ体系を構築している。また，学生は毎週の実験では，準備学習，復習，レポート提出などが義務付けられてお

り，学生の主体的学習を促す組織的な指導に取り組んでいる。（応用化学科） 

・学科としては，組織的な取組は行われていないが，個々の教員は課題提出や小テストを実施して，授業時間外学習を促

すための工夫をしている。（電気電子工学科） 

・英語や情報処理演習に関する授業では講義以外に学生が自主的に行う自習が特に重要性である。本学では海外衛星

放送や放送大学などの番組をストリーミングで24時間流し，また英会話やオフィスソフトなどに関するオンデマンド教材を

Web上に用意することで学生が好きな時間に学習できるＷｅｂ学習システムの体制を整えている。また，授業時間以外であ

れば自由に利用可能な情報処理演習室を学科が主体となり運営管理している．これにより，演習系の科目で無くてもプロ

グラミングを伴うような課題を課して，授業時間外に学習する事により理解を深めるようにする事が可能である．また，学科

教員が顧問となって英会話学習のサークルを立ち上げ，初級レベルの学生にはTOEICの試験対策に直結するような活動

を促す一方で，中級以上の学生には外国人留学生や市内に居住の外国人を招いて実践的な英会話の学習を行う機会を

提供するなどしている．（知能情報工学科） 

・学生が主体的に学習に取り組める課題を出すように努めています。設計演習のように完成までの時間に個人差が生じる

科目については，講義時間以外の一定時間製図室を提供し，教員が時間外にも指導できる体制をとっています。（感性デ

ザイン工学科） 

・講義，実験ごとにレポート，演習課題を課すなど，授業時間外の学習を促すよう取り組んでいる。（循環環境工学科） 

・数学統一試験チャレンジ講座を開設するなど，授業時間外学習を実践している.（工学基礎教育） 

農学部 ・シラバスで，授業回数を明記した授業計画を公開し，それに沿った授業の実施を行っている。（生物資源環境科学科） 

・カリキュラム上，学生が準備学習・復習などの主体的学習を行うための授業時間外の学習時間の確保を考慮し，学生の

主体的学習を促すためのシラバスを利用した準備学習の指示等をしている。（生物機能科学科） 

共同獣医学部 カリキュラム上，学生が準備学習・復習などの主体的学習を行うための授業時間外の学習時間の確保を考慮し，学生の主

体的学習を促すためのシラバスを利用した準備学習の指示等をしている 

 

【資料 C-3】アクティブ・ラーニングの組織的推進「山口と世界」の授業風景 

（出典：大学教育機構大学教育センター） 
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【資料 C-4】共通教育科目「山口と世界」の概要及び一般目標（抜粋） 

（出典：機関別認証評価資料５-１-③-６より抜粋） 

＜山口と世界＞
概要（共通教育の場合は平易な授業案内） 一般目標

近年、重大事故や企業不祥事が相次いでいます。技術
者は生命や環境、社会に影響する力を行使する機会と
職業的権利を持つことから、その倫理観が重要視され
ています。この講義では、実事例を通して、工学にお
ける安全性や技術者倫理について考えます。

・技術が社会や自然に対して与える影響を理解する。
・工学における安全性について理解する。
・さまざまな事例の分析をとおして、技術者倫理の必
要性を学ぶ。
・技術者に求められる倫理観を養成する。
・過去の事例をもとに、判断力を訓練する

早期体験型実習を、知の広場と連動して行う。

今後6年間にわたって医学を学んでいくにあたり、強い
動機を改めて獲得し、自らの将来像を形成するため
に、医学（教育・研究）ならびに医療（福祉）の現場
を直接体験し、医学・医療の現状を認識する。

キャリアとは、職業経験、働く力。仕事にかかわる人
生経路を意味する言葉である。学生は皆、大学を卒業
（あるいは大学院を修了）して新たな活躍のステージ
へと移行するが、自分自身の将来のキャリアを考えて
進路選択をすることが望ましい。その最初の活動が大
学生の就職活動であり、大学院への進学を含む進路選
択活動である。本講義は、「自分のキャリアは自分で
考える」ための考え方を理解するとともに、働くため
の基礎知識を得ることを目的とするものであり、経
済・社会、企業、そして自己理解のための理論および
現実を学ぶことで、将来のキャリア選択や、現実問題
として直面する就職活動に役立つ知識と方法論の習得
をめざす。
授業は講義形式で行うが、一人一人が自分の問題とし
てキャリアを考えることができるように、宿題レポー
トを多数とりいれた実践的な講義をめざしている。学
んだことは自分の就職活動にいかしてほしい。

・自分のキャリアを考えることの重要性を理解し、そ
の方法論習得する
・働く前に知っておくべき経済・社会・企業に関する
基礎知識を習得する
・社会人基礎力の重要性を理解し、高めるための方法
を学び、実践への意識を高める
・キャリア意識を高め、学業ならびに就職活動への意
欲を増す

 

 

【資料 C-5】１科目あたりの授業外学習時間（出典：「平成 26 年度山口大学の FD 活動」） 

※学生授業評価の回答選択肢の，3時間程度またはそれ以上を 5，2時間程度を 4，1 時間程度を 3，30-50 分程度

を 2，30 分未満を 1として平均値を算出したもの 

 

授業外学習時間（全体平均） －経年変化－                           （単位：時間） 

共
通
教
育

人
文
学
部

教
育
学
部

経
済
学
部

理
学
部

工
学
部

農
学
部

共
同
獣
医
学
部

大
学
院
・
理
工

大
学
院
・
技
術
経
営

大
学
院
・
医
学
系

大
学
院
・
経
済
学

H22（2010） 2.56 2.22 2.66 2.41 3.06 3.25 2.66 2.84 4.34 4.08 4.08
H23（2011） 2.64 2.25 2.75 2.5 3.18 3.33 2.65 2.91 3.82 3.31 3.75
H24（2012） 2.61 2.38 2.87 2.53 3.33 3.31 2.78 1.49 2.89 4 2.93 4.22
H25（2013） 2.72 2.49 2.96 2.61 3.35 3.33 2.73 3.14 3.38 3.98 3.88 3.99
H26（2014） 2.68 2.6 3.01 2.68 3.42 3.45 2.91 3.02 3.47 4.08 2.88 3.81

平  均 2.64 2.39 2.85 2.55 3.27 3.33 2.75 2.55 3.1 4.04 3.42 3.97  
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3.33
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2.84
2.91
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3.38
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4
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4.08

4.08
3.31

2.93
3.88
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4.08
3.75

4.22
3.99

3.81
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共通教育（2010）

共通教育（2012）

共通教育（2014）

人文（2010）

人文（2012）

人文（2014）

教育学部（2010）

教育学部（2012）

教育学部（2014）

経済（2010）

経済（2012）

経済（2014）

理（2010）

理（2012）

理（2014）

工（2010）

工（2012）

工（2014）

農（2010）

農（2012）

農（2014）

共同獣医（2012）

共同獣医（2014）

大学院・理工（2010）

大学院・理工（2012）

大学院・理工（2014）

大学院・技術経営（2010）

大学院・技術経営（2012）

大学院・技術経営（2014）

大学院・医学系（2010）

大学院・医学系（2012）

大学院・医学系（2014）

大学院・経済学（2010）

大学院・経済学（2012）

大学院・経済学（2014）
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【資料 C-6】共通教育を中心としたアクティブ・ラーニングの推進と学修成果可視化モデルの 

構築（出典：機関別認証評価資料２-１-⑤-３） 
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【資料 C-7】AL（アクティブ・ラーニング）ポイント認定制度マニュアル 

（出典：AL-MANUAL 学生用，教員用） 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況は良好である。 

(判断理由) 特色ある点(p.94)に記述。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

該当なし 
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計画 1-1-2-3「企業の事業戦略や自治体の政策等の諸課題に対して，解決策を提示できる能力を有す

る人材を育成する機能を強化するために，企業等と連携した実践的課題解決学習を導入する」に係

る状況 

 

平成 27 年４月に設置した国際総合科学部では，課題解決能力を有するグローバル人材を育成す

るため，基礎科目，科学技術リテラシー科目，コア科目，展開科目，コミュニケーション科目及び

課題解決科目の科目群により教育課程を編成した。 

高度な課題解決能力を修得するとともに，実践的に活用することができる能力を開発する課題解

決型科目群は，原則として少人数の演習形式で，体系的に高度な能力を修得できるように編成して

いる。１年次では，アカデミックスキルとコーディネーターとして必要となるデザインの基本的な

方法論を学ぶ。２年次では，課題解決のための情報収集能力とその分析能力を身につけ，３年次に

ローカル及びグローバルな観点からの地域理解と連携の実践を行う。  

４年次には，コア科目や展開科目で修得した文系・理系を融合した知識・理解と，「課題解決科

目」で得られたデザイン科学の思考や手法に基づくグループでの課題解決能力を活用して課題解決

を実践する「プロジェクト型課題解決研究」を設けている。同科目では，学生は５名程度のグルー

プで，学生自身の発案による課題又は連携機関から提案された課題をテーマに取り上げ，プロジェ

クトに挑み，課題解決を実践することになっている。平成 30 年度からの実施に向け，「PBL プロ

ジェクト管理支援チーム」を組織し，スケジュールの管理方法及び授業の評価方法等を検討してい

る。また，連携機関を拡充するため，「PBL 推進チーム」を組織するとともに，新たに企業等との

交渉経験が豊富な職員を採用し，平成 26 年度に４機関，平成 27 年度に新たに７機関を確保してい

る(資料 D-1，2)。 
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【資料 D-1】カリキュラムにおける課題解決科目の体系的位置付け 

(出典：国際総合科学部総務企画係作成) 
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【資料 D-2】プロジェクト型課題解決研究の概要(出典：国際総合科学部総務企画係作成) 

 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 平成 27 年４月に設置した国際総合科学部において，企業等と連携した実践的課題解

決学習となる「プロジェクト型課題解決研究」を含む課題解決科目を設け，平成 30 年度からの「プ

ロジェクト型課題解決研究」の実施に向け，「PBL 推進チーム」及び「PBL プロジェクト管理支援

チーム」組織して，連携機関を確保し，授業の実施に向けた体制を整備しており，良好と判断す

る。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

国際総合科学部 観点「教育内容・方法」 
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○小項目 3「高等学校と大学との接続の円滑化を図るため，教育方法の改善を推進する。また，学

士課程教育の質を維持・向上させるために，情報通信技術（ICT）を活用した教育方法を導入する」

の分析  

関連する中期計画の分析 

計画 1-1-3-1「高等学校での履修状況に配慮した導入教育，初年次教育，補習・補完教育などの取

り組みを再構築するとともに，ネットワークを介した教材配信及び放送大学コンテンツ等を活用し

て，教育方法の多様化と改善を進める」に係る状況 

    

［高等学校と大学との接続に配慮した導入教育等］ 

共通教育の教養コア科目(p.13-14)では，高等学校から大学への円滑な移行を図り，在学中の教

育効果を高めるため，全学部において，初年次にレポート・論文の書き方等の文章作法，プレゼン

テーション，ディスカッション等の口頭発表の技法を身につけ，論理的思考や問題発見・解決能力

を向上させ，学問，大学教育全般，将来の進路選択に対する動機付け・方向付けを行うための教養

コア科目を開設している。特に工学部では，初年次教育の改善を図るため，吉田キャンパスに工学

部サロンを設置して各種相談に対応するとともに，全１年次生に工学部版ポートフォリオを配付し

て，学生のモチベーションの維持とキャリア支援を行っており，平成 26 年度の中国・四国工学教

育協会賞を団体受賞するなど継続的な改善実績が評価されている。 

基礎学力不足の学生に配慮するとともに，自主的な学習を促すため，TOEIC や数学のプレースメ

ントテストの結果による能力別クラス編成などの全学的な取組のほか，学部単位で AO 入試や推薦

入試で合格した入学予定者に対する準備学習の提供，学生相談員制度などによる学生状況の把握，

学習相談室の開設，少人数個別指導や補習授業による学習支援などの様々な取組を実施している

(資料 E-1，2，3，4)。 

 

［情報通信技術を活用した教育の推進］ 

共通教育の英語については e-ラーニングなどオンデマンド教材の提供を行うとともに，平成 25

年度から全１年次生必修の知的財産教育でも Web 上に教材を提供しており，学生の主体的な学習

を促している。 

平成 22 年 11 月に放送大学と包括的連携協定を締結し，e-ラーニングの普及を進め，多様なメ

ディアを活用した教育の実現を目指し放送大学の UPO-NET 事業（オンライン学習大学ネットワー

ク）に参画している。平成 23 年度には，放送大学山口学習センターを本学吉田キャンパスに設置

し，工学部図書館での放送教材の視聴開始，共通教育の中で放送大学が提供する UPO-NET コンテ

ンツを活用するとともに，共同プロジェクトとして，放送教材の授業や補習における利用の検討，

教育効果の検証などを実施している。 

平成 24 年度に設置した共同獣医学部では，鹿児島大学との間で一部の授業を遠隔講義で実施し

ており，両大学の特性を活かした教育コンテンツの充実を進めた。 

「大学教育再生加速プログラム（文部科学省採択事業)」では，AL 用に電子黒板等の教室設備を

整備したほか，クリッカー及びタブレットを活用した教員・学生による双方向での意思疎通を通

した授業の実践を推奨し，FD・SD ワークショップを開催して利用拡大を図り，平成 27 年度は 10
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科目，52 コマで活用されている(資料 E-5，6)。 

 

【資料 E-1】初年次教育の取組状況（平成 26 年度）（出典：文部科学省「大学における教育内容等の改

革状況調査」調査項目３-Ｄ） 

学部等名 ①実施状況 
②具体的実施内容                 

ａ ｂ ｃ ｄ ｅ ｆ ｇ ｈ ｉ ｊ ｋ 

人文学部 1：全部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○    ○   

教育学部 1：全部 ○ ○ ○ ○ ○ ○  ○ ○ ○   

経済学部 1：全部 ○   ○ ○ ○ ○         

理学部 1：全部 ○   ○ ○ ○    ○     

医学部 1：全部 ○   ○ ○ ○ ○ ○    ○   

工学部 1：全部 ○   ○ ○  ○ ○ ○ ○     

農学部 1：全部 ○ ○ ○ ○ ○ ○   ○     

共同獣医学部 1：全部 ○    ○  ○   ○     

ａ レポート・論文の書き方等の文章作法を身につけるためのプログラム 

ｂ ノートの取り方に関するプログラム 

ｃ プレゼンテーションやディスカッション等の口頭発表の技法を身につけるためのプログラム 

ｄ 学問や大学教育全般に対する動機づけのためのプログラム 

ｅ 論理的思考や問題発見・解決能力の向上のためのプログラム 

ｆ 将来の職業生活や進路選択に対する動機づけ・方向づけのためのプログラム 

ｇ 社会の構成員としての自覚・責任感・倫理観育成のためのプログラム 

ｈ メンタルヘルス等、精神的・肉体的健康の保持に関するプログラム 

ｉ 学生生活における時間管理や学修習慣を身につけるためのプログラム 

ｊ 大学内の教育資源（図書館を含む）の活用方法を身につけるためのプログラム 

ｋ 自大学の歴史等を題材とした、自大学への帰属意識の向上に関するプログラム 

 

【資料 E-2】各学部の基礎学力不足の学生に配慮した取組事例（出典：組織活動の自己点検評価システム

から大学評価室作成「認証評価根拠資料５－２－④－４」） 

人文学部 

・共通教育英語においては，TOEICテストの結果に応じたクラス編成が実施されており，学部のTOEIC平均点も順調に上昇してい

る。英文法に関する知識が整理されていないため，学部教育において英語基礎文法のクラスを開講し，英語学英米文学コースの
2年生全員に受講するように指導している。 

教育学部 

・基礎学力不足の学生に対して段階的履修や能力別履修を導入したり，学習相談室「ほっとけんしゅうしつ」を開設したりしているほ
か，一般学生の自主学習のために学習施設の開放などを行っている。 

学習相談室の例：教育学部における基礎学力不足とは，本人の能力というよりはその意欲や教員への適性に因ることが多いと思わ

れる。したがって，学習相談室では，教職の実務的なこと全般について，また大学の授業や友人関係について等，よろずにわたる
相談を行っている。場所は教育学部B棟１階ちゃぶ台ルーム横の「ほっとけんしゅうしつ」である。具体的な相談内容の例は，以下

の通り。①子どもの学習力，教師の授業力について ②学習指導案や板書，子どもへの話し方など，授業（学習）の展開に関して 

③教育実習中の眼のおきどころや採用試験を受ける際の心構えなどについて ④心身の健康，病気やけがについて ⑤性にかか
わることについて ⑥友人関係，人間関係について ⑦人生や将来にかかわること ⑧学校現場に対する疑問や不安について 

・「教育職員免許法施行規則の一部を改正する省令（平成20年文部科学省令第34号）」が平成20年11月12日に公布，平成21

年4月1日から施行され，普通免許状に係る所要資格を得るために修得が必要な「教職に関する科目」として，「教職実践演習」が
新設された。（教育職員免許法施行規則（第6条第1項，第10条，第10条の4の表）それに伴い，教育学部に於いては，教員免許

取得学生を対象として，新年度（５月末まで）に単位履修状況調査表及び自己評価カードをもとに学生指導を行っている。（現在の

３年生の２年次より）自己評価カードは教員としての自覚や資質の達成に重点を置いたものであるが，特に単位履修状況調査表を
もとに学生の授業への取組などについて個別に指導を行っている。また，学部としては新年度に単位の履修状況一覧を作成し，特

に指導が必要な学生については教室主任に知らせ，注意を喚起している。 

経済学部 

・入学準備のための学習について：AO入試及び推薦入試で入学した学生の中には，入学後に数学や英語で苦労している者が多い

ことから，これらの試験に合格した入学予定者に対し，入学前に課題を提示して，入学準備のための学習を促している。入学後に
必修科目となる「マクロ経済学」では数学を使うため，経済学部独自の練習問題を作成し，詳しい解答を添付している。また，質問

がある学生のために，数学を専門とする教員への連絡方法を通知している。英語は，AO入試の学生に対しては，全学的に準備し

た教材を活用し，推薦入試の学生に対しては，経済学部で独自に準備した課題を与え，解答を提出させた後に解答例と解説を送
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付している。 
・TOEIC補講：経済学部では，TOEIC400点以上（観光政策学科600点）の取得を卒業要件のひとつとし，これをクリア出来ない学

生のため，2年生以上のTOEIC400未満の学生を対象に「TOEIC補習講座」を開設している。補講は，「英文法基礎訓練」，「リーデ

ィング特訓」，「英文法を中心とした基礎訓練」及び「TOEIC直前集中講義」を準備している。 

理学部 

・基礎学力不足の学生に対しては，教育企画センターが中心となって検討を行い，新たな取組として能力別クラスの編成を行い，
特に１，２年生を中心としてそれぞれの能力に応じた教育を行っている。現状では，物理・情報科学科において実施しており，学生

からのアンケートでは高い評価を得ている。今後は学科の状況に合わせて，他学科にも展開していく予定である。また，学部長裁量

経費を使って，各分野ごとに学習相談室を開設し，大学院生が基礎学力不足の学生に対して指導を行っている。（学部） 
・１年次から少人数個別指導の授業を行っている。また学習相談室を開いて学習についての相談体制を整えている。また出席調

査を行い，授業に欠席しがちな学生には個別に呼出し指導を行っている。（数理科学科） 

・学習相談室の設置，個別の学習指導（補習）などを行っているが，必要な人的資源はひっ迫しており，難しい面が多い。（物理・情
報科学科） 

・毎年，半期毎に，１年生から３年生のGPAが低い学生を呼び出して，分野長と各分野の学生委員とで面接し，学業不振の原因の

確認と改善のためのアドバイスをしている。効果が得られない場合は，保護者からも学業に専念するように注意を与えてもらってい
る。健康に問題がある場合には，各分野の教員がその情報を共有し，授業のやり方に工夫をするようにしている。（生物・化学科） 

・高校で地学を履修した学生は少ないので，初年次教育で地球科学の基礎から教育している．基礎学力不足の学生に対しては，

ｅラーニング教材を用意している．数学および英語の基礎学力不足が問題になることがあり，それぞれ数理地球科学と地学英語の
授業でこれを補っている．（地球圏システム科学科） 

医学部 
・カリキュラム上必須の生物学や物理学等について，入学前に履修していない学生のための講義を共通教育科目として全学的に
開講している。また，各国家試験合格を目指して模試や統一試験等を行い，学力不足と思われる学生（希望者）には，個別で指

導を行っている。 

工学部 

・単位取得率が低い学生に関しては，それぞれの学科毎に学生を呼び出してその理由を確認して，場合によっては補習を行うなど

の対応を行っている．また，TOEICが350点に満たない学生に関しては英語の補習授業を実施している．（学部） 
・年度初めに履修状況の芳しくない学生をピックアップして，学科として就学指導を行っている。また，科目によっては補習授業の依

頼も行っている。（機械工学科） 

・入学時にプレースメントテストを実施，数学の能力別にクラス編成をおこなっている。（社会建設工学科） 
・基礎学力不足の学生への配慮は個々の教員の努力にゆだねられているのが現状であるが，演習時間を使った授業への理解度

を上げる取組は続けられている。（応用化学科） 

・４年進級時に，｢電気回路」，「電磁気学」に関する総合試験を実施し，基礎学力不足の学生を把握するとともに，その学生に対し
ては，補習授業，再試験を行って，基礎学力不足の解消に努めている。また，留年生に対しても，過去に，ＴＡによる補習授業を

実施した。（電気電子工学科） 

・数学は工学を学ぶ上で基礎となるものであり，本学科では必修科目に指定しているが，入学時の知識でこれらの科目を学ぶ前提
条件としての素養が不足している場合がある．そのため，本学では入学直後にプレースメントテストを行い，その結果によりしっかり時

間を掛けて教授するクラスと通常速度ですすめのクラスとに分けている．また，ＴＯＥＩＣの点数が低い場合には卒業に必要な英語の

単位を他で補うことができないので，授業は少人数クラスによる徹底指導を行っている． また，本学では海外衛星放送や放送大
学などの番組をストリーミングで24時間流し，また英会話やオフィスソフトなどに関するオンデマンド教材をWeb上に用意することで

学生が好きな時間に学習できるＷｅｂ学習システムの体制を整えている．また，新入生一人ずつについてチューター教員を定め，

成績表の配布，受講確認票の配布などをチューター自身が行うことにより，学生とのコミュニケーションをはかり，学生の学習意欲
を高め，また悩み等を相談しやすい環境を提供している．また，オフィスアワー制度では，より学生が身近に感じる大学院生による

指導を主体とした，当学科独自の学生相談員制度を行っている．（知能情報工学科） 

・成績が思わしくない学生，欠席が続いている学生に対して，学科の学生委員を中心に個別の指導（二者面談）を実施していま
す。その際，基礎学力が不足している学生に対しては苦手科目の勉強法について指導しています。必修科目については授業内容

の適切なレベルについて学科として定期的に検討を行っています。（感性デザイン工学科） 

・特に自然系科目については再履修を促している。（循環環境工学科） 
・共通教育のプレースメントテストを実施したり，数学統一試験のチャレンジ講座を開講したりしている。また，宇部地区において共通

教育科目の再履修科目を開設し受講の便宜を図るなどにも取り組んでいる.（工学基礎教育） 

農学部 

・修学指導教員を配し，山口大学修学支援システムを利用しながら，特に単位修得数の不足している学生や留年学生に対して支

援を行っている。個々の単位については科目担当教員に任せているが，担当教員からの要請等には学務委員会等組織的に対応

できるシステムを構築している。 

共同獣医学
部 

・基本的には担当教員の自主性に任せているが，担当教員からの要請等には学務委員会等組織的に対応できるシステムを構築
している。 
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【資料 E-3】平成 26 年度中国・四国工学教育協会賞を団体受賞（出典：本学 Web ページ） 

中国・四国工学教育

協会賞を受賞 

平成 26 年 7 月 2 日、山口大学工学部附属工学教育研究センターが、平成 26 年度

中国・四国工学教育協会賞を団体受賞しました。 

 この賞は、「工学・工学教育に対する創意工夫・努力を評価し、奨励することを目的」とす

るもので、工学・工学教育に多くの優れた実績を挙げた個人または団体に贈られるもので

す。 

 今回の受賞内容は、「山口大学工学部学生の初年次教育の改善活動」で、平成 17 年

8 月に発足した本センターのあゆみと継続的な改善活動の実績、とりわけ、学部 1 年生が

共通教育科目を受講する吉田キャンパスにおいて工学部サロンを運営し、初年次教育の

改善企画することで充実を図ってきたこと、また平成23年度から全1年生に対して工学部

版ポートフォーリオ「ステップアップノート」を配布し、学生のモチベーション維持とキャリア支

援に尽力していることなどが認められたものです。 

http://www.yamaguchi-u.ac.jp/topics/2014/_3711.html 

 

【資料 E-4】TOEIC テストやプレースメントテストの結果による能力別クラス編成（出典：平成 26 年度

共通教育履修案内から抜粋） 
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【資料 E-5】e-Learning（WBT 教材）（出典：大学教育機構 Web ページ） 

 

http://ds0.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~epcin/WBT.html 

 

【資料E-6】タブレット機器活用ワークショップの開催状況と授業風景（出典：YU-APニュースVol.2/YU-AP

推進室作成） 

 

 

 

 

タブレット機器活用ワーク

ショップ 

2015 年 10 月 29 日 ( 木 ) に 、 山 口 大 学 ・ 大 学 教 育 再 生 加 速 プ ロ グ ラ ム

(YU-AP)&SCSK(株)共同企画 FD・SD ワークショップ『アクティブ・ラーニングのコツを学

び、活用しよう Part2 一アクティブ・ラーニング教室及びタブレット機器を中心に一』が、定

員を大幅に超える 49 名(学内教職員:22 名、学生:9 名、学外教職員等:18 名)の参加者

を集めて、林透大学教育機構大学教育センター准教授の総合司会のもとアクティブ・ラ

ーニング教室(共通教育棟 15 番教室)を活用して開催されました。朝日孝尚大学教育セ

ンター長より開会の挨拶があった後、鷹岡亮教育学部教授より初等中等教育におけるタ

ブレット機器の活用実践について、岩居弘樹大阪大学全学教育推進機構教授より、タブ

レット機器を活用したアクティブ・ラーニングについて報告があり、そして、SCSK(株)河内

崇氏より BeeDance を用いたタブレット機器活用のデモンストレーションが行われました。 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 高大接続のための初年次教育を行うとともに，基礎学力不足の学生に配慮した能力

別クラス編成などを行い，また，自主的な学習を促すため，入学予定者に対する準備学習の提供，

学生相談員制度などによる学生状況の把握，学習相談室の開設などの様々な取組を実施している。 

さらに，ネットワークを介した教材配信及びICTを活用した教育方法の多様化を推進しており，

良好であると判断できる。 
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【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

工学部 観点「教育実施体制」 

共同獣医学部 観点「教育内容・方法」，質の向上度「教育活動の状況」 
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○小項目 4「教育力・研究力に富む高度専門職業人を養成するためのアドミッションポリシー（AP）

及び GP を明確にし，それに従ったカリキュラムを編成するとともに，学位授与に至るプロセスを明

確にして，大学院教育の実質化を推進する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-1-4-1「研究科毎に GP を見直し，GP を達成できるようなカリキュラムの再編成を組織的に行

う。また，学位授与プロセスを明確にし，それに沿った適切な教育・研究指導を実践するとともに

厳格な学位審査を実施する」に係る状況 

 

[研究科における厳格な学位審査] 

研究科毎に，学位及び専攻分野の名称に応じて DP(p.13-14)を定め，CUM(p.13-14)に沿って学位

論文に係る評価基準を策定し，学生便欄や Web ページに掲載・公表して学位授与プロセスを明確に

示した。複数の指導教員体制を導入して，個々の学生の研究テーマに沿って適切な教育・研究指導

を実践し，学位論文評価基準に基づく厳格な学位審査を実施している。 

修士課程及び博士前期課程の標準修業年限内修了率は，修士課程及び博士前期課程全体の５カ年

平均で 83％程度，博士課程及び博士後期課程の標準修業年限内修了率は，博士課程及び博士後期

課程全体の５カ年平均で 45％程度，さらに，「標準修業年限×1.5」年内修了率でも，修士課程及

び博士前期課程全体の５カ年平均で 91％程度，博士課程及び博士後期課程全体の５カ年平均で

62％程度となっている(資料 F-1，2，3，4)。 

 

[理系大学院の再編と組織的なカリキュラム再編成] 

本学の大学院組織の在り方を検討する学部・研究科再編等会議の下に設置した理系大学院作業部

会において，理系大学院の再編の方針等を議論した。平成 28 年度に理・工・農学系専攻を統合し

て設置した創成科学研究科の構想については，平成 24 年度に，理系分野を一つに統合した研究科

に再編すること，出身学部にとらわれずどの専攻へも進学できる組織体制とすること，一人ひとり

にふさわしい学位を授与できる制度を構築すること等を決定した。 

その後さらに議論を進め，平成 26 年度及び 27 年度に研究倫理，知財教育等の研究における基盤

知識を持たせることを研究科の DP として設定し，対応した科目を研究科共通科目とする方向で，

各専攻における強み・特色を踏まえたカリキュラムの再編成を行った。創成科学研究科では，研究

基盤科目，キャリア教育科目及びイノベーション教育科目の研究科共通科目を開設することとして

いる。全学生に必修化した「研究者行動規範特論」及び「知的財産特論」，社会的・職業的に自立

するためのに必要な知識や態度を身につけるための「キャリア・デザイン」などの研究科共通科目

をはじめ，各専攻にイノベーションの創出や進展を担い国際的に活躍する人材を育成するための授

業科目を開設し，DP を達成するためのカリキュラムを編成している(資料 F-5)。 

理系大学院作業部会においては，医学系研究科の再編についても検討し，「ミッションの再定義」

で示された「基礎医学分野の研究や橋渡し研究，臨床研究が行える人材育成」を実現するため，平

成 28 年４月に医療人育成に特化した専攻の再編を行った(資料 F-6)。 
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【資料 F-1】各研究科における学位論文に係る評価基準及び学生への周知方法 

(出典:機関別認証評価自己評価書資料５－６－④－１) 

研究科名 
上段 学位論文に係る評価基準
下段 学生への周知方法  

人文科学研究科 

（評価基準） 人文科学研究科の学位論文の審査及び最終試験実施要項（抜粋）
（学位論文の審査基準） 
第四 学位論文審査は以下の基準に拠っておこなう。 
１．独創性 
 当該研究テーマは当該領域において学術的意義を有し，かつ独創的なものであるか。 
２．厳格性 
 先行研究や関連研究の成果が確実に把握され，厳格な論証が展開されているか。 
３．論理性 
 論理が明確で，論理的な分析，実証がおこなわれ，一貫性のある論述がなされているか。 
４．発展性 
 当該研究テーマは将来的な発展の可能性を有する内容であるか。 
（周知方法） 学生便覧に掲載し，学生に周知している。

教育学研究科 

（評価基準） 履修の手引（抜粋） 
Ⅲ 教育学研究科における学位論文審査基準と学位論文の提出について 
（１）学位論文に関しては，以下に示す各項目について審査し，その結果を基に総合的に判断し，合否を決定します。 
１．学校または地域社会の教育文化の発展に資する内容である。 
２．研究テーマが修士の学位に対して妥当なものであり，論文作成にあたっての問題意識が明確である。 
３．当該研究領域における関連諸研究が十分踏まえられており，その中で研究課題を的確に把握している。 
４．適切な研究方法，調査・実験方法，あるいは論証方法により，具体的な分析・考察がなされている。 
５．論文の記述が十分かつ適切であり，結論に至るまで首尾一貫した論理構成になっている。 
６．当該研究領域の見地から，相当の価値を有するものとなっている。 
（周知方法） 
履修の手引に記載し，学生への周知を行っている。また，入学時のオリエンテーションにおいても説明し，各専修においても
適宜アナウンスしている。 

経済学研究科 

（評価基準） 履修の手引（抜粋） 
最終論文審査及び最終試験基準について 

 論文審査委員は，学位論文を以下①から⑤の点より総合評価のうえ，合格又は不合格の審査をする。また，最終試験に
ついては，学位論文及びこれに関する単位を修得した授業科目について，以下の①から⑤の点より口頭試問を行い，秀，
優，良，可，不可の評価を行う。 

①論文作成上のマナーが守られているか 
②論理的に整合しているか 
③問題領域について十分な知識を備えているか 
④体系生を有しているか 
⑤発展性を窺わせるものであるか 

（周知方法） 履修の手引に掲載し，学生に配付して周知している。

医学系研究科 

（評価基準） 学位申請・審査のページ（抜粋）
〈修士学位論文審査基準〉 

(1) 学位申請論文が研究領域における学術的意義，新規性，創造性等を有しているか。 
(2) 課題について，２年間の研究期間に照らして十分有意な成果が得られたか。 
(3) 論文が論理的かつ明解に記述されているか。 
(4) 学位論文審査会・合同発表会等での口頭発表及び質疑に対する応答が論理的かつ明解に行われ，修士学位を授与

するにふさわしい見識が備わっていると認められたか。 
 

〈博士学位論文審査基準〉 
(1) 将来性があり，意義の大きい研究課題に取り組んだか。 
(2) 課題について，３年乃至４年間の研究期間に照らして十分有意な成果が得られたか。 
(3) 研究成果の全部又は一部が学術論文としてピア・レビュー制度を有する雑誌に掲載済または掲載予定であるか。 
(4) 論文が論理的かつ明解に記述されているか。 
(5) 学位論文審査会の場での口頭発表及び質疑に対する応答が論理的かつ明解に行われ，博士学位を授与するにふさ

わしい見識が備わっていると認められたか。 
（周知方法） Web ページに掲載し，学生に周知している。

理工学研究科 

（評価基準） 「学位申請」のページ 
〈修士学位論文審査基準〉 

(1) 学位申請論文が研究領域における新たな研究成果を含んでいるか，あるいは，修学の成果を十分に示す有意な内容
を有しているか。 

(2) 学位申請論文が論理的かつ明解に記述されているか。 
(3) 学位論文審査会・合同発表会等での口頭発表及び質疑に対する応答が論理的かつ明解に行われ，修士学位を授与

するにふさわしい見識が備わっていると認められたか。 
 
〈博士学位論文審査基準〉 

(1) 研究内容は，新規性，有用性，信頼性，完成度などにおいて十分なものであるか。 
(2) 課題について，所定の研究期間に照らして十分有意な成果が得られたか。 
(3) 関連論文として認められる査読付きの学術論文の掲載が決定しているか。（なお，関連論文数等は，各領域あるいは各

分野の申し合わせによる） 
(4) 論文が論理的かつ明解に記述されているか。 
(5) 学位論文審査会の場での口頭発表及び質疑に対する応答が論理的かつ明解に行われ，博士学位を授与するにふさ

わしい高度な研究能力及びその基礎となる豊かな学識が備わっていると認められたか。 
（周知方法）Web ページに掲載し，学生に周知している。

農学研究科 

（評価基準） 農学研究科の課程修了の認定に関する取扱要領
評価の基準 
 論文審査委員は，学位論文を次の各状況における適正度，習熟度及び達成度の観点から総合評価の上，合格又は不合
格を審査する。また，最終試験においては，次の各状況における適正度，習熟度及び達成度の観点から，秀，優，良，可又
は不可の評価を行う。 
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 ① 研究の準備状況 
 ② 研究の実施状況 
 ③ 研究の達成状況 
（周知方法） 研究科要覧に記載し，学生に周知している。

東アジア研究科 

（評価基準） 学生便覧（抜粋） 
〔学位論文審査及び最終試験の評価基準について〕 

学位論文は，審査委員会において下記の評価基準に基づいて審査し，最終試験の結果とともに総合的に評価を行いま
す。 

(1)創造性 
従来の節に対して新しい論点，仮説，証明方法が不可されており，当該研究テーマあるいは関連研究分野への貢献

が明確であること。 
(2)論理性 

仮説に対して，必要十分な一貫した証明がなされていること。 
(3)厳格性 

先行研究が十分に渉猟咀嚼され，証明資料・方法が厳格に用いられていること。 
（周知方法） 学生便覧に掲載し，学生に配付して周知している。

連合獣医学研究
科 

（評価基準） 連合獣医学研究科の学位論文審査等に関する細則（抜粋）
（審査基準） 

第 14 条 学位論文審査にあたっては以下の観点を十分に考慮する。 
(1) 当該研究領域において学術的意義を有し，かつ独創的である。 
(2) 専門領域の知識を十分に持ち，その領域の研究課題を的確に把握している。 
(3) 研究データや解析結果を適切に評価し，厳格な論証が展開されている。 
(4) 研究倫理について十分に理解し，それを遵守している。 
(5) 先端的かつ発展的な研究を立案・遂行する能力を身につけている。 
(6) 論文及び口頭発表は論理的に分かりやすく構成されている。 
(7) 国際的に活躍するためのコミュニケーション能力を身につけている。 

（周知方法） 入学時に配付する学生便覧や Web ページに記載して，学生に周知徹底している。 

 

【資料 F-2】研究科における研究指導体制と主な研究指導状況 

(出典:機関別認証評価自己評価書資料５－５－⑥－２) 

研究科名 
上段 研究指導体制  
下段 研究指導  

人文科学研究科 
（研究指導体制） 主指導教員１名，副指導教員１名(人数の規定なし)
（ 研 究 指 導 ） 入学時に学生の希望を参考に指導教員を定めるとともに研究テーマを定める。 

教育学研究科 

（研究指導体制） 各専攻（各専修）とも，課題研究の指導にあたる指導教員は，基本的に 1 名である。但し，多くの専修で
は，必要に応じて，指導教員以外の教員も指導助言等をしている。また，実技系の研究の場合には，実技担当教員と教育
系あるいは論文指導担当の教員の複数で研究指導を行っている専修もある。 
関連規則等（山口大学大学院教育学研究科規則） 
第４条 学生の研究指導のため，指導大学教育職員（以下「指導教員」という。）を置く。 
２ 研究科長は，研究科教授会の意見を聴いて，指導教員を定める。 
（ 研 究 指 導 ） ・課題研究の指導は，原則として各研究分野の教授が行うこととなっているが，研究課題の内容によって
は，研究科委員会（教授）の認定を受けた上で，研究科担当の准教授，講師が指導にあたることができる。このような配置
方針をもとに，各専攻（各専修）では，入学者の研究計画書（入試時に提出）や希望を参考に指導教員を決定している。 
・研究テーマの決定方法は，研究計画書に基づき決定する／指導教員あるいは研究分野の面で助言できる教員と相談の
上決定する／課題研究の指導の中で決定するなど，各専攻（各専修）により異なるいくつかの方法が採られている。 
各専攻（各専修）とも，1 年前，後期，2 年前，後期に必修として課している課題研究のなかで，主として研究指導は行われ
ている。課題研究では，修士論文の作成に向けて，文献等の調査法，文献解読，研究方法，口頭発表や論文の作成方
法等について指導が行われている。 

経済学研究科 
（研究指導体制） 指導教員（１名）を入学時に決定している。
（ 研 究 指 導 ） １年次に指導教員の指導の下に，論文テーマを決め，論文執筆に必要な講義等を指導教員の指導の下
に受講し，又，１年次に演習ⅠＡ，ⅠＢ，２年次に演習ⅡＡ，ⅡＢを開講し，修論の指導に当たっている。 

医学系研究科 

（研究指導体制） 理工学研究科及び医学系研究科博士前期課程の指導教員，授業単位等についての申し合わせ，博
士後期課程における副指導教員に関する申し合わせに従い主指導教員及び副指導教員を定める。 
（ 研 究 指 導 ） 学生の希望に基づき，教授会において主指導教員及び副指導教員を決定し，研究者や技術者として自
立した研究活動及び高度に専門的な業務に従事しうる者の育成並びに学位論文の指導にあたる。 
（研究指導体制） [医学系] 規則上，主指導教員，副指導教員の人数の定めはなく，指導教員が中心となり副指導教員
又は同一講座の準教授，講師等が一体となって指導に当たっている｡ 
また，展開系の講座に入学し，主にそこで研究指導を受けている大学院生が，学位論文に関する研究指導を基盤系の講
座で受けたり，また，その逆のパターンで，基盤系の大学院生が展開系の講座で学位論文に関する研究指導を受けたりす
ることは，従来から行われており，主たる所属を超えて複数の教員から指導を受けることができる体制を用いている。 
（ 研 究 指 導 ） [医学系] 大学院生が，入学を希望する旧小講座又は専攻の教授が指導教員となる。学位論文の指導
については，上述のとおりで，論文の共著者には，展開系・基盤系又は専攻内の教授が複数含まれていることが多い。 

理工学研究科 

（研究指導体制） 理工学研究科及び医学系研究科博士前期課程の指導教員，授業単位等についての申し合わせ，博
士後期課程における副指導教員に関する申し合わせに従い主指導教員及び副指導教員を定める。 
（ 研 究 指 導 ） 学生の希望に基づき，教授会において主指導教員及び副指導教員を決定し，研究者や技術者として自
立した研究活動及び高度に専門的な業務に従事しうる者の育成並びに学位論文の指導にあたる。 

農学研究科 

（研究指導体制） 大学院入学の際，各学生に 1 人の指導教員を定める。（農学研究科要覧に記載） 
（ 研 究 指 導 ） 学生は指導を希望する教員の教育研究分野を指定して大学院を受験するため，合格後に指導を受ける
指導教員はあらかじめ決定している。指導教員は，修士論文の作成指導・特別研究の担当，授業科目の履修及び休・退
学など在学中の学業に関するすべての面について学生を指導する。（大学院募集要項及び農学研究科要覧に記載） 

東アジア研究科 

（研究指導体制） 東アジア研究科規則第７条に記載のとおり，主指導教員１名，副指導教員２名の３名の指導教員を配
して，論文指導を行っている。 
（ 研 究 指 導 ） 入学時に研究科長が研究科教授会の意見を聴いて，主指導教員１名及び副指導教員２名を決定する。
１年次より３年次までの特別研究（講義，演習方式各セメスター１単位合計６単位）で指導教員が論文指導を行う。また，
指導教員の指導の下に２年次の４月に学位論文作成計画書を提出，２年次１０月，３年次５月の準備論文報告会で発表



山口大学（教育） 

39 

 

を行う。３年次前期末までに，各指導教員による必要な研究指導を受け，１０月に予備審査申請をし，予備審査で学位審
査の資格を認められた者は，指導教員の承認を得て，３年次１２月に学位申請を行う。学位予備申請をする際には，審査
制度（査読制度等）が確立されている学術雑誌に掲載された学位論文の基礎となる学術論文を，最低１編以上有している
こと又は，修了までに有する予定であることが予備申請提出の要件となっている。 

連合獣医学研究科 

（研究指導体制） 山口大学大学院連合獣医学研究科規則第５条第２項 ：指導教員は，学生の研究指導を総括的に担
当する主指導教員及び主指導教員とともに研究指導を行う副指導教員とし，学生１人について主指導教員は１人，副指
導教員は２人とする。 
（ 研 究 指 導 ） 課程修了までに４年以上（連合大学院の基準を満たし，優れた研究業績を上げた場合は３年以上）在学
し，３０単位以上を修得するために，主指導教員及び副指導教員(２名)が講義，演習，実験の指導・助言を行っている。な
お，研究テーマについては，1 年次に代議委員会の承認を受け，さらに課程修了までに共通セミナーへの参加（3 回）が必
修であり，最終回は研究テーマの進捗状況を発表し，参加教員の助言を受ける。学生の履修状況及び教育に関する問題
点等については，毎月開催される研究科代議委員会において討議・解決されている。 

 

【資料 F-3】研究科の標準修業年限内卒業（修了）率（過去５年分） 

(出典:機関別認証評価自己評価書資料６－１－①－３) 

学研究科 ／ 修了年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 ５カ年平均 

人文科学研究科（Ｍ） 85.7% 91.7% 100.0% 85.7% 100.0% 92.6%

教育学研究科（Ｍ） 92.7% 90.0% 97.1% 90.2% 87.8% 91.6%

経済学研究科（Ｍ） 63.6% 56.3% 46.2% 50.0% 75.0% 58.2%

医学系 

研究科 

医学博士課程（Ｄ） 44.0% 39.3% 60.0% 70.0% 23.5% 47.4%

博士前期課程（Ｍ） 81.0% 80.8% 76.5% 84.0% 80.0% 8F%

博士後期課程（Ｄ） 45.9% 30.3% 32.1% 63.6% 39.3% 42.3%

理工学 

研究科 

博士前期課程（Ｍ） 88.8% 91.4% 86.6% 88.5% 89.3% 88.9%

博士後期課程（Ｄ） 37.3% 45.7% 27.6% 42.9% 48.3% 40.3%

農学研究科（Ｍ） 83.8% 94.9% 79.4% 85.7% 90.9% 86.9%

東アジア研究科（Ｄ） 41.7% 36.4% 40.0% 11.1% 33.3% 32.5%

連合獣医学研究科（Ｄ） 54.2% 50.0% 61.3% 61.9% 81.3% 61.7%

技術経営研究科 44.4% 92.3% 84.2% 81.3% 68.4% 74.1%

※標準修業年限内卒業（修了）率＝ 標準修業年限で卒業（修了）した者の数 ÷標準修業年限前の入学者数 

※入学者数には，10 月入学者，外国人留学生，社会人学生を含む。ただし，平成 27 年卒業（修了）率の算出においては，10 月入学者を除く。 

 

【資料 F-4】研究科の「標準修業年限×１．５」年内卒業（修了）率（過去５年分） 

(出典:機関別認証評価自己評価書資料６－１－①－４) 

研究科 ／ 修了年 平成２３年 平成２４年 平成２５年 平成２６年 平成２７年 ５カ年平均

人文科学研究科（Ｍ） 100.0% 85.7% 100.0% 100.0% 85.7% 94.3%

教育学研究科（Ｍ） 95.3% 97.6% 100.0% 97.1% 92.7% 96.5%

経済学研究科（Ｍ） 92.9% 86.4% 81.3% 76.9% 64.3% 80.3%

医学系 

研究科 

医学博士課程（Ｄ）   64.3% 56.0% 50.0% 72.2% 60.6%

博士前期課程（Ｍ） 81.1% 84.5% 85.9% 81.6% 93.5% 85.3%

博士後期課程（Ｄ） 74.1% 52.3% 75.7% 45.5% 66.7% 62.8%

理工学 

研究科 

博士前期課程（Ｍ） 92.3% 91.7% 93.7% 89.8% 93.1% 92.1%

博士後期課程（Ｄ） 34.9% 53.8% 60.8% 65.7% 65.4% 56.1%

農学研究科（Ｍ） 100.0% 91.9% 100.0% 94.1% 91.2% 95.4%

東アジア研究科（Ｄ） 70.0% 41.7% 58.3% 63.6% 50.0% 56.7%

連合獣医学研究科（Ｄ） 65.0% 72.7% 69.6% 77.8% 91.7% 75.3%

技術経営研究科 84.2% 77.8% 87.5% 84.2% 87.5% 84.2%

※「標準修業年限×1.5」年内卒業（修了）率＝  (A)のうち，（標準修業年限×1.5）年間に学位を取得した者の数÷（標準修業年限×1.5）年前の入

学者数(A) 

※入学者数には，10月入学者，外国人留学生，社会人学生を含む。 

※博士課程においては，便宜上，単位取得満期退学後に学位を取得した者を含める。 
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【資料 F-5】創成科学研究科の研究科共通科目（抜粋）（出典：山口大学 Web シラバスから抜粋） 

科目名 概要 

研究基盤科目 研究者行動規範

特論 

研究不正に関する具体的事例（論文改ざん、盗用，利益相反，不正経理等）を踏まえ，

「研究者の責任ある行動」として共通に認識されている規範や倫理観に基づいて研究を

実践することの重要性を理解する。 

知的財産特論 知的財産権（特許権、実用新案権、意匠権、商標権、著作権）などはイノベーション創出

で大事な役割を果たします。本講義では、知的財産権の概要を事例をもとに講述すると

ともに、出願特許の調査・分析法を紹介します。講義では受講者自身が調査課題を設

定して特許の調査・分析を行い、その結果を発表してもらいます。特に、大学院で行って

いる研究と関連する特許を調べることにより、受講者自身の大学院での研究活動にもプ

ラスになるものです。 

キ ャ リ ア 教 育

科目 

キャリア・デザイン

Ⅰ・Ⅱ 

①キャリア講演会への参加：企業の人事担当者やOB・OGが研究室や学科・専攻を訪問

した際に行う企業説明会に複数回参加し，規定回数以上の出席とレポート提出を行う。 

②キャリア講演会の開催：履修生が中心になり，産学連携課や常盤工業会よりリストアッ

プされた企業の研究者を講師として招いた講演会を企画する。 

イノベーション

教育科目 

研究開発戦略論 研究開発型の企業における技術のシーズを新たな事業に結びつけるため、技術開発戦

略や知的財産戦略とビジネスモデルの立て方などを総合的に学習する。 

企業経営と財務 企業経営の成功・不成功を測るための尺度として財務会計に基づく数値の把握は必須

である。財務諸表が作成される基本的な原則とプロセスを理解し、それぞれの数値が相

互にどのような連関を持っているのかという意味を理解することが重要である。これを理

解することにより適切な数値指標に基づく企業経営が可能となる。さらに、投資の評価方

法などの企業財務の基礎的な考え方を身につける。 また、ビジネスパースンに必要なミ

クロ経済学の基礎として、価格メカニズム、消費者および企業の行動原理を学ぶ。 
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【資料 F-6】平成 28 年度理系大学院改組における定員改定（出典：医学部総務課作成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 全研究科において DP を策定し，また，学位の基準及び授与プロセスを公表し，それ

に沿った適切な教育・研究指導を実践するとともに，厳格な学位審査を実施している。さらに，

大学院組織の在り方について検討を行い，平成 28 年度に創成科学研究科を設置し，研究倫理，知

財教育，キャリア教育科目，イノベーション教育を組み入れたカリキュラム再編しており，良好

であると判断する。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】   

理工学研究科 観点「教育実施体制」，質の向上度「教育活動の状況」 

医学系研究科 観点「教育実施体制」，質の向上度「教育活動の状況」 

 

博
士
前
期
課
程

研究科 専攻 入学定員 収容定員 研究科 専攻 入学定員 収容定員

76

医学系研究科
（79）

応用医工学系専攻 31 62

創成科学研究科
（446）

物理・情報科学専攻 20 40

地球科学専攻 12

16 32

化学系専攻

基盤科学系専攻 38

214

機械工学専攻 36 72

166

24

電気電子情報系専攻

12
応用分子生命科学系専攻 36 72

地球圏生命物質科学系専攻 42

保健学専攻 12 24
24

42 84

84

120

物質化学専攻 36 72

建設環境系専攻 74

感性デザイン工学専攻 30 60

148

電子デバイス工学専攻 42 84

電子情報システム工学専攻 41 82

83

104

医学系研究科
（12）

保健学専攻

理工学研究科
（321）

環境共生系専攻 52

合計 458

107

研究科 専攻 入学定員 収容定員

農学研究科（34） 生物資源科学専攻 34 68

合計 434 868

農学系専攻

社会建設工学専攻 36 72

機械工学系専攻 60

数理科学専攻

916

創成科学研究科
（44）

自然共生科学系専攻 7 21

物質工学系専攻 8 24

30

36

ライフサイエンス系専攻 7 21

研究科 専攻 入学定員 収容定員

合計 82 279

医学専攻 33 132

合計 99 327

9 27

情報・デザイン工学系専攻

医学系研究科
（38）

保健学専攻 5 15

自然科学基盤系専攻 5 15

物質工学系専攻

6 18

環境共生系専攻 10 30

システム・デザイン工学系専攻 10

環境共生系専攻 12

現組織 再編後

博
士
後
期
課
程
・
医
学
博
士
課
程

医学系研究科
（61）

システム統御医学系専攻 14 56

情報解析医学系専攻 16 64

応用医工学系専攻 14 42

応用分子生命科学系専攻 12 36

保健学専攻 5 15

理工学研究科
（38）

8 24

システム設計工学系専攻
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○小項目 5「国際的視野と実践能力を持ち，国際的に活躍できる学生を育成するための教育研究環境

を整備し，本学の国際化や国際競争力の向上を図るための方策を推進する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-1-5-1「修士・博士課程の学生に対し英語による授業科目を順次拡大していくとともに学習支

援環境を整備し，英語実践能力，国際的研究能力を向上させる」に係る状況【★】 

 

平成 26 年度の大学院の英語による授業科目は，経済学研究科，医学系研究科，理工学研究科，東

アジア研究科，技術経営研究科，連合獣医学研究科の６研究科で 90 科目に達した。経済学研究科経

済学専攻では公共管理コース，農学研究科では特別プログラムを開設し，主にアジアの国・地域か

らの外国人留学生を受け入れ，全ての授業を英語で行っている。開設状況は，平成 21 年度の４研究

科 58 科目と比べて２研究科 32 科目増加している(資料 G-1，2)。 

技術経営研究科では，平成 25 年 10 月から秋季入学の外国人留学生を受け入れ，全科目英語によ

る教育を実施するとともに，社会人学生を対象としたマレーシア及びインドネシアでの海外短期研

修を実施するなど，アジアに特化した国際化教育及びグローバルな視野を涵養するための特別プロ

グラムを実施している。これらの取組は，大学基準協会の経営系専門職大学院認証評価の評価結果

（平成 26 年度受審）において，特色ある取組として評価されている(資料 G-3，4)。 

工学部及び理工学研究科では，平成 24 年度に文部科学省の「グローバル人材育成推進事業」にお

いて「国際技術者としての基礎力と海外企業で働く自信を持つ人材」を育成するプログラムに採択

され，e-ラーニング教材として「TOEIC テスト演習 2000」と「技術英語（基礎）コース」を導入し，

大学院生の英語の自習環境を整備するとともに，平成 26 年度においては，語学研修，及び技術研修

などの海外研修を 28 件実施し，153 名の学生を派遣している。また，東・東南アジアの大学とのダ

ブルディグリーを推進しており，協定校は東・東南アジア３カ国７校に拡大している。これらの取

組は，大学評価・学位授与機構の大学機関別認証評価の評価結果（平成 27 年度受審）において，優

れた点として評価されている(資料 G-5，6，7)。 

 

【資料 G-1】研究科における英語による授業の実施状況（出典：文部科学省「大学における教育内容等の

改革状況調査」，山口大学 Web シラバスから作成） 

平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成 27 年度※

４研究科 

58 科目 

４研究科 

56 科目 

５研究科 

98 科目 

５研究科 

101 科目 

６研究科 

109 科目 

６研究科 

90 科目 

7 研究科 

133 科目 

 ※平成 27 年度の実績はシラバスの内容を基に調査し作成。 
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【資料 G-2】経済学研究科経済学専攻公共管理コース授業科目「Development Economics」シラバス 

（出典：Web シラバス） 
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【資料 G-3】技術経営研究科の英語によるシラバス記載の例（出典：山口大学修学支援システム） 

 

 

【資料 G-4】経営系専門職大学院認証評価結果の抜粋（出典：経営系専門職大学院認証評価結果） 

グローバルな視野を持つ人材の養成については、まず、国際性に関わる「国際知財法務特論」の科目が配置されていること

に加え、それ以外の科目においても、海外企業のシナリオ・プランニングや海外先進国における新エネルギー技術普及など

海外の事例を取り上げており、グローバルな視点を持つ人材の育成が行われているといえる。さらに、「特別プログラム」として

マレーシア及びインドネシアにおける海外短期研修や宇部教室における全科目英語による教育は、知識面・体験面での質

の高いグローバル人材育成を行うための優れた教育体制であると判断でき、特色ある取組みとして評価できる。 

 

 

【資料 G-5】海外研修プログラムの参加状況（出典：認証評価資料５－４－③－４から抜粋）  

【海外プログラム参加学生の推移】

学部学生 大学院生 合計 学部学生 大学院生 合計 総計

平成24年度 31 0 31 24 7 31 62

平成25年度 58 17 75 19 38 57 132

平成26年度 70 11 81 39 33 72 153

語学研修プログラム 技術研修プログラム
区分

 

             

【資料 G-6】ダブル・ディグリー協定校（出典：認証評価資料５－４－③－５） 

大学名 国 協定締結年月日 

ブラビジャヤ大学 インドネシア 平成 21 年８月 10 日 ※部局間協定は平成 19 年 6 月 22 日 

ガジャマダ大学 インドネシア 平成 20 年３月 12 日 

バンドン工科大学 インドネシア 平成 20 年３月 14 日 

ウダナヤ大学 インドネシア 平成 23 年８月 26 日 

群山大学校 韓国 平成 22 年７月６日 

重慶理工大学 中国 平成 21 年９月 18 日 

西華大学 中国 平成 24 年９月６日 
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【資料 G-7】大学機関別認証評価評価結果の抜粋（出典：大学機関別認証評価評価結果） 

主な優れた点として、次のことが挙げられる。 

○ 教員の業績評価を実施し、その結果を昇給、勤勉手当等に参考資料として活用している。また、平成24 年度に特別

貢献手当を創設し、教職員の勤務意欲の向上を図っている。 

○ 外国人留学生を受け入れるため、大学院課程において、特別コース等を設置し、全科目英語による教育課程を編成

している。また、ダブル・ディグリーを推進し、協定校は東・東南アジア７校に拡大している。 

○ 平成24 年度に文部科学省「グローバル人材育成推進事業」において「国際技術者としての基礎力と海外企業で働く

自信を持つ人材」を育成するプログラムに採択され、学生を海外に派遣している。 

（省略） 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 優れた点(p.94)に記述。  

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

医学系研究科 観点「教育内容・方法」 

技術経営研究科 観点「教育実施体制」，「教育内容と方法」，質の向上度「教育活動の状況」 

連合獣医学研究科 観点「教育内容・方法」 

理工学研究科 観点「教育実施体制」，「教育内容・方法」，質の向上度「教育活動の状況」 

経済学研究科 観点「教育実施体制」 

東アジア研究科 観点「教育実施体制」 

農学研究科 観点「教育内容・方法」 
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計画 1-1-5-2「日本人学生の海外留学・体験のための取り組み及び国際的に活躍できる人材育成を促

進する」に係る状況 

 

[山口大学の留学支援体制] 

大学教育機構の下に「留学生センター」を設置し，日本人学生への海外留学支援，外国語・異文

化教育，外国人留学生への日本語・日本事情教育支援及び生活指導を通し，国際社会で活躍できる

人材育成を支援している(資料 H-1)。 

平成 22 年度から「山口大学留学説明会」を開催し，本学の留学制度やサポート体制について説明

を行うとともに参加学生からの個別相談に応じている。また，同説明会において，留学に関する学

生のニーズ把握や意識調査のアンケートを実施しており，質問項目として留学の目的，希望する国・

大学等，留学に対する意識等を聞いている。この調査結果から，本学学生の動向として留学先は英

語圏，留学期間も１ヶ月又は半年以上を希望する学生が多いことがわかり，学生のニーズに応じた

留学支援策の充実に役立てている(資料 H-2)。 

また，平成 26 年度に学生の留学に係る経費の一部を支援する「山口大学海外留学支援制度～はば

たこう！山口から世界へ～」を創設し，留学計画の申請方法は各部局等の申請，学生個人申請の２

通りを設け，事前研修や事後報告会を通じて，国際感覚や語学力のみならず企画・立案能力も含め

た学生の資質・能力の成長を促した。同制度により，平成 26 年度は 238 名，平成 27 年度は 311 名

を海外留学させた。また，「日本学生機構海外留学支援制度」や「官民協働海外留学支援制度～ト

ビタテ！留学 JAPAN 日本代表プログラム」等の学外の支援制度への応募についても積極的に推奨し

ている。同じく平成 26 年度に，学生が海外において重大な事故に遭遇した場合の大学の危機管理体

制の強化を目的として，「海外危機管理シミュレーション」を，学長を含めた 68 名の教職員の参加

を得て実施した(資料 H-3，4)。 

 

[日本人学生の海外留学・体験に対する意識向上を目的とした取組] 

米国大学院学生会との共催による「海外大学／大学院留学説明会」を開催し，米国学位留学経験

者が留学に関する情報やノウハウ，自身の留学体験等について説明する機会を設けた。また，総合

図書館では平成 26 年度から異文化理解や語学力向上に役立つ資料を揃えた「文化交流スペース」を

設置し，平成 27 年度から大学教育機構と国際総合科学部が，学生の自立的言語学習の場「言葉のア

トリエ」を運営している。言葉のアトリエには，ハンガリーやインドネシア出身の留学生をチュー

ターとして配置し，多様な言語を修得するための貴重な学習空間としている。また文化交流スペー

スでは，海外留学の知識や異文化理解を深めるために，平成 27 年 10 月から本学が学術交流協定を

締結する海外の大学に関する情報を展示している。さらに，図書館，留学生センター，国際総合科

学部の共催により「図書館でプチ留学！」（参加者 38 名）を開催し，文化交流スペース及び言葉の

アトリエの PR を行うとともに，語学学習法をテーマとした「ワールドカフェ」において，アジア，

ヨーロッパなど７か国９名の留学生及び教員と日本人学生との意見交換の場を創出した。国際総合

科学部では，英語のみを使用し，様々なテーマについて自由に意見交換を行う正課外活動「English 

Space」の実施，英語のみを使用可能とするスペース(E-BOX)の設置等を通して，学生の主体的な学

修を促している(資料 H-5，6，7)。 
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以上の取組により，日本人学生の海外留学件数は H21:98 件，H22:113 件， H27:429 件と６年間で

大幅に増加している(資料 H-8)。 

 

【資料 H-1】平成 27 年度留学生センター行事（出典：留学生センター作成） 

行事名 開催日 概要 参加者数 

新留学生研修会 

4 月 11 日 新留学生を対象に、大学生活における注意事項、日本での生活

ルールの説明（交通安全・防犯講習会、ごみ捨て等のルール）を

行い、ランチパーティーを通して教職員や日本人学生と交流。 

新 留 学 生

41 名 

10 月 17 日 新 留 学 生

81 名 

留学説明会 4 月 14 日 日本人学生を対象に、山口大学の留学制度、サポート体制を留

学経験者の体験談を交えて説明。 

日本人学生

220 名 

短期語学留学説明会 4 月 21 日 日本人学生を対象に、休業期間を利用した海外短期語学研修

について説明。 

日本人学生

80 名 

10 月 23 日 日本人学生

55 名 

留学生と企業経営者

との交流会 

1 月 9 日～

1 月 10 日 

日本で就職を希望する外国人留学生を対象に、山口県企業に

ついて知る機会を設ける。 

企業 １６社

留学生 

１２７名 

 

 



山口大学（教育） 

48 

 

【資料 H-2】留学説明会アンケートとその結果（出典：山口大学留学生センター作成資料） 

＜アンケート様式＞ 
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＜アンケート結果（抜粋）＞ 

２．留学先として希望する国・大学はどこですか？（複数回答あり） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．留学したいと考えている期間はどのくらいですか？ 

 

人数(人）
① 1週間程度 12
② 1ヶ月程度 64
③ 3ヶ月程度 18
④ 半年程度 31
⑤ 1年程度 39
⑥ 1年以上 4
⑦ 無回答 4

回答

0

20

40

60

80

【留学希望期間】

 

 

地域名 人数

アジア 11

ヨーロッパ 18

北米 19

オセアニア 11

その他 4

アジア

18%

ヨーロッパ

29%北米

30%

オセアニア

17%

その

他

6%

留学先として希望する地域
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【資料 H-3】平成 27 年度山口大学海外留学支援制度申請結果一覧（出典：平成 28 年 1 月 27 日開催

山口大学教学委員会資料） 
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【資料 H-4】海外危機管理シミュレーション評価表 

（出典：山口大学海外危機管理シミュレーション講評） 

 

 

【資料 H-5】海外大学／大学院留学説明会（出典：山口大学 Web ページ） 

 

 

 

 

 

 

不開示情報
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【資料 H-6】「言葉のアトリエ」（出典：山口大学留学生センター作成資料） 

 

 

【資料 H-7】「図書館でプチ留学！」に関する本学 Web ページ記事及びアンケート結果 

（出典：山口大学 Web ページ，学術情報課作成） 

 ＜本学 Web ページ記事＞ 
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＜「図書館でプチ留学！」アンケート結果＞ 

参加者：38 名（教員 1 名、日本人学生 30 名、外国人留学生 7 名） 

イベントに参加した感想はいかがでしたか？

2

0

0

1

12

23

0 5 10 15 20 25

無回答

良くなかった

あまり良くなかった

どちらともいえない

良かった

非常に良かった

（人数）

 

●非常に良かった、良かった を選んだ理由（一部抜粋） 

＜日本人学生＞ 

・留学生と交流できて来年の留学に意欲が湧いた。 

・留学生の方と直接話す機会がなかったので、よい経験になった。語学をするきっかけ、また、モチベーションになった。

・これまで興味のなかったり、知らなかった学校に興味が出てきた。 

＜外国人留学生＞ 

・日本人がタイに興味があって嬉しいです。 

 

【資料 H-8】日本人学生の海外留学件数推移（出典：山口大学学生支援課作成） 

 

(実施状況の判定)実施状況がおおむね良好である。 

(判断理由) 大学をあげて様々な方面から日本人学生の海外留学・体験を積極的に支援し，海外

留学件数も増加していることから，日本人学生の留学に対する意欲の向上及び国際的に活躍でき

る人材育成が進んでいる。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

国際総合科学部 観点「教育内容・方法」 

年度 海外留学件数
H22 113
H23 143
H24 237
H25 245
H26 339
H27 429

113
143

237 245

339

429

0

100

200

300

400

500

H22 H23 H24 H25 H26 H27

日本人学生の海外留学件数
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○小項目 6「GP の達成を保証するための成績評価法を確立し，実施する。GP の総合的な達成状況や

授業の履修状況を把握できるシステムを確立し，意欲的で計画的な履修を促進する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-1-6-1「授業毎に，GP の各項目に対応した到達目標と評価基準をシラバスに明記し，それに

基づいて成績評価を実施するとともに，到達目標と評価基準の適切性について検証と改善を行う」

に係る状況 

 

[シラバスへの授業到達目標・評価基準の明示と活用状況] 

授業毎にシラバスを作成し，一般目標と授業の到達目標として，①知識・理解，②思考・判断，

③関心・意欲，④態度，⑤技能・表現の５つの観点別に明記して，DP と各授業の対応関係を明確に

している。成績評価法も全体と上述した５つの観点別に，定期試験，授業内・授業外レポート，受

講者の発表(プレゼン)，演習及び出席等の評価方法，評価割合を示して，Web 上で公開し，シラバス

に沿って成績評価を実施している。 

シラバスの活用状況については，学生へのサンプル調査（回答者数 628 人）の結果から，学生の

80％がシラバスを閲覧しており，主に履修登録のための確認や，教科書・参考書等，授業の内容・

方法及び成績評価方法の確認に利用していることが分かる他，シラバスに必要な情報が記載されて

いると学生が考えていることが確認できる(資料 I-1，2，3)。 

 

[到達目標・評価基準の検証と改善] 

平成 25 年度の新しい共通教育の導入(p.13-14)以降，全学的な AL の推進に伴い，ペーパーテスト

では測ることができない学生のパフォーマンス（思考力・判断力・表現力）の成績評価基準の明確

化・可視化を行うことで教育評価の改善を図るため，ルーブリック（学生の達成度を測るための共

通的基準）に関する外部講師の講演会や大学教育センター主催の FD ワークショップを積極的に実施

している。 

平成 25 年度には，共通教育科目「山口と世界」のコモンルーブリックの検討を開始し，平成 26

年度に「コモンルーブリック開発ワークショップ」等を通して「山口と世界」のコモンルーブリッ

クを策定した。策定したコモンルーブリックは授業担当者に配布して成績評価への活用を促し，「ル

ーブリック事例報告ワークショップ」等で学内外の教職員の参加を得て，ルーブリックの授業実践

における活用方法や課題についての理解を深めた。 

平成 27 年度には「山口と世界」以外の授業科目へのルーブリックの普及を目的としてワークショ

ップ「授業科目シラバスから作成するルーブリック－観点別到達目標を活かして－」（９月 30 日）

を開催し，教員・学生がシラバスに明記された授業科目の到達目標を基準とした科目ルーブリック

の作成を体験した。 

国際総合科学部では， 実践的能力の修得に重点を置いたアウトカムに基づく教育を行うため，そ

れに相応しい成績評価法としてルーブリックを導入している。学部全体のコモンルーブリックを示

し，それを基に各科目のルーブリックを作成して，単なる知識や技能の修得に留まらない評価を行

っている。学生には入学時にコモンルーブリックを提示するとともに，科目ルーブリックを電子シ

ラバスの重要な構成要素として記載しており，各科目における到達目標を学生自身で自覚できるよ
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うにしている(資料 I-4，5，6)。 

 

【資料 I-1】Web シラバス抜粋(出典:本学 Web ページ) 

 
https://www.kyoumu.jimu.yamaguchi-u.ac.jp/Portal/Public/Syllabus/DetailMain.aspx 
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【資料 I-2】成績評価等の客観性，厳格性を担保する措置等に係る各学部の取組状況（平成 26 年度）(GPA

の活用状況))(出典:機関別認証評価自己評価書資料５－３－③－４) 

人文学部 ・成績評価の方法等についてはシラバスにすべて記述され，公開されている。授業評価や，GPA・成績分布調査によりクラ
ス間の成績格差が認められる授業については，FD活動を通じた改善がなされている。 

教育学部 ・各指導教員や教育学部窓口（学務係）において，履修や取得免許の相談及び成績評価への申し立てに応じている。GPA

は，学務厚生部会において１年次から著しく低い学生を把握した上で，各教室の主任に周知して個別指導してもらう等，早

い段階での対応を考えるための判断材料として利用している。 
・授業科目の成績評価基準，卒業認定基準を学則や学部規則で明確に定め，教授会等で適性な判定を行っている。 

経済学部 ・2年進級時の学科及びゼミナールの所属を決定する際に，教員による面談・成績による選抜に加えて，GPAを活用し，卒
業予定者に対しては，試験結果に伴う評価確認申請制度を設けている。また，「経済学部入門」を発行し，卒業論文の書

き方を示すとともに，学部外との取組の中で優秀な評価を受けた経済学部の学生の研究成果を掲載している。 

・成績評価等の客観性及び厳格性を担保するため，シラバスに成績評価の方法を明示し，公表している。 

理学部 ・成績評価の客観性を担保するため，理学部独自の学生成績データベースを作成し，それらを基にGPAを算出し，適時学
生に周知することにより，学生自身が自己点検評価をおこない，学習の達成度を確認できるようにしている。また，GPAは特

待生の選考などにも活用している。なお，学科においては，以下の取組などが行われている。 

・組織的にはピアレビューなど客観的な成績評価のための取組をしている。 
・複数の教員による授業では相互の評価チェックを行っている。 

・答案の返却に際しては，解答例および採点基準を学生に示している。 

医学部 医学科では教務部委員会，保健学科では教務委員会において，成績評価等の客観性，厳格性を担保するための組織的

な措置を講じている。 

工学部 ・成績評価の方法は，それぞれの授業のシラバスに公開している．そのうえで，受講生の習熟度を１００点満点として評価

し，６０点以上を合格として厳密に評価している。そのほか，学科においては以下の取組が行われている。 
・JABEE認定活動として，模範解答，採点基準を明確化している。JABEE認定活動の一環として，各科目の合格率を評

価し，極端に低い科目については調査と改善（担当教員の変更）などを行っている。 

・試験答案を返却すること，模範解答・採点基準を明示することを学科として申し合わせている。 
・GPAは進級へ利用しており，ＧＰＡと単位数の両方での評価を行っている。成績評価に対する異議申し立ては受け付け

ており，特に，4年次への研究室配属では厳格な成績評価を行い，成績評価の高いものが評価されるようにしている。 

・後期開始前及び４年次進級判定の前に，副学科長および教務委員が全科目全学生の成績を収集し，その結果につい
て議論する。全教員に対してすべての試験問題と答案用紙を保管する事を義務づけ，いつでも求めに応じて開示可能

な状態とさせる事により厳格性を担保する．各期末試験や中間試験の模範解答例は希望者全員が知ることができ，自

分の解答と比較して達成度を確認できる．また，成績が思わしくない場合にはオフィスアワーを利用して直接担当教員に
質問し成績不振の原因を特定することができる。 

・卒業論文の評価等に関しては，評価基準を設け，その基準に達しているかについて，審査会を開き，指導教員，主査，

副査以外の教員も加わり組織的且つ公平な評価を行っています。一般の科目においては，カリキュラムＷＧにおいて各
科目のシラバスをすり合わせ，成績評価の客観性等について検討を行っています。 

・卒業に必要な単位数だけでなく学生がより多くの選択科目を履修し知識を吸収させるために，成績評価をGPAと専門

科目の取得単位数の積で実施している。 

農学部 ・進級判定（2年次あるいは3年次）に実施しており，取得単位数を利用している。また，成績評価に対する異議申し立て制

度，答案返却等を一部で実施している。 
・学生からの異議申し立ては学務委員会等，組織として受けられる体制を取っている。 

共同獣医学部 ・進級判定（2年次，4年次，6年次）に実施しており，取得単位数を利用している。また，成績評価に対する異議申し立て制

度，答案返却等一部で実施している。 

・学生からの異議申し立ては学務委員会等，組織として受けられる体制を取っている。 
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【資料 I-3】シラバスの活用状況に係るアンケート調査結果（サンプル調査）（回答者数 628 人）(出典:

機関別認証評価自己評価書資料５－２－③－６) 
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（出典：大学評価室作成） 

 

【資料 I-4】ルーブリックに関する FD 活動状況（出典：山口大学 FD 活動報告書資料より作成） 

講座名 開催日 内容 参加人数 

山口大学 FD ワークショップ「学

士課程教育における学習成果

測定について学ぶ～ルーブリッ

ク開発を目指して～」 

平成 26 年 

3 月 5 日 

・学外講師によるアセスメント・ポリシーの構築や

ルーブリック開発の具体に関連する基調講演 

・参加者によるグループワーク（授業科目「山口と

世界」のコモンルーブリックの試作） 

教職員 34 名

『山口と世界』コモンルーブリック

開発ワークショップ 平成 26 年 

7 月 31 日 

・「山口と世界」におけるルーブリック開発の趣旨

及び作業過程の説明 

・参加者によるグループワーク（「山口と世界」のコ

モンルーブリック作成） 

教職員 18 名

ルーブリック評価シートの作り方

と活用法を学ぶー学生の自主

的自立的な学修活動を評価す

る方法を考えるー 

平成 26 年 

9 月 3 日 

・教員に対し，ルーブリック評価やルーブリックの

作成手順についての説明 
教員 52 名 

『山口と世界』コモンルーブリック

活用ワークショップ 
平成 26 年 

9 月 24 日 

・策定した「山口と世界」コモンルーブリックに基づ

き，授業担当者を中心に，授業実践における

ルーブリック活用について説明 

・参加者による個々の授業設計に応じたルーブリ

ックの試作及び発表・意見交換 

教職員 15 名

ルーブリック事例報告ワークショ

ップ 

ー「山口と世界」授業実践など

を例にしてー 

平成 27 年 

2 月 27 日 

・「山口と世界」コモンルーブリック開発の経緯と

課題についての報告 

・学外講師による他大学のルーブリック開発取組

の紹介 

・参加者によるグループ対話 

教職員 38 名

授業シラバスから作成するルー

ブリックー観点別到達目標を活

かしてー 

平成 27 年 

9 月 30 日 

・「授業設計を助けるルーブリックの特徴と効果」

に関する講演 

・参加者によるグループワーク（レポート採点のた

めのルーブリック作成） 

教職員 18 名

 

 

（25.3%） 

（42.0%） 

（24.6%） 

（ 6.7%） 

（ 1.4%） 
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【資料 I-5】「山口と世界」コモンルーブリック（出典：大学教育機構大学教育センター） 

 

 

【資料 I-6】国際総合科学部コモンルーブリック（出典：国際総合科学部「履修の手引き」） 
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(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由)  授業ごとに，到達目標と評価基準を観点別にシラバスに明記し，DP との対応関係を

明確にして，シラバスに沿って成績評価を行っている。さらに，平成 25 年度以降，全学的な AL

推進に伴い，学生のパフォーマンス評価のためのルーブリックの開発と活用を全学に拡充するた

めの活動を行い，国際総合科学部においてルーブリックを導入する等，多様化する成績評価へ対

応しているため，良好と判断する。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

国際総合科学部 観点「学業の成果」 
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計画 1-1-6-2「全学的な学生の自己主導型学習を支援するとともに，教育の質保証を行うため，新た

に学習成果を定量的に可視化するシステムの構築や体制を整備し，教育機能の強化を図る。また，

本システムを第３期中期目標期間初頭までに順次全学部において導入する」に係る状況 

 

[山口大学能力基盤型カリキュラムシステム（YU CoB CuS）の構築] 

本学では，教育の質保証を行い，教育機能の強化を図る目的で，最も重要な DP の達成度を客観的

に評価するため，学修成果を定量的に可視化する「山口大学能力基盤型カリキュラムシステム（YU CoB 

CuS）」を平成 27 年度から開発・導入し，平成 31 年度末までに全学部へ導入することを計画してい

る。 

このシステムは，各科目を横（行）に，DP を縦（列）に並べて構成されるマトリックスであり，

行（個々の科目の各 DP への貢献度分布）だけでなく，列（個々の DP への各科目の貢献度の分布と

合計）を可視化（数値化）している点が特徴である。YU CoB CuS により DP と各授業科目との対応が

明確になり，また，修得した能力が可視化され，学生は各々の到達度を確認しながら，自主的に自

らの学修プランを立案できる(資料 J-1，2)。 

 

[学部における導入状況] 

国際総合科学部では，平成 27 年度から，特徴であるアウトカムに基づくの文理融合教育を推進す

るため，クォーター毎に YU CoB CuS で示した各 DP の各項目の基準値と学生各々の履修状況をグラ

フに示したレーダーチャートと，学生がクォーター毎に DP の達成度を自己評価し記入するリフレク

ション・シートを作成・活用している。担任教員は，これらを参考に学生との個別面談指導を行い，

次クォーターでの履修科目等の相談を含め，学生の自己主導型学修を支援している(資料 J-3，4)。 

人文学部は，平成 28 年度の教育改革に際して，専門科目のうち社会人基礎力を涵養する低年次学

生向けの「人文コア科目」の「リテラシー科目群」へ YU CoB CuS の導入を計画している。ここに言

うリテラシーとは，人文科学諸学に共通して必要となる外国語能力，史資料解析能力，論理的能力，

AL といった汎用的スキルやツールを修得するものである。YU CoB CuS により，学生に対してリテラ

シー能力の到達度を可視化するとともに，キャリア教育の一層の充実を図るため，数値化した達成

状況をポートフォリオに記載して学生のキャリアパスに対する意識を高め，４年間を通じて個々の

学生に対して丁寧なキャリア指導を行うこととしている。 
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【資料 J-1】YU CoB CuS の概要 

（出典：平成２７年度文部科学省特別経費（国立大学の機能強化）説明資料抜粋） 
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【資料 J-2】国際総合科学部 YU CoB CuS（科目区分）ver（出典：山口大学国際総合科学部Ｗｅｂページ

「YU CoB CuS（山口大学能力基盤型カリキュラムシステム） について」2015 年 11 月 28 日から抜粋） 
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【資料 J-3】YU CoB CuS レーダーチャート（出典：国際総合科学部学務係作成） 
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【資料J-4】リフレクション・シート（出典：国際総合科学部学務係作成） 

 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 学習成果を定量的に可視化する YU CoB CuS を独自開発し，国際総合科学部において

活用しており，平成 28 年度の人文学部低年次教育にも活用が予定され，他学部への導入に向けた
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検討も進んでいることから，学生の自己主導型学習の支援に向けた体制が整備され，教育機能の

強化が図られており，良好と判断する。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

国際総合科学部 観点「学業の成果」 
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計画 1-1-6-3「学士課程において，成績票に GPA(Grade Point Average)を表示し，計画的な履修に

役立てるとともに，履修指導のデータとして活用する。また，各開設科目の GPC(Grade Point Class 

Average)などの成績データを学内で参照し合い，到達目標や評価基準の設定の指針とする」に係る

状況 

 

［GPA を活用した履修指導の状況］ 

平成 22 年度に修学支援システムを改修し，成績確認画面に GPA を表示して学生が自分の履修状

況を確認し，計画的な履修を促すとともに，大学として，学業優良者に対して授業料を免除する特

別待遇学生及び学長表彰学生の選考に活用し，学生の学業を奨励している。 

工学部では，専門科目に GPA を活用した成績評価を行っており，単位の実質化のために，登録し

た科目の学修時間を確保させ，十分な学修効果を上げられるよう指導している。理学部では，学生

に定期的に GPA を提示し，その結果に基づいて学修達成度を自己点検評価させ，履修指導に役立て

ている。学期毎の履修単位の上限設定(CAP 制)を導入している経済学部と国際総合科学部では，一

定の基準の GPA を超える優秀な学生に対しては，上限設定を解除している。 

平成 27 年度には，教育の質保証及びきめ細かな修学指導等の充実のため，「山口大学 GPA 制度

の取扱いに関する要項」を制定して，GPA の取扱を明確化した(資料 K-1，2)。 

    

［成績分布共有システムの構築とその活用］ 

各授業の到達目標と評価基準の設定の指針とするため，GPC（各授業の成績から特定の方式によ

って算出された学生の成績評価値あるいは成績評価の方式）と成績分布を Web 上で表示する成績

分布共有システムを構築し，平成 23 年度から運用を開始した。同システムから抽出した具体的な

科目の成績分布グラフを各学部・研究科の FD 研修会や共通教育実施部会の授業科目別分科会で示

して成績評価方法等について説明を行う他，各学部・研究科で成績の平準化，評価基準の統一化

を推進している。また，同一科目における成績の平準化のため，成績分布共有システムを活用し，

同一学科同一科目でクラス間の成績分布に差がある場合には，担当教員にフィードバックを行っ

ている。この取組のなか，人文学部では同システムにより基礎セミナーの学問分野間の成績分布

の違いを認識して，統一シラバス化を目指した FD 活動を展開し，理学部では物理学の成績分布の

差異の確認を行った。また，共通教育の情報処理分科会では，情報セキュリティモラルに関して

成績評価の在り方について検討した(資料 K-3)。 
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【資料 K-1】学生用の成績確認画面（出典：山口大学修学支援システム） 

 

 

【資料 K-2】山口大学グレード・ポイント・アベレージ制度の概要（出典：山口大学グレード・ポイント・

アベレージ制度の取扱いに関する要項抜粋） 

（GPA の計算方法） 

第４条 GPA は，次の式により計算するものとし，その数に小数点以下第二位未満の端数があるときは，これを切り捨

てる。 

GPA＝（４×「秀」の修得単位数＋３×「優」の修得単位数＋２×「良」の修得単位数＋１×「可」の修得単位数）÷履

修登録単位数 

２ 前項の「単位数」及び「履修登録単位数」について，学期 GPA の計算にあっては当該学期の修得単位数及び履修

登録単位数を，通算 GPA の計算にあっては全学期の修得単位数及び履修登録単位数を用いるものとする。 

（GPA の計算対象） 

第５条 GPA の計算は，次のものを対象とする。 

(1) 履修登録した全ての授業科目（集中講義を含む。） 

(2) 他の大学等で修得した単位を本学における授業科目の履修により修得したものとみなし単位を認定された授業科

目等のうち，評語による評価を含めて単位認定した授業科目 

（GPA の記録） 

第６条 GPA は，成績原簿に記録するものとする。 

（GPA の活用） 

第７条 GPA を修学指導，学長表彰又は特別待遇学生等の候補者の選考若しくは学部又は研究科が定める事項等

に活用するものとする。 

（山口大学能力基盤型カリキュラムシステム（YU CoB CuS）の活用） 

第８条 前条に定める GPA の活用事項については，山口大学能力基盤型カリキュラムシステム（YU CoB CuS）を GPA 

に代えて活用できるものとする。 

附 則 

この要項は，平成 28 年４月１日から施行する。 
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【資料 K-3】成績分布共有システムの表示例（出典：山口大学成績分布共有システム） 
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(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 学士課程において修学支援システムの成績確認画面に GPA を表示し，学生が自らの

履修状況を確認するとともに，履修指導等に活用している。また，平成 23 年度から各開設科目の

GPC や成績分布などのデータを共有できる成績分布共有システムの運用を開始した。これらのデー

タに基づいて，到達目標や評価基準の設定，適正な成績評価の検証と改善のための FD 活動を展開

しており，良好と判断する。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

工学部 観点「教育実施体制」 

経済学部 観点「教育内容・方法」 
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計画 1-1-6-4「GP の達成状況を学生自身が確認できるポートフォリオシステムを段階的に導入する」

に係る状況 

 

[ポートフォリオの導入状況] 

本学では，工学部と医学部保健学科では先行して学習ポートフォリオを導入しており，平成 22 年

度に学生の修学支援及びキャリア支援に活用するため，全学的に導入する方針を決定した。このた

め，先行大学から講師を招き，平成 23 年度に「ポ―トフォリオを活用した総合的修学支援:佐賀大

学における取組み」，平成 24 年度に「ポ―トフォリオを活用した学びのデザイン:島根大学教育学

部における取組み」の全学 FD 研修会を開催し，他大学の活用事例を調査・周知した。また，平成 24

年度には，全ての学部でポートフォリオを活用した修学支援及びキャリア支援に関する教育改善研

修会(９回 320 名)を開催して，活用方法について意見交換を行い，平成 24 年度に全学導入した。大

学教育機構でポートフォリオの基本フォーマットを作成して，各学部に提供し，各学部の活用方法

や DP の内容に応じて独自に項目追加や様式を作成しており，学生がより効果的に DP の達成状況を

把握できるよう工夫している。 

また，教員養成に係る学生の教育実習の事前・事後指導や学習指導案の進捗把握に使用する教職

カルテについても，平成 21 年度までに一部の学部で導入しており，平成 23 年度から教職免許取得

希望者の在籍する全ての学部に導入した。 

各学部では，学生に対して定期的にポートフォリオ及び教職カルテを提出させ，学修状況や目標

の達成状況を指導教員と学生の間で共有し，教員との面談等を行い，次年度の履修計画の立案や就

活指導を行っている。工学部では，平成 19 年度から，学生の大学生活における成長の軌跡を記録す

る「工学部ステップアップノート」を導入しており，平成 25 年度からは初年次版，高年次版を作成

して，学生の成長度に応じたきめ細かな指導に活用している。理学部では，各学科の学習内容や特

徴に応じて独自の評価項目を設定したポートフォリオを導入している(資料 L-1，2，3，4，5，6)。 

 

[ポートフォリオシステムの構築] 

平成 26 年度には，ポートフォリオの活用方法等に関する改善を行う目的で，全学部に対し学生ポ

ートフォリオの活用実態調査を実施し，紙媒体であるポートフォリオの保管などに課題があること

が明確となった。そのため，平成 27 年度に導入した「山口大学自己主導型学修総合電子システム

（e-YUSDL）」では学生にとって有用な e-ポートフォリオを実装しており，学生自身の学習目標・キ

ャリア目標を Web 入力・閲覧できるほか，正課外活動実績を蓄積できる。さらに，YU CoB CuS(p.61)

や学習到達度調査等の各種情報を可視化しており，これまで以上に計画的な履修に役立てることを

可能としている(資料 L-7)。 
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【資料 L-1】学生ポートフォリオ 基本フォーマット（出典：大学教育機構大学教育センター） 
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【資料 L-2】攻学（工学）的人材基礎力診断 

（出典：工学部ステップアップノート 2014 年度高年次用） 
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【資料 L-3】理学部地球圏システム科学科３・４年次用ポートフォリオシート（出典：理学部作成） 
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【資料 L-4】各学部・学科における学生ポートフォリオの実施計画（出典：大学教育機構大学教育

センター作成） 

学部 シート（追加項目等） 実施計画

人文学部 独自様式(別添）

実施時期と担当教員（回収・閲覧し、再び学生に戻す、学生が望む場合に面談を担当）
ポートフォリオシートは、新入生が一定期間学生生活を送った後にシートに記入
１年次７月末（入学後最初の学期末）

→基礎セミナーⅠで実施→助言指導教員
※今年度は、７月末（試験期間の基礎セミナーⅠで実施）→学生委員

１年次１月半ば（２年次のコース選択に関わる時期）→助言指導教員
※今年度は学生委員

２年次１月末（研究テーマの選択、指導教員の決定に関わる時期）→コース委員
３年次１月末（卒論テーマ等の決定を考える時期）→指導教員

教育学部 追加項目なし

１年次：10月末
２年次：５月末
３年次：５月末
４年次：５月末

経済学部 追加項目なし
主な利用目的は就職活動と考えられるため，２年次及び３年次にそれぞれ１回ずつ実施
とし，各年次における実施月については，各指導教員の就活指導に適した月に適宜行う
こととする。

追加項目あり(別添）
１年次10～11月（入門セミナー個人面談前）
２年次10～11月（基礎セミナー個人面談前）
３年次10～11月（発展セミナー（個別）で個人面談実施前）

基本フォーマット １～３年：各年度始め

生物学コース
２年生 ６月中に配布 （閲覧、面接等、７月中）
３年生 ６月中に配布 （閲覧、面接等、７月中）
４年生 ６月中に配布 （閲覧、面接等、７月中）

化学コース
１年次１月 （コース配属後）
２年次５月と11月 (２回実施)
３年次５月

独自様式(別添）
２年次12月
３年次４月
４年次４月

医学科

１年次～４年次
独自様式（別添：学生ポートフォリ
オシート医学科04）

５年次～６年次
H24.4~使用予定の様式（別添：臨
床実習ノートログブック）

１年次９月末頃（フレッシュマン・セミナー時に説明、10月初旬までに提出）
１年次３月末（２年次オリエンテーション時に未提出の場合チェック）
２年次３月末（３年次オリエンテーション時に未提出の場合チェック）
３年次３月末（４年次オリエンテーション時に未提出の場合チェック）
４年次３月末（５年次オリエンテーション時に未提出の場合チェック）
５年生：毎週，６年生：２週間毎
期間初めに到達計画を立てさせ，期間の終りに指導医がチェックをおこなう。

看護 回答遅延連絡あり(6/29学務課）

衛生 追加項目あり(別添）
１年次７月末（前期試験終了時）
２年次３月末
３年次３月末

工学部
独自様式
ステップアップノート（別添）

別添のとおり

農学部 追加項目なし
年１回【年度当初オリエンテーション時（１～３年次）】
※４年次については，４月に指導教員より学生に配布
※平成24年度入学生については７月実施

共同獣医学部 追加項目なし
１年次～６年次まで
毎年４月初旬に行う。

学科等

生物・化学科 基本フォーマット

保健学科

理学部

医学部

数理科学科

物理・情報科学科

地球圏システム科学科

 

 



山口大学（教育） 

76 

 

【資料 L-5】教職カルテの例 人文学部（出典：人文学部学務係作成） 

 



山口大学（教育） 

77 

 

【資料 L-6】学生ポートフォリオの実施状況と主な課題 

（出典：平成 26 年度第 9回山口大学教学委員会資料 9） 

人文学部 教育学部 経済学部 理学部
医学部
医学科

医学部
保健学科

工学部 農学部
共同獣医

学部

運用計画
の変更に
ついて

2年生に対して
は、引きつづき
集合自記式での
実施する予定。
3年生に対して
は指導教員を通
じての実施予
定。

変更なし。 変更なし。 （数理）1・2年生の授
業開始時期が早まっ
たため、実施計画と
異なった。現状に合
せて運用する予定。
（物情・生化・地球圏）
変更なし。

必要性を感じる。
将来はアウトカム基
盤型学習と連動して
電子化したい。

既に電子化
している。

（機械・感性）電子化の
必要がない。 （社建・
電気電子・循環）電子化
の緊急性は感じない
が、必要であると思う。
（応用化学）常に学生の
履修状況をチェックして
いるためポートフォリオ
の必要性は教員にとっ
て特にない。 （電気・電
子）電子化に関しては意
見が分かれた。ステップ
アップノートの利用をま
ず図りたい。

（生物資源）必要性を
感じるという意見はな
い。むしろ，大学によ
る学生の個人情報の
管理を問題視する意
見が出された。 （生
物機能）個人情報の
管理ということもあ
り、現時点では必要
性を感じない。むし
ろ、大学全体の学生
の情報が、一教員の
資料集めの材料とな
る可能性を危惧す
る。

変更なし。

学生ポートフォリオ
の電子化について
は必要性があるも
のと考える。学生が
作成したポートフォ
リオが電子媒体で
保存できることにな
れば、紙媒体を持ち
歩くことも不要とな
り、スマートフォンや
タブレット端末など
でも確認できるよう
になり、ポートフォリ
オの内容を確認した
いときにすぐに確認
できるようになる。

今年度と同様の予
定。

変更なし。 （機械）JABEE様式を引
き続き使用予定。 （電
気電子）ステップアップ
ノートの高年次生の利
用を考えている。 （社
建・応用化学・電気電
子・感性・循環）変更な
し。

（生物資源・生物機
能）変更なし。

電子化の
必要につ
いて

修学支援システ
ムにポートフォリ
オ機能を追加す
る形での電子化
が必要である。

電子化が望ましく、
記入、提出、管理
がすべてオンライ
ン上でできるように
改善して欲しい。
電子化され、デー
タベース化されな
い利用（現行の制
度）が間違ってい
るとの意見もあっ
た。

・感じる。
・紙よりは電
子化した方が
良い。

（数理）電子化される
と便宜性が高まる。
（物情）Web上で入力
しているため、学生、
教員双方で閲覧でき
るため便利。
（生化）紛失を防ぐた
めに電子データとし
て保存することが望
ましい。
（地球圏）紙媒体でも
対応可能。

電子化してもらいた
い。

独自で行っ
ているため、
特記事項な
し。

（機械）必要な学生に対
して実施した方がよい。
（社建）他学科や他学部
の状況を知りたい。
（知能情報）ポートフォリ
オの意義や活用法など
の説明が必要。
（感性・循環・電気電子）
特になし。

（生物資源）学科教員
からは「現実的には
活用しにくいシステム
である」という意見が
出されている．
（生物機能）電子化を
行っている学部にお
いての実施状況とそ
の効果について説明
を希望する。

ポートフォリオの活
用を今後どのように
したいのかについ
て、大学教育機構
側から何らかの発
信がない限り、学生
自身もポートフォリ
オを有効に活用す
ることが難しいと考
えられる。

改善・要望
事項

修学支援システ
ムにポートフォリ
オ機能を追加す
る形での電子化
が必要である。

電子管理システム
ができないとこの
取り組みを行う意
味はなく、それまで
は運用を停止して
いただきたいとの
意見もあった。

・訳の分から
ないことはや
めた方が良
い。内容的に
ゼミの教員の
指導の範疇で
確実にやって
いるので。

（数理）本学科の9割
の学生は教員志望で
あるため教職カルテ
を利用しているため、
学生ポートフォリオと
重複している。  （物
情）学生ごとに記載
量が異なるため零時
が必要。 （生化）学
生に記入される内容
をこれ以上増やさな
いで欲しい。
（地球圏）特になし

電子化してもらいた
い。
５年次～６年次 臨床
実習ノートログブック
の部分も電子化した
い。

変更なし。 （機械）学生への聞き取
り調査の結果、現段階
ではポートフォリオの必
要性は感じられない。
（社建）ポートフォリオだ
けでは十分にきめ細か
い個別対応が難しい。
（知能情報）ポートフォリ
オの入力がないと履修
登録ができないなどの
工夫が必要。 （循環）
ステップアップノートを作
成時には日本語文章表
現能力に問題がある学
生がみられる。 （応用
化学・電気電子・感性）
特になし。

（生物資源）これから
配属先の研究室での
面談に活用する予定
であり，現在までにま
だ運用した実績はな
い。
（生物機能）来年１月
が、ポートフォリを実
施して初めての学生
が研究室配属となる
ため、その際、学生
の管理状況の把握や
面談における利用に
おいて気づきの点が
あると思われ、現時
点では特にない。

個々の学生ポート
フォリオの活用状況
等を学生本人の自
主性に委ねている
ため、具体的に、運
用上変更しなけれ
ばならないと考える
点はない。

実施してみ
て気づいた
ことや運用
上、変更し
なければな
らなかった
こと。

・学生はそれな
りにまじめに書
いていた。
・教員としては
特段コメントする
こともなく、その
まま学生に返し
た。形式的に
なっているよう
な感じがした。
・シートを紛失し
てしまった学生
も一部いた。

・自己評価の割合
が大きい。
・学生の現在の状
況（学業、サークル
活動、アルバイト、
ボランティアなど）
や将来への不安な
どに気づくことがで
きた。

・有効に機能
しているとは
言えない。
・通常のゼミ
指導の中で
やっているこ
となので、そ
れを年に一
回、紙ベース
でやりとりをし
たところで、学
生にもまったく
影響はないと
思う。

（数理）有意義な生活
を送る努力をしてい
ない学生にはポート
フォリオは役立たな
い。 （物情）学生が
ポートフォリオの役割
や意義を理解してい
ない。         （生化）
ポートフォリオを通し
て全員の学生と面談
しているため生活実
態や修学状況が把握
できる。教員の負担
感は増している。
（地球圏）特になし

学生ポートフォリオのアンケート結果一覧

実施時期

計画のとおり実
施。

学部の全コース・
選修ともに、実施
計画どおり実施し
ている（担当教員
が学生と記入済み
のポートフォリオを
もとに面接してい
る。

・5月末。
・2年次と3年
次の夏休み前
に実施してい
る。

（数理）1年次入門セ
ミナー、2年次基礎セ
ミナー、3年次発展セ
ミナー
（物情）新年度にWeb
上から入力させ、各
学年2名の教員が5月
を目途に面談を実
施。
（生化）4月に用紙を
配付し、面談を実施
している。
（地球圏）2年次12月
は学科長を中心に個
人面談を実施し、成
績をチェックして4年
時の進級要件を確認
している。

１年次９月末頃（フ
レッシュマン・セミ
ナー時に説明、10月
初旬までに提出）、１
年次３月末（２年次オ
リエンテーション時に
未提出の場合チェッ
ク），２年次３月末（３
年次オリエンテーショ
ン時に未提出の場合
チェック），３年次３月
末（４年次オリエン
テーション時に未提
出の場合チェック），
４年次３月末（５年次
オリエンテーション時
に未提出の場合
チェック），
５年生：毎週，６年
生：２週間毎 期間初
めに到達計画を立て
させ，期間の終りに
指導医がチェックを
おこなう。
１年次～４年次 独自
様式，５～６年次 臨
床実習ノートログブッ
クを使用

実習修了後
に看護技術
経験一覧表
を通して実
施している。

（機械）ステップアップ
ノートにフレッシュマンセ
ミナー記入。JABEE対応
様式を活用。 （社建）
学科独自でポートフォリ
オに相当する「手引き」
を利用している。2～4年
の前後期2回手引きを
利用した面談を実施。
（応用化学）1・2年時の4
月のオリエンテーション
時にステップアップノー
トを配布し記入するよう
に指導している。 （電
気・電子）ステップアップ
ノートをフレッシュマンセ
ミナーや基礎セミナーで
利用。 （知能情報）年1
回オリエンテーション時
に配布 （感性）ステップ
アップノートを新入生の
オリエンテーション時に
配布し、基礎セミナーで
記入
（循環）ステップアップ
ノートを1年前期基礎セ
ミナーで記入。2年次の
オリエンテーションで再
利用。

（生物資源）2年前の
導入時に現3年生に
対して一斉にポート
フォリオの用紙を配
布して以来，年１回4
月のオリエンテーショ
ン時に記入させ，卒
業時まで管理するよ
うに指導している。卒
業研究のために研究
室に配属後，指導教
員との面談で活用す
る予定。
（生物機能）年１回、4
月のオリエンテーショ
ン時に紙ベースで配
付し、記入。ただし、4
年生においては、研
究室の配属時におい
ての面談に利用する
予定である。また、卒
業時まで学生が管理
することとしている。

学生ポートフォリオ
の活用について、新
入生オリエンテー
ション時にその活用
方法等に関する説
明を行ってはいる
が、個々の判断に
委ねており、また教
員等への提出も義
務付けておらず、実
際の実施状況は不
明である。したがっ
て、個々の学生がど
のように当該ポート
フォリオを活用して
いるかなどの把握
はしていない。
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【資料 L-7】学習到達度調査結果の可視化（出典：e-YUSDL の画面イメージ） 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由)  ポートフォリオについては，FD 研修会等を通して検討を重ね，平成 24 年度に全   

学導入した。その後，平成 27 年度末に eポートフォリオ機能を有した e-YUSDL を導入し，加えて，

YU CoB CuS や学習到達度調査の結果を可視化することにより，各自の DP の達成度を把握して計画

的な履修に役立てることが可能となることから，良好と判断した。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

工学部 観点「教育内容・方法」 
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○小項目 7「外国人留学生の増加を図る方策を推進するとともに，外国人留学生の日本理解と日本語

能力を向上させる取り組みを推進する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-1-7-1「留学生に対する大学院の秋季入学制度を拡充していくとともに，留学生宿舎などの整

備，留学生に対する経済的支援方策を順次拡大することにより，留学生を段階的に増加させる」に

係る状況  

 

[秋季入学制度の拡充] 

大学院の外国人留学生の増加を促進するため，７部局で秋季入学，15 部局で外国人留学生特別選

抜を実施している。また，海外からの入学志願者増加のため，毎年海外で開催される海外留学生フ

ェア及び日本留学試験会場での広報活動や，国内で開催される留学生対象の進学説明会に出席し，

広報活動を実施し，個別相談ブースを設置して本学の説明及び PR を行った。 

東アジア研究科では，平成 23 年度から渡日前選抜を充実させるため,中国，韓国,台湾,タイの学

術交流協定締結大学を中心に訪問し，積極的な入試広報と学生募集活動，本学教員とのマッチング

活動を展開した。その結果，留学生数が増加し，平成 27 年度の留学生比率は 80％を超えている。 

全研究科における秋期入学者数の推移は第２期中期目標期間で３倍以上の増となっており，広報

活動等の成果が表れているといえる(資料 M-1，2，3，4)。 

 

[留学生宿舎の整備等，経済面の支援] 

経済面では，山口大学私費外国人留学生奨学金，YUTAKA 奨学金，国費外国人留学生奨学金及び日

本学生支援機構学習奨励費により毎年 50 名程度に支援を行っている。また，平成 28 年度からは 27

年度に創基 200 周年を記念して新設した「山口大学基金」による支援も予定している(資料 M-5)。 

また，留学生の宿舎確保のため，山口地区(定員 71 人)及び宇部地区(定員 47 人)に国際交流会館

を整備するほか，平成 22 年度に完成した吉田寮２号棟（男子寮平成 27 年度：10 名）及び平成 26 年

度に完成した常盤寮 C 棟は外国人留学生を入居させ混住型としている他，国際総合科学部新設に伴

い，平成 28 年度から 100 人規模の外国人留学生の増員が見込まれるため，新たに民間のアパートを

借上げ，93 部屋を確保している。 

本学の外国人留学生数の推移は，秋季入学者数の増も相まって，正規生のみの留学生数の推移が

H22:218 名，H23:225 名，H24:234 名，H25:234 名，H26:243 名，H27:252 名と増加傾向にあり，第１

期終了時（21 年度：230 名）に比べても増加していることから，外国人留学生の増加方策により一

定の成果が上がっている(資料 M-6)。 
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【資料 M-1】秋季入学実施部局一覧（出典：山口大学学生支援課作成） 

 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

経済学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ 〇 

医学系研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

理工学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

農学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

連合獣医学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

東アジア研究科 × ○ ○ ○ ○ ○ 

技術経営研究科 × × × ○ ○ ○ 

 

【資料 M-2】外国人留学生特別選抜実施部局一覧（出典：山口大学学生支援課作成） 

 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

人文学部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

教育学部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

経済学部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

理学部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

医学部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

工学部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

農学部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

共同獣医学部 ‐ ‐ ○ ○ ○ ○ 

教育学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

経済学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

医学系研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

理工学研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

農学研究科 × ○ ○ ○ ○ ○ 

東アジア研究科 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

技術経営研究科 × × × ○ ○ ○ 
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【資料 M-3】平成２６年度海外留学生フェア，国内進学説明会参加者（出典：山口大学学生支援課作成資

料） 

  ＜海外留学生フェア＞ 

会     場 日     程 来場者数 山大ブース相談者数 

台湾（高雄） ７月 19 日 1,637 15 

台湾（台北） ７月 20 日 3,048 85 

小計  4,685 50 

 

韓国（釜山） ９月 13 日 1,720 39 

韓国（ソウル） ９月 14 日 2,360 45 

小計  4,080 84 

合計  8,169 134 

 

  ＜国内進学説明会＞ 

会   場 日   程 来場者数 山大ブース相談者数 

東京 ７月 12 日 2,536 48 

大阪 ７月 13 日 1,313 41 

福岡 ９月 11 日 2,071 52 

合計  5,920 140 

 

【資料 M-4】秋季入学者数推移（出典：山口大学学生支援課作成） 

H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度 

17 名 31 名 34 名 35 名 54 名 61 名 

 

【資料 M-5】山口大学外国人留学生の学習奨学制度について（出典：山口大学留学生センターWeb ページ） 

事業名 概要 支給期間 月額 

国費外国人留学生奨学金 日本政府が日本の大学等への留学を希望する外国人を

募集し、選定された者に対して給与（奨学金）を支給すると

ともに授業料等を負担する制度 

 143,000 ～

145,000 円

学習奨励費 私費外国人留学生に対して独立行政法人日本学生支援

機構（JASSO）から支給される奨学金の一つ。成績が優秀

で経済的理由により就学が困難な学生に対して与えられ

る。 

１年間 48,000 円 

YUTAKA 奨学金（A） 山口大学に在籍する外国人留学生に対して経済的に支

援することを目的とした奨学金 

1 年間 50,000 円 

YUTAKA 奨学金（B） 山口大学に在籍する外国人留学生に対して経済的に支

援することを目的とした奨学金 

10 ヶ月間 20,000 円 

山口大学学部私費外国人留

学生奨学金 

山口大学の学部に在籍する私費外国人留学生に対して

経済的に支援することを目的とした奨学金 

1 年間 45,000 円 

 ※下線部は本学独自の制度を示す。 
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【資料 M-6】山口大学留学生数一覧（出典：平成 27 年 11 月 20 日開催山口地域留学生交流推進会議資料） 

〇海外からの受入留学生数 各年度５月１日現在

学生区分
2010

Ｈ22年度
2011

Ｈ23年度
2012

Ｈ24年度
2013

Ｈ25年度
2014

Ｈ26年度
2015

Ｈ27年度

特別研究学生 3 1 2 4 2 1

特別聴講学生 61 52 53 51 42 40

小計 64 53 55 55 44 41

大学院生（博士後期 102 111 110 106 117 117

大学院生（博士前期 68 70 75 81 85 90

学部生 48 44 49 47 41 45

研究生 19 17 21 24 23 16

科目等履修生 0 1 0 0 0 0

国費留学生予備教
育機関等＊

4 1 4 2 3 4

小計 241 244 259 260 269 272

305 297 314 315 313 313

山口大学留学生数一覧
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定
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他
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研究生

学部生

大学院生（博士前期）

大学院生（博士後期）

特別聴講学生

特別研究学生

 

 

 (実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 外国人留学生増加のため，秋季入学を実施するとともに，海外留学生フェアや日本

留学試験会場，留学生を対象とした進学説明会で広報活動及び個別相談を行った。東アジア研究

科では，アジア圏の学術交流協定締結大学を中心に訪問し，積極的な入試活動を展開している。

また，各種奨学金制度，留学生宿舎の整備等の支援体制についても充実させた。 

秋季入学者数は平成 22～27 年度で３倍以上に増加し，全学の海外留学生のうち正規生数も増加

傾向にあり，良好と判断する。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

東アジア研究科 観点「教育実施体制」，「教育内容・方法」 
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計画 1-1-7-2「留学生の日本理解及び日本語能力を高めるため，渡日前支援ばかりでなく渡日後の日

本語教育を多様化するとともに，日本人学生及び地域との交流事業を充実させる」に係る状況 

 

[日本語教育の多様化に向けた取組] 

外国人留学生の日本語能力を高めるため，共通教育として初級の日本語科目の開講と，学部・研

究科の要請に基づいて留学生センターが特別に日本語科目を提供しており，留学生の日本語レベル

に応じて授業内容を決定している。 

渡日前の支援として，主に理工系大学院生及び研究生の日本語未習者を対象として入門レベルの

e-ラーニングを実施するとともに，既習者には日本語能力適応テスト（J-CAT）の受験を課し，渡日

後の生活や学修の支援を行っている。J-CAT の成績は，共通教育の日本語の能力別クラス編成に活用

するとともに，渡日後にも学期ごとに受験を促し，留学生の日本語学習状況の把握に役立っている。 

日本語教育のカリキュラムに関しては，近年増加傾向にある大学院留学生に対応するため，入学

者の情報を早くから把握し，大学院予備教育対象者が入学する学期は日本語研修コースの実施（主

に春学期），入学がない学期は開講科目数を減らして初級日本語を開講（主に秋学期）する等の工

夫をしている。 

また，留学生のうち学部正規生や交換留学生の日本語上級者で日本企業への就職を希望する学生

を対象に「ビジネス日本語」を開講しており，後期には「日本企業文化理解講座」(p.163-164)と内

容を連携させている(資料 N-1，2)。 

 

[多様な日本語・日本文化学習のための環境整備] 

留学生の学習環境を充実させるため，平成26年度から総合図書館に「文化交流スペース」(p.46-47)

を設置している。留学生用図書については，平成 23 年度以降教育用図書費が減少するなか，毎年度

一定規模の予算を確保し，同スペースに英語・中国語・韓国語等の基本図書・参考図書及び日本語

学習用図書を整備するとともに，日本文化紹介資料を充実させた。資料整備にあたっては，各部局，

授業担当教員，留学生センターへのニーズ調査及び留学生へのアンケート調査の結果を活用した。

整備した資料の活用を拡大するため，紹介リーフレットを作成するとともに，Web ページを含む広報

用資料の英語化を進めている(資料 N-3，4，5)。 

 

[日本人学生・地域との交流] 

留学生の日本語授業では，会話ボランティアとして日本人学生の参加を促し，会話練習や日本事

情に関する情報提供，留学生による発表会のサポートを通して相互交流を深めている。参加した日

本人学生の中から，留学生チューターになる者，海外語学研修や交換留学で海外へ渡航する者も多

く，日本人学生のグローバル化にも好影響をもたらしている。 

平成 25 年度からは，多言語学習を目的として日本人学生と留学生がペアとなり互いの母語を学び

合う「タンデム学習」を導入し，総合図書館で行われている学生の自律的言語学習の場「言葉のア

トリエ」，さらに図書館 ・留学生センター・国際総合科学部の共催による留学生と日本人学生との

文化交流イベント「図書館でプチ留学！」(p.46-47)等の取組を行い参加者から非常に満足度の高い

評価を受けている。 
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また，平成 22 年度以降，学術交流協定締結大学の学生を受け入れて，本学及び近隣地域において

日本語・日本文化を１ヶ月間集中的に研修する「日本語・日本文化サマープログラム」を実施して

いる。プログラムでは，日本語授業チューター（日本人学生有志）による企画活動，書道，華道等

日本文化体験などを行い，日本語・日本文化への理解を深めている。加えて，部活動への体験参加

やボランティア学生によるイベントへの参加，小中学校を含む地域の各種行事への参加，留学生と

企業経営者との交流会(p.163-164)等を通じて，地域と交流している。さらに，留学生が参加する「プ

ロジェクトワーク」において，地域住民へのインタビューや調査活動などを行い，地域住民の生き

た日本語を学ぶ活動も行っている。プロジェクトワークの成果は冊子にまとめ，学内の希望者に配

布している(資料 N-6，7)。 

 

【資料 N-1】日本語授業の概要（出典：留学生センターWeb ページ） 
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【資料 N-2】平成 27 年度前期 日本語科目（共通教育）時間割（出典：留学生センター作成） 

月 (Mon) 火 (Tue) 水 (Wed) 木 (Thu) 金 (Fri)
日本語ⅠＡ（総

合）
赤木

演習室3Ｄ

日本語ⅠＡ（総
合）
赤木

演習室3Ｄ

日本語ⅠＡ（総
合）
仁平

演習室3Ｄ

日本語ⅠＡ（総
合）
山本

演習室3Ｄ
日本語ⅢＡ（総

合）
井内

演習室3C

日本語ⅤＡ（総
合）
林

（人）第３講義室

日本語ⅣＡ（総
合）
道廣

演習室3A
日本語ⅠＡ（総

合）
赤木

演習室3Ｄ

日本語ⅠＡ（総
合）
赤木

演習室3Ｄ

日本語ⅠＡ（総
合）
赤木

演習室3Ｄ

日本語ⅠＡ（総
合）
仁平

演習室3Ｄ

日本語ⅠＡ（総
合）
山本

演習室3Ｄ
日本語ⅡＡ（漢

字・作文）
仁平

演習室3B

日本語ⅡＡ(総
合）
山本

演習室3A

日本語ⅢＡ（漢
字・作文）

山本
演習室3A

日本語ⅡＡ(総
合）
山本

演習室3A

日本語ⅢＡ（総
合）
道廣

演習室3A
日本語ⅣＡ（総

合）
井内

演習室3C
日本語ⅤＡ（ﾋﾞｼﾞ

ﾈｽ）
永井

演習室3A

日本語ⅢＡ（文
法・語彙）

山本
演習室3A

日本語ⅣＡ（文
法・語彙）

赤木
演習室3D

日本語ⅣＡ
（読解・作文）

仁平
演習室3D

日本語ⅣＡ（聴
解・会話）

永井
演習室3A

   日本語未習者はJ-CATを受験しなくても初級レベルの授業を受けることができます。
J-CAT SCORE ⇒ CLASS LEVEL

J-CAT 0～100Points ⇒ 日本語 Ⅰ （初級前半レベル）

J-CAT 100～150点 ⇒ 日本語 Ⅱ （初級後半レベル）

J-CAT 150～200点 ⇒ 日本語 Ⅲ （中級前半レベル）

J-CAT 200～250点 ⇒ 日本語 Ⅳ （中級後半レベル）

J-CAT 250～300点 ⇒ 日本語 Ⅴ （上級レベル）

2015年前期 日本語科目（共通教育） 時間割

１
 (8:40～10:10)

2
 (10:20～11:50)

3
 (12:50～14:20)

4
 (14:30～16:00)

＊科目名の後のＡは「前期」開講科目の意味です。

 



山口大学（教育） 

86 

 

【資料 N-3】留学生用図書の整備状況（出典：山口大学学術情報課作成） 

教育用図書費総額及び留学生用図書予算の推移 

グラフが示すとおり，留学生図書費は，H20 年度までは３館合わせて 300 千円前後で推移していたが，H21 年度には

3,000 千円の補正予算によりまとまった整備を行った。H23 年度以降は，教育用図書費が減少する中にあっても，1,500 千

円以上の予算を確保し留学生用図書の整備・充実に努めている。 

(単位：千円) 

 H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度 H27 年度* 

教育用図書費 34,193  44,777 40,844 38,798 24,505 23,324 

留学生用図書費 280  2,106 1,933 2,390 1,583  1,728

*H27 年度は予算額（他は決算額） 

留学生用図書費による購入資料点数の推移 

H23 年度以降は一定額以上の留学生用図書費を確保し，留学生用図書の購入点数は，それに比例して増加してい

る。なお，H26 年度予算は前年度比減となったが，比較的安価な英語の多読書を多く購入したことにより購入点数はむしろ

増加した。 

(単位：点) 

H22 年度 H23 年度 H24 年度 H25 年度 H26 年度** H27 年度**

総合図書館 44 255 266 388 620  210

医学部図書館 20 27 51 83 24  20

工学部図書館 70 102 58 103 33  68

計 134 384 375 574 677  298

**平成 26 及び 27 年度の受入点数には電子書籍（消耗品扱い）含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文化交流スペース（総合図書館） 

手前から英語多読書，語学学習用図書，日本文化・日本案

内関連等の図書が並ぶ。 
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【資料 N-4】山口大学図書館留学生用図書についてのアンケート及び結果報告 

（出典：学術情報課作成） 
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【資料 N-5】山口大学図書館留学生向けリーフレット（出典：学術情報課作成） 
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【資料 N-6】平成 27 年度「山口大学日本語・日本文化サマープログラム」 

（出典：平成 27 年 6 月 24 日開催山口大学教学委員会資料） 

 

 

【資料 N-7】平川小学校での国際交流企画への協力(依頼)（出典：山口大学学生支援課作成資料） 

平川小学校での国際交流企画への協力（依頼） 

 

■依頼内容：平川小と平川コミュニティ協議会が共催する国際交流企画への留学生の参加要請。単発企画で 

はなく、山口大学と平川地区との交流事業として、継続した事業としていきたいとのこと。 

 

■企画内容：「お正月」をキーワードとしたアクティビティを小学生（高学年）と一緒に体験しながら、自 

然に会話することで国際理解を深めるもの。 

アクティビティの指導者は、地元の老人クラブなどが行う。 

・しめ縄づくりコース 

・折り紙コース 

・カルタ、お手玉コース 

・干支人形づくりコース 
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■実施日：下記の候補日のうち２時限（９０分） 

 １２／ ９（火）午前 

１２／１０（水）午前・午後 

１２／１１（木）午前・午後 

１２／１２（金）午前・午後 

１２／１５（月）午前・午後 

１２／１６（火）午前・午後 

１２／１７（水）午前・午後 

１２／１８（木）午前 

１２／１９（金）午前 

１２／２２（月）午前 

 

■留学生の参加を希望する人数： 

３０人 

 

■その他：送迎なし。謝金なし。通訳なし。 

お土産として、しめ縄又は折り紙を差し上げることを考えている。 

 

 (実施状況の判定) 実施状況がおおむね良好である。 

(判断理由) 留学生に，渡日前の J-CAT 受験や e-ラーニング実施，日本語習熟度に応じたクラス

編成及びカリキュラムの実施，日本語・日本文化学習のための環境整備を進めた。また，日本人

学生に日本語授業への参加を促すとともに，「タンデム学習」，「言葉のアトリエ」等の取組を

進め，日本人学生との交流の機会を数多く提供している。サマープログラムにおいては地域の生

きた日本語を学ぶほか，小中学校を含む地域の行事への参加などを通じて，地域との交流を深め

ている。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

該当なし 
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計画 1-1-7-3「グローバル人材を育成する国際総合科学部を設置し，海外協定大学との交換留学を平

成 28 年度から本格実施するための体制を整備し，海外留学や海外インターンシップに係る制度設

計・構築を行う」に係る状況 

 

[国際総合科学部の海外留学に向けた体制整備] 

平成 26 年度に国際総合科学部設置準備委員会及び同設置準備室を立ち上げ，「科学技術に関する

基礎的な知識を持ち，英語運用能力を含む高いコミュニケーション能力と課題解決能力を有する人

材」の育成を目的に，平成 27 年度に国際総合科学部を設置した。同学部のカリキュラムの特徴とし

ては，YU CoB CuS 導入による学修成果の可視化(p.61)，ルーブリックを用いたパフォーマンス評価

の実施(p.54-55)，１年次のフィリピンでの短期語学研修及び２年次後期からの１年間の海外留学等

が挙げられる。平成 28 年度から実施する１年間の海外留学は，国際社会で活躍するためのコミュニ

ケーション能力及び協働力を養成するために，派遣先大学との交換留学として実施する。受け入れ

る留学生への対応を含めた学部の体制整備や教育の質保証のため，留学生への指導方法等をテーマ

とした同学部独自の FD 研修を実施した。また，広く学外者の意見を聴くため，学部長及び評議員等

の他，高等学校教諭及び地域各界からの有識者からなる学部運営評議会を設置し，教育課程の在り

方等について検討を行っている。学部運営評議会の内容については教授会で報告し，検討内容が各

教員に浸透するよう工夫している。 

 

[国際総合科学部を中心とした海外留学先の開拓と派遣] 

国際総合科学部の開設に向けて，特に平成 26 年度以降は交換留学先の開拓に注力し，大学等間学

術交流協定の締結実績は H26：８機関，H27：23 機関，部局間等学術交流協定は H26：７機関，H27：

９機関であった。このうち国際総合科学部の交換留学先として，平成 26，27 年度に 72 大学を訪問

し，31 大学と協定締結・更新し，94 名分の交換留学枠を確保した。 

平成 27 年４月に 104 名の学生が入学し，英語の授業を中心としたコミュニケーション科目により

学生の語学力を養うとともに，平成27年９月にフィリピンでの１ヶ月間の短期語学研修に参加して，

100 名が語学力向上に励んだ。同学部学生の TOEIC 平均スコアは 27 年６月実施分：554 点，10 月実

施分：639 点と語学研修前後で 85 点上昇しており，語学研修による学習効果が現れている。また，

２年次後期から３年次前期にかけて，１年間の海外留学を行うこととしており，学生が留学先の大

学で修得した単位は，20 単位を上限として同学部の単位として認定する。この他，アメリカフロリ

ダ州のウォルト・ディズニー社及び地元のバレンシア大学が運営する海外インターンシップ・プロ

グラム等も設けている。また，海外留学後に履修する「コア科目」及び「展開科目」については，

語学力をさらに伸ばすために，約 60％を英語で開講することとしている(資料 O-1)。 
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【資料 O-1】学術交流協定締結状況（大学等間協定／部局間等協定）（出典：国際企画課作成） 

＜大学等間協定＞（H28.5.1 現在のデータをもとに作成） 

H21年度
以前

H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度

インドネシア 4 1 1 6
韓国 9 1 1 1 12
タイ 6 1 7
中国 4 1 1 2 4 12
台湾 5 1 1 7

ベトナム 1 2 3 6
マレーシア - 1 1 2

ラオス - 1 1
ミャンマー - 1 1
イギリス 2 1 3
ドイツ 1 1 1 3

スペイン - 1 1 2
ハンガリー - 2 2

ロシア - 1 1 2
リトアニア - 1 1
フランス - 2 2

アフリカ エジプト - 1 1
アメリカ合衆国 1 2 2 5

カナダ 1 1
南米 チリ - 2 2

オーストラリア 1 1 1 3
ニュージーランド - 1 1

35 3 5 6 2 8 23 82

締結機
関数（合

計）

オセアニア

合計

国・地域

年度ごとの締結数

アジア

ヨーロッパ

北米

 

※各年度締結数は内数。 
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＜部局間等協定＞（H28.5.1 現在のデータをもとに作成） 

H21
以前

H22 H23 H24 H25 H26 H27

インドネシア - 3 1 4 工学部

韓国 3 1 4
教育学部、理学部、工

学部

タイ 2 2 1 1 6 医学部、農学部

中国 9 1 1 11

教育学部、経済学部、
医学部、工学部、農学
部、東アジア研究科、

国際総合科学部

台湾 1 1 1 2 5
経済学部、医学部、教
育学部、東アジア研究

科、人文学部

モンゴル - 1 1 共同獣医学部
ネパール - 1 1 連合獣医学研究科
バングラデ 1 1 2 理学部、農学部
ベトナム - 1 1 共同獣医学部

スリランカ - 1 1 2 農学部

中東 トルコ - 1 1 工学部

イギリス 1 1 工学部
ウクライナ 1 1 教育学部
スペイン - 1 1 工学部
ロシア - 1 1 医学部

ポルトガル - 1 1 工学部
フランス - 1 1 工学部
スイス - 1 1 国際総合科学部

北米 アメリカ合衆国 1 1 2
医学部、

国際総合科学部

アルゼンチン - 1 1 農学部

ブラジル 1 1 理学部

オーストラリア 1 1 2
教育学部、連合獣医学

研究科

ニュージーランド 1 1 農学部
22 2 5 2 5 7 9 52合計

ヨーロッパ

学部・研究科名国・地域

アジア

各年度締結数 締結
機関数
（合計）

南米

オセアニア

 

※各年度締結数は内数。 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 平成 26 年度の国際総合科学部設置準備室での準備期間を経て，平成 27 年度にグロ

ーバル人材を養成する国際総合科学部を開設した。平成 28 年度から始まる１年間の交換留学の実

施に向けて，留学生への指導方法をテーマとした FD 研修，広く学外者の意見を聴くための学部運

営評議会の設置したほか，積極的に交換留学枠の確保，海外インターンシップ実施先の確保を行

っており，良好と判断した。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

国際総合科学部 観点「教育内容・方法」 

 

②優れた点及び改善を要する点等 

(優れた点)①学士課程教育の GP を明確にするため，CUM 及び CFC を新たに作成した。平成 25 年度
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から全学共通の 30 単位を必修とし，各学部が分担して共通教育科目を開講することに

より，【資料 B-5】の５学部において初年次教育との接続性を高め，授業科目間の連携

を改善したカリキュラムに再編成しており，優れた点とした。(計画 1-1-2-1)(p.13-14) 

     ②各研究科において，英語による授業科目を拡大するとともに，英語実践能力，国際

的研究能力を向上させ，グローバル社会で活躍できる学生を育成するための取組を実

施していることから，優れた点とした。(計画 1-1-5-1)(p.42) 

(改善を要する点)なし  

(特色ある点)①単位制度の実質化のため，シラバスの改善，学習ポートフォリオや CFC を活用し

た履修指導，AL の推進，および効果の検証のための学生の授業外学習時間のデータ

の収集・分析などの取組を行った。学生の１科目当たりの授業外学習時間は，平成

26 年度の学生授業評価の結果において全ての学部で平成 22 年度を上回っており，特

色ある点とした。(計画 1-1-2-2)(p.18-19) 
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 (２)中項目２「教育の実施体制等に関する目標」の達成状況分析 

  ①小項目の分析 

  ○小項目1「学長のリーダーシップのもと，全学的な視点から戦略的・計画的な教員配置を行う」の

分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-2-1-1「学長裁量による教員ポストを学部，研究科あるいは研究施設において戦略的重点分野

や新分野の教育研究に携わる教員の任用のために配置する」に係る状況 

 

第１期に制定した「学長運用ポスト」及び教育研究組織の活性化を目的に教員の構成割合の改善

等を定めた「大学教育職員配置の基本方針」を基に，第２期は毎年度，各部局に対し教員人事計画

に関するヒアリングを実施し，戦略的な計画には，戦略ポストに時限をつけて教員を配置した。 

平成 25 年度から，学長のリーダーシップ及び部局長の裁量による弾力的な教員配置を可能にする

ため，これまでの職位別定員管理を廃止して，教員数の上限に捕らわれない「ポイント制（人件費

管理）」を導入し，「学長裁量ポイント」及び「部局基礎ポイント」に区分して運用を始めた。 

「学長裁量ポイント」を用いて，平成25年度には欧米水準の獣医学教育に対応した共同獣医学部，

国際的な研究拠点への育成を目指す時間学研究所を強化し，平成 27 年度の国際総合科学部の新設

(p.91)に際しては，学内資源の再配分(19 名)と学長裁量ポイントを活用して，若手，女性及び外国

人教員を 10 名採用するなど，学部，研究科及び研究施設の教育・研究体制を充実した。平成 27 年

度から，大学教育機構，大学研究推進機構，大学情報機構及び時間学研究所に配分している部局基

礎ポイント全てを学長裁量ポイントに切り替え，より大学の戦略に応じた教員配置が行える体制を

整備した(資料 P-1，2)。 

各部局では，「部局基礎ポイント」を用いた常勤教員以外の契約教育職員（特命教授等）の配置

を可能とし，各学部等の戦略的教員配置を加速した。教育・研究・診療業務等に従事する契約教育

職員（特命教授等）の採用は，部局基礎ポイントを活用した採用のほか，競争的資金，科学研究費

や寄附金等の外部資金及び病院収入などを財源としており，平成 27 年度（５月１日現在）は，ポイ

ント活用の 21 名，その他競争的資金等を財源とした 27 名の計 48 名（うちフルタイム職員３名及び

短時間職員１名が年俸制適用）を戦略的に配置し，教育研究機能の充実を図った(資料 P-3，4)。 

また，平成 26 年度に「年俸制」を導入し，国際総合科学部の配置教員のうち３割強は年俸制教員

とするなど，より教育・研究の活性化を加速する体制とした。その結果，優秀な若手教員や外国人

など多様な人材確保が推進し，また，個々のライフステージに応じた報酬の受取による勤務意欲向

上にも繋がった(資料 P-5)。 
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【資料 P-1】大学教育職員配置ポイント一覧(出典：総務部人事課作成) 

区分 

平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

部局基礎 

ポイント 

学長裁量

ポイント 

配置 

ポイント

部局基礎

ポイント

学長裁量

ポイント

配置 

ポイント

部局基礎 

ポイント 

学長裁量 

ポイント 

配置 

ポイント

内訳 717.1 41.0 758.1 716.8 45.0 761.8 688.2 78.4 766.6

※職位別必要ポイント数  ・教授 1.0，准教授 0.8，講師 0.7，助教 0.6 

 

【資料 P-2】大学教育職員（年俸制教員を含む。）現員数一覧（各年度 5月 1日現在） 

(出典：総務部人事課作成) 

                           単位：人 

区分 
平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

運営費 外部資金等 ﾎﾟｲﾝﾄ制 外部資金等 ﾎﾟｲﾝﾄ制 外部資金等 ﾎﾟｲﾝﾄ制 外部資金等 

教授 326 1 330 1 335 2 329 1 

准教授 247 2 252 3 259 5 257 4 

講師 95 3 96 1 94 1 94 1 

助教 193 31 200 31 195 32 200 34 

助手 5  6  5  7  

小計 866 37 884 36 888 40 887 40 

合 計 903 920 928 927 

 

【資料 P-3】契約教育職員現員数一覧（各年度 5月 1日現在）(出典：総務部人事課作成) 

単位：人 

区分 
平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

外部資金等 ﾎﾟｲﾝﾄ制 外部資金等 ﾎﾟｲﾝﾄ制 外部資金等 ﾎﾟｲﾝﾄ制 外部資金等 

教育学部      3  

経済学部 5 4  5  5 1 

理学部 1  2  1  1 

医学部 5  3  4 1 7 

工学部 6 6 6 7 5 6 7 

農学部  1  1  1  

技術経営研究科 5 3 1 1 2 1 2 

大学教育機構 1 1 1 1 1  1 

大学研究推進機構 1 1 2 1 3 1 4 

時間学研究所 2  2 1 1 2 2 

大学評価室    1  1  
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医学部附属病院 1  1  1  2 

事務局 1  2  1   

小計 28 16 20 18 19 21 27 

合 計 28 36 37 48 

 

【資料 P-4】契約教育職員制度を活用した例(出典：総務部人事課作成) 

区分 活用例 

工学部 

（理工学研究科） 

ウダヤナ大学内に設置している本学バリ国際連携オフィスに「衛星リモートセ

ンシング技術を活用した人材育成及びウダヤナ大学との教育・研究活動の

推進」として特命准教授を配置 

工学部 

（理工学研究科） 

「オープンイノベーションを駆動する科学技術系人材の育成事業」として特

命教授を配置 

経済学部 「医療・福祉経営コースの教育・研究及び運営」として特命教授を２名配置 

技術経営研究科 
「ラオス国日本人材開発センタービジネス分野活動等支援」として特命教授

を配置 

大学教育機構 「TOEIC スコアアップに関する授業及び企画・運営」として特命教授を配置 

大学研究推進機構 「知的財産教育の実質化」として特命教授を配置 

 

【資料 P-5】年俸制教員現員数一覧（平成 28 年 3 月末日現在）(出典：総務部人事課作成) 

単位：人 

 
平成 26 年度 平成 27 年度 

新規配置 更  新 新規配置 合 計 

人文学部 1 1 1 2 

経済学部 1 1  1 

理学部 3 3 2 5 

医学部 2（1） 2（1）  2（1） 

工学部 6 6  6 

農学部 3 3 1 4 

共同獣医学部 2 2 2 4 

国際総合科学部   10（2） 10（2） 

技術経営研究科 1 1  1 

大学教育機構   1 1 

大学研究推進機構   1 1 

医学部附属病院   4 4 

合 計 19（1） 19（1） 22（2） 41（3） 

※括弧は，うち数で外国人の現員数を計上。 
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(実施状況の判定)   実施状況が良好である。 

(判断理由)  毎年度，教員人事計画に関するヒアリングを実施し，平成 25 年度から，ポイント

制の導入及び契約教育職員制度の拡充を図り，平成 27 年度には，学長裁量の適用範囲を拡大する

など，より迅速かつ柔軟に教員が配置できる体制を構築して，学部，研究科及び研究施設の教育・

研究体制が強化されており，良好と判断する。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

該当なし 
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計画 1-2-1-2「学長のリーダーシップによる全学的な教学マネジメントの強化を図るため，学習デー

タを組織的に統計分析するための教学 IR 組織を整備する」に係る状況 

 

［全学的な教学マネジメント体制］ 

全学的な教学マネジメント体制として，学長が主宰し，各副学長及び部局長で構成する教育研究

評議会を置き，教育に関する重要事項を審議するとともに，全学の教育支援組織として，大学教育

機構を設置し，教育学生担当副学長を機構長としている。また，教育学生担当副学長を会長とし，

大学教育機構の各センター長，評議員，学生支援部長等で構成する教学審議会を置き，教育支援・

評価，学生支援，留学生交流，学生募集等に関する基本方針の審議をしている。教学審議会が定め

る基本方針に基づき実施事項を検討するため，教育学生担当副学長を委員長とし，大学教育機構の

各センター長，各学部の教学担当の教員，学生支援部長等で構成する教学委員会を置き，全学的な

基本方針のもと，大学教育機構と各学部・研究科が連携して教育を推進していく体制を構築してい

る。なお，平成 27 年６月には，学長直属の組織として IR 室を設置し，学長のリーダーシップによ

る全学的なマネジメント強化を図っている(資料 Q-1，2)。 

平成 27 年度の喫緊の重要課題に対しては，学長が学長特別補佐を命じ，個別に対応を指示するこ

とで強化・改善を図っている。「創基 200 周年基金」は，募金活動の最終年度にあたり，学長特命

補佐を命じて，卒業生，同窓会，企業及び教職員への募金活動を強化し，総額 4.8 億円(対前年度末

約 1.7 億円の増)の基金を集めた。平成 27 年５月に創基 200 周年記念式典を挙行するとともに，平

成 28 年度からは，経済的な理由で修学に専念することが困難な優秀な学生に対する給付型の「七村

奨学金」等を整備した。 

知的財産教育については，文部科学省特別経費「全学生に対する知財教育実質化プログラムの開

発」を受けて，学長特命補佐を中心に，知財教育カリキュラムの体系化とその普及に努め，平成 27

年７月には，文部科学大臣より「教職員の組織的な研修等の共同利用拠点（知的財産教育）」に認

定され，全国の大学等に対するプログラムを提供している。 

全学的な英語教育システム改革を推進するため，学長特命補佐を置き，英語教育のあり方検討 WG

の座長として，１年をかけて，９名の全学部長及び学生インタビューを行い，12 回にわたる会議を

経て，「英語教育のあり方に関する答申」を取りまとめた。答申のなかでは，学生の 50％が，企業

が全社員に求める平均スコア TOEIC600 点を目指すべき目標として，１年次終了時のスコアを 500 点

以上とするための共通教育の改革と２年次以降の継続した教育システムの構築に関して提言した

(資料 Q-3)。 

 

［教学 IR 組織の整備］ 

大学教育機構は，教育・評価，入試，学生の国際交流及び留学生支援，学生支援，保健管理に関

する業務を行い，修学支援システム，授業評価システム，成績分布システム，入試情報システムに

より，学生に関する情報を集積している。また，定期的に，大学受験時の状況に関する調査，卒業

時の実態に関する調査，卒業時の満足度調査及び学生生活実態調査等を行い，これを分析・研究す

ることにより，教育の改善に繋げている。これらの活動を踏まえ，平成26年度に学習成果の可視化

のタスクフォースを設置し，アドミッションセンター，大学教育センター，学生支援センター（就
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職担当），大学評価室の教員を構成員として学修成果の可視化に関する検討を行い，学修到達度調

査及び学修行動調査の統合分析等を進めている。これらの集積した学修データ等を統計分析し，組

織的に教育改善を推進していくため，平成28年４月に大学教育センターに教学インスティテューシ

ョナル・リサーチ(IR)部を設置した(資料Q-4)。 

 

【資料 Q-1】教学マネジメント体制(出典:山口大学活動白書(平成 27 年度版)) 
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【資料 Q-2】全学 IR 室組織図（出典：第 145 回教育研究評議会報告資料 3） 

 

【資料 Q-3】英語教育の見直しの状況(出典:英語教育のあり方に関する答申 28.3.25) 

英語教育の在り方に関する答申 

平成２８年３月２５日

英語教育の在り方に関する検討 WG

１．はじめに＜省略＞ 

２．数値目標の設定＜省略＞ 

 

３．共通教育における英語教育 

数値目標を達成するために以下のことを実施する。 

(１) 週２回の英語授業により、英語の４技能（リーディングとライティング、スピーキングとリスニング）すべてに関す

る指導を行う（図５：別紙７）。 

(２) TOEIC スコアによる単位認定を廃止し、授業を実質化する。 

(３) 英語単位を現行６単位から８単位に変更する。 

(４) 学習効率を高めるために小人数クラスにする（少人数クラスにしなければ、特にライティングの指導は困難で

ある）。 

(５) 入学直後に入学時の英語力の把握と能力別クラス分けのために全学新入生を対象とした VELC 試験を実

施する。VELC 試験は試験時間 70 分であり授業時間内に実施可能なこと、受験料金が 800 円/人と低料金

であること、英語の知識やスキルを細分化しそれぞれの能力を可視化できること、TOEIC との相関が高いことなど

のメリットがある。 

(６) 後期終了時、全学１年生を対象に TOEIC 試験を実施する。 

(７) VELC 試験や TOEIC 試験結果等を基に英語教育システム向上のための PDCA サイクルを回す。 

４．２年次以降における英語教育＜省略＞ 
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【資料 Q-4】山口大学大学教育センター規則抜粋(出典:山口大学学則) 

（趣旨） 

第１条 この規則は，山口大学大学教育機構規則（平成 13 年規則第 28 号）第７条第２項の規定に基づき，山口

大学大学教育センター（以下「センター」という。）の組織及び運営に関し必要な事項を定める。 

 （目的） 

第２条 センターは，山口大学（以下「本学」という。）における共通教育，専門教育を体系的に捉えた教育システム

の実施，授業評価等の全学システムの実施並びに教育活動評価及び授業改善の企画等をより具体的，実践的に

行うために大学教育の企画・実施を行い，もって本学の教育活動の充実発展に寄与することを目的とする。 

 （組織及び業務） 

第３条 センターに，教育開発部及び教学インスティテューショナル・リサーチ（以下「教学ＩＲ」という。）部を置く。 

２ 教育開発部は，次の事項の企画，改善及び実施の業務を行う。 

 (1) 大学教育研究組織に関すること。 

 (2) 共通教育に関すること。 

 (3) 専門教育システムに関すること。 

 (4) 厳格・公正な成績評価に関すること。 

 (5) 教授内容・方法の改善及び向上のための研修会に関すること。  

 (6) その他大学教育に関すること。  

３ 教学ＩＲ部は，次の事項の企画，改善及び実施の業務を行う。 

 (1) 教育活動及び授業改善の情報収集・分析に関すること。 

 (2) 学生の学修成果の情報収集・分析に関すること。 

 (3) 学生授業評価及び大学教育職員等自己授業評価に関すること。 

 (4) 自己点検評価及び外部評価に関すること。 

 (5) その他教学ＩＲに関すること。 

４ 教育開発部及び教学ＩＲ部は，当該業務を行うに当たっては，必要に応じ，関連する委員会等と協議を行うもの

とする。 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由)  全学的な教学マネジメント体制を構築するとともに，平成 27 年６月には，学長の

直属の IR 室を設置し，喫緊の重要課題については，学長が学長特命補佐を命じ，適切な対応を行

っている。タスクフォースを設置し，学修成果の可視化に関する取組を進め，また，組織的に教

育改善を推進していくため，平成 28 年４月に教学 IR 部を設置しており，良好と判断した。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

該当なし 
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○小項目2「ICTを積極的に取り入れ，教育研究環境及び学術情報基盤を総合的に整備し，全学共同

利用体制を推進する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-2-2-1「先進的な ICT 環境基盤を整備・充実し，eラーニング教材やデジタルコンテンツ等教

育教材のハード及びソフト両面のインフラ整備を行う」に係る状況 

 

［ICT 環境基盤の整備・充実］ 

ICT 環境の整備については，大学情報機構が担い，その下部組織であるメディア基盤センターが情

報通信ネットワーク基盤の管理運用を担当している。国立情報学研究所の「学術情報ネットワーク

（SINET）」（平成 28 年３月に接続速度を 10Gbps から 40Gbps に増速）や山口県が整備した「やま

ぐち情報スーパーネットワーク」に接続することで，本学の各キャンパスを，10Gbps の高速情報通

信ネットワークで結ぶとともに，建物内，各キャンパス内においても十分な通信速度を実現してい

る (資料 R-1) 。 

情報セキュリティの管理については，「情報セキュリティ基本方針」及び「情報セキュリティマ

ニュアル」に従い，メディア基盤センターが責任を担っており，平成 20 年 10 月には情報セキュリ

ティマネジメントシステム（ISMS）の国際規格 ISO/IEC27001 の認証を取得し，第２期期間中も継続

認証を受けている。また，平成 25 年度に修学支援システムを管理する学生支援部，平成 26 年度に

知財教育センター教育部門，平成 27年度に工学部技術部情報システム班を ISMSの適用範囲に加え，

情報セキュリティ文化の学内普及と定着を進めている(資料 R-2，3)。 

個人情報については，「保有する個人情報の管理に関する規則」に基づき管理し， 情報セキュリ

ティ対策として，大学で一括契約したウイルス対策ソフトを教職員及び学生が無償で利用可能とす

る環境を提供するとともに，毎年度「保有個人情報保護及び情報セキュリティに関する研修会」を

開催し，平成 26 年度からは個人情報保護制度の運用，サイバー犯罪の加害者・被害者にならないこ

とをテーマとした。平成 27 年度には，研修会に先立ち，標的型攻撃への対応検証のため，標的型攻

撃メール訓練を９月，10 月の２回実施し，この訓練において，約１割の者が対象メールを開封した

結果を受け，研修会では他機関での情報漏洩事案についての情報提供とともに訓練結果の総括及び

注意すべき点も含め説明が行われた。また，「新規採用職員研修」では，情報セキュリティ・マナ

ーの講義を実施した(資料 R-4)。 

地震・台風等の物理的脅威，電力供給の長期停止，機械の老朽化・故障等のハード障害及び人的

なトラブルによる情報喪失等に対応するため，平成 22 年度から，学内キャンパス間でデータバック

アップ体制を構築している。また，東日本大震災を契機に，平成 23 年度から鹿児島大学との間で大

学間データバックアップの実証実験を行い，平成 27 年 10 月，公式ホームページの相互バックアッ

プを実施するための合意書を締結して，情報資産のバックアップ体制を確立し，事業継続性の強化

を図った(資料 R-5)。 

 

［ICT を活用した教育機材・教材の整備］ 

ICT を活用した e-ラーニングシステムの導入等による教育研究環境整備(p.30-31)のほか，平成 22

年度から，ネットワークを介した教材配信や e-ラーニング教材の作成を目的に「講義支援サービス
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（Moodle）」を導入し，段階的にカスタマイズして，学生及び教員の利便性を高めている。修学支

援システムとの間で科目及び履修登録学生の情報を共有して， ①講義資料・教材の提示，②小テス

ト（試験）の実施，③フォーラム（＋e メール一斉連絡），④ 課題（レポート）の提出管理，⑤評

定（自動採点・フィードバック），⑥ アンケート調査の実施等，継続して多様な機能を追加すると

ともに，全学的に利用説明会を開催し，講義での利用を拡大している。 

また，多人数同時授業が行えるよう Moodle の負荷分散を実現し，講義コンテンツの作成・利用の

効率化のため，動画・画像等のファイル容量の大きいコンテンツの配信に特化した動画コンテンツ

配信システムと連携を開始した。さらに，講義中のプレゼンテーションを記録し，自動的に講義映

像コンテンツを作成するツール(e-Class Navigator)を独自開発して，作成した教材コンテンツを

Moodle 経由で配信している。 

①分散保存しているコンテンツの Moodle 及びデジタルコンテンツ DB への集約化，②Moodle，修

学支援システム，コンテンツアーカイブの認証を一元管理するシングルサインオン(SSO)方式の導入，

③学内外と学内限定の２つのサイトを設置して，教員が授業でのセキュリティを選択できる仕組み

の構築等，e-ラーニングシステム全体のセキュリティ強化と利便性を高めた(資料 R-6，7，8)。 

 

【資料 R-1】情報ネットワークの整備状況（出典：本学 Web ページ） 

 

       

【資料 R-2】山口大学情報セキュリティ基本方針（出典：メディア基盤センター資料） 

山口大学情報セキュリティ基本方針 

この情報セキュリティ基本方針は，学長が学内外に対して，情報セキュリティ（情報の機密性，完全性，可用性の維持）に関

する意思の表明を行うものである。 

この基本方針の背景にある理念は，目的に述べるように，“場の公開性・利便性と情報の安全性という一見相矛盾する要請の

下で，自由な真理の追求や，全世界的な規模での情報交換を維持・発展させるために，本学の構成員に，情報の利用に関す

るあらゆる行動に自覚と責任を持つことを求めると同時に，国際的に適切で高度な情報セキュリティ管理システム（ISMS）の導

入と，構成員の理解と協力により，本学の管理責任範囲に存在する重要な情報資産を，機密性・完全性・可用性に対する内

外の脅威から守る。”というものである。本文は「1. 目的」～「15. 法令等遵守」で構成され，これら全体で基本方針をなす。基

本方針の適用範囲は山口大学内の情報資産であるが，電子情報のみに限定し，紙媒体情報は含まないものとする。 

1. 目的 

山口大学（以下「本学」という。）は，「発見し・はぐくみ・かたちにする知の広場」を基本理念に，新しい知の創造，知による活

力の創出，知による豊かな社会の創生を実現することを使命としている。本学の教職員は学術研究・教育・社会貢献活動に力

を注いでいるが，現代社会は高度な情報化社会であり，適切に整備された情報基盤を利用することなしには，当該使命を具体

化することは不可能であるといっても過言ではない。 

大学は，社会に開かれた「知の広場」であり，そこに多くの研究者や学生が集い，意見，情報を自由に交換，発信することを
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通じて学問の発展が促される。知識の自由な探究，伝達のためには，場の公開性と利便性とが十分に確保されなければなら

ない。このような公開性，利便性は，大学の構成員だけでなく，訪問者に対しても提供されるべきものである。 

その一方，情報化社会の健全な運用，発展を図るためには，情報に関する適切なレベルのセキュリティを確保することが必

要であり，社会の一員として本学は，そのための適切な措置を講じる社会的責務を負っている。 

場の公開性・利便性と情報の安全性という一見相矛盾する要請の下で，自由な真理の追求や，全世界的な規模での情報

交換を維持・発展させるために，本学の構成員には，情報の利用に関するあらゆる行動に自覚と責任を持つことが求められる。

同時に，国際的に適切で高度な情報セキュリティ管理システム（ISMS）の導入と，構成員の理解と協力により，本学の管理責

任範囲に存在する重要な情報資産を，機密性・完全性・可用性に対する内外の脅威から守らなくてはならない。これが情報セ

キュリティに対する本学の基本的な理念であり，この理念実現を目的として，情報セキュリティ基本方針（以下「基本方針」とい

う。）を策定した。 

 

【資料 R-3】情報セキュリティマネジメントシステム及び ISMS 認証取得（出典：メディア基盤

センター資料） 

 

【資料 R-4】情報セキュリティに関する研修会の概要（出典：情報セキュリティに関する研修会の資料） 
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【資料 R-5】キャンパス間及び鹿児島大学との大学間データバックアップ体制について〈キャンパス間デ

ータバックアップ体制の構築〉（出典：大学情報機構作成） 

 
 

〈鹿児島大学との大学間データバックアップ実証実験〉 
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【資料 R-6】講義支援サービス（Moodle サービス）（出典：メディア基盤センターWeb ページ） 

 

http://www.cc.yamaguchi-u.ac.jp/guides/moodle/ 

 

【資料 R-7】講義支援サービス（Moodle サービス）の利用授業科目数（出典：メディア基盤センター作

成） 

平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度 

44 89 99 106 122 

※登録されているリソース数(教材・課題・小テストなど)が 10 以上の授業科目数（実際に利用されて

いるとみなされる授業科目数） 
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【資料 R-8】e-Class Navigator の概要（出典：メディア基盤センターWeb ページ） 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) ICT 環境基盤について，高速情報ネットワークで結ぶとともに，ISMS 認証を受け，

適用範囲を拡大している。危機を想定し，キャンパス間及び鹿児島大学との多重バックアップ体

制を構築している。Moodle を独自開発し，ICT 技術を活用した教育サービスの提供，多人数同時

授業を実現する負荷分散，動画コンテンツ配信システムとの連携，さらには e-Class Navigator

の独自開発により教材コンテンツの作成を推進しており，良好と判断した。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

該当なし 
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計画 1-2-2-2「学生による情報技術支援の体制を強化するとともに，情報教育環境を整備・充実させ

る」に係る状況 

 

［情報教育環境の整備状況］ 

学生の教育用端末を全学に 631 台，情報コンセントを全学に約 20,000 ヶ所設置し，これに加え，

通信速度の高速化，通信エリアの拡大及びスマートフォン等の携帯情報機器の利用改善のため，平

成 25 年３月までに，各キャンパスにおいて高速 Wi-Fi（IEEE802.11n）化を充実（設置アクセスポイ

ント数約 500 か所以上）し，タブレット端末等を利用する教育研究の安定的なインフラ供給を図っ

ている。 

平成 25 年度の共通教育の見直しでは，情報及び情報手段を主体的に選択し，正しく安全に活用す

るための基礎的な知識・技術を身に付けさせるために「情報リテラシー演習(１単位)」及び「情報

セキュリティ・モラル(１単位)」を全学生に対して必修化した。「情報セキュリティ・モラル」で

は，学生の情報モラルに対する関心を高め，情報セキュリティに対する自己責任を認識させるとと

もに，新入生・新任教員に配布する「ネットワークマナーブック」を通し，身近で具体的な例を示

し、周知徹底に努めている。 

図書館では，毎年度，情報リテラシー教育支援として，オリエンテーションを実施している。総

合図書館において全新入生を対象とし，入館，貸出などの基本的な利用方法及び大学生活における

図書館の活用方法の講習と館内ツアーを行っている。また，医学部図書館及び工学部図書館では，

キャンパスを移動して進学してくる２年生，大学院生及び留学生を対象に開催している。さらに総

合図書館では，１年次の必修科目の情報リテラシー演習，基礎セミナー及び医学入門の授業のなか

で基礎的な情報探索法等の利用ガイダンスを実施し，データベースの操作及び資料を探す実習を行

うほか，個人やグループからの要請に応じて個別ガイダンスを実施している(資料 S-1，2，3，4)。 

 

［学生による情報技術支援］ 

３キャンパス(吉田・常盤・小串)の図書館に情報ラウンジを整備して，学生が自由に利用できる

パソコン及びオンデマンドプリンターを設置するとともに，TA によるサポート体制を整備し，年間

500 件を超える利用学生からの質問や相談に対するアドバイスなどを行っている。特に新学期・試験

期に質問・相談件数が多い。 

情報リテラシー演習や情報セキュリティ・モラル授業における情報機器の操作方法・教育支援方

法について，授業担当教員やメディア基盤センター教員と TA が一体となった研修を実施し，情報教

育環境の整備・充実を図った(資料 S-5，6)。 

 



山口大学（教育） 

110 

 

【資料 S-1】キャンパス内 Wi-Fi 整備状況（出典：メディア基盤センター年報） 

 

 

【資料 S-2】共通教育（教養教育）科目「情報セキュリティ・モラル」の概要（出典：本学 Web シラバス） 

ユビキタスネットワーク社会が到来しつつ今日において，情報システムやネットワークを利用し，情報のやりとりを行うに

当たり，すべての参加者は，情報セキュリティに関する自らの責任を果たすため，個々の立場に相応しい思考と行動

の様式（情報モラル）を身に付け，真の情報活用能力を培う必要がある。ここで，「情報セキュリティ」とは情報の機密

性，完全性及び可用性を維持することであり，「情報モラル」とは情報を適正に取り扱うための考え方や態度のことであ

り，「真の情報活用能力」とは情報の本質を理解するとともに，情報モラルを身に付け，情報を適切かつ効果的に活用

することができる能力のことである。本授業では，参加者として自己の立場に相応しい思考と行動の様式を身に付ける

ことができるよう，情報の本質，暗号化と認証，情報セキュリティ，情報モラル，知的財産（著作権法）、コンプライアン

ス，リスクアセスメント等について解説する。 

https://www.kyoumu.jimu.yamaguchi-u.ac.jp/Portal/Public/Syllabus/SearchMain.aspx 

 

【資料 S-3】ネットワークマナーブックの概要（出典：ネットワークマナーブックの目次） 

目次 

第 1 章 ネットワークマナーとは .................................................... - 4 - 

1-1 山口大学ネットワークマナーブック ............................... - 4 - 

1-2 ネットワークってなんだろう？ ...................................... - 6 - 

1-3 インターネットとは ........................................................ - 7 - 

1-4 インターネットに潜む危険 ............................................. - 7 - 

1-5 ネットワークマナーってなんだろう？ ........................... - 9 - 

第 2 章 トラブルを回避し自分を守るための心得 .................... - 11 - 

2-1 パスワードの管理.......................................................... - 11 - 

2-2 自分のプライバシーを守ろう ....................................... - 13 - 

2-3 電子メールを使う時の注意 ........................................... - 17 - 

2-4 掲示板・チャット.......................................................... - 19 - 

第 3 章 法令に違反する行為 ................................................... - 21 - 

3-1 刑法などで処罰される可能性のある行為 ..................... - 21 - 

3-2 基本的人権の侵害となる行為 ....................................... - 23 - 

3-3 著作権の侵害となる行為 ............................................... - 25 - 

3-4 公序良俗に反する行為 .................................................. - 27 - 

第 4 章 山口大学の学則等に違反する行為............................... - 31 - 
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【資料 S-4】図書館オリエンテーション等の開催状況（出典：LIBRARY NEWS） 

区分 図書館 開催回数等 参加者数

図書館オリエンテーション 

総合図書館 ４日間 1,865 

医学部図書館 ３日間 303 

工学部図書館 ６日間 915 

合計 １３日間 3,083 

図書館ガイダンス 総合図書館 46 1,942 

個別ガイダンス 

総合図書館 9 81 

医学部図書館 14 97 

工学部図書館 14 114 

合計 37 292 

 

【資料 S-5】総合図書館りぶプラザ（情報ラウンジ）ＴＡ相談件数（出典：学術情報

課統計資料）  

年 度 別 平成 22 年度 平成 23年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成 27 年度

ＴＡ相談件数 ５０１ ６１４ ６０１ 注1   ３７４ ５１５ ５３８

注１ 平成 25 年度前期改修工事による 
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【資料 S-6】「情報セキュリティ・モラル」FD 講習会（moodle の説明会） 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 教育用パソコンや情報コンセントを設置するとともに，各キャンパスを高速 Wi-Fi

化した。全学生に対して，情報教育を必修化し，情報リテラシー教育として，図書館オリエンテ

ーション及びガイダンスを実施している。また，TA 等学生による情報機器の利用支援体制を構築

し，教職員と TA が一体となった研修を実施しており，良好と判断した。 

 

不開示情報
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【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

該当なし 
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○小項目 3「本学の教員が自主的・自律的・日常的に教育改善に取り組む体制を整えるとともに，組

織的な FD 活動を促進・支援することにより，FD 活動の実質化を推進する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-2-3-1「非常勤講師を含む本学の教員は日常的に授業改善を行うとともに，全学，研究科，学

部，学科，コース，講座，共通教育実施組織等の組織的な FD 活動を展開し，情報を共有することに

より，教育力向上を進める」に係る状況 

    

［学生授業評価・教員授業自己評価による授業改善］ 

本学では，学生から意見聴取をして，それを授業改善に結びつけるため，「教育情報システム

（IYOCAN2）(医学部は独自)」による学生授業評価及び教員授業自己評価を毎年度実施している。平

成 26 年度の学生授業評価は，全ての学部・研究科（修士課程）及び共通教育（教養教育）で実施し，

学生からの回答数合計は 114,442 件となっている。 

学生に対する質問項目は，全学共通質問項目と学部・研究科独自項目があり，各学部等の教育ニ

ーズに応じた項目を設定している。共通項目は，①授業外学習時間，②学習目標達成，③理解，④

満足，⑤出席であり，学生はこれに対して，５段階で評価する。データを蓄積し，機関別認証評価

や法人評価のデータとして活用するともに，毎年度，FD 活動の１つとして学部等毎に経年の変化を

分析している。また，教育改善を推進するため，学生授業評価の結果を基に教員が実施する教員授

業自己評価の「授業実施上の問題点・改善点(自由記述)」の状況を Web 上で学生にも公開している(資

料 T-1，2，3)。 

 

［組織的な FD 活動の状況］ 

本学では，各教員が組織的FD活動に年間１回以上参加することを推奨して，年度当初に「FD・SD

研修会実施計画」を策定し，大学教育機構が主催する「全学FD・SD研修会」，学部・学科等のFD活

動に大学教育センターから講師を派遣して実施する「アラカルト型研修会」，各学部・学科と大学

教育センターが共同で行う「教育改善研修会」を実施している。 

「全学FD・SD研修会」及び「教育改善研修会」は，CFC，AL，発達障害学生への対応など，年度ご

とに全学で取り組むべき重要な教育課題をテーマに選んで実施し，毎年延べ400名を超える教員が参

加している。「アラカルト型研修会」では，本学の教育の特色である「知財を巡る最近の話題と研

究者として知っておくべき知識」や，「就職・採用活動時期の後ろ倒しと山口大学の就職支援」等

今日的な課題を取り上げ，その結果，参加者数は増加傾向にあり，平成22年度648名が平成26年度

1,367名となり，特に，アラカルト型研修への参加者が大きな割合を占めている。 

人文学部はピアレビュー・ウイークの開催，経済学部は教職員が一体となって実施する英会話談

話会，国際総合科学部は新たに提供するプロジェクト型課題解決研究及び多文化コミュニケーショ

ンセミナー等，学部ごとに課題を設定して，独自のFD活動を展開しており，それらの活動状況は，

年度末にFD活動報告書にまとめられ，Web上に公開し，全学で共有されている。 

平成 23 年度には，全学から 50 名以上の教員の協力を得て，「大学における授業改善のためのヒ

ント集改訂版」を完成させ，新任教員研修やアラカルト型研修会の中で利用し，授業改善のノウハ

ウを教員間で共有した。 
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従来，年１回であった新任教員研修を平成 23 年度から４月と９月の年２回に分けて実施し，研修

内容を充実し，特に，９月の研修には赴任後の経験に基づいたグループワークを取り入れた(資料 T-4，

5)。 

 

【資料 T-1】教育情報システム(IYOCAN2)による学生授業評価・教員授業自己評価(出典:平成 25 年度 FD

報告書) 
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【資料 T-2】教員授業自己評価の公開（出典：教員授業自己評価の公開「問 30 番(各授業実施上の問題点・

改善点)」を基に大学評価室作成） 

教員授業自己評価の改善点 

授業の満足度（3.87）、理解度（4.0）と予想外に厳しい評価であった。 

アクティブ・ラーニングは履修者の活動の取り組み度合いにより、授業評価は異なるといわれているが、 

予想どおりであった。学生の主体的な学修活動に関しては受講生である学生でも評価が分かれることがよくわかった。今後、さらに内容に改善を加え

たい。 

受講者４４名のクラスでは、机間巡視中の質問の返答や情報提示に時間がかかりすぎたので、急を要さない場合にはＴａｓｋ Ｓｈｅｅｔ の紙面で返答

するということを実践した。この方法はかなり効果があった。今後は、Ｑｕｅｓｔｉｏｎ Ｎｏｔｅ集を一人一人の学生に作らせたい。受講生の人数が多いいた

め添削作業が非効率だったので、添削箇所を限定したい。学生自身が英作文作業の結果を記録するための添削ノートをつくり、問題点を整理し、さ

らに良い英作文が書けるように指導したい。 

学生自身のＴａｓｋの状況や結果をまとめていく添削ノートを作らせ、添削を受けた部分について整理をして、より良い英作文が作れるようにしたい。各

学生が作った英作文をもとに Question-Answer 形式の会話をすることによって、学習活動をより活発にしたい。 

全体的にＳ＋Ｖの基本文型がしっかり定着していないので、日本語英語になることが多いい。特にこの点に注意して添削したい。 

最初の授業のオリエンテーシション時に、毎時間のTask について詳しく説明したにもかかわらず要領がつかめない学生が2割もいた。授業前の下準

備や、テーマに関する情報収集が不十分だった学生は授業の進行に支障をきたした。この場合は、即座に明確にヒントやコメントをあたえ、より良い返

答ができるようにした。学習活動中にはどんな些細なことでも学生を褒めるように努めた。始業前、授業中、授業後できる限り学生との会話を持つこと

により、より良い関係を築くことができれば、和やかな雰囲気の中で授業ができるであろう。 

板書を写す時間が少ない意見がありましたが、この点は少し改善する予定でいます。 

英語の教科書については前向きにとらえて勉強してもらうことを期待します。 

総じて学習努力が足りている諸君からは、前向きの回答をいただけていますが、努力が明らかに足りない人からはネガティブな意見が目立ちます。 

この先は自分の努力がものをいう世界あることを忘れないことが大事でしょう。 

学生アンケートでの理解度や満足度は悪くないが、時間外学習を 2 時間未満と答えた学生が 50%程度いるので、もっと学生の興味やレポート作成に

取り組む熱意を高める改善が必要である。 

学生アンケートでの理解度や満足度は悪くないが、時間外学習を 1 時間未満と答えた学生が昨年度よりやや減ったもののまだ 40％以上いるので、さ

らに学生の興味や熱意を高める改善が必要である。 

上述の通り，講義中に演習の時間を出来るだけ設けるようにしているが，講義の時間が長くなり演習の時間が数分しか設けられなかった講義回もあっ

た。演習の時間を多く設けることで受講者の理解が深まっていることからも，講義と演習のバランスを保ちながら実施していきたい。 

 

【資料 T-3】学生授業評価・教員授業自己評価の各部局の状況(出典：平成 25 年度 FD 報告書） 

部局名 各部局の状況 

全学 

 第3 節では共通教育に絞って2013 年度の学生授業評価の結果を考察する。前節で示したデータのとおり、今年度の共通教

育の学生授業評価実施率は 90.8%、教員授業自己評価実施率は 32.1%であった。昨年度より共に微減であった。なお、回答数

は合計 53,442 人であり、内訳は講義 44,296 人、実験・実習 2,263 人、語学 6,883 人であった。 

 2013 年度より、共通教育が大幅なカリキュラム改正が行われたため、今年度について、新しい共通教育の科目系列・分野に

応じて評価結果を再整理することとした。このため、2013 年度を基点に新たな経年変化を見ていくこととするため、今年度につ

いては単年度の評価結果の概要を示すこととする。 

なお、以下に示す学生授業評価の結果は質問紙の種類（ 講義用、語学用、TOEIC 準備用、実験実習用の 4 種類） 別に分

野別の平均値の変化を経年で示したものである。各分野に含まれる授業科目および開設科目は附表に掲載した。また、詳しい

質問項目は節末に質問紙を掲載したので， 適宜ご参照いただければ幸いである。 

人文学部 

 授業外学習時間の向上が今後の課題である。人文学部でも、共通教育同様、新コースカリキュラムにおいて、PBL の活用が

議論されている。そのような授業を導入することは一定の効果が期待できるが、しかし人文学部授業全体から見れば、それらは

僅かな数にとどまり、全体として受動的学習スタイルが大きく変化することは考えにくい。このような課題は、学部単位で改革する

のは難しく、大学として授業外活動の単位化など、新たな活路を見いだすことが必要であろう。 

 教員授業自己評価の入力率向上については、このままの方式では飛躍的に改善されるとは考えにくい。一斉メール通知や会

議時の周知徹底だけでは、入力率の飛躍的な向上は難しいであろう。少し考え方を変えてみる必要もある。経年変化の結果を

見ればここ数年有意差が見られていない。つまり現在の学習目標の達成・理解度・満足度・出席率という項目では、時間を割い

て入力してもフィードバックされる部分が少ない。教員一人一人にとってもっと有用な調査、つまり教育改善にすぐさま反映できる

項目であれば、自ずと入力率も向上するのではないであろうか。 

教育学部 

 まず実施率については、表 3 及び表 4 のように、平成 25 年度学生授業評価の実施率が 82.1 パーセント、教員授業自己評

価の実施率は 36.9 パーセントであった。最近の傾向としては、学生授業評価も教員授業自己評価も実施率は上昇傾向にあり、

昨年は学生授業評価の実施率が 87.3 パーセント、教員授業自己評価の実施率は 54.5 パーセントであったのに対し、平成 25 

年はいずれも大きく落ち込んでいる。その原因はにわかに特定できないが、より呼びかけを強化するなどして実施率を回復するこ

とは、次年度に向けての課題であろう。 
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経済学部 

 学生授業評価について経済学部の実施率は 2009 年度、86.6％、2010 年度、85.8％、2011 年度、79.7％、2012 年度、

84.5％、2013 年度、83.3%、であった。教員授業自己評価は、2009 年度、33.9％、2010 年度、43.2％、2011 年度、32.3％、

2012 年度、24.1％、2013 年度、11.1%であった。 

学生授業評価は 8 割台の入力率を保っているが、教員授業評価はここ数年、入力率が低下を続けており、2013 年度は 1 割と

なった。この点の改善が来年度に向けた大きな課題である。 

理学部 

 教員の自己評価の結果の年度推移を見ると、年度推移は全体的に横ばいか、あるいは少し下降している。学生の授業評価が

上昇しているにもかかわらず、教員の自己評価が下降する傾向にあるのは、授業にはまだまだ改善の余地があるとしても、良い方

向に向かっているものと考えられる。 

医学部 

 卒業後に国家試験を受験し、その合格率が全国共通の教育成果の評価尺度としてある。これに加えて臨床実習が開始される

前の時点で、共用試験 CBT、および OSCE が施行され、知識、技能、および態度に関した全国レベルの評価を受けることになっ

ている。これらを勘案した結果、在学中の早い時期から成績不振者へ介入の行うべきであるとの方針に達し、2 年生の段階から

の個別指導を開始した。 

 また、現行で行われている 5 年生からの個別指導も対象者を更に拡充して引き続き行っている。 

工学部 

 工学部の点検・評価委員会では，学生授業評価データを利用して，優秀授業の表彰を行っている．2007(H19)年度に「学生

授業評価表彰実施要綱」を制定し，この要綱に従って，優秀授業を選考している．学生授業評価の質問項目の中で， 

 

項目 2： 理論や考え方，専門用語などがわかりやすく説明されましたか？ 

項目 9： あなたは授業の内容を理解しましたか？ 

(実験演習の場合は，内容理解や技能のレベルは向上しましたか？) 

項目 10： この授業はあなたにとって満足のいくものでしたか？ 

 

の 3 項目の合計点を出し，アンケート回答者数と合計点の相関を考慮した補正合計点(Z 値)を算出する．この補正合計点につ

いて，学部では上位 10％，大学院では上位 20％の授業を「優秀授業」とし，各学科，各専攻で最高点の授業を「最優秀授業」

として，授業を担当した教員を表彰している． 

農学部 

 授業外学習時間、学習の目標達成度、理解度、および満足度等に関して上昇傾向にある。この傾向をより高めるためにいっそ

うの対策が必要と思われる。教員授業自己評価の入力率を向上する工夫が必要である。そもそも、いったい何のために FD をや

っているのか、をきちんと理解していない（あるいはきちんと説明していない）ことが問題だと思われる。 

 単に時代の趨勢でこういった数字をまとめておくのが必要だから、と思われがちであり、ややもすれば冷めた目で見られていると

も実感している。いったい何のために FD 活動をしているのか、この報告書にまとめられているような数字はいったいどのように今

後に反映していくのか、についてきちんと説明し、もし無駄な努力があるなら排除し、積極的に活用すべきところがあれば活用する

ようにしなければならない 

共同獣医学部 

 共同獣医学部への移行によって、従来までの授業評価項目に加え、遠隔授業に関する評価項目が本学部にとって重要な授

業改善要因となる。本年度は学生側からは概ね良好な評価を受けたが、教員側の自己評価に関しては実施科目が少なく、また

入力率が 40％と低いため、問題点を分析するには不十分である。組織的な努力により、未入力者に対して入力の呼びかけを続

けることが必要であるが、自己評価システムへの入力方法の検討、未入力者へのアラートシステムの構築、複数の自己評価シス

テムの統合など、分かりやすいシステムへの改修も有効であると考える。 

 

【資料 T-4】「教育改善 FD 研修会」の各年度の主な協議内容とのべ参加人数（過去 6年間） 

     （出典：平成 22 年度から 26 年度の「山口大学の FD 活動」のデータをもとに作成） 

年度 教育改善 FD 研修会の主な協議内容 参加延べ人数

平成 22 年度 ・改訂されたカリキュラムマップを巡り，点検結果とカリキュラム改善について協議 
180 名

平成 23 年度 

・キャリア教育を含むポートフォリオの策定に向けて意見交換 

・各学部・学科から提出されたカリキュラム・フローチャート（CFC）の点検結果とカリキュラム改

善について意見交換 360 名

平成 24 年度 

・キャリア支援や修学支援を目指した学生ポートフォリオの具体的な記載形式や内容について

意見交換 

・学生ポートフォリオを利用してどのような修学支援やキャリア支援を具体的に行っていくのか

運用計画を含む内容について意見交換 320 名

平成 25 年度 
・新しい共通教育カリキュラム導入に伴って明らかになったさまざまな教育課題の解決のため

の意見交換 331 名

平成 26 年度 

・平成 28年 4月からの障害者差別解消法施行に向けて支援体制の整備と支援内容について

協議 

・コミュニケーション・サポート・ルーム（CSR）の利活用の方法および学部・学科との連携・協力

関係の在り方について意見交換 348 名
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平成 27 年度 
・大学教育再生加速プログラム（YU-AP）の採択を受け，AL ポイント認定制度の概要および学

修成果測定の概要について協議 403 名

平成２６年度  大学教育機構  FＤ・ＳＤ研修会実施計画  ※（１）・※（２）                                                                 平成26年6月16日現在
講                   座

名
開催時期 時  間 開催地 開催場所等 講師 備    考

1 ＦＤ・ＳＤ 新規

全学ＦＤ・ＳＤ講演会 メ
インテーマ「障害者差
別解消法施行に向け、
大学としての 対応を考
える－合理的配慮とは
何か、支援体制を再考
する
－」

平成26年8月6
日（水）

13:30～16:00
吉田地区・常
盤 地区・小
串地区

吉田地区：メディア講
義室 常盤地区：工学
部Ｅ棟31教室 小串
地区：総合研究棟多
目 的室（８階）

第1部 「障害者差別解消法」の内容と法
設
置の背景 講師：文部科学省高等教育局
学生・留学生課 厚生係・就職指導係 庄
司 祐介係長
第2部「合理的な配慮」とは何か、その内
容 と留意すべき点および欧米における施
策や 先進的取組事例の紹介 講師：広島
大学大 学院総合科学研究科・広島大学
アクセシビ リティセンター長 佐野(藤田)眞
理子教授
第3部 パネルディスカッション 「障害者差
別解消法施行に向け、大学はどのような支
援体制を構築しなければならないか」
 パネリスト：庄司係長（文科省）、佐野教授
（広島大学）、纐纈理事・副学長(山口大
学)

障害者差別解消法の法制化（平成25年6月公
布）を受け、平成28年4月に施行に向けて、本学
が取り組まなければ ならないガイドライの制定や
教職員への啓発活動および 支援体制の整備な
どについて、文部科学省の庄司係長と 障害者
支援の先進校である広島大学アクセシビリティセ
ン ターの佐野センター長から意見や具体的な対
応方法につ いて伺う予定である。また、障害者
差別解消法施行後の 大学における障害学生支
援の変化やその変化にどのよう に対応していか
なければならないかについて、パネルディ スカッ
ションを通して明らかにする。
司会進行 小川勤（大学教育センター副センター
長・教授）

新規採用教育職員研
修会 （第1回）

平成26年4月3
日（木）

15:00～17:05
吉田地区・常
盤 地区・小
串地区

吉田地区：メディア講
義室
小串地区：総合研究
棟多目 的室（８階）

岡学長・纐纈副学長・三池副学長・山内
副
学長 大学教育センター教員（糸長・小川・
木下）

大学主催で総務部人事課と共同実施。
実施済み。

新規採用教育職員研
修会 （第2回）

平成26年9月予
定

午後 小串地区
医学部霜仁会館多
目的室

各副学長、大学教育センター教員（小川・
木 下・岡田・センター主事）

大学主催で総務部人事課と共同実施。

3 ＴＡＤ 継続
共通教育ＴＡ・ＳＡ研修
会

平成26年4月8
日（火）

13:00～15:15
吉田地区・常
盤 地区・小
串地区

吉田地区：共通教育
１番教室常盤地区：
工学部E棟21番教
室 小串地区：総合研
究棟多目的室（８階）

第1部：糸長大学教育センター長、小川大
学教育センター副センター長、岡田大学
教育 センター講師、森本保健管理セン
ター准教 授共通教育係長
第2部：個別研修

全体企画 糸長大学教育センター長・野村 厚志
（大学教育センター主事）
司会進行 林 透（大学教育センター准教授） 実
施済み

4 ＦＤ・ＳＤ 継続
障害学生に対する修
学支援のための研修
会

前期および後期
の授業開 始前
（障害学生受入
に伴う授 業保障
についての研修
会） 必要に応じ
て随時開催予 定

必要に応じて随
時開 催時刻を
決定する

吉田地区
共通教育2階会議室
など

大学教育センター長
学生支援センター長
保健管理センター所長
コミュニケーション・サポート・ルーム（CSR）
室長、CSR職員
学生相談所カウンセラー
大学教育センター教員
障害学生が所属する学部の学生委員会
関係する各部局の事務担当者

障害学生ごとに修学支援に関わる教職員・学生
を対象に 必要に応じて随時開催する。

5 ＦＤ 継続
各学部・研究科ＦＤ担
当者研修会

平成26年5月7
日（水）

17:40～18:40
吉田地区・常
盤 地区・小
串地区

各地区第1テレビ会
議室

糸長大学教育センター長、小川勤大学教
育センター副センター長・教授、林透大学
教育センター准教授

各学部・研究科のＦＤ担当者を対象とする。
本年度の教育機構主催のＦＤ計画について説明
するとともに、各学部でＦＤ計画を立てる際に留
意すべき点やＦＤ 予算要求の際の注意点などに
ついて研修を行う。
第１ＴＶ会議システム使用。

6 ＯＤ 継続
山口大学  共育ワーク
ショップ２０１４

平成26年9月22
日（月）

13:30～17:00 吉田地区
総合図書館アカデミッ
クフォレ スト

全体進行：大学教育センター准教授 林
透
内容：外部講師による話題提供及びファシ
リテーション
教職員・学生参画型グループワーク及び
全体発表

大学というコミュニティでは、教員が学生を教える
という場面もあれば、教員が学生から教えられる
場面があるというのが、その醍醐味であろう。大
学教育とは、教員、職員、学生が共に創り上げる
もの（共創）であり、かつ、共に育み合うもの（共
育）である。山口大学 共育ワークショップでは、
教員、職員、学生が一緒になり、様々な観点か
ら語り合い、考え合う場を提供する。

継続

山口大学 FDワークョッ
プ
（１）ルーブリック評価な
どの学修成果測定に
関する研修会

未定 午後 吉田地区 未定
全体進行：大学教育センター准教授 林
透内容：外部講師による基調講演及び参
加者によるグループワークセッション

2013年度に引き続き、授業科目『山口と世界』
におけるルーブリック開発をはじめとした、学修成
果測定に主眼を置きながら、専門家を招へいし
た基調講演を行うほか、参加者一同によるグ
ループワークを通して、同僚教員間の共通理解
及び組織的教育による質保証を促進する相互

継続

山口大学 FDワークョッ
プ
（２）教員授業自己評
価の入力と授業改善
のためのグルー プディ
スカッション

第1回目：平成
26 年 5月 28日
（水）
第2回目：平成
26 年 7月 9日
（水）

第1回目：16:10
～ 17
:00
第2回目：16:10
～ 17: 00分

第1回目：吉
田地 区 第2
回目：吉田地
区

第1回目：共通教育
21番教室 第2回目：
共通教育21番教室

野村厚志（教育学部教授・大学教育セン
ター主事）

内容：（1時間）１．講師より学生授業評価及び教
員授業自己評価の趣旨及び入力内容の概略説
明
２．IYOCANシステムにログイン、問29までの入力
３．学生授業評価結果の閲覧、問30の仮入力
４．グループディスカッション：授業改善について
各自の取り組みなどを紹介
５．グループディスカッションの内容を参考にしな
がら問30の入力・修正
６．学生授業評価・教員授業自己評価、
IYOCANシステムについての意見交換

8 ＳＤ 継続
山口大学  SDセミナー
２０１４

平成26年12月ご
ろ

午後 吉田地区 未定
全体進行：大学教育センター准教授 林
透内容：外部講師による基調講演及び参
加者によるグループワークセッション

※大学と大学コンソーシアムやまぐち共催。※大
学教育センターが企画協力し、総務部人事課と
共同実施。本年2月の中央教育審議会大学分
科会『大学のガバナンス改革の推進について（審
議まとめ）』を踏まえながら、大学経営に求められ
る企画力をテーマに、専門家を招へいした基調
講演を行うほか、参加者一同によるグループ
ワークを通して、山口地域の高等教育ネットワー
クの向上を図ることを目的とする。

※大学と大学コンソーシアムやまぐち共催。

※（１）講座名や開催日時は変更することがあるのでご注意ください。
※（２）大学教育機構ＦＤ・SD研修会の一部には、「大学コンソーシアムやまぐち」に参加している山口県内の大学等に所属する教職員も参加する予定。
※（３）ＦＤ＝Faculty Development、ＳＤ＝Staff Development、ＴＡＤ＝Teaching Assistant Development、ＯＤ＝Organizational Development

7 ＦＤ

研修種別  ※(3)

2 ＦＤ 継続

※大学教育センターが企画協力し、総務部人事課と共同 実施。 本年2月の中央教育審議会大学分科会『大学のガバナン ス改革の推進について（審議まとめ）』を踏まえながら、大 学経営に求められる企画力をテー
マに、専門家を招へい した基調講演を行うほか、参加者一同によるグループ ワークを通して、山口地域の高等教育ネットワークの向上 を図ることを目的とする。
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２．学部・学科等のＦＤ活動に大学教育センターから講師を派遣して実施するアラカル型研修会※(４)
講座名 開催時期 時間 開催地 開催場所等 講師 備    考

1 講師派遣 新規
大学教員として知って
おくべき精神障害とそ
の支援

随時 随時 各学部 各学部 奥屋 茂（保健管理センター所長・教授）
研修形態（講義・グループワーク） 各学部や研
究科と協議して研修内容を決定する。

2 講師派遣 新規

発達障害学生は何を
悩み、どのようなサ
ポートを求めているの
か－コミュニケーショ
ン・サポート・ルーム
（CSR）設置1年を経て
見えてきた本学の発達
障害学生の実態－

随時 随時 各学部 各学部
木谷 秀勝（ＣＳＲ室長・教育学部教授）
田中亜矢巳（CSRカウンセラー：臨床心理
士）

研修形態（講義・グループワーク）
各学部や研究科と協議して研修内容を決定す
る。

3 講師派遣 新規
大学生のこころの理解
と対応

①平成27年2月
10日（火）

①13:00～
14:00

①医学部保
健学

①保健学科第2研究
棟HD1-1

今井 佳子（学生相談所カウンセラー：臨床
心理士）

研修形態（講義・グループワーク） 各学部や研
究科と協議して研修内容を決定する。

4 講師派遣 新規
クリッカー活用によるア
クティブ・ラーニングの
可能性

随時 随時 各学部 各学部 林 透（大学教育センター准教授）
研修形態（講義・グループワーク） 各学部や研
究科と協議して研修内容を決定する。

5 講師派遣 新規
就職・採用活動時期の
後ろ倒しと山口大学の
就職支援

随時 随時 各学部 各学部 平尾 元彦 （学生支援センター教授）
研修形態（講義・グループワーク） 各学部や研
究科と協議して研修内容を決定する。

6 講師派遣 新規

知財を巡る最近の話
題と研究者として知っ
ておくべき知識-研究
者は知財についてどの
ようなことに留意して研
究に取り組むべきか-

随時 随時 各学部 各学部 木村 友久（知的財産センター教授）
研修形態（講義・グループワーク） 各学部や研
究科と協議して研修内容を決定する。

7 講師派遣 新規

ルーブリック評価シート
の作り方と活用法を学
ぶ－学生の自 主的自
律的な学修活動を評
価する方法を考える－

随時 随時 各学部 各学部
小川 勤（大学教育センター副センター長・
教授）

研修形態（講義・グループワーク）
各学部や研究科と協議して研修内容を決定す
る。

8 講師派遣 新規
留学生の就職・生活支
援の方法を学ぶ

随時 随時 各学部 各学部 福屋 利信（留学生センター長・教授）
研修形態（講義・グループワーク） 各学部や研
究科と協議して研修内容を決定する。

※（4）講座名や内容はあくまでも予定です。各学部・研究科や講師の都合等で内容を一部変更して開催する可能性があります。

研修種別

３．教育改善研修会（各学部・研究科が主催して実施する研修会に大学教育センターが協力して行う研修会） ※（５）
講座名 開催時期※（７） 時間※（７） 開催地 開催場所等 講師および参加者 備    考

1 指定研修 新規

大学教育センターと人
文学部・人文科学研
究科・東アジア研 究科
（人文系）との教育改
善ＦＤ研修会

平成26年10月
15日（水）

14:30～15:20 人文学部
人文・理学部大会議
室

2 指定研修 新規

大学教育センターと教
育学部・教育学研究
科・東アジア研究 科
（教育系）との教育改
善ＦＤ研修会

協議の上、開催
時期は決 定

協議の上、開催
時間は決定 各
学部の拡 大教
授会等で最低
50分程度

教育学部 教育学部21番教室

3 指定研修 新規

大学教育センターと経
済学部・経済学研究
科・東アジア研究 科
（経済系）との教育改
善ＦＤ研修会

協議の上、開催
時期は決 定

協議の上、開催
時間は決定 各
学部の拡 大教
授会等で最低
50分程度

経済学部 経済学部会議室

4 指定研修 新規

大学教育センターと理
学部、理工学研究科
(理学系)・医学系 研
究科（理学系）との教
育改善ＦＤ研修会

協議の上、開催
時期は決 定

協議の上、開催
時間は決定 各
学部の拡 大教
授会等で最低
50分程度

理学部
人文・理学部大会議
室

5 指定研修 新規

大学教育センターと医
学部医学科・医学系
研究科との教育 改善
FD研修会 ※（６）

協議の上、開催
時期は決 定

協議の上、開催
時間は決定 各
学部の拡 大教
授会等で最低
50分程度

医学部医学
科

医学部第一会議室

7 指定研修 新規

大学教育センターと工
学部、理工学研究科
（工学系)、医学 系研
究科（工学系）との教
育改善ＦＤ研修会

協議の上、開催
時期は決 定

協議の上、開催
時間は決定 各
学部の拡 大教
授会等で最低
50分程度

工学部
工学部Ｄ講義棟11教
室

8 指定研修 新規

大学教育センターと農
学部、農学研究科、医
学系研究科
（農学系）との教育改
善ＦＤ研修会

協議の上、開催
時期は決 定

協議の上、開催
時間は決定 各
学部の拡 大教
授会等で最低
50分程度

農学部
農学部大会議室（２
階）

9 指定研修 新規

大学教育センターと共
同獣医学部、連合獣
医研究科との教 育改
善FD研修会

協議の上、開催
時期は決 定

協議の上、開催
時間は決定 各
学部の拡 大教
授会等で最低
50分程度

共同獣医学
部

連合獣医１Ｆ大会議
室

10 指定研修 新規

大学教育センターと技
術経営研究科（MOT）
との教育改善 FD研修
会

協議の上、開催
時期は決 定

協議の上、開催
時間は決定 各
学部の拡 大教
授会等で最低
50分程度

技術経営研
究科（MOT）

協議の上、開催場所
は決定

※（５）上記研修会は、全教員を対象に、障害者差別解消法の施行（平成28年4月）に向けて、各学部・学科が実施すべき障害学生支援のための体制づくりや支援内容を見直すために意見交換を実施する。
※（６）医学部医学科、医学系研究科（医学）については、独自開催予定です。
※（７）研修会の開催日時は、準備の関係から大学教育センターと各学部・研究科が協議して後日決定します。

平成28年4月からの障害者差別解消法施行に
向けて、本学の全学的な支援体制を紹介すると
ともに、各学部・学科における障害学生支援体
制を見直すために、今後、各学部・学科で取り組
むべき支援体制・支援内容について協議する。
また、コミュニケーション・サポート・ルーム（ＣＳ
Ｒ）の室長またはカウンセラーを交えて、ＣＳＲの
利活用の方法や学部・学科との連携・協力関係
の在り方について意見交換を行う。

医学部保健
学科

保健学科第2研究棟
HD1-1

6 指定研修 新規
大学教育センターと医
学部保健学科・医学

平成26年9月2
日（火）

13:00～13:50

研修種別

小川大学教育センター副センター長と大
学 教育センター専任教員。 コミュニケー
ション・サポート・ルーム（ＣＳＲ） の室長ま
たはカウンセラー 各学部・研究科の全教
員を対象とする。
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【資料 T-5】過去 5年間の大学教育機構主催の研修会参加人数の推移（出典：平成 22 年度から 26 年度の

「山口大学の FD 活動」のデータをもとに作成） 

 

過去5年間の教育機構主催の研修会参加人数の推移
平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度

全学講演会 55 71 101 116 138

新任教員研修会（2回分合計） 33 70 66 71 72

アラカルト研修会等の研修会 380 553 444 474 809

教育改善ＦＤ研修会 180 360 320 331 348

研修会のべ参加人数 648 1,054 931 992 1,367  
※平成 22 年度の新任教員研修会は年 1 回（4 月）のみ開催 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由)  非常勤講師の授業も対象として，学生授業評価及び教員自己授業評価を実施し，授

業改善を行っている。「全学 FD・SD 研修会」，「アラカルト型研修会」及び「教育改善研修会」

を組織的に実施するとともに，各学部においても独自の FD 活動を行い，毎年度 FD 報告書を作成

して，情報を共有している。参加者数は，平成 22 年度 648 名が平成 26 年度 1,367 名となり，良

好と判断した。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

人文学部 観点「教育実施体制」 

経済学部 観点「教育実施体制」 

国際総合科学部 観点「教育実施体制」 
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計画 1-2-3-2「教員，職員，TA が一体となった FD・SD 活動を実施することにより，学生に対する支

援を強化する」に係る状況 

 

［共通教育 TA・SA 研修会等の開催］ 

共通教育の授業補助を行うティーチングアシスタント(TA)及びスチューデントアシスタント(SA)

を対象とした「共通教育 TA・SA 研修会」を毎年度開催し，平成 26 年度は，TA・SA167 名，授業で

TA・SA を採用する教職員 17 名が参加した。２部構成で実施しており，第１部では教務手帳で TA・

SA の職務内容と期待する点を示し，障害を持つ学生への対応，出席確認システムと修学支援システ

ム，大学の授業における安全衛生について説明した。第２部では，個別研修として，理科実験科目，

多人数講義系科目ごとに，授業を補助する際の設備・機器・試薬の使用法や安全面，出席管理・レ

ポート作成・情報機器の操作方法など学生指導に関する事項について研修した。 

平成 22 年度の TA 等の参加者数は 100 名であったが，近年は常時 160～170 名に増加しており，ま

た，平成 26 年度の研修会での参加した学生の感想では，「良かった・非常に良かった」が 66.2％を

占め，「興味ある内容の研修会があれば，今後も参加したいとお考えですか」との問いに，73.4％

が「ぜひ参加したい・できるだけ参加したい」と回答しており，本研修会を開催した意義が認めら

れる(資料 U-1，2)。 

 

［障害学生支援に対する取組の強化］ 

本学では，平成 25 年４月に専任のカウンセラーを配置したコミュニケーションサポートルーム

（CSR）を設置し，平成 26 年度には，CSR と連携して大学教育機構が主催する全学 FD 講習会(１回

138 名)及び研修会(４回 137 名)，また，学部毎に教育改善研修会(FD)(計９回 348 名)を開催した。 研

修会では発達障害や聴覚障害の学生に対する，授業中の支援方法，就労支援，定期試験の実施方法

や単位認定の方法の改善，図書館利用時の配慮などについて，情報を共有した。また，今後求めら

れる大学の支援体制の再構築に向けて，CSR の利活用の方法と学部等との連携・協力関係のあり方に

ついて意見交換を行い，教職員・TA の理解を深めながら，発達障害学生の相談や修学支援等を行っ

てきた。 

平成 27 年６月には，CSR を発展的に解消し，「高等教育のユニバーサルデザイン化」の実現を目

指し，本学に在籍する障害のある学生への総合的な修学支援を行うため，５人のスタッフを配置し

た学生特別支援室（SSR：Student special Support Room）を設置し，同 10 月には，各学部の教員

が参加した障害学生連絡会を立ち上げた。支援室では，これまで通り修学に困難を抱える学生の相

談に応じるととともに，授業を担当する教員への「合理的な配慮」についての助言や，ノートテイ

クや車いすの扱いなどのサポートを行うことのできる学生を育成する等，これらの取組を通じて，

学生支援に対するスキル・意識・知識の涵養を行っている。 

平成 28 年４月の「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」の施行にあわせて，平成 28

年３月に「障害のある学生の修学支援に関する基本方針」及び「障害を理由とする差別の解消の推

進に関する規則」を制定し， 教職員及び学生が一体となり支援体制を構築した(資料 U-3，4，T-4)。 
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【資料 U-1】TA・SA 研修会の参加人数の推移（出典：平成 22 年度から 26 年度の「FD 報告書」のデータ

をもとに作成） 

 

 

【資料 U-2】TA・SA 研修会の参加者の感想（出典：平成 26 年度の FD 報告書） 
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【資料 U-3】学生特別支援室（ SSR：Student special Support Room）概要(出典:本学 Web ページ) 

 

http://ssr.ssc.oue.yamaguchi-u.ac.jp/about/ 
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【資料 U-4】学生特別支援室（ SSR：Student special Support Room）における人材育成(出典:本学 Web

ページ) 

 
http://ssr.ssc.oue.yamaguchi-u.ac.jp/training/ 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 共通教育 TA・SA 研修会を毎年度開催し，TA・SA 及び教職員が参加して，職務内容や

学生指導に関する事項等について研修した。参加者の感想から，本研修会を開催した意義が認め

られた。障害学生支援の見直しや発達障害学生の対応に関する教育改善 FD 研修会を全部局で実施

し，これらの研修を通じて，学生支援に対するスキル・意識・知識の涵養を行っており，良好と

判断した。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

該当なし 
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○小項目4「教育の質の向上や改善を図るため，他大学等との連携により教育体制を整備する」の 

分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-2-4-1「獣医学教育の改善・充実を図るため，北海道大学，帯広畜産大学，鹿児島大学との連

携による教育体制を構築し，欧米水準の獣医学教育の実現に取り組む」に係る状況 

    

［４大学による教育体制の構築］ 

国際水準の獣医学教育を実施するため，平成 24 年４月，山口大学と鹿児島大学の両大学間で相互

補完型の教員配置と施設整備を戦略的に推進することを掲げ，日本初の共同獣医学部を創設し２大

学が共同して，統一教育課程を編成した。本学共同獣医学部の教員組織は，「獣医学モデル・コア・

カリキュラム(文部科学省)」に対応するように，平成 24 年４月の 32 名体制から，平成 27 年 10 月

に 42 名体制に拡充し，各教員が専門とする領域を含む教育・実習科目を担当し，獣医学教育に特有

の多彩な教育科目に対応している。 

獣医学教育内容の改善，国際認証取得方策を円滑に推進するため，本学は，北海道大学，帯広畜

産大学及び鹿児島大学と協力し，平成 25 年４月に４大学連携獣医学教育改革協議会を設置した。 

授業の内容理解，学習内容をより深めるため，「国立獣医学系大学連携教育システム(GLEXA)」を

導入・活用した学習支援を行っており，それぞれの大学で地域特性のある教材を開発し，授業内容

や自主学習のための課題を配信して，授業外学習の促進と学習効果の向上を図っている(資料 V-1，

2)。 

 

［国際認証取得に向けた取組］ 

４大学協議会では，年４回の協議会開催に加え，毎年 EAEVE（European Association of 

Establishments for Veterinary Education：欧州獣医学教育確立協会）総会へ出席し，認証情報の

収集・共有等をすることで，EAEVE 認証取得に向けた準備が着実に進んでいる。また，帯広畜産大学

には国際認証推進室を，本学共同獣医学部並びに鹿児島大学と北海道大学には獣医学教育改革室を

設置し，獣医学教育改革に特化した体制を構築した。これまでの実績としては，各室は認証取得に

有用な２大学の共同教育課程の英文カタログと公式診断に必須となる自己評価書を作成した。 

平成 27 年１月，獣医学国際教育研究センター（iCOVER）を竣工し，形態学実習室，生体機能学系

実習室，感染症学系実習室を整備し，基礎獣医系及び応用獣医系の実習科目を実施している。感染

症学系実習室は，Biosafety Level (BSL) ２に対応した 60 人規模の大規模実習室に加えて，BSL３

へ対応した２実習室を整備した。また先端実験動物施設も整備し，300 ケージ以上の実験動物の飼育

が可能であり，動物福祉に配慮した国際認証の取得対応型施設となっている。iCOVER には，全国的

にも類をみない有数の規模と高度な実験機器を備えており，学生教育に利用するとともに，平成 27

年８月には，大学・県・獣医師の連携強化を目的に，狂犬病診断研修会を開催している。 

さらに，平成 26 年度と平成 27 年度には，山口大学と鹿児島大学，北海道大学と帯広畜産大学の

２グループで欧州協力校（EAEVE 認証大学）より EAEVE 審査に熟達した専門評価委員を招聘し，EAEVE

で想定される訪問審査を模倣した非公式事前診断を実施した。また，その結果を相互活用すること

で，EAEVE 認証取得における問題点と課題を明確にし，臨床教育充実等の指摘事項に基づき，平成
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27 年度から外部機関との連携による学外臨床実習や夜間緊急医療実習の導入等の改善を進めている

(資料 V-3，4，5)。 

 

【資料 V-1】獣医学教育モデル・コア・カリキュラムとのカリキュラムの対応表（出典：共同獣医学部学

務係作成） 
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【資料 V-2】４大学連携獣医学教育改革協議会の設置(出典：４大学連携獣医学教育改革協議会作成) 
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【資料 V-3】 進捗状況工程表(出典：４大学連携獣医学教育改革協議会作成)  
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【資料 V-4】獣医学国際教育研究センターの概要（出典：共同獣医学部 Web ページより）            

 

http://www.vet.yamaguchi-u.ac.jp/laboratory/iCOVER/index.html 
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【資料 V-5】重要欠陥条項対応状況(出典：４大学連携獣医学教育改革協議会作成) 

教育に関する重⼤⽋陥条項 ⼤学
事業
開始時

中間
評価時

平成29
年度末

対応状況

帯広畜産
北海道

山口

鹿児島

帯広畜産 △ 〇 〇 教職員・機器の拡充により対応済

北海道 △ △ 〇
特に産業動物の解剖・病理解剖実習に課題があり、大動物飼育施設の整備等
による実習用個体の増加で対応予定

山口 〇 〇 〇 －
鹿児島 〇 〇 〇 －

帯広畜産 ☓ △ 〇
イヌ・ブタ・ニワトリに関して、症例数増のために関連機関との連携（教職
員・機器の拡充により対応可能となる）により、対応予定

北海道 ☓ △ 〇
大動物については、大動物飼育施設の整備等により対応。また、イヌ・ブ
タ・ニワトリについて、イヌは病院症例の適用数増加を図る。他は症例数を
増やすために関連機関との連携を図り対応予定

山口 ☓ △ 〇
主要5種の動物（ウシ・ウマ・ブタ・ニワトリ・イヌ・ネコ）の症例数を増
やすため、動物医療センターならびに外部機関との連携により対応予定

鹿児島 ☓ △ 〇 火葬受入時に、解剖用献体を増やす予定
帯広畜産 △ 〇 〇 教職員・機器の拡充により対応済
北海道 △ △ 〇 教職員・施設拡充により対応予定

山口 △ △ 〇
産業動物実習が対応できておらず、カリキュラムの変更と外部機関との連
携、教職員・機器の拡充により対応予定

鹿児島 ☓ △ 〇 平成27年度からニワトリとブタの学外実習を新たに追加し、対応予定

帯広畜産 ☓ △ 〇
教職員・機器の拡充により対応。但し、ブタ・ニワトリに未対応であるた
め、民間機関と連携を構築し、対応予定

北海道 △ △ 〇
産業動物：教職員・機器の拡充により対応。但し、ブタ・ニワトリに未対応
であるため、関連機関との連携により対応予定。ウシ・ウマについては帯広
で対応済

山口 ☓ △ 〇
カリキュラムの変更、教職員・機器の拡充、学外機関との連携により対応予
定

鹿児島 ☓ △ 〇 平成27年度からニワトリとブタの学外実習を追加し、対応予定

帯広畜産 ☓ △ 〇
教職員・機器の拡充により対応。但し、伴侶動物・ブタ・ウマの症例数増加
のために関連機関との連携し、対応予定

北海道 ☓ △ 〇
ブタ・ウマの症例数を増やすために関連機関との連携を図り対応予定。な
お、ウシ・ウマについては帯広にて対応予定

山口 △ △ 〇
伴侶動物については対応できているが、それ以外の動物種で対応できていな
い。ウシ・ブタ・ウマ・ニワトリの症例数を増やすために、カリキュラムの
変更と外部機関との連携により対応予定

鹿児島 ☓ △ 〇 動物病院の増築による症例数増加を図り、対応予定
帯広畜産 △ 〇 〇 教職員・機器の拡充により対応済

北海道 △ 〇 〇
イヌについては、カリキュラム改編・教職員の拡充により、大動物（ウシ・
ウマ）については帯広でそれぞれ対応済

山口 〇 〇 〇 －
鹿児島 〇 〇 〇 －

帯広畜産 ☓ 〇 〇 学外実習を単位化し、管理体制を整備済
北海道 △ 〇 〇 学外実習を必修化し、管理体制を整備済

山口 △ △ 〇
学外実習の評価方法を明文化すると共に、学外実習を担当する外部獣医師を
学部で評価し認定することで対応予定

鹿児島 〇 〇 〇 －
帯広畜産 〇 〇 〇 教職員・機器の拡充により規模を拡大済
北海道 〇 〇 〇 教職員・機器の拡充により規模を拡大済（帯広にて対応）

山口 △ △ 〇
一部すでに実施していたが、外部機関とさらなる連携をすることにより往診
数を増やして対応予定

鹿児島 〇 〇 〇 －
帯広畜産 ☓ △ 〇 夜間診療・救急診療体制を構築予定（獣医師雇用・機器拡充）
北海道 △ 〇 〇 夜間診療・救急診療体制を構築予定（獣医師雇用の拡充）

山口 ☓ △ 〇
動物医療センタースタッフを拡充し、夜間診療・救急診療体制の構築により
対応予定

鹿児島 ☓ △ 〇 平成27年度から夜間診療を開始。将来的に24時間診療に対応予定
帯広畜産 △ 〇 〇 教職員の拡充とカリキュラム内容の見直しにより対応済

北海道 △ 〇 〇
病院：動物倫理教育・研修の強化で対応済
農場、屠畜場：教職員の拡充とカリキュラム内容の見直しにより対応済（帯
広にて対応）

山口 △ △ 〇 教職員の拡充とカリキュラム内容の充実、外部機関との連携により対応予定

鹿児島 〇 〇 〇 －
帯広畜産 〇 〇 〇 教職員・機器の拡充により規模を拡大済
北海道 〇 〇 〇 教職員・機器の拡充により規模を拡大済（帯広にて対応）

山口 △ △ 〇
講義はすでに対応済。Hands-On実習については、学外機関との連携に加え、
臓器を使った食肉検査実習を実施することで対応予定

鹿児島 △ △ 〇
講義はすでに対応済。Hands-On実習については、学外機関との連携に加え、
臓器を使った食肉検査実習を実施することで対応予定

帯広畜産 △ 〇 〇 運用の徹底とシステム改良により対応済
北海道 〇 〇 〇 －
山口 〇 〇 〇 電子カルテを構築し、対応済

鹿児島 〇 〇 〇 －
帯広畜産 △ 〇 〇 教職員・機器の拡充により対応済
北海道 △ 〇 〇 システムの明確化を図り対応済
山口 〇 〇 〇 講義及び実習には一定の出席を義務づけており、対応済

鹿児島 〇 〇 〇 －
帯広畜産 〇 〇 〇 基準に沿った人事計画により対応済
北海道 〇 〇 〇 －
山口 〇 〇 〇 －

鹿児島 〇 〇 〇 －

3
解剖実習と病理解剖実習・検査で扱う症例数
と動物種が不十分である。

対応状況⼀覧表（教育）

1
カリキュラムがEC指令2005/36に従っていな
い。

2
解剖・病理解剖実習での１グループの人数が
Hands-on 実習としては大きい（10〜12人以
上）。

△ 〇 〇

☓ △ 〇

臨床トレーニングを充実させるため、カリキュラムを改編し、対応済

カリキュラムを改善し、臨床トレーニングの充実、物理学、農学系科目（畜
産学、草地学等）等の新規立ち上げや、シラバスの変更により、平成27年度
より対応予定

4
主要な動物種（伴侶動物、馬あるいは産業動
物）に関する講義および実習が欠如してい
る、あるいは不十分である。

5
主要な動物種に関する Hands-on 臨床トレーニ
ングが欠如している。

6
主要な動物種の症例数が適切な Hands-on 臨床
トレーニングを行うためには少なすぎる。

7
臨床トレーニングでの１グループの人数が
Hands-on トレーニングとしては大きい（5〜6
人以上）。

8
教員によって管理されていない学外実習や臨
床獣医師（非常勤教員）と学生両方によって
あまり記録されていない学外実習がある。

9
農場へのアクセスを提供する適切なプログラ
ム（往診）がない。

10
少なくとも伴侶動物クリニックでの、週７日
の24時間救急診療サービスが欠如している。

11
クリニック、農場および屠畜場で、動物福祉
に関する原則やEU標準の適用が不足してい
る。

12
屠畜場での食肉衛生および食肉検査に関する
適切な講義と Hands-on 教育が不十分である。

13
臨床カルテに不備がある（不完全、アクセス
性が悪い、メンテナンスが不十分）。

14
個々の学生の仕事（duties）とそれらへの出席
を記録するコントロールシステムが欠如して
いる、あるいは不十分である。

15
教員中の獣医師の割合が必要とされる最小限
の基準を下回っている。
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(実施状況の判定)  実施状況が良好である 

(判断理由) 優れた点(p.131)に後述。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

共同獣医学部 観点「教育実施体制」，「教育内容・方法」 

 

②優れた点及び改善を要する点等 

(優れた点)①鹿児島大学との連携により，平成 24 年４月に共同獣医学部を設置し，統一した教育

課程を編成して，「獣医学モデル・コア・カリキュラム」に対応している。４大学連

携獣医学教育改革協議会を設置し，教材開発を行うとともに，国際水準の施設・設備

を備えた獣医学国際教育研究センターを設置した。EAEVE 認証大学より認証評価の専門

家を招聘し，非公式事前診断を実施し，カリキュラム改善を行っており，優れた点と

した。(計画 1-2-4-1)(p.125-126) 

(改善を要する点)なし 

(特色ある点)なし 
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(３)中項目３「学生への支援に関する目標」の達成状況分析 

①小項目の分析 

  ○小項目1「学生と教職員との密接なコミュニケーションのもと，学生の能力及び個性に応じた学習

支援を行い，学士力・社会人力の育成を促進する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-3-1-1「学生の自発的な学習を支援するために学生参加型の教育を実践することにより，学士

力・社会人力を養成する。また，教職員による履修指導等の充実や TA による学習支援を行う」に係

る状況 

 

[学生参加型の教育による学士力・社会人力の養成] 

本学では，正課教育のなかで AL を積極的に取り入れ(p.18-19)，専門的な学士力と社会的な汎用

能力を涵養するとともに，学生の主体的な正課外教育でも AL 教育を推進している。 

平成 25 年度から，学生参画型 FD である共育ワークショップ「みんなで山大の教育（共育）につ

いて語ろう！」の企画開催を始めた。平成 25 年度に開催した共育ワークショップ 2013 には，教員・

職員・学生約 80 名が参加し，属性を超えたグループワークを通じて活発な議論を展開した。平成 26

年度に開催した共育ワークショップ 2014 では，教員・職員・学生約 60 名が一体となって，本学の

将来についてグループワークを通じて活発な議論を行い，最後に各班で「未来新聞」を作成した。 

学生の自主的・自立的な学修を促進する本学独自の正課外教育「おもしろプロジェクト」

(p.138-139)を実施しているほか，平成 26 年度から新たに，学生の主体性や行動力を育成する「ス

チューデント・リーダー・プログラム」を正課外教育プログラムとして開発した。これらの正課外

教育プログラムにおいても，AL ポイント認定制度を採用し，各プログラムの AL ポイントを算出する

ことで，学生の能動的学修支援に努め，平成 26 年度に２回，平成 27 年度に６回開催し，計 151 名

（うち学生数 118 名）の参加を得た。また，文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進

事業（COC+）」において，合宿型 PBL 学習プログラム（ミニ移動大学 in 周防大島）を試行している

(資料 W-1，2，3，4)。 

 

[教職員による履修指導等の充実や TA による学習支援] 

教職員による履修指導等の充実のため，平成 23 年度には，全ての学部において，ポートフォリオ

導入の FD 研修会を実施し，平成 24 年度から全学的に導入した。このポートフォリオを用いた履修

指導を通じて，学生のキャリア意識を高めながら自発的な学習を促している。また，CFC も履修指導

に利用し，教職員や TA による指導の充実を行っている。 

各教育課程では，TA や SA を教育補助者として採用し，資料の印刷及び配付，AV 機器の準備及び

設営，実験・実技及び演習の準備，授業の出席確認，実験・実技及び演習の指導，授業に関する相

談・質問への対応など，授業の準備から授業中の教育補助，授業外の補助までの多様な業務に活用

している(資料 W-5，6)。 
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【資料 W-1】アクティブ・ラーニングに関するセミナー等開催概要 

（出典：各年度 FD 報告書，山口大学 Web ページから作成） 

年

度 

開催日 名称 概要 参加者数 

22 8 月 27 日 多人数授業でのアクティブラーニン

グ（能動学習）の取り組み 

他大学から講師を招き、多人数授業における教

員と学生間でコミュニケーションを活性化するた

めの ICT を用いた AL の実践例について紹介。 

教員 

10 名 

25 8 月 9 日 教授法が大学を変える –文系・理

系の先進的なアクティブ・ラーニン

グの事例を学ぼう- 

ALの事例紹介（文系・理系）と実施上の課題につ

いて講演及びパネルディスカッションを行った。 

本学内外教

職員 

115 名、 

学生 1 名 

26 12 月 12 日 アクティブラーニングセミナー ・他大学から講師を招き、「大人数講義での AL

の可能性」についての基調講演をいただくととも

に、ALを取り入れた教育について事例報告を、パ

ネルディスカッションを行った。 

教職員 

38 名 

27 7 月 9 日 FD・SD ワークショップ「アクティブ・ラ

ーニングのコツを学び、活用しよ

う！ -大人数授業、理系基礎科

目を事例にして-」※1 

教員と学生の双方向での講義について事例報告

（経済学部）、クリッカーの活用方法紹介の後、参

加者によるグループワークを行った。 

本学内外教

職員43名、

学生 14 名 

10 月 29 日 FD・SD ワークショップ「アクティブ・ラ

ーニングのコツを学び、活用しよう 

Part2 –アクティブ・ラーニング教室

及びタブレット機器を中心に-」※2 

初等中等教育におけるタブレット端末の活用（教

育学部）、タブレット端末を活用した外国語科目

の授業実践（大阪大学）について事例報告の後、

タブレット活用に関するデモンストレーションを行っ

た。 

学内外教職

員等40名、

学生 9 名 

※1：KEEPAD JAPAN アクティブラーニング研究会との共同企画。 

※2：SCSK㈱との共同企画。 

 

【資料 W-2】スチューデント・リーダー・プログラムのテーマと参加者数（出典：大学教育機構

大学教育センター） 

 

 



山口大学（教育） 

134 

 

【資料 W-3】共育ワークショップ 2014 開催案内，当日の様子，未来新聞（出典：平成 26 年度山口

大学活動白書） 
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【資料 W-4】合宿型 PBL 学習プログラム（ミニ移動大学 in 周防大島）チラシ（出典：COC+事業推

進室） 

 

 

【資料 W-5】TA 及び SA の採用数（出典：認証評価資料３－３－①－３） 

○TA の採用数・従事時間 

採用部局 

ＴＡ採用数 

（延べ人数） 

・従事時間数 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

人文学部 
ＴＡ採用数 20 人 17 人 14 人 14 人 15 人 

ＴＡ従事時間数 1,403 時間 1,376 時間 1,226 時間 1,039 時間 1,640 時間 

教育学部 
ＴＡ採用数 42 人 44 人 41 人 52 人 38 人 

ＴＡ従事時間数 1,840 時間 1,886 時間 1,897 時間 2,382 時間 2,275 時間 

経済学部 
ＴＡ採用数 25 人 21 人 20 人 26 人 33 人 

ＴＡ従事時間数 2,048 時間 1,976 時間 1,696 時間 2,497 時間 2,108 時間 

農学部 
ＴＡ採用数 105 人 108 人 82 人 81 人 78 人 

ＴＡ従事時間数 6,188 時間 6,241 時間 3,705 時間 4,091 時間 4,624 時間 

共同獣医学部 
ＴＡ採用数     20 人 24 人 23 人 

ＴＡ従事時間数     2,140 時間 2,145 時間 2,213 時間 

医学系研究科 
ＴＡ採用数 94 人 97 人 102 人 156 人 148 人 

ＴＡ従事時間数 10,886 時間 11,396 時間 11,588 時間 13,268 時間 13,310 時間

理工学研究科 
ＴＡ採用数 525 人 525 人 556 人 492 人 507 人 

ＴＡ従事時間数 21,063 時間 21,761 時間 20,808 時間 20,606 時間 21,004 時間

大学教育機構 
ＴＡ採用数       1 人 1 人 

ＴＡ従事時間数       44 時間 58 時間 

大学情報機構 
ＴＡ採用数 9 人 12 人 8 人 10 人 11 人 

ＴＡ従事時間数 693 時間 696 時間 696 時間 696 時間 681 時間 
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合計 
ＴＡ採用数 820 人 824 人 843 人 856 人 854 人 

ＴＡ従事時間数 44,121 時間 45,332 時間 43,756 時間 46,768 時間 47,913 時間

 

○SA の採用数・従事時間 

採用部局 

ＳＡ採用数 

（延べ人数） 

・従事時間数 

平成 22 年度 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度

人文学部 
ＳＡ採用数 1 人 2 人 5 人 3 人 4 人 

ＳＡ従事時間数 26 時間 46 時間 152 時間 64 時間 78 時間 

教育学部 
ＳＡ採用数   9 人 17 人 18 人 20 人 

ＳＡ従事時間数   331 時間 466 時間 447 時間 623 時間 

経済学部 
ＳＡ採用数 30 人 34 人 38 人 26 人 28 人 

ＳＡ従事時間数 1,024 時間 1,144 時間 1,186 時間 980 時間 909 時間 

農学部 
ＳＡ採用数   4 人   26 人 33 人 

ＳＡ従事時間数   147 時間   926 時間 731 時間 

共同獣医学部 
ＳＡ採用数     1 人 8 人 10 人 

ＳＡ従事時間数     24 時間 293 時間 350 時間 

医学系研究科 
ＳＡ採用数   6 人   1 人 4 人 

ＳＡ従事時間数   14 時間   116 時間 743 時間 

理工学研究科 
ＳＡ採用数 5 人 8 人 4 人 5 人 3 人 

ＳＡ従事時間数 455 時間 138 時間 12 時間 58 時間 249 時間 

大学研究推進機構 
ＳＡ採用数     2 人     

ＳＡ従事時間数     384 時間     

理学部 
ＳＡ採用数     4 人 6 人 10 人 

ＳＡ従事時間数     76 時間 136 時間 116 時間 

医学部附属病院 
ＳＡ採用数         1 人 

ＳＡ従事時間数         171 時間 

合計 
ＳＡ採用数 36 人 63 人 71 人 93 人 113 人 

ＳＡ従事時間数 1,505 時間 1,820 時間 2,300 時間 3,020 時間 3,970 時間 

 

【資料 W-6】TA・SA の職務内容（出典：認証評価資料３－３－①－４） 

  ＜ＴＡの職務内容＞ 
     ＴＡとなる対象学生…大学院生 

     ＴＡが行う補助業務 

授業準備 ①教材の作成補助，②配付資料の印刷，③ＡＶ機器の準備及び設営， 

④実験・実技及び演習の準備 など 

授業中の教育補助 ①出席確認，②資料配付，③実験・実技及び演習の指導， 

④教室内の巡回・指導，⑤中間試験・定期試験等の試験監督補助 など 

授業外の補助 ①出席管理，②レポート・試験の採点補助， 

③授業に関する相談・質問への回答 など 

＜ＳＡの職務内容＞ 

ＳＡとなる対象学生… 本学の正規課程に在籍する学部３年次～４年次の学生 

     ＳＡが行う補助業務 

授業準備 ①教材の作成補助，②配付資料の印刷，③ＡＶ機器の準備及び設営， 

④実験・実技及び演習の準備及び設営，⑤その他 

授業中の教育補助 ①資料配付，②実験・実技及び演習の指導補助， 

③教室内の巡回・指導，④その他 

授業外の補助 ①レポート整理，②授業に関する相談・質問への回答， 

③その他 
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(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 正課外教育においても，AL 教育を推進し，学生参画型 FD の取組のとして共育ワーク

ショップを企画実施し，学生の汎用的能力の育成に貢献している。新たに，学生の主体性や行動

力を育成する「スチューデント・リーダー・プログラム」を開発，AL ポイント認証制度を採用し，

また，TA により学習を支援しており，良好と判断した。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】  

該当なし 
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計画 1-3-1-2「学生の学内外における自主的な市民活動や課外活動を支援するとともに，キャリア教

育など多様な学習支援を行う」に係る状況 

 

［学生の主体的な活動に対する支援体制］ 

大学教育機構学生支援センターの下に，学生の自主性や創造力をより引き出すための全学的支援

部署として，「自主活動ルーム」を設置し，本学独自の「おもしろプロジェクト」の推進，学内外

における自主活動への学生支援についてワンストップサービスを提供している。 

平成 23 年度に「自主活動選定機関」を立ち上げ，地域の市民活動情報について収集・審議・選抜

して，学生にとって有益でキャリア形成に繫がる情報を提供している。学生からの様々な自主的活

動に関わる相談を受け付けるとともに，市民活動に参加した学生と面談し，学生に振り返りの機会

を設けている。学生のキャリア等に関する相談に関しては，就職支援室や学生相談所との連携体制

を整え，学生の自主的活動に対する不安感を払拭し，積極的な自主的活動への参加，問題解決に係

るサポートを通してキャリアアップを助け，就職へと繋いでいる。 

平成 25 年 10 月から，「コミュニケーション相談」を毎週実施し，平成 25 年度 70 名，平成 26 年

度 178 名のコミュニケーション力に不安のある学生への支援を行った。平成 25 年度から，山口大学

後援財団と連携し，キャリア学習を目的に学生自らが企画する「社会人基礎力育成事業」を立ち上

げ，日本人学生と留学生が英語のみを使った「英語キャンプ！」（平成 25 年度 30 名・平成 26 年度

23 名参加），映像制作のプロに映像の作り方を学ぶ「だれでもできる映像制作」（平成 25 年度 42

名参加）等を支援した。これらの活動支援を通して，多様な価値観を持つ人々とのコミュニケーシ

ョンや取材力・伝達力・企画力などの社会人として持つべき力を身につける場を学生に提供した。 

自主活動ルームの学生の利用状況は平成 24～27 年度で，年間あたり約 3,000 人となっている。ま

た，学生の自主的な市民活動への参加状況は，平成 24 年度 118 人，平成 25 年度 282 人，平成 27 年

度 540 人と年々増加傾向にある(資料 X-1，2，3)。 

 

［おもしろプロジェクトによる学生の多様な活動の状況］ 

「おもしろプロジェクト」は，本学独自の学生支援事業で，学生の自主的・創造的企画について

目的・計画・予想される効果等を記した申請書により審査選考し，資金援助（１件当たり最高 100

万円）を行い，平成 22 年度から平成 27 年度まで 69 件のプロジェクトを支援している。平成 21 年

度より連続して支援している「Code Orange」は，学生・一般市民向けに心肺蘇生法講習会を開き，

平成 27 年度までに 2,700 人以上が受講している。平成 25 年度に支援した「図書館 Cafe」について

は，学生が主体となって大学図書館に休憩・交流のためのスペースを運営するという企画が実現し，

平成 26 年度から「りぶカフェ「栞」」を営業しており，学生が実践の場で経営を学ぶ正課外教育と

なっている。その他にも，地域の小中学生へ科学のおもしろさを伝えるプロジェクトや，東日本大

震災被災地へのスタディツアーを実施するプロジェクト，カンボジアの小学校で運動会を開催し，

学校体育の魅力を伝えるプロジェクトなど多様な活動が実施され，学生の社会人基礎力の向上と地

域の活性化に貢献している。 

平成 22 年度からプロジェクト募集開始時期や活動期間の見直しを行い，平成 24 年度以降は採択

プロジェクトの学生との交流会等で得られた学生の意見を取り入れ，申請書の書き方相談会を実施
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するなどその時々のニーズに沿った支援体制を整えた。その結果，自主的な活動に興味を持ってい

るがもう一歩を踏み出せない学生を支援することができた。また，平成 24 年度より活動報告書を月

ごとに求めることで，進捗状況を把握し，教職員が随時に指導・助言することで，自主的活動が学

びの場ともなり，学生自身の問題解決力の向上に繋がった。 

平成 23 年度には Web ページをリニューアルしたほか，平成 25 年度より新入生歓迎フェスティバ

ルで，全ての学生を対象にプロジェクト最終報告会を開催し，平成 26 年度より全ての新入生の必修

科目である「知の広場」においてプロジェクトの紹介を行い，学生の活動意欲の向上や自主的な活

動に興味を示す学生を増加させ，プロジェクト応募件数は平成 22 年度から平成 25 年度までの減少

傾向に比べ，平成 26 年度は 20 件，平成 27 年度 24 件と増加している(資料 X-4，5，6)。 

 

【資料 X-1】リニューアルした「自主活動ルーム」の Web ページ（出典：本学 Web ページ「自主活動ルー

ム」） 

 

http://ssct.oue.yamaguchi-u.ac.jp/ssc_jishukatsu_gaiyo.html 
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【資料 X-2】学生自主活動ルームにおける学生ボランティアの活動状況(出典:月刊 自主活動ルーム) 

 

http://ssct.oue.yamaguchi-u.ac.jp/ssc_jishukatsu_news.html 

 

○平成 27 年度学生自主活動ルームにおける学生ボランティアの活動状況(出典:月刊 自主活動ルーム) 

月 タイトル 概要 

4 月 

・岩国錦帯橋ロードレース

医療ボランティア 

・放置自転車回収作業 

 ゴール直前で意識不明の状態で倒れた走者があったが、月１回、自主活動ルームで心肺蘇生の実習を受け

ていたので速やかに対応することができた。 

 山口大学防犯サークル YUSA が山口市内３つの駅で放置自転車の回収作業を行った。YUSA は山口県警と

地元ボランティアの方と連携をとって防犯活動を行っている。 

5 月 

・山口市児童センター子ど

も科学教室ボランティア 

・新留学生オリエンテーショ

ンボランティア 

 電子ペンを使った実験のサポートをした。子どもたちの理解度に合わせて作業を見守った。ボランティアには

手を出し過ぎない距離感も大切だということを学んだ。 

 ４月から山口大学で学ぶ留学生のためにオリエンテーションが開催され、日本語と英語で留学生をサポートし

た。ゴミの分別を学ぶワークショップでは、学生ボランティア手作りのカードを使ったクイズで盛り上がった。 

6 月 

・日韓海峡海岸漂着ごみ

一斉清掃活動 

・Let’s タンデム「風を切っ

て走ろう」 

 長門市油谷海岸の清掃に留学生を含む約 30 名が参加した。漂着物調査も兼ねた活動で、環境について考

えるきっかけにもなった。地物の方にわかめむすびをふるまっていただき、交流することもできた。 

 タンデム自転車を使って、視覚障がいを持つ方の自転車体験をサポートした。「目が不自由な人にとって自転

車はあこがれの乗り物だと聞いた。いい経験になった。」との感想が聞かれた。 

7 月 

・山口県障がい者卓球大

会 

・山口県サウンドテーブルテ

ニス大会（維新杯） 

 学内に学生特別支援室（略称：SSR）が設置され、学内のユニバーサル化への関心が高まっている。SSR 主

催の車椅子体験や手話の研修会や、県内で開催される障がい者スポーツ大会に多くの学生ボランティアが参

加している。 

8 月 
サマープログラム「おもてな

し企画」 

 山口大学日本語・日本文化サマープログラムで短期来日中の留学生との交流企画を行った。交流ランチの

会「火曜日ごはん」、瓦そば作り、和紙を使った物づくり、アニメ観賞会、絵本の読み聞かせ、かるた遊びなどの

企画を提供し、留学生の放課後活動のサポートをした。 

9 月 
第 23 回世界スカウトジャン

ボリー 

 通訳ボランティア、ジャンボリーおもてなし隊（会場スタッフ）、アクティビティゾーンや国際交流ゾーンへのブー

ス出展など、山口大学から約 300 人がボランティアスタッフとして参加し、会の運営を支えた。通訳ボランティア

ではインドネシア語やハンガリー語など、提供できる言語の多様さが注目された。企画ブースの物づくり体験は世

界中から集まったスカウトたちに大好評だった。 

10 月 
内閣府国際青年育成交流

事業「山口県プログラム」 

 ドミニカ共和国とモザンビークから 18 名の青年が山口県を訪問。11 名の山口大学生が一泊二日の地域プロ

グラムに参加した。互いの国について知るグループワークや、維新の志士に学ぶ研修を受け、最終日には中身

の濃いディスカッションを行った。 



山口大学（教育） 

141 

 

11 月 

・山口・島根豪雨災害復興

支援 

・「長州企業フェスタ」イベ

ントボランティア 

 平成 25 年の豪雨災害で被害を受けた山口市阿東徳佐のりんご園で、石を拾う地ならし作業やりんごの葉つ

み作業などを行った。周辺にはまだ大小の石が埋まっており、復興のためには息の長い支援が必要だと感じた。

下関市長府地区の企業・団体が自慢の商品や技術を紹介するイベントに学生ボランティアが参加し、おもし

ろ実験ブースのサポートをした。 

12 月 
・留学生日本文化体験 

・学生企画サポート 

留学生のための華道教室、書道教室のサポートや、日本語クラスの会話パートナーのボランティアはコミュニ

ケーション能力や傾聴力がアップするとの声が聞かれた。 

物品の貸し出しや活動場所の提供など、学生企画もサポートしており、「山口大学キャンパスガイド～キャンパ

スてくてくツアー～」、「金曜交流会」は自主活動ルームで企画ミーティングを行っている。 

１月 
・収集ボランティア 

・ワークショップ開催 

学生自主活動ルームではペットボトルキャップと使用済み切手の収集を行っている。３４４４個のペットボトル

キャップと６１２枚の切手を山口県社会福祉協議会に届けた。 

自分の好きなこと、得意なことから課外活動の輪を広げられるようサポートしており、手作り消しゴムはんこを

使ったクリスマスカード作りのワークショップが好評であった。 

2 月 
冬休み学童保育プログラム

をサポート 

おもしろプロジェクト採択団体「わくわくやまだい学級プロジェクト」と他団体とのコラボ企画を開催した。絵本の

読み聞かせをしているグループが紙芝居やパネルシアターを提供した。スタンプを使ったカード作りも好評だっ

た。地域の子ども達との交流を楽しんだ。 

3 月 自主活動交流会を開催 

様々な正課外活動に取り組む学生４０名が「山口大学のこれからの自主活動について考える」をテーマにワ

ールドカフェ方式で交流した。学生自主活動ルームを通じて地域活動やボランティア活動に取り組む学生、独

自の企画を立ち上げて運営している学生、自分の得意なことを活かした企画に取り組む学生、「おもしろプロジェ

クト」採択団体の学生などが集まり、お互いに大いに刺激を受ける会となった。 

 

【資料 X-3】自主活動ルーム利用者状況(出典:学生支援部学生支援課作成) 

１．活動団体登録・広報依頼件数及び参加学生数
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 計

活動団体登録 27 40 33 37 137
広報依頼 68 249 177 152 646
参加学生 118 282 466 540 1,406

２．来室者数
平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 計

学  生 4,114 2,451 2,744 2,289 11,598
教職員 438 276 485 583 1,782
学外者 134 150 185 223 692

計 4,686 2,877 3,414 3,095 14,072  
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【資料 X-4】リニューアルした「おもしろプロジェクト」Web ページ（出典：本学 Web ページ「おもしろ

プロジェクト」） 

 

http://ssct.oue.yamaguchi-u.ac.jp/omoprohp/index.html 

 

【資料 X-5】平成 25 年度おもしろプロジェクトにおける地域貢献活動の概要(出典:おもしろプロジェク

ト最終報告書抜粋) 

プロジェクト名称 プロジェクトの取組の概要等 

Code Orange 

平成２５年度の活動内容 

 1）組織改編， 2）新規構成員勧誘， 3）医

学部学生対象講習会， 4）学七夕祭展示&

講習会， 5）工学部オープンキャンパスにお

いて活動紹介， 6） BLS & First–aid WS ， 

7）医学部医学祭一般市民向け心肺蘇生法

講座， 8）山口市防災実働訓練参加&講習

会， 9）小野田工業高校保健指導， 10）宇

部駅伝徒競走大会自転車救急隊&救護

所， 11）山口大学医学部付属病院院内コメ

デイカル対象講習会， 12）他大学での WS

参加， 13）定例会， 14）頌徳碑掃除 

＜例示＞ 

7) 医学祭一般市民向け心肺蘇生法講座  

毎年恒例である医学祭での一般市民向け心肺蘇生法講座を，11 月 8～11

日に小串キャンパスで実施した。実施内容は，①BLS 講習，②ALS（2 次救命

処置）の実演である。今年は，医学祭実行委員長よりの依頼で，地域医療推

進学講座の中村浩先生の監督のもと，ACLS（2 次救命処置）の実演も実施し

た。ACLS の実演は，路上で心肺停止に陥り病院に搬送された後，どのような

蘇生処置が病院内で実施されているかを実演する事により，来場者の方に病

院に搬送される前の人間による BLS がいかに重要かを理解して頂くために実

施した。また，BLS講習については，例年と同じく，2人1組でインストラクターと

なり，来場して頂いた方に 30 分を基本にレクチャーを行った。当日は 190 名

近い方に来場頂いた。 

震災から何を想う

か 

３．スタディーツアー参加者の感想 

 東北へ行きたい，ボランティアがしたい，という単純な理由で東北スタディーツアーへの申し込みを決めましたが，ツアー内容

はとても充実していて，価値のある経験ができたと思います。 

 初日に宮城の南三陸，松島，仙台，2 日目に福島の南相馬，福島市内を回り，被災地の見学をしましたが，地域により被災

の度合いが大きく異なるとこに驚きました。津波が到達した海側の街は，津波ですべて流されて，震災から2年以上も経つ現在

もまだ復旧作業中であるのに対し，内陸の仙台，福島は街全体として目立った損傷は見られず，ほぼ元通りになっていました。

この差を目の当たりにして，改めて津波の恐ろしさを痛感しました。 

 福島大学の学生さんを交えて行ったワークショップでは，大学，学部，学年を超えた意見交流を通して，震災やボランティア

についての考えを深めることができました。私は今まで，ボランティアは，他人にためでなく自分のためにするものだと思っていま

したが，それだけではただの自己満足で終わってしまうことに気づかされました。ボランティアは，「やってあげる」や「やらなけれ

ばいけない」という意識でなく，「やるのが当たり前」くらいの気持ちでできたら一番いいのかな，と思いました。 
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 最終日のボランティア活動の内容は，原発 20km 圏内の震災住宅の家具撤去，という，自分の想像とは全く違うものでした。

震災で自宅を手放さざるを得なくなった家主の方のことを思うと，複雑な気持ちになりましたが，前日のワークショップで考えたこ

とを思い返しながら，一生懸命作業に取り組みました。今回は 1 件のボランティア活動にしか携われませんでしたが，復興の一

部に直接加わることができてよかったです。 

カンボジアの子ども

たちに学校体育の

素晴らしさを届ける

プロジェクト 

１．プロジェクトの目的 

 本プロジェクトは，カンボジア・チョンカル群に於いて日本式の運動会を開催することでカンボジアの体育教育における体育授

業の普及の先駆けになることを目的としている。また，日本の運動会のように保護者，地域の人々が観に来たり，出店が出たり

といったような今だ「学校」というものが地域から疎外されているカンボジアの現状から「地域と学校のリンク」を狙った運動会の

開催も一つの目標である。また前年度の 1 月に第 I 期運動会を同群で開催している。そこで本プロジェクト「第 II 期運動会」を学

生自らによって立ち上げボランティア活動として活動を開始した。 

地域に物知り博士

を増やそう！－め

だかの学校－ 

２．まとめ 

 今回はめだかの学校を，おもしろプロジェクトに採択していただきありがとうございました。 

 今までにない活動を行うことができ，多くの学びを得ることができました。子どもたちが何に興味を持っているのか，地域の行事

はどのように進められているのか，地域に大学生が入るということはどんな効果を生み出すのかなど，平川地域の会議に出なが

ら，地域との連携はとても素晴らしいものであると実感しました。平川地域の方から，めだかの学校を応援すると言われたときは

本当に嬉しかったです。 

 平成 26 年度も，新たな活動を企画しています。これからも，地域・小学校・大学を結びつける架け橋になれたらいいなと思い

ます。 

ほーたる こー

い！ 

１．プロジェクトの目的 

 常盤公園にホタルが多く飛び交うような環境をめざし，ビオトープをつくるための活動を行う。 

２．プロジェクトの内容 

 公益財団法人宇部市常盤動物園協会やボランティアの方々を中心に，宇部市の協力も得て，宇部市の常盤公園敷地北端

の荒れ地にビオトープを造成する計画がある。これらのグループと協力して，荒れ地内の水路にホタルをはじめとするたくさんの

生き物が棲む環境を作ることをめざし，水路周辺の環境整備を行ってきた。またビオトープ予定地に生息する生物の把握をす

るためホタルの飛翔調査やビオトープ予定地周辺の生物調査も行っている。この結果から生き物がより棲みよい環境になるよう

なビオトープの計画を立てる。 

 また，ビオトープや環境に関する知識を深める活動を学外で行っている。 

 

【資料 X-6】おもしろプロジェクト応募・採択状況(出典:学生支援部学生支援課作成) 

平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度 合計
応募件数 29 19 14 9 20 24 115
採択件数 17 11 9 9 13 10 69
助成総額（千円） 4,178 4,190 2,406 3,848 4,052 4,000 22,674  

 

(実施状況の判定)実施状況は良好である 

(判断理由) 特色ある点(p.166)に記述。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

該当なし 
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○小項目 2「学生の健康を守り，保持・増進させるためのメンタルヘルス及びヘルスプロモーション

支援体制を維持・充実するとともに，充実した学生生活を営めるよう相談及び支援を行う」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-3-2-1「保健管理センターを中心に，学生相談窓口と専門家が連携して，学生生活及び健康管

理に関する問題点の早期発見と改善に向けた支援を行う。また，教職員の学生支援に関する意識啓

発活動を進め，相談・支援のサービスを向上させる」に係る状況 

 

［学生の健康・メンタルヘルス等の相談体制］ 

生活一般及び進路・就職相談は学生支援センターが担い，健康相談は，保健管理センターが学生

の健康診断のほか各部局との緊密な連携の下に，助言指導を行っている。各種相談や支援は，本学

の Web ページの「学生生活の手引き」で案内するとともに，新入生に対しては，入学のてびきを配

付し周知している。各種ハラスメントについては，ハラスメント防止・対策委員会が責任を担い，

ハラスメント防止・対策に関するガイドラインを定め，全学的体制で活動している。 

そのほか，学生生活なんでも相談窓口では専門の職員を配置し，学生からの各種相談(平成 27 年

度 238 件)に応じている。また，カウンセラー（臨床心理士）を擁している学生相談所や保健管理セ

ンターでは，秘密保持を原則に，関連他部署と連携してメンタル面の健康相談に応じている。学生

相談所には，平成 27 年度 1595 件の相談があり，うち 811 件が心身の問題となっている。保健管理

センターでは，平成 27 年度からカウンセリングを週 4 枠から 6 枠へ増やして，236 件(うち 87 件が

心身問題)の相談に応じ，増加しているメンタルヘルス対策を行うとともに，Web ページを利用した

メンタルヘルスチェックのシステムの運用も行っている(資料 Y-1)。 

 

［健康管理に関する問題点の早期発見と改善に向けた支援］ 

本学に初めて受け入れる学生・研究生・教職員の健康診断受診率 100％を目指して，平成 25 年度

からは留学生への英文の健康診断案内を配布，やむを得ない場合の学外医療機関利用制度の導入な

どを実施し，これらの取組により，平成 26 年度及び平成 27 年度に春期新入学生の健康診断受診率

100％を達成した。秋季入学時の健診受診率アップを目指して，平成 24 年度の未受診の留学生に対

してアンケート及び問診表による調査を行い，その結果に基づき臨時の健診を実施した。関連各部

署と密に連絡を取り，健診日程等の周知徹底を図り，秋季入学生の健診受診率は 94％(96/102 名)，

その内留学生の受診率 98％（86/88 名）となっている。 

平成 27 年度の保健管理センターで実施する教職員学内健診受診率は，吉田地区 89.9％(674/750

名)，附属学校 93.2％(124/133 名)，常盤地区 88.1％(258/293 名)であり，未受診者については，他

地区での健診や学外医療機関での健診の受診を徹底して，最終的には 99.7％となっている。 

平成 27 年度には，新たに導入する国際総合科学部のフィリピン語学研修(１ヶ月間)を受ける学生

80 名に対して，研修前 A 型肝炎ワクチン接種勧奨・斡旋を実施し，また，研修終了帰国時の健康チ

ェックを行い，この結果をもとに，「海外留学危機管理ガイドブック」の改訂を検討している。さ

らに，海外の学術交流協定校の学生を受け入れる「サマープログラム(正規課程外のプログラム)」

の参加者に対しても，来日時健康チェック，健康指導オリエンテーションを実施した。 

感染症への対応として，平成 27 年度新入生の感染症ワクチン接種・罹患状況をまとめ，入学のて
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びきにおいて，入学前ワクチン接種を強く推奨した。関係各部署と連携して職場巡視を実施し，喫

煙所の喫煙環境を把握して，吉田地区喫煙所は，平成 28 年３月現在 32 か所(平成 27 年３月末 47 か

所)へ削減した。また，学生に対する喫煙に関するアンケート調査を行い，学生及び教職員への禁煙

サポートを実施している(資料 Y-2，3，4，5)。 

 

【資料 Y-1】平成 27 年度メンタルヘルス等相談状況（出典：平成 28 年４月 27 日教学委員会資料） 

○学生生活なんでも相談窓口 

表２ 相談内容別・月別相談者数

計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計
6 3 1 1 1 1 1 14

34 10 10 10 9 11 8 1 3 5 8 11 120
1 1 1 1 1 2 7

1 1 2

2 5 3 5 1 2 18
28 6 11 5 1 3 5 1 3 3 5 3 74

1 2 2 1 6
2 4 2 1 2 11そ の 他

修       学
進路･就職
心身問題

宗教問題
学生生活
消費生活

7 7 10 16 14 252

3月
年間合計

対人関係

71 28 31 22 13 16 17

9月 10月 11月 12月 1月 2月
相談内容

4月 5月 6月 7月 8月

 
 

表２ 相談内容別の回数（新規＋継続）

計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計
友人関係 4 1 4 7 11 6 6 6 1 5 51

研究室内の関係 4 3 3 5 5 3 1 24
家族関係 1 2 1 4 3 1 12
学外の人間関係 1 1
その他 3 1 1 16 14 13 14 4 66
単位修得 1 12 23 19 6 7 15 15 11 7 7 2 125
授業関連 0
卒業・修了論文 2 2 1 5 1 11
学生生活全般 ## 20 19 2 3 7 11 8 6 11 6 249
その他 4 8 3 2 2 3 1 23
転部・転科 1 2 3

進路 1 1 2 1 1 1 2 4 5 18
就職 4 4 4 9 9 3 1 1 1 1 37
その他 3 3

0
心理的問題 55 50 74 ## 26 29 69 57 41 53 47 21 630
精神保健 28 24 11 13 20 23 11 22 13 15 14 17 211
健康問題 1 1 1 4 1 8
その他 0

0

人権問題 0
経済的問題 1 1
その他 17 18 29 13 23 14 21 12 7 7 16 21 198

0
0

8月 9月 10月 11月
相談内容

4月 5月 6月 7月

対
人
関
係

7 5 8 11

12月 1月 2月 3月
年間合計

12 2 ##

修
学

## 32 50 24 6 10

14 7 28 20 18 22

##

進
路
・
就
職

8 5 6 11 10 3 2 3

24 30 22 21 19 9

5 6 61

心
身
問
題

84 75 86 ##

23 14

46 52 84

そ
の
他

17 18 29 13 ##

平成27年4月1日～平成28年3月31日

21 12 7 7 17 21

62 38 ##79 54 68

2 0
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○保健管理センター 

表２ 相談内容別の回数（新規＋継続） 平成27年4月1日～平成28年3月31日

計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計 計

友人関係 1 4 1 3 3 5 2 7 2 6 2 36

研究室内の関係 1 2 3

家族関係 1 2 1 1 1 6

学外の人間関係 1 1 2 1 1 1 7

その他 1 1

単位修得 0

授業関連 2 4 3 9

卒業・修了論文 1 1

学生生活全般 1 3 1 5

その他 0

転部・転科 0

進路 4 2 6 2 2 2 6 3 27

就職 4 2 2 1 6 15

その他 0

0

心理的問題 12 10 2 4 3 4 3 4 42

精神保健 2 11 8 3 2 5 1 1 33

健康問題 1 1

その他 1 2 1 2 3 2 11

0

人権問題 0

経済問題 0

その他 0

UPI・SDS呼び出し 18 3 3 1 13 1 39

0

0 23611 26 20 16 30 17計 22 24 42 19 9

1 0 13 1 0 39

0 87

そ
の
他

0 0 18 3 0 0 3

4 11 4 8 5 5

心
身
問
題

14 11 13 9 3

3 2 1 6 0 42

0 15

進
路
・
就
職

4 2 10 4 2 2 6

0 2 4 4 3 1
修
学

0 1 0 0 0

8 2 8 4 0 53

3月
年間合計

対
人
関
係

4 10 1 3 4 5 4

9月 10月 11月 12月 1月 2月
相談内容

4月 5月 6月 7月 8月

 

 

【資料 Y-2】年度別 定期健康診断受診状況(学外医療機関受診含む)(出典:保健管理センター作成) 

○新入生 

区分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度

対象者数 2016 2012 1981 1977 1966 1983

受診者数 1998 2001 1974 1967 1966 1983

うち学外 

医療機関 

受診者数 

 

 

 

 

 

 

受診率% 99.1 99.5 99.7 99.5 100.0 100.0

○在学生 

区分 22 年度 23 年度 24 年度 25 年度 26 年度 27 年度

対象者数 6873 6806 6833 6785 6794 6743

受診者数 4994 5293 5236 5380 5405 5358

うち学外 

医療機関 

受診者数 

 

 

 

 

 

 

45 56 54 37

受診率% 72.7 77.8 76.6 79.3 79.6 79.5
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【資料 Y-3】学生の海外渡航後の健康状況チェック手順  

(出典:海外渡航後の健康状況チェックフローチャート) 
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【資料 Y-4】平成 27 年度教職員の健康診断受診状況（出典：平成 28 年４月５日部局長会議資料） 
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【資料 Y-5】平成 27 年度新入生の感染症ワクチン接種・罹患状況（出典：保健管理センター作成資料） 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 学生からの各種相談体制を整えており，特に増加するメンタルヘルスへの相談に対

応している。学生・教職員に対する健康診断は，春季入学新入生に関しては，平成 26 年度から受

診率 100％を達成し，教職員は 99.7％となっている。新入生へのワクチン接種を奨励するととも

に，新たな取組として，国際総合科学部の語学研修やサマープログラムの参加者を対象に健康指

導・チェックを実施しており，良好と判断した。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

該当なし 
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計画 1-3-2-2「福利厚生施設の整備等，学生生活環境の充実を図るとともに，経済的支援を継続的に

実施する」に係る状況 

   

［学生寮や課外活動施設等の整備状況］ 

平成 24 年２月に「キャンパスマスタープラン 2011」を策定し，その整備方針に基づき，各キャン

パスの学生に配慮して，学生寮や課外活動施設等の整備を進めている。 

学生寮では，平成22年４月，山口地区の男子寮の吉田寮１号棟の改修及び２号棟の新築を行った。

１号棟は２人部屋から１人部屋に改修し，学生のニーズを踏まえ，入寮者の居住面積を広げ，プラ

イバシーと学習環境が確保されるよう改善した。また，１号棟改修に伴い入寮定員の減少への対応

として，２号棟を新築し，改修前の入寮定員 300 人とほぼ同数の 306 人を確保した。また，山口地

区の女子寮の椹野寮１号棟に，防犯侵入探知システム及び防犯灯を設置し，入寮者の安全に配慮し

た。 

平成 26 年度，山口地区に身体障害者用の居室１室を備えたバリアフリーの女子寮の椹野寮２号棟

(入寮定員 69 人)を新設し，身体に障害を持った学生受入に，より柔軟に対応できるよう環境を整え

た。宇部地区においては，外国人留学生と日本人学生が混住する常盤寮 C棟(入寮定員 59 人)を新設

し，集会所や談話室を備え，生活体験を通じて異文化交流の場を提供している。平成 27 年度，山口

地区の椹野寮１号棟を２人部屋から１人部屋に改修し，入寮定員は，椹野寮２号棟とあわせて改修

前の 156 人とほぼ同様の 158 人を確保した。 

課外活動施設等では，平成 22 年度に山口地区に体育サークル棟 E及び音楽サークル棟 B，平成 26

年度には大規模災害時の避難場所として，備蓄倉庫及び非常用トイレを備えた体育サークル棟 C を

新築，また，第１学生食堂の食堂部分を増築し，座席数を 368 席から 572 席に増加したことにより，

昼食時の混雑が緩和された。平成 27 年度，吉田地区大学会館大ホールの天井耐震工事の他，体育施

設の危険度の高い箇所の補修等を行い，非常用電燈等を設置した。 

学生寮や課外活動施設等の福利厚生設備の整備を行い，居住性・安全性・快適性を高め，学生が

安心・安全に活動できる環境の充実を図った(資料 Z-1，2)。 

  

［学生への経済的支援の取組］ 

本学における学生への経済的支援は，奨学金貸与，入学料・授業料等の免除などを行っており，

「学生生活の手引き」や Web ページ，部局の掲示板等によって学生へ周知している。 

奨学金については，日本学生支援機構，民間・地方公共団体が交付する奨学金のほか，本学独自

の奨学金を設けており，平成 25 年度においては学士課程で 49％，大学院課程では 32％の学生が利

用している。授業料免除の実施状況は，平成 22 年度の免除者数 1,495 名，実施額 314,783 千円から，

平成 27 年度には免除者数 2,485 名，実施額 472,977 千円に大幅に拡充し，学士課程・大学院課程併

せて 24％が利用している。 

平成 22 年度においては，経済的支援を強化するため，教学委員会の下に授業料免除制度の見直し

に関するワーキンググループを立ち上げ，授業料免除基準等検討に関する答申を策定した。本答申

を受けて，貸与型奨学金を家計基準から除くこととなった。平成 24 年 10 月に授業料免除システム

を導入して Web による申込みを可能とし，平成 25 年４月からは，提出書類を Web でダウンロードで
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きるようにし，学生の負担軽減を図った。平成 26 年度には，奨学金を受けた卒業年次の学生に対し

て，①返還の義務，②減額返還制度，③返還の猶予制度等の返還制度に関する説明会を実施し，奨

学金制度に対する学生の理解を深めた(資料 Z-3，4)。 

  

【資料 Z-1】学生生活環境の充実に関する整備方針（出典：山口大学キャンパスマスタープラン 2011） 
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【資料 Z-2】学生寮の整備・入居状況について(出典：学生支援部学生支援課作成) 

施設名称 整備年度 １部屋面積 寄宿寮：円 定員：人
区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
延べ戸数 2112 2112 2112 2112 2112
延べ入居戸数 2061 1949 1976 2019 1919
入居率％ 97.6 92.3 93.6 95.6 90.9
区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
延べ戸数 1560 1560 1560 1560 1560
延べ入居戸数 1505 1435 1320 1425 1400
入居率％ 96.5 92.0 84.6 91.3 89.7
区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
延べ戸数 1068
延べ入居戸数 576
入居率％ 53.9
区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
延べ戸数 828 828
延べ入居戸数 825 804
入居率％ 99.6 97.1
区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
延べ戸数 576 576 576 576 576
延べ入居戸数 556 561 568 507 517
入居率％ 96.5 97.4 98.6 88 89.8
区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
延べ戸数 708
延べ入居戸数 298
入居率％ 42.1
区分 23年度 24年度 25年度 26年度 27年度
延べ戸数 768 768 768 768 768
延べ入居戸数 757 748 749 752 639
入居率％ 98.6 97.4 97.5 97.9 83.2

常盤寮女子棟 18 24,300 64

入居状況

常盤寮Ｂ棟（男子） 18 16,500 48

常盤寮Ｃ棟（男子・女子）
平成26年
度改修

18 24,300 59

椹野寮１号棟（女子）
平成27年
度改修

14 16,500 89

椹野寮２号棟（女子）
平成26年
度新築

18 24,300 69

吉田寮１号棟（男子）
平成22年
度改修

14 16,500 176

吉田寮２号棟（男子）
平成22年
度新築

18 24,300 130

 

【資料 Z-3】平成 27 年度学生支援の状況(出典:学生支援部学生支援課作成) 

学生数（Ｈ27.5.1現在）
学部生

大学院生
合 計

奨学金
合計（学

部生）
（％）

合計（大
学院生）

（％）
学部生 32人 0人
大学院生 0人 37人
学部生 4,265人 0人
大学院生 0人 499人

4,297人 536人
（49％） （33％）

学費免除
学部生

（延人数）
806人

1,037人
1,843人

21%
228人

2,071人
入学料免除

学部生
（延人数）

0人

0人

0人

8,727人
1,587人

10,314人

日本学生
支援機構

自治体，
財団法人等

給付型奨学金
- 22人 10人
- 33人 4人

本学学部，
後援会等

返還型奨学金
4,071人 96人 98人

497人 - 2人
合計 4,568人 151人 114人

授業料免除
大学院生
（延人数）

合計
（延人数）

全額免除 242人 1,048人
半額免除 400人 1,437人
小 計 642人 2,485人

合計（％） 40％ 24％
特別待遇学生 - 228人

合計 642人 2，713人

入学料免除
大学院生
（延人数）

合計
（延人数）

全額免除 1人 1人

半額免除 67人 67人

合計 68人 68人
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【資料 Z-4】授業寮免除実施状況(出典:学生支援部学生支援課作成) 

免除者数
(延べ人数）

実施額
(千円)

免除者数
(延べ人数）

実施額
(千円)

免除者数
(延べ人数）

実施額
(千円)

平成22年度 314,895 856 229,189 639 85,594 1,495 314,783
平成23年度 376,667 981 262,676 850 113,857 1,831 376,533
平成24年度 442,035 1,222 327,240 842 112,786 2,064 440,026
平成25年度 496,151 1,304 349,127 1,097 146,943 2,401 496,070
平成26年度 490,103 1,235 330,856 1,188 159,159 2,423 490,015
平成27年度 473,553 1,045 280,491 1,436 192,486 2,481 472,977

全額免除 半額免除 計

免除予算額
(千円)

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) キャンパスマスタープランの整備方針に基づき，学生寮の改修・新築や，課外活動

施設等の福利厚生施設の整備行い，安全性，学習環境の改善を図った。 

経済的支援についても，平成 27 年度までに支援額を拡充し，学士課程・大学院課程併せて 24％

の学生に体して授業料等の免除を行っている。また，Web 上に申し込みシステムを確立するなど学

生の利便性の向上と負担の軽減を行っており，良好と判断する。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

該当なし 
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○小項目 3「学生が，その能力，適性及び意欲に応じて，主体的に進路を選択できるよう，適切なキ

ャリア支援を行う」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 1-3-3-1「大学入学後の早期から学習する意義や目的を明確化させるために，インターンシップ

やキャリアパスに関する教育を実施する」に係る状況【★】 

 

［キャリア教育の推進］ 

平成 23 年４月「山口大学キャリア教育の基本方針」を定め，平成 25 年度入学者からキャリア教

育科目を１年次の「知の広場」と３年次の「キャリア教育」として必修化し，入学後早期の段階に

おいて，大学で学ぶ意義を理解させ，４年間を通して授業と授業以外の取組を連携させた効果的な

教育に取り組んだ。 

平成 25 年度から，文部科学省「産業界のニーズに対応した教育改善・充実体制整備事業（平成 24

年度採択）」として，山口県内の産業界のニーズをくみ取りながら学生のキャリア形成支援を充実

させるため，山口県立大学・梅光学院大学・徳山大学と連携し，県内大学生等を対象とした「やま

ぐちインターンシップ＆キャリア学習フェア」を開催した。また，同事業の一環として本学の就職

コーディネーターと地元企業等が協働し，企業側のニーズを反映した「協働型インターンシッププ

ログラム」構築し学生の能力向上及びキャリア形成を支援した（平成 26 年度参加学生数 37 名）。

一方，対人関係の苦手な者，精神面の不安定さから活動できない者，留年を重ねて意欲が落ちてい

る者を支援するため，平成 25 年度には所属学部や学生相談所と連携して，就職支援室でアルバイト

として雇用し，「職場」訓練をさせた結果，当該学生が内定を得た。平成 27 年度からは，学内協働

型有償インターンシップを実施し，創基 200 周年記念行事をはじめとした本学主催イベントの企画・

運営に参画させることで学生の成長を促している。 

以上の活動により，インターンシップ参加学生数・受入企業数は，平成 22 年度には 265 名・132

社であったが，平成 26 年度には 438 名・198 社となり，両方とも順調に伸びている(資料 AA-1，2，

3，4)。 

 

［正課外活動によるキャリア形成］ 

本学が授業外の学習機会として最も力を注いでいるのが「学内業界・企業研究会」である。学生

はキャンパスにいながら，授業時間外に企業や官公庁の方から対面方式で業界動向や会社・仕事の

話を聞き自らのキャリアを考える。平成 12 年度から徐々に規模を拡大し，平成 26 年度には 11 月か

ら２月までの 66 日開催し，496 機関と延べ 6,858 名の学生が参加した。その他，「就職講演会」や

個々の学生に応じた多彩な授業外のイベントを実施している。経済・社会を学ぶ機会の少ない人文

学部や自然科学系の学生には，平成 26 年度「人文学部の学生のための経済を理解する講座」（８回

57 名参加），「理系大学院生のための業界研究・企業研究」（３回 116 名参加）を開催した。その

他１day 学習会，キッカケセミナーなど個々の学生に応じた多彩なメニューを提供して，主体的なキ

ャリア形成を支援し，就職後援会については平成 22～26 年度まで平均で約 1,450 名／年，累計で

7,241 名の学生の参加を得ており，授業外の学内イベントについては，平成 26 年度だけで約 1,600

名の学生が参加している。 
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これらの学修機会の提供のほか，就職支援室には，授業の学習課題とも連動させ，就活面接対策

本や業界研究本に加え，『働く』を研究する書籍（616 冊：平成 27 年７月），大学生の『基礎力』

を学ぶ書籍（576 冊：平成 27 年７月）を揃え，自主的な学習の環境を整えている(資料 AA-5，6，7，

8)。 

 

［企業への卒業生及び修了生についてのアンケート調査］ 

平成 25 年度の学内業界・企業研究会への参加企業等に「山口大学卒業生及び大学院修了生につい

てのアンケート調査」を実施し，292 社から回答を得た。能力（印象）を企業ごとに本学卒業生と新

卒採用者全体を比較すると，全ての能力において本学卒業生は新規採用者全体の印象よりも高い評

価を得た。企業等が重要と判断する能力を上位３つまで選択する設問では，多数の企業が「主体的

実行力」，「誠実・責任感」，「協調性」及び「問題解決力」を１位とした。また，企業が重要と

判断する項目の１位から３位までを見ると，これらの４つの能力に加え，「ストレスコントロール

力」が挙がっている。本学卒業生が高く評価されている能力は．「主体的実行力」，「課題発見力」，

「問題解決力」及び「ストレスコントロール力」である。このアンケート結果から，本学卒業生は，

新卒採用者全体よりも高い評価を受けており，企業等が求める能力を身につけていることがうかが

える(資料 AA-9)。 

 

【資料 AA-1】キャリア教育の基本方針(出典：本学 Web ページ) 
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【資料 AA-2】キャリア教育科目シラバス（出典：平成 27 年度 Web シラバス） 

○知の広場(１年生対象：必修科目） 

 

○キャリア教育（３年生対象：必修科目） 
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【資料 AA-3】インターンシップ実施状況（出典：就職支援室作成） 

Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７

受入れ企業数 132 138 114 163 198 138

山口県インターンシップ推進協議会 252 223 228 265 272 194

公募型インターンシップ 13 18 14 57 129 69

協働型インターンシップ（文部科学省

補助金事業）注
― ― ― 41 37 ―

265 241 242 363 438 263

参加
学生
数

学生数計

インターンシップ参加学生数＆受入企業数の推移

注）協働型インターンシップとは本学コーディネーターがインターンシップ受入機関とともにプログラムを
作成したインターンシップ  

 

【資料 AA-4】インターンシップ＆キャリア学習フェア（出典：就職支援室作成） 

インターンシップ＆キャリア学習フェア開催状況

平成25年度

日時 名称 場所
参加企
業数

山口大
学学生

県内他大

学学生

参加学
生数計

実施内容

平成25年7月10日 インターンシップ合同説明会in山口大学 山口大学共通１番教室 7 250 ― 250 各企業によるインターンシップＰＲ及びブース別説明会

平成25年11月9日 やまぐちインターンシップ＆キャリア学習フェア2013 セントコア 30 123 55 178 各企業によるインターンシップＰＲ及びブース別説明会

平成26年度

日時 名称 場所
参加企
業数

山口大
学学生

県内他大

学学生

参加学
生数計

実施内容

平成26年7月16日 やまぐちインターンシップ＆キャリア学習フェア2014夏 山口大学共通１番教室 20 150 ― 150 各企業によるインターンシップＰＲ及びブース別説明会

平成26年11月8日 やまぐちインターンシップ＆キャリア学習フェア2014秋 セントコア 27 56 53 109
シンポジウム～学生にとって有意義なインターンシップ～及
び個別相談会

平成26年12月25日 やまぐちインターンシップ＆キャリア学習フェア2014冬 山口グランドホテル 25 100 75 175
インターンシップ参加学生によるスピーチ、スピーチ大賞選
出及び交流会

平成27年度

日時 名称 場所
参加企
業数

山口大
学学生

県内他大

学学生

参加学
生数計

実施内容

平成27年7月4日 やまぐちインターンシップ＆キャリア学習フェア2015夏
山口大学経済学部第２大
講義室

22 153 40 193
講演会「インターンシップを就職活動に役立てよう」、各企業
によるインターンシップＰＲ及びブース別説明会

平成28年1月15日 やまぐちインターンシップ＆キャリア学習フェア2015冬 山口グランドホテル 100
パネルディスカッション：学生・企業双方にメリットのあるイン
ターンシップを実現するために その他交流会等  
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【資料 AA-5】学内業界・企業研究会開催状況（出典：就職支援室作成） 

延参加学生数 実数（人） 参加企業 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度
吉田教室方式 3,025 3,025 101 研究会参加企業数 397 425 428 476 500 496 545
常盤教室方式 178 178 16 参加学生実数 4,519 5,342 5,346 4,403 4,473 4,479 3,847
吉田ﾌﾞｰｽ方式 1,411 461 81 参加学生延べ 6,741 7,985 8,399 7,124 6,738 6,858 6,352
常盤ﾌﾞｰｽ方式 2,127 855 199

計 6,741 4,519 397
吉田教室方式 3,632 3,632 110
常盤教室方式 101 101 10
吉田ﾌﾞｰｽ方式 1,890 698 122
常盤ﾌﾞｰｽ方式 2,362 911 183

計 7,985 5,342 425
吉田教室方式 3,040 3,040 103
常盤教室方式 680 680 31
吉田ﾌﾞｰｽ方式 2,592 866 112
常盤ﾌﾞｰｽ方式 2,087 760 182

計 8,399 5,346 428
吉田教室方式 2,224 2,224 110
常盤教室方式 637 637 47
吉田ﾌﾞｰｽ方式 2,417 833 128
常盤ﾌﾞｰｽ方式 1,846 709 191

計 7,124 4,403 476
吉田教室方式 2,487 2,487 120
常盤教室方式 536 536 53
吉田ﾌﾞｰｽ方式 1,920 731 143
常盤ﾌﾞｰｽ方式 1,795 719 184

計 6,738 4,473 500
農学部day 343 123 8
吉田教室方式 2,392 2,392 132
常盤教室方式 555 555 59
吉田ﾌﾞｰｽ方式 1631 549 137
常盤ﾌﾞｰｽ方式 1937 860 160

計 6,858 4,479 496
農学部day 585 248 14
吉田教室方式 1,354 1,354 105
常盤教室方式 687 687 55
吉田ﾌﾞｰｽ方式 1703 681 137
常盤ﾌﾞｰｽ方式 2023 877 234

計 6,352 3,847 545

平成26年度

平成27年度

学内業界・企業研究会開催状況

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

0

1,000

2,000

3,000

4,000
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0

100

200
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平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度 平成27年度

学内業界・企業研究会参加状況推移

研究会参加企業数 参加学生実数 参加学生延べ

企
業
数

学
生
数
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【資料 AA-6】就職講演会実施状況（出典：就職支援室作成） 
年度 月日 時間 ｷｬﾝﾊﾟｽ 講師 講演題目 区分 参加学生数

10月20日（水） 14：30 ～ 16：00 吉田
 

教職教養ポイント講演～２０１０年採
用試験の傾向から見えてくるもの～

就職講演 約120名

11月20日（土） 14：30 ～ 16：00 吉田
「大学生よ、本を読め！」

キャリア教育 185名

11月24日（水） 16：30 ～ 18：00 吉田
エントリーシート作成についての講演

就職講演 約150名

14：30 ～ 16：00 常盤 約150名

18：00 ～ 19：30 吉田 約120名

12月22日（水） 14：30 ～ 16：00 常盤

理系学生の自己ＰＲ

就職講演 約120名

5月25日（水） 16：10 ～ 17：40 吉田
「大学で学んでおきたい仕事のルー

ル」
キャリア教育 約90名

11月16日（水） 16：30 ～ 18：00 吉田
エントリーシート作成についての講演

就職講演 約350名

11月2日（水） 16：10 ～ 17：40 吉田
教育時事・教育政策の重要ポイント
～２０１１年採用試験の傾向から見え
てくるもの～

教職 約120名

11月15日（火） 14：30 ～ 16：00 吉田 約350名

11月16日（水） 12：50 ～ 14：20 常盤 約100名

14：30 ～ 16：00 吉田 就職講演 約120名

16：10 ～ 17：40 吉田 キャリア教育 約140名

2月14日（火） 11：00～12：00 常盤
知って得する！ 山口県の産業・技
術・経済

キャリア教育 約50名

3月2日（金） 12：50 ～ 16：00 常盤
理系学生のための就職活動で役立つ
文章の書き方 就職講演 約100名

14：30 ～ 16：00 約400名

16：10 ～ 17：40 約140名

11月14日（水） 12：50 ～ 14：20 常盤
社会人で活躍する人になるための学
ぶ技術

キャリア教育 約140名

11月17日（土） 10：30 ～ 12：00 常盤
理系学生のためのエントリーシート入
門

就職講演 約200名

11月21日（水） 16：30 ～ 18：00 吉田
エントリーシート作成についての講演

就職講演 約200名

1月11日（金） 16：10 ～ 17：40 吉田
「白熱講演 ハーバード流“壁を超え
る技術」

学生企画 約100名

1月26日（土） 13：00～15：00 吉田
第一回 菊池省三先生講演会 in 山
口大学 学生企画 約50名

12:50～13:50 教職：教育3年 84名

16:10～17:10 教職：他学部3年 82名

14:30～16:00
今夏の教員採用試験のポイント（4年
生対象）

教職：全学部4年 114名

7月3日（水） 14：30～16：00 吉田
「大学生よ、キャリアを学べ」

キャリア教育 約500名

7月10日（水） 14：30～16：00 吉田
「大学生よ、キャリアを学べ」

キャリア教育 約500名

11月13日（水） 16：30 ～ 18：00 吉田
エントリーシート作成についての講演

就職講演 約160名

11月23日（土） 10：20～11：50 常盤
エントリーシート作成についての講演

就職講演 180名

12月18日（水） 14：30～16：00 吉田
「働く。なぜ？」

キャリア教育 約500名

12月20日（金） 17：00～19：00 吉田
「なりたい自分になる方法」

学生企画 約30名

1月22日（水） 14：30～16：00 吉田
「僕はミドリムシで世界を救うことに決
めました。」

キャリア教育 約500名

13:20～14:20 教職：教育3年 49名
16:10～17:10 教職：他学部3年 99名

14:30～16:00
今夏の教員採用試験のポイント（4年
生対象）

教職：全学部4年 99名

6月25日（水） 14：30～16：00 吉田
「自分の特性を理解し大学生活を有
意義に過ごす方法」

キャリア教育 約500名

7月22日（火） 17：45～19：15 吉田

「社会人」を目指すみなさんへ
～インフレからデフレ，そしてインフレ
の日本」講演会

学生企画 28名

2月11日（水） 12：00～13：30 常盤
エントリーシート作成についての講演

就職講演 270名

1月9日（金） 16：10～19：20 吉田
「なりたい自分になる方法」

学生企画 ５１名

13:20～14:20 3年生以下1回目 89名
16:10～17:10 3年生以下2回目 50名

14:30～16:00
教員採用試験のポイント（4年生対
象）

教職：全学部4年 114名

10月13日（火） 16：30～19：00 吉田
「スタートダッシュ就活セミナー」

学生企画 50名

2月10日、11日 10：00～17：00 常盤
「身だしなみ＆メイク講座」

学生企画 約30名

2月11日（木） 11：00～12：30 常盤
エントリーシート作成についての講演

就職講演 200名

注）学生企画とは公益財団法人山口大学後援財団の支援を得、「学生の社会人基礎力育成事業」として、学生が主体的に企画、実施する講演会

就職講演

平成23年度

 

「大学生に伝えたい！ カン違いしな
い就職活動」

平成22年度
「適性検査・筆記試験 ～採用担当
者の視点を学び、準備の方法を考え

大学生に学んでほしい「起業家たち
の熱き想い」

12月8日（水）

11月18日（金）

キャリア教育

平成27年度

「プロフェッショナルサラリーマン」
キャリア教育

平成26年度

平成24年度

教員採用試験の概要（3年生対象）

4月10日（水）

平成25年度

11月13日（火） 吉田

吉田

4月9日（水） 吉田

教員採用試験の概要（3年生対象）

4月15日（水） 吉田

教員採用試験の概要（3年生対象）
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【資料 AA-7】キャリア形成に関する平成 26 年度学内イベント実施状況（出典：就職支援室作成） 

イベント名 回数 参加学生数
エントリーシート勉強会 9 42
グループディスカッション練習会 3 14
就活スタートセミナー 1 13
集団討論練習大会 2 39
難関エントリーシート勉強会 1 20
面接練習会 22 81
はるやま 服装相談会 2 40
バスツアー（「お菓子でつながる柳井の会社」：柳井市） 1 19
１day学習会（広告業界の仕事を学ぶ） 1 6
１day（損害保険業界） 1 10
１day学習会（損害サービス部門の仕事） 1 4
１day学習会（女性としての働き方） 1 12
１day学習会（県庁の仕事を学ぶ） 4 22
１day（働き方を考える） 1 11
１day学習会（キャリアカウンセラーの仕事） 2 4
１day学習会（マーケティングを学ぶ：食品) 1 9
1day学習会（人材コンサルティング職） 1 13
１day学習会（損害保険） 3 26
１day学習会（マーケティング） 1 9
１day学習会（グローバルに働く） 1 20
キャリア学習セミナー外食産業で働く力を学ぶ 1 10
学内OBOG訪問 ㈱ディスコ 2 12
学内OBOG訪問 ㈱リクルート 1 4
学内OBOG訪問（FP） 1 1
学内OBOG訪問（JA西日本くみあい飼料㈱） 2 3
学内OBOG訪問（明石被服興業㈱） 2 5
学内OBOG訪問（キューサイ㈱） 2 8
学内OBOG訪問(西京銀行) 1 8
学内OBOG訪問(日立製作所) 2 35
シゴトの話（教育業界の仕事） 2 9
シゴトの話（銀行の仕事） 6 21
キッカケセミナー（エアライン業界） 2 27
キッカケセミナー（放送業界） 2 13
キッカケセミナー（旅行業界） 1 9
キッカケセミナー（市役所のシゴト） 1 33
「日経電子版」スマホで新聞の読み方講座 2 11
人文学部の学生のための経済を理解する講座 8 57
新聞の読み方講座 2 9
新聞の読み方講座（1・2年生） 1 5
新聞の読み方講座（朝日） 3 47
新聞の読み方講座（教員・公務員志望者向け） 1 7
新聞の読み方講座（業界研究・企業研究編） 3 19
新聞の読み方講座（業界研究・ビジネス理解編） 10 81
新聞の読み方講座（業界研究編） 10 68
新聞の読み方講座（経済および政策理解編） 4 26
新聞の読み方講座（時事問題対策、新聞活用法） 1 7
新聞の読み方講座（就職活動 応用編） 6 105
新聞の読み方講座（日経） 1 101
新聞の読み方講座（入門編） 5 43
新聞の読み方講座（読売） 1 38
新聞を活用した業界研究 5 90
日経TEST説明会 2 15
日経TEST説明会・勉強会 4 17
日経ＴＥＳＴ勉強会 16 109
理系大学院生のための業界研究・企業研究 3 116
コミュニケーションセミナー 1 16 その他
※学内業界・企業研究会開催会場でのイベントは含まず

2014年度実施 学内イベント 参加者数

就
職
活
動
支
援

社
会
・
経
済
を
知
る

仕
事
を
知
る
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【資料 AA-8】図書館キャリア学習・就職活動支援コーナー 

 

（出典：Library News Letter 通号 15 号  

    http://www.lib.yamaguchi-u.ac.jp/lib-nws-ltr/pdf/library_news_letter%2815%29.pdf） 
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【資料 AA-9】山口大学卒業生及び大学院修了生についてのアンケート調査結果（平成 25 年度） 

（出典：就職支援室作成） 

A:山口大学卒

業生の印象

B:新卒採用者

全体の印象

比較値(%)

(A÷B)
１位 ２位 ３位 総合

1
社会が求める規律性や倫理
観がある

4.23 3.87 109.3 6.8 3.0 1.9 3.9

2 基礎的な学力・教養がある 4.27 3.82 111.8 3.4 2.6 2.3 2.8

3 誠実で責任感がある 4.29 3.86 111.1 14.7 12.8 10.2 12.5

4 主体的で実行力がある 3.79 3.15 120.3 28.6 10.9 7.9 15.8

5 創造力・企画力がある 3.56 3.13 113.7 3.0 4.9 3.8 3.9

6 課題発見力がある 3.71 3.20 115.9 1.9 6.8 4.9 4.5

7
問題解決のための計画力・
実行力がある

3.79 3.26 116.3 10.2 18.8 6.8 11.9

8
常に新しい知識や能力を得
ようとする力がある

3.88 3.60 107.8 7.1 9.4 6.4 7.6

9
新たな取り組みや環境に対
する適応力がある

3.85 3.47 111.0 4.5 5.3 7.5 5.8

10
ストレスコントロール力が
ある

3.70 3.11 119.0 3.0 6.8 16.9 8.9

11
他者との意見や立場の違い
を理解する柔軟性がある

3.93 3.73 105.4 0.4 5.6 7.9 4.6

12
協調性がありチームで仕事
をする力がある

4.14 3.93 105.3 13.9 10.9 17.3 14.0

13
表現力・プレゼンテーショ
ン能力がある

3.67 3.39 108.3 1.1 2.3 2.6 2.0

14
国際的に活躍できる語学力
や異文化対応能力がある

3.23 3.03 106.6 1.5 0.0 3.8 1.8

15
総合的に採用に満足してい
る

4.21 3.70 113.8

企業が重要と判断する項目(%)
番号 区分

5段階評価(ポイント)とAとBの比較値

(回答企業数:292社)  

(実施状況の判定) 実施状況がおおむね良好である。 

(判断理由) 平成 23 年度に「山口大学キャリア教育の基本方針」を定め，平成 25 年度入学者か

らキャリア教育科目を１年生「知の広場」と３年生「キャリア教育」で必修化し，学内業界・企

業研究会，講演会，インターンシップなど多様で多彩な学習機会を提供している。また，企業等

に実施したアンケート調査において，本学卒業生は新卒採用者全体と比較すると高い評価を受け

ており，企業等が求める能力を身につけていることが確認できる。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

人文学部 観点「進路・就職の状況」 

経済学部 観点「進路・就職の状況」 
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計画 1-3-3-2「全学的な就職支援体制をさらに充実するとともに，国内での就職を希望する留学生に

対する就職支援活動についても充実させる」に係る状況【★】 

 

[全学的な就職支援とその拡充] 

学生支援センターの下に就職支援部を置き，山口地区及び宇部地区に就職支援室を設置し，担当

教職員を配置して，学生からの就職に関する相談，求人情報の提供，就職関連の図書の斡旋を行っ

ている。山口地区においては週５日，宇部地区においては週１日就職アドバイザーを配置して，就

職相談に対応し，平成 22～26 年度の年度当たりの相談学生数は約 640 人である(資料 AB-1)。また，

山口県若者就職支援センター「YY ジョブサロン」と連携し，就職相談コーナーを週１回，山口地区

及び宇部地区の就職相談室で開設し，履歴書添削や面接指導等の個別相談や，エントリーシート対

策会，グループディスカッション練習会等を行っている。平成 25 年７月，山口地区の就職支援室に

常勤の事務職員を１名増員（常勤４名，非常勤２名体制）し，同時に就職支援室のフロアを２倍の

広さにして，支援の環境を充実させた。 

そのほか，平成 24 年度に首都圏での活動拠点として山口大学東京事務所を開所し，学生の首都圏

での就職活動を支援するとともに，平成 26 年度からは東京事務所と就職支援室をテレビ会議システ

ムで接続して，東京で就職活動をする学生の相談体制を整備した。 

平成 23 年度からは，各部局の就職担当教員との連絡会議を定期的に開催し全学的に課題や情報を

共有している。毎週月曜日には３，４年生及び修士課程の学生（5,008 名：平成 27 年４月現在），

就職担当教員宛に「学生支援センター／就職 NEWS」をメール配信し，最新の就職情報を周知してい

る。加えて平成 26 年度 11 月からは，毎月，低学年の学生を対象（3,819 名：平成 27 年４月現在）

にキャリア学習 NEWS のメール配信を始め，インターンシップやキャリア学習プログラムの紹介，就

職支援室の本を紹介しキャリア学習支援を行っている。また，平成 28 年３月卒業者から対象となっ

た「就職活動時期後ろ倒し」については，学内関係者に対する FD 研修会を開催し，また，平成 26

年 12 月には対象となる全学生とその保護者に対して，留意事項を送付し注意を喚起した。 

平成 26 年度から，既に就職活動を終えた４年生を「ワーク・アシスタント制度(経済的に厳しい

状況にある学生を支援する制度)」により採用し，学内業界・企業研究会に参加する下級生の就職相

談の対応を任せ，参加学生に好評であった。 

平成 24 年度に「山大キャリア.net」を構築し，各種説明会等の予約を Web 上で行えるようにし，

学生の出身地や希望職種などに応じた情報の提供を行っている。平成 26 年度には，個々の学生の就

職活動状況を各学部と就職支援室の双方で，リアルタイムに把握できるシステムを稼動して，内定

を獲得していない学生を抽出し，学内企業説明会等の周知を行うなど，個別の支援を行っている。  

毎年卒業・修了者を対象に「就職活動に関するアンケート調査」を実施し，卒業生等から本学の

就職支援への評価を得ている。平成 26 年１月から３月に実施した調査結果では 53.7％が「とても良

かった」又は「良かった」との回答を得るなど高い評価を得ている。また，平成 25 年６月 17 日付

け日本経済新聞で，「就業力が育つ大学ランキング」で全国第 15 位の評価を得た。大学の就職支援

などを聞いた「就業観分野」では山口大学が首位の評価であった(資料 AB-2，3)。 
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[日本での就職を希望する留学生への就職支援] 

日本企業への就職を希望する留学生に対する就職支援として，メールマガジン及び所属学部・研

究科の掲示板，留学生センターの掲示板を利用して，求人情報や就職セミナーの開催情報を提供し，

個別の相談に応じている。平成 21 年から「留学生就職支援フェスタ・イン・山口」と題した就職説

明会を開催しているほか，平成 22 年度以降は留学生向けの実践的なインターンシップや留学生対象

の共通科目「留学生のための日本企業文化理解講座」を開講し，毎回様々な企業から講師を招き日

本企業文化の理解を促している。平成 24 年度には文部科学省「留学生交流拠点整備事業」の推進機

関に認定され，さらに，平成 28 年１月には山口市会場及び下関市で「留学生と企業経営者との交流

会」(資料07-1)を開催して，企業等と連携しながら留学生のキャリア形成を支援している(資料AB-4)。 

 

【資料 AB-1】就職アドバイザー相談件数（出典：就職支援室作成） 

アドバイザー相談対応学生数（吉田キャンパス）
人文 教育 経済 理学 医学 工学 農学 共同獣医 国際総合 計

平成22年度 88 24 169 47 0 5 53 386
平成23年度 143 99 209 139 0 9 101 700
平成24年度 118 60 264 115 0 1 85 0 643
平成25年度 193 75 322 183 0 5 137 0 915
平成26年度 83 64 216 75 1 10 99 3 551
平成27年度 275 185 518 135 0 7 229 2 0 1351
関連大学院を含む、共同獣医は平成24年度設置、国際総合は平成27年度設置
学生支援センター教授や職員の相談対応は含んでいない  

 

【資料 AB-2】山口大学の就職支援への評価（出典：就職支援室作成） 

 

 

 

 

 

 

 

（平成 21 年度～23 年度は 100 点満点で何点ですか）

平成２１年度卒業・修了者 

平成２２年度卒業・修了者 

平成２３年度卒業・修了者 
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山口大学の就職支援・キャリア支援 

 

 

 

 

【資料 AB-3】「親と子のかしこい大学選び 2014」の「就業観〕編で第１位の本学ニュース記事 

（出典：本学 Web ページ http://www.yamaguchi-u.ac.jp/topics/2013/_3103.html） 

 

  

平成２４年度卒業・修了者 

平成２５年度卒業・修了者 
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【資料 AB-4】外国人留学生の就職支援取組状況（出典：学生支援課作成） 

行事 回 開催日・期間 参加企業数 参加者数・受講者数

留学生就職支援フェスタ・

イン・山口 

1 H21.8.11 6 103 名 

2 H21.12.25 4 130 名 

3 H22.6.11 3 － 

4 H23.6.26 6 － 

5 H24.6.3 3 － 

6 H25.8.8 3 23 

7 H26.7.19 3 31 

留学生のための日本企業

文化理解講座 

1 H22年度後期 12 － 

2 H23年度後期 12 － 

3 H24年度後期 12 58 

4 H25年度後期 14 42 

5 H26年度後期 16 46 

6 H27年度後期 14 40 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由)  平成 25 年度に就職支援室のスタッフ及びフロア面積の拡充を行い，平成 26 年度に

は山口大学東京事務所とテレビ会議システムで接続し，また，学生個々の就職活動状況が各学部

と就職支援室でリアルタイムに把握できるシステムを稼働し，学生の支援を行っている。 

 日本企業への就職を希望する留学生に対して，求人情報及び就職セミナーの開催情報を提供し，

また，留学生の山口県内の企業への理解を深め，企業経営者との交流を図る取組を行っている。 

 卒業生を対象にしたアンケート調査での高評価や日本経済新聞 「就業力が育つ大学ランキン

グ」の「就業観分野」での首位など，高い評価を得ており，良好と判断した。 

 

【現況調査表に関連する記載のある箇所】 

該当なし 

 

②優れた点及び改善を要する点等 

(優れた点)なし  

(改善を要する点)なし 

(特色ある点)①「自主活動ルーム」を設置し，学生の自主活動への支援を行い，適切な市民活動

情報の提供，各種相談への対応，山口大学教育研究後援財団と連携した取組を行っ

ている。おもしろプロジェクトによる学生の多様な活動を支援しており，活動を通

じて地域社会を活性化している。学生は，これらの活動を通じて社会人基礎力や問

題解決能力を身に付け，利用者が増加しており，特色ある点とした。(計画

1-3-1-2)(p.138-139) 

 



山口大学（研究） 

167 

 

２ 研究に関する目標(大項目)  

(１)中項目１「研究の実施体制等に関する目標」の達成状況分析 

①小項目の分析 

○小項目 1「拠点形成を行う分野及び社会からの要請が高い分野への研究者（博士研究員ポスト等）

の重点配置や，研究推進体における組織形成の支援を行うとともに，若手研究者への研究支援の充

実を図る」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 2-1-1-1「学長のリーダーシップのもとに，拠点形成を目指す特定分野に対して，期限付き研究

者(博士研究員ポスト等)の重点配置を行う」に係る状況【★】  

[山口大学の研究推進支援体制] 

本学では，研究を推進するため，「大学研究推進機構(p.174)」を設置し，マスタープランによる

研究基盤・研究環境を整備(p.182-183)することにより研究力の強化を図るとともに，URA を配置し，

また，「若手研究者支援プロジェクト(p.174)」，「テニュアトラック事業(p.167-168)」，「女性

研究者研究活動支援事業(p.175)」等の制度等を通して，研究者の支援及び研究支援人材の育成を行

っている。さらに，「研究推進体(p.171,199)」，「研究拠点群形成プロジェクト (p.171)」制度の

導入，「時間学研究所(p.207-208)」及び「先進科学・イノベーション研究センター(p.204)」を設

置して，本学の特色ある教育研究活動を推進し，科学技術イノベーションの実現(p.234-235)及び知

的財産の管理・活用(p.218-219)を進め，研究成果を発信(p.213)している。 

 

[博士研究員等の配置状況] 

世界水準の研究推進拠点や地域の課題研究推進拠点の形成を目指して本学独自の分野横断的，学

際的プロジェクト研究を進める「研究推進体(p.171)」（平成 27 年度に「研究拠点群形成プロジェ

クト」に名称変更）制度において，ポスドクの戦略的な配置方針の下，公募及び審査を経て４研究

推進体に学術研究員(期限付き)延べ８名を平成 24～26 年度にかけて配置した。 

また，平成 26 年度に研究推進核の形成を目的として開始した学長裁量経費による「新呼び水プロ

ジェクト（研究拠点形成型）(p.171)」（平成 27 年度に「研究拠点群形成プロジェクト」に名称変

更）の各プロジェクトにおいて，難治性疾患トランスレーション研究拠点，生命医工学研究センタ

ーに学術研究員各１名，中高温微生物研究センターに研究補助員３名を配置した。 

さらに，「時間」という観点から新たな学際領域の創造と文理融合による研究成果の社会への還

元を目指す時間学研究所(p.207-208)には，平成 27 年末現在，特命助教２名，学術研究員１名を配

置している(資料 AC-1)。 

 

[テニュアトラック(以下「TT」)制度の導入等による若手研究者の登用] 

平成 23 年度からは文部科学省人材育成費補助金の制度に則った TT 制度を導入・推進しており，

平成 27 年度末現在で 11 名の TT 教員を採用している。平成 25 年度に科学技術振興機構（JST）によ

り実施された文部科学省「TT 普及・定着事業」の中間評価では全ての理系部局に同制度が浸透して

いる点が評価され，機関の総合評価で「S」評価を受けた。 

平成 26 年度，文部科学省「科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業」に共同実施機関とし

て採択され（代表機関：広島大学），「未来を拓く地方協奏プラットフォーム」をテーマに中国・

四国地方の国公私立大学・企業と協同し，イノベーション創出人材の実践的養成・活用や TT 制度を

通じて，若手研究者の流動性を高めつつ安定的な雇用を確保しながらキャリアアップを図る仕組を

構築している。 

これらの支援期間を経て，平成 28 年度から，本学独自の「若手研究者雇用推進事業(自主事業)」

を構築し，毎年度２名の TT 教員を国際公募により採用し，研究環境整備費(部局管理費及び制度管

理費)を支援することとしている。 

TT 教員の顕著な業績の１つとして，理工学研究科環境共生化学分野の上條准教授が，通常の条件

では変換が極めて難しい飽和炭素−水素(sp3 C–H)結合の選択的な切断と官能基化を実現する新しい

手法を創出する研究で「Thieme Chemistry Journal Award 2015」を受賞した。この賞は，毎年，有
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機化学分野の有望な若手研究者を選出し表彰する国際賞であり，本業績をはじめとした優秀な TT 教

員の活躍は，全学的な研究体制の強化に繋がっている(資料 AC-2，3，4，5)。 

 

【資料 AC-1】研究推進体ポスドク配置状況（出典：山口大学 学術研究部 研究推進課作成） 

1 坂井田 功 大学院医学系研究科（医） 教授
次世代型再生細胞治療法の確立を目指したトラン
スレーショナルリサーチユニット

1 1 2

2 藤島 政博 大学院理工学研究科（理） 教授 微生物の機能進化と環境適応 1 1 2

3 中井 彰 大学院医学系研究科（医） 教授
ストレス応答と関連した難治性疾患の克服のため
の戦略

1 1

4 兵動 正幸 大学院理工学研究科（工） 教授
深海底地盤におけるメタンハイドレートの資源開発
及び二酸化炭素貯留研究

1 1 1 3

計 3 4 1 8

所 属 職 名
平 成
24 年 度

平 成
25 年 度

合 計

(延 人)
研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 名

平  成
26年度

番号 研究代表者

 
 

【資料 AC-2】テニュアトラック普及・定着事業中間評価（出典：科学技術振興機構 Web ページ） 
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【資料 AC-3】科学技術人材育成のコンソーシアムの構築事業の概要（出典：山口大学 Web ページ） 

【事業の概要】 

本事業は、中国四国地方の国公私立大学、企業等が産官学コンソーシアムを構築し、イノベーション創出実践力養成プログ

ラムとテニュアトラック導入等を通じて若手研究者の自立・流動化を推進するものです。 

 本コンソーシアムでは、研究力・企画力の養成、長期インターンシップ、シーズ、ニーズの出会いの場の提供、マッチング支援、

テニュアトラック研究者の公募、選考、および女性枠などの多様な雇用形態の導入等のリソースを共有化したプラットフォームを

形成し、博士人材や若手研究者が、イノベーション創出人材として持続的に育つように支援します。 

 本コンソーシアムによる優秀なイノベーション創出人材の育成を通して、地方の競争力強化、ひいては中四国から日本の未来

を拓くことが期待されます。 

【イノベーション創出人材の実践的養成・活用プログラム】 

知識基盤社会においては、製品開発を中心としたイノベーションのみならず、サービス、さらにはデザイン思考に基づくイノベー

ションの創出も不可欠となっています。また、日々進展するグローバル化の中で、企業の経営戦略、国・地方自治体の産業及び

科学技術政策の立案にも、国際的な視点やビッグデータに基づく先端的な知識・解析力が必要となってきています。中国四国

地方では過疎化や少子高齢化が進み、農業分野も自由化の波に晒される中、過疎地域や中山間地域の振興も重要な課題で

す。 

 本取組では、これまでのような理工系、人社系の枠組みにとらわれず、若手研究人材が異なる領域にも果敢に挑戦すること

で、社会を変革する意識と情熱を持った人材を育てることを目指します。特に、このように社会が国際化し多様化する状況下に

おいては、女性や外国人の活用を積極的に進める必要があります。 

 本プログラムでは、コンソーシアム構成機関に所属する若手研究者（博士後期課程学生を含む）を対象として、企業、自治体

等との連携を通じて、実際の企業の課題解決や社会の課題解決に貢献する機会を提供し、共同研究（クロスアポイントメントの

可能性を含む）や PBL（課題解決型学習）に基づくインターンシップ派遣の形で具現化します。また、このような社会の多様な場

での活躍を可能とするトランスファラブルスキルの養成を行うことで、若手研究者の実践的な要請と効果的な活用を図ります。 

【テニュアトラック導入による若手研究者の自立・流動促進プログラム】 

コンソーシアムを構成する機関を中心に、有望な若手研究者を国内外から共同で公募・選考し、テニュアトラック研究者として

採用します。採用後は、PI として自立して研究活動が行える環境を用意したうえで、多用な雇用・流動形態（ラボローテーション、

クロスアポイントメント含む）の導入により、他機関の研究者とのネットワーク構築、武者修行の場を提供し、最終的な受入先との

マッチングを図ります。また、若手研究者の公募・選考に際しては、主としてコンソーシアムを形成する代表機関及び共同実施機

関での最終的な雇用を想定していますが、連携機関等でも候補者をスカウトできる仕組みを用意することで、より多くの優秀な若

手研究者に雇用の機会を提供します。 

 

【資料 AC-4】テニュアトラック教員の採用状況（出典：山口大学 学術研究部 研究推進課作成） 
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【資料 AC-5】テニュアトラック教員の研究活動の状況（出典：山口大学 Web ページ） 

 

年月日 研究活動の状況(本学の Web ページ) 

2016.03.30 西形准教授が有機合成化学協会の「東ソー研究企画賞」を受賞 

2016.03.30 西形准教授が日本化学会の「第 30 回若い世代の特別講演賞」を受賞 

2016.03.30 
「エネマネハウス 2015」で、大学院理工学研究科の内田文雄教授、樋山恭助准教

授らのプロジェクトチームが「優秀賞」と特別賞「地方創生賞」を受賞 

2015.10.19 
樋山准教授がマサチューセッツ工科大学との共同研究により地域毎の自然換気効

率の評価手法を開発し、Energy 誌（IF=5.153）に掲載 

2015.10.19 山本助教が「第 30 回時間学セミナー」で話題提供 

2015.10.19 高野准教授が日本衛生動物学会の佐々賞を受賞 

2015.10.19 福士准教授が国際シンポジウムで優秀論文賞を受賞 

2015.08.27 
「エネマネハウス 2015」に理工学研究科の内田文雄教授、樋山恭助准教授らのグ

ループが採択 

2014.12.19 上條准教授が Thieme Chemistry Journal Award 2015 を受賞 

2014.12.02 西形准教授が有機合成化学協会九州山口支部の優秀論文賞を受賞 

2014.06.24 佐古田助教が「宇部興産学術振興財団 渡辺記念特別奨励賞」を受賞 

2014.05.21 樋山准教授が空気調和・衛生工学会論文賞（学術論文部門）を受賞 

2013.11.08 
西形准教授が、銅触媒による新しい３級アルキル化反応を開発し、アメリカ化学会

論文誌（J.Am.Chem.Soc .(IF=10.677)）に掲載！ 

2013.06.17 理工学研究科 樋山恭助 准教授が日本風工学会出版賞を受賞！！ 

2012.06.01 理工学研究科 テニュアトラック准教授 福士 将先生が国際会議で受賞！ 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由)  優れた点(p.197)に記述。 

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

   （なし） 
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計画 2-1-1-2「第Ⅱ期研究推進体（平成 21 年度～）で学際領域をキーワードとする推進体に対し

ては，新しい研究組織の形成を推進する」に係る状況【★】 

 

[研究推進体による新しい研究組織の形成支援] 

世界水準の研究推進拠点や地域の課題研究推進拠点の形成を目指して平成16年度に「研究推進体」

制度を創設し，第２期中期目標期間においては，分野横断的，学際的なプロジェクトを進める山口

大学独自の制度として定着してきた。 

平成 23 年度から，それまでの４分野（①低炭素社会の実現に貢献，②ライフサイエンス・医療分

野のイノベーション創出，③山口の歴史・社会・文化さらには東（南）アジアの歴史・社会・文化

の発展に貢献，④持続可能社会の実現に貢献）に加えて，近年頻発している自然災害への対応を考

慮した「⑤環境情報，気候変動予測，防災等に貢献」を追加し，公募・認定を行った。さらに平成

24 年度には，山口大学創基 200 周年（平成 27 年度）に合わせて「⑥山口大学創基 200 周年の歴史か

ら未来へと展開する文理融合型研究組織」を加え，６つの分野で公募し，平成 25 年度までに 21，平

成 27 年度に７の研究推進体を認定した。 

平成 27 年度には，平成 21 年度に認定した 12 の研究推進体が認定期間を終了することに合わせて

研究推進体制度を見直し，①将来の自立的拠点化を目指すタイプ A（認定期間：３年間）と，②世界

水準の研究や地域の課題研究を実施する学部・研究科の枠を超えた分野横断的，学際的プロジェク

トであり，将来の山口大学を代表する研究分野の開拓を目指すタイプ B（認定期間：５年間）に分け

て公募し，タイプ Aを３件，タイプ Bを４件認定した(研究課題一覧は資料 AI-1)。 

 

[研究拠点群形成プロジェクト] 

平成 22 年度から，世界水準への研究の活性化を目指し，その「呼び水」となるスタートアップを

支援するため，学長裁量経費による拠点形成型プロジェクト（呼び水プロジェクト）制度を導入し

た。競争的環境下で外部審査委員を加えた厳正な選考を経て，地域の特色を活かした研究，学内外

及び国内外の研究者の協同によって行うプロジェクト等を推進（総額２億９千７百万円）している。

この制度を，平成 26 年度からは研究推進核の形成を目的として，各プロジェクトに３年間の継続支

援を行い，４年目には自立拠点化を目指す「新呼び水プロジェクト（研究拠点形成型）」と改め，

平成 26 年度に４プロジェクトを採択した。さらに平成 27 年度には，名称を「研究拠点群形成プロ

ジェクト」と改め，申請枠を「先進（未来）科学インキュベーション枠」と「科学技術イノベーシ

ョン拠点創発枠」に分類することにより，研究拠点の育成からイノベーションの創造を支援できる

体制とし，４件を採択し８千４百万円を支援した(資料 AD-1，2)。 
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【資料 AD-1】呼び水プロジェクト採択一覧（出典：山口大学 Web ページ） 

 ＜採択件数＞ 

年度 申請件数 採択件数 
学長裁量経費予算額

（単位：円） 

平成 25 年度 53 10 75,598,000 

平成 24 年度 38 11 84,314,000 

平成 23 年度 64 12 84,561,340 

平成 22 年度 60 9 82,900,000 

＜採択プロジェクト一覧＞ 

年

度 
研究代表者所属 職 名 研究プロジェクト名 

平

成

25

年

度 

理工学研究科（工） 教授 B 型肝炎ウイルスから始めるワクチン生産技術の革新 

理工学研究科（工） 准教授 
C14 年代測定および歴史資料調査に基づく土石流災害発生域の歴史的災害リ

スク評価を通じた「時間防災学」の構築 

医学系研究科（医） 講師 心臓特異的な細胞内薬物送達システムの開発 

理工学研究科（工） 准教授 医薬品合成における省資源省エネルギープロセスの実現 

医学系研究科（医） 講師 マレイミド基板ペプチドチップを用いた新規血清抗体抗原エピ卜ープ解析法の作出

医学系研究科（農） 教授 
植物の皮膚の透過性～揮発性有機化合物放散吸収における植物／大気界面と

しての植物表層の機能解明～ 

医学系研究科（医） 助教 共シクナル分子に着目した難治性眼疾患に対する新規免疫療法の開発 

医学系研究科（医） 教授 時計遺伝子を基軸とした肝一瞬連関による代謝調節機構の解明 

医学系研究科（医） 准教授 血管肇縮シクナル伝達において、細胞骨格リモデリンクが果たす役割の解明 

理工学研究科（理） 助教 低温－高圧下での分子機能を常温－常圧下で実現するナノ空間デザイン 

平

成

24

年

度 

共同獣医学部 准教授 独自開発したウイルス受容体同定法の新展開 

医学系研究科（医） 講師 ハイースペク卜ルイメージングによる消化器癌の光学診断 

医学系研究科（工） 准教授 
生体組織およびナノテク複合材料における歪み－応力－含水率－温度の 3 次元

マ イクロ断層分布を同時検出する干渉画像計測システムの構築 

医学系研究科（医） 講師 
血管異常収縮のシグナル伝達機構解明を切り拓く、ナノ動態科学的アプローチに

よる生細胞の膜挙動解析 

理工学研究科（工） 助教 
包接構造を有する新規高分子素材を利用した高性能リチウムイオン二次電池の

開発 

理工学研究科（工） 教授 フォワードオスモシス（FO）による高効率水処理システムの開発 

大学研究推進機構 学術研究員 
プラスミドを用いないハイスループッ卜遺伝子操作法を利用したヒ卜転写因子ネッ

卜ワークの解析 

理工学研究科（工） 助教 
フォ卜フェン卜ン反応による大腸菌と NOM の同時処理技術開発と、フローサイ卜メ

ーターを用いた処理メ力二ズムの解明 

医学系研究科（医） 講師 タグ付抗体を利用した次世代型高感度抗体チップの開発と応用 

理工学研究科（工） 准教授 注視点駆動型の映像とのインタラクションによる小型モ二タにおける臨場感の向上

医学系研究科（医） 教授 がん微小環境における免疫抑制メ力二ズムに関する研究 

平

成

23

年

度 

医学系研究科（医） 助教 部分的リプロクラミンクによる心筋幹細胞の作製技術の開発と再生医療への応用 

理工学研究科（理） 教授 新規可視光応答型光触媒の創製 

医学系研究科（医） 教授 エピゲノム解析に基づいた子宮筋腫の発生－進展メ力二ズムの解明 

教育学部 教授 東 E 経済研究所所蔵資料をもちいた戦前期アジアの農産物－食料貿易の研究 

経済学部 教授 知的財産権侵害における損害賠償と不当利得 

医学系研究科（医） 准教授 ヒ卜への高病原性鳥インフルエンザウィルス感染に対する新規治療法の開発 

理工学研究科（工） 教授 
マンガン酸化物系ナノ構造材料を組み込んだレドックス－スーパーキャパシタの実

用化プロジェク卜 

理工学研究科（工） 教授 アドホック通信を活用した土石流監視システムの構築に関する研究 

附属病院 講師 新規の小腸再生伸長術ーその臨床応用に向けてー 

附属病院 講師 感染性角膜潰蕩及び癒痕形成の分子機序の解明と新規治療薬の開発 
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教育学部 教授 日本版包括的アプローチと生徒指導－教育相談研修プロクラムの開発的研究 

医学系研究科（農） 教授 がんの分子標的治療への応用をめさしたヒ卜脂質修飾タンパク質の網羅的探索 

平

成

22

年

度 

人文学部 准教授 社会的－道徳的問題処理モジュールの機能分化に関する国際比較研究 

医学系研究科（理） 准教授 アメーバ運動の自律的秩序形成メカニズム 

理工学研究科（理） 教授 
フレインコンピューティングに立脚した動脈硬化診断支援システムの実用化研究と

臨床応用 

理工学研究科（工） 教授 水素アシス卜コンセプ卜による次世代基幹グリーン燃焼システムの研究 

医学系研究科（工） 教授 有機合成化学を基軸とした生命及び環境化学への新しいアプローチ 

理工学研究科（工） 准教授 次世代 NBI に向けた高効率セシウムフリー負イオン源の開発 

農学部 准教授 妊娠期の感染における免疫応答と重症化および流産－不妊に関する研究 

医学部附属病院 助教 癌幹細胞をターゲツ卜とした次世代型癌免疫療法の開発 

時間学研究所 教授 ヒ卜と社会の時間的調和を目的とした基盤研究 

※呼び水プロジェクトは平成 22 年度～平成 25 年度。 

※全て単年度支援。 

 

【資料 AD-2】研究拠点群形成プロジェクト（新呼び水プロジェクト（研究拠点形成型））採択一覧（出

典：山口大学 Web ページ） 

＜採択件数＞ 

年度 申請件数 採択件数 
学長裁量経費予算額

（単位：円） 

平成 27 年度 12 4 43,000,000 

平成 26 年度 15 4 41,000,000 

＜採択プロジェクト一覧＞ 

年

度 
研究代表者所属 職 名 研究プロジェクト名 

平

成

27

年

度 

医学系研究科（工） 教授 生命医工学研究センター （２年） 

理工学研究科（工） 教授 
時空間軸統合衛星リモートセンシング技術の防災・減災への応用とその国際展開

（3 年） 

時間学研究所 教授 ブラックホール研究拠点の形成 （３年） 

理工学研究科（工） 教授 光・エネルギー研究センター （３年） 

平

成

26

年

度 

農学部 教授（特命） 中高温微生物研究センター （３年） 

医学系研究科（医） 教授 難治性疾患 トラストレション研究拠点 （３年） 

医学系研究科（工） 教授 生命医工学研究センター （１年） 

経済学部 教授 
山口大学－東アジア近代経済産業史研究センタ－創設 一東アジア地域アカイブ

国際連（（携ネットワーク形成と山口大学の国際中核拠点化－ （1 年） 

※平成 26 年度：新呼び水プロジェクト（研究拠点形成型），平成 27 年度以降：研究拠点群形成プロジェクト。 

※最大３年間支援。 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 特色ある点(p.198)に記述。  

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

   （なし） 

 

 

 



山口大学（研究） 

174 

 

 計画 2-1-1-3「持続的に世界水準の研究成果を生み出す基盤強化のため，若手研究者に特化した研究

支援施策を充実する」に係る状況 

 

[若手研究者に特化した研究支援] 

平成 20 年度から，若手研究者に対して研究経費（総額３千７百万円）を支援し，研究環境等の充

実を図ることで科学研究費獲得に繋げる「若手研究者支援プロジェクト」を実施している。応募資

格は，科研費（基盤研究 B・C，若手研究 A・B，挑戦的萌芽研究）の申請結果が不採択となった者の

うち審査結果が Aランクであった 40 歳未満の若手研究者(在職中１回に限る)とし，第２期中期目標

期間中に 76 名の若手研究者への支援を行い，内 54 名が次年度以降の科研費を獲得している。平成

24 年度の公募からは，科研費の応募及び本学の「科研費応募に係るブラッシュアップ制度」への申

請を義務付けている。この制度では科研費の採択率・採択金額の向上を目的として，各部局アドバ

イザー及び URA による科研費申請書のブラッシュアップを実施している。 

平成 25 年度からは，若手研究者の国際論文投稿を「質・量」ともに強化するため，「国際学術論

文セミナー」を開催しており，３年間で延べ約 515 名の教職員・学生が参加した。 

平成 26 年度には，「若手研究者の採用拡大の方針」を機関決定するほか，出国時に 45 歳未満の

教員を対象として６ヶ月から 18 ヶ月の海外派遣を支援することにより研究の発展を図り，国際的な

共同研究の加速に資することを目的とする「国際的研究連携プロジェクト」を導入して平成26年度，

27 年度各１名を支援した。また，TT 制度(p.167-168)を導入している(資料 AE-1，2，3)。 

 

[大学研究推進機構への再編・URA 部門の立ち上げ] 

本学の研究力の革新的な強化を目的として，平成 24 年４月に「産学公連携・イノベーション推進

機構」を「大学研究推進機構」に再編した。従来の機構は，知的財産の権利化や管理・活用を支援

して，共同研究・受託研究，そして大学発ベンチャー企業への展開や民間への技術移転等を通して

科学技術イノベーションを推進する役割を担い，主に研究の出口を中心とした支援を行っていた。

新たな機構では，これに加えて，研究の入口の段階から支援を行うこととし，機構内に「研究推進

戦略部」を置き，平成 24 年６月に同戦略部に「大学リサーチ・アドミニストレーター（URA）室」

を開設した。同年９月に文部科学省の「URA を育成・確保するシステムの整備事業」の採択を受け，

11 名の URA を３つのキャンパスに配置し，産学コーディネータとの連携により，大学としての研究

戦略の企画・立案・推進について，研究の入口から出口までを一貫して支援する体制を構築した。 

研究推進戦略部及び URA 室は，多岐にわたる研究支援活動を行っており，特筆すべきものとして

は，①先進科学・イノベーション研究センターの研究拠点(p.204)の支援，②大型の外部資金獲得に

向けた施策・実行，③科学研究費申請書のブラッシュアップ支援，④研究広報誌の英語版の発刊

(p.213)，⑤TT 普及・定着事業(p.167-168)の支援，⑥時間学研究所の国際共同研究拠点形成

(p.207-208)の支援がある。これらの活動により，全学的な研究力の底上げを図った結果，平成 27

年度の科研費新規採択率状況は 179 件（４億９千３百万円）となり，第１期中期目標期間終了時（平

成 21 年度）の 139 件（３億８千７百万円）と比べ，採択件数 28.7％，採択金額 27.3％の増となっ

ている(資料 AE-4)。 
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[女性研究者への支援体制] 

平成 26 年度には，地域及び世界で活躍する女性研究者育成のため，職場環境の充実と女性研究者

の研究力向上を目指して，「女性研究者支援推進本部（本部長：学長）」の下に女性研究者支援室

を設置した。同支援室は文部科学省の女性研究者研究活動支援事業（一般型）に採択され，研究補

助員制度の導入や妊娠・育児等のライフイベント支援など女性研究者が研究を続けやすい環境整備

に取り組んでいる。平成 27 年度にはさらなる支援体制の強化を目的として，専任のカウンセラー（臨

床心理士）の配置（対応件数のべ 74 件），着任後間もない女性研究者等に対して先輩研究者が仕事

上の疑問や悩みなどの相談に対応するメンター制度の整備を行ったほか，研究補助員制度について

は 16 件の利用があった。これらの取組や平成 24 年の男女共同参画推進室の設置等「男女ともが働

きやすい職場」を目指しダイバーシティ・キャンパスづくりに取り組んでいる点が評価され，平成

27 年度に山口県厚生労働局から「子育てサポート企業」として次世代認定マーク「くるみん」を取

得した(資料 AE-5，6，7)。 

 

 

【資料 AE-1】若手研究者支援プロジェクト（出典：山口大学 学術研究部 研究推進課作成） 

 ＜各年度予算額＞（単位：円） 

年度
H22年度
H23年度
H24年度
H25年度
H26年度
H27年度
計

3,900,000
37,600,000

予算額（単位：円）
6,900,000
6,000,000
8,900,000
6,900,000
5,000,000
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＜若手研究者支援状況及び支援を受けた若手研究者の科研獲得状況＞ 

年度 所属 職名 年齢 研究課題等 科研費獲得状況

教育学部 講師 32 チャイルドライン相談員へのヒアリング調査から見るナナメ関係の機能の対話論的解明
教育学部 講師 34 社会システムが規定する倫理意識：ソシオ・ロジック体系の実証的検討 24若手Ｂ，28挑戦的萌芽
理工学研究科（理） 講師 29 代数的位相幾何学の手法によるシューベルトカルキュラスの研究 24若手Ｂ
医学系研究科（医） 助教 34 小胞輸送における熱ショック転写因子HSF1の制御機構の解明
医学系研究科（医） 助教 34 女性腹圧性尿失禁に対する骨盤底筋訓練支援プログラムの作成 24若手Ｂ，28基盤Ｃ
医学系研究科（工） 准教授 39 スパースサンプリングを用いた信号・画像の特徴量抽出に関する研究 23基盤Ｃ
理工学研究科（工） 助教 29 高品質InGaNテンプレート上発光ダイオードの作製と評価 24若手Ｂ，28若手Ｂ
農学部 准教授 37 ネオスポラ感染症の犬の頭蓋内腫瘍性疾患発症への関与に関する研究 24若手Ｂ
農学部 准教授 37 増殖制限型エボラウイルスを用いたエボラウイルスの侵入メカニズムの解析 23若手Ｂ
医学部附属病院 助教 35 高サイトカイン血症で出生した早産児における血清ニューロフィラメント値の検討 23若手Ｂ

時間学研究所 教授 36 哺乳類時計遺伝子の発現機構および新規機能に関する研究
23若手Ｂ，26挑戦的萌
芽，28挑戦的萌芽

教育学部 准教授 37 中古品の越境移動と廃棄・リサイクルに関する政策研究 23若手Ｂ，26基盤Ｃ
医学部附属病院 助教 37 乳癌に対する乳管内抗癌剤直接注入療法の開発
理工学研究科（工） 講師 39 室町期池泉庭園の＜景観－空間＞構成
医学部附属病院 助教 39 男性不妊症に対するライディッヒ細胞を中心とした内分泌療法に関する基礎研究 24基盤Ｃ，27基盤Ｃ

農学部 教授 39 犬の癌に対する腫瘍溶解性ウイルスを用いた治療法の開発
24基盤Ｂ，24挑戦的萌
芽 27基盤Ｂ

経済学部 准教授 30 「不快原理」は人権制約原理たり得るか 26若手Ｂ
農学部 助教 35 機能改変によるプロピオン酸酸化共生機構の分子的解明
農学部 准教授 36 過湿土壌によって誘発されるコムギの「枯れ熟れ」の過程を解明する 26基盤Ｃ，27基盤Ｂ
理工学研究科（理） 講師 32 遷移元素と水素貯蔵体および供給体としての含水造岩鉱物－物質循環にはたす役割 25若手Ｂ
医学部附属病院 助教 39 DOC2bノックアウトマウスの糖代謝異常における病態解明 25基盤Ｃ
理工学研究科（工） 助教 28 地域社会の公共性向上にカーシェアリングが及ぼす影響に関する実証的研究 25若手Ｂ，28若手Ｂ
理工学研究科（工） 助教 34 噴霧燃焼特性の水素アシスト改善効果の解明
理工学研究科（理） 准教授 35 酸化タングステンのフォトクロミズム特性を利用したアミノ酸高感度検出法の開発 24若手Ｂ，28基盤Ｃ
医学部附属病院 助教 37 ナノマテリアル誘導ヒト自己骨髄細胞投与による次世代型肝再生修復法の開発 24若手Ｂ，26基盤Ｃ
理工学研究科（工） 准教授 35 大規模オープンソースソリューションのための信頼性評価法の開発 27基盤Ｃ
医学部附属病院 講師 32 バイオマーカーを用いた熱性痙攣重積における神経傷害の検討 27若手Ｂ

共同獣医学部 准教授 34 上皮幹細胞および上皮下筋線維芽細胞に着目した新規消化管透過・吸収試験モデルの開発
25挑戦的萌芽，27挑戦
的萌芽

共同獣医学部 助教 36 犬の腫瘍に関与する未知なるウイルスの網羅的探索 25若手Ｂ，28基盤Ｃ
理工学研究科（工） 准教授 37 部分再構成に基づくティペンタブル大規模オンチップネットワークの構成方式 27基盤Ｃ
医学系研究科（工） 助教 35 レーザー励起プラズマを用いた燃焼噴霧着火手法の確立とその物理 25若手Ｂ
共同獣医学部 助教 31 ウシＧＲＩＡ１遺伝子を指標としたホルスタイン種搾乳牛の胚回収プログラムの確立 26若手Ｂ
理工学研究科（工） 学術研究員 31 切断工程の要らない球状・板状シリコン単結晶育成のための基礎研究
医学系研究科（医） 助教 37 ゼブラフィッシュを用いた内耳保護サプリメントのスクリーニング 25若手Ｂ
医学部附属病院 医員 33 抗凝固併用によるrt-PA静注療法の安全性および有効性に関する研究
医学部附属病院 助教 39 肝細胞癌における新規バイオバイオマーカーＭＣＭ６の解析 25基盤Ｃ
共同獣医学部 准教授 36 吸血昆虫唾液中の弱酸性条件によるウイルス感染補助機構に関する研究
農学部 助教 36 水素資化性メタン菌の共生メカニズムに関与する機能遺伝子解析
理工学研究科（工） 助教 30 小型化に高出力を持たせた新しい構造を有する血栓溶解用撹拌器の開発 25若手Ｂ

理工学研究科（工） 助教 39 雨水浸透下で繰返し交通荷重を受ける車道透水性舗装の構造設計手法の確立
26挑戦的萌芽，28挑戦
的萌芽

理工学研究科（工） 助教 29 サファイア加工基板上結晶成長技術に基づいた大面積非極性面GaN自立基板の作製 26若手Ｂ
医学系研究科（工） 助教 35 PEG化タンパク質分子の電気的揺らぎを考慮したクロマトグラフィー分離操作 26若手Ｂ，28若手Ｂ
医学部附属病院 助教 33 血中エリスロポエチン上昇の原因と癌進展に与える影響 28若手Ｂ
医学系研究科（医） 助教 36 頭頚部領域における造影超音波の有用性に関する研究 25若手Ｂ
医学系研究科（医） 助教 32 地域で生活する精神障害者が近隣交流のスキルを獲得するための支援プログラムの開発 25若手Ｂ
医学系研究科（医） 助教 28 慢性飲酒による交感神経活性化がアルコール性肝障害の発生や進展に及ぼす影響の検討
理工学研究科（工） 助手 38 QM/MC/FE計算に基づいたマイクロリアクターの反応条件設定
理工学研究科（理） 助教 38 巨大ブラックホールの形成・成長と銀河形成史へ果たした役割
医学系研究科（医） 助教 37 HSF1-ATF1複合体による転写調節機構と生理機能の解明 28基盤Ｃ
医学部附属病院 助教 37 ｍTOR阻害剤の効果予測を目的としたｍｉｃｒｏＲＮＡ－１４４の発現・機能解析
大学情報機構 准教授 38 インターネットPBNM実現に向けたクラウド型ソフトウェア 26若手Ｂ
医学部 助教 37 神経免疫疾患におけるバリア破綻機序の解明：中枢，末梢神経のバリア機能の違いは何か 26若手Ｂ
共同獣医学部 准教授 37 ウイルス病原性の規定要因としての細胞侵入経路の役割について
経済学部 講師 30 昇進の成果主義化とその影響 28基盤Ｃ
理工学研究科（工） 助教 32 近世干拓村落の形態多様性と計画概念に関する研究 26若手Ｂ
共同獣医学部 准教授 35 資格誘発電位を用いたイヌの視力と眼科疾患の関連についての研究
理工学研究科（工） 准教授 38 物理・生物現象の時空間解像度の同化によるハイブリッド河川生態系モデルの開発 28挑戦的萌芽
教育学部 講師 33 子どもたちの市民性形成を目的とした授業実践の指導ストラテジー活用の研究

理工学研究科（工） 准教授 38 刺激応答性オイルゲル表面での細胞培養・タンパク質導入連続プロセスの構築
26挑戦的萌芽，28挑戦
的萌芽

医学系研究科（医） 助教 29 飲酒による交感神経活性の亢進とアルコール性肝障害発生との関連の解明 26若手Ｂ
医学系研究科（医） 助教 30 稀少な染色体異常症への看護支援プラン構築に関する研究 26若手Ｂ

理工学研究科（工） 助教 35 鉛・ヒ素の土壌中金属酸化物への選択的濃縮現象：メカニズムの解明と浄化技術への活用
27若手Ａ，28挑戦的萌
芽

医学系研究科（工） 助教 33 海馬の３つの閉回路が実現する指向性シータ進行波に基づく時系列記憶形成機構 27若手Ｂ
理工学研究科（工） 助教 35 グラフ遺伝子の進化による大規模データ分析とその創発型システムセキュリティへの展開
大学教育機構 講師 35 留学生受入れ10万人計画の成果に関する基礎的調査研究―多層的な語りの記録化と分析 27若手Ｂ
理工学研究科（工） 講師 33 基礎構造に起因するRC造建築物の保有水平耐力の変動要因の解明
共同獣医学部 准教授 37 エピジェネティクスを標的としたメラノーマに対する新規治療法の開発
医学系研究科（医） 助教 34 鉄代謝から見た新たな肝癌治療アルゴリズムの確立
理工学研究科（工） 講師 34 マトリックスコンバータを用いた風力発電システムの系統連系補償に関する研究
理工学研究科（工） 助教 29 低演算な高品質遠距離通信を実現するマルチホップ協調通信に関する研究 27若手Ｂ
経済学部 講師 39 クーンタッカーモデルによる持続可能な自然観光資源管理に関する研究
理工学研究科（工） 助教 36 ホロニック構造型データマイニング法の開発とその創発型スマートセキュリティへの展開 28若手Ｂ
医学系研究科（医） 助教 36 酵母を用いた小児悪性腫瘍遺伝子の解析 28若手Ｂ
理工学研究科（工） 助教 33 適正コンパクト性からみた駅中心型都市開発の影響と課題 28若手Ｂ
理工学研究科（工） 助教 32 多波長高分解能衛星画像を用いたインドネシアのサンゴ礁における汎用推進推定式の開発 28若手Ｂ
農学部 助教 30 酢酸菌のケトグルコン酸発酵を担う膜結合型酵素の役割解明と有用糖高速生産技術の開発 28若手Ｂ
理工学研究科（理） 助教 29 疎性を有する線形符号に対する低計算量な並列符号化法 28若手Ｂ
人文学部 講師 31 後期ローマ帝国における地誌的世界観の形成と展開に関する歴史学的研究
医学系研究科（医） 助教 35 ベロ細胞との共培養で発言するバルトネラ特異抗原を用いた猫ひっかき病血清診断の確立
経済学部 准教授 40 端点解モデルによる持続可能な自然観光資源管理政策の実証研究

22

23

24

25

26

27
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【資料 AE-2】国際学術論文促進セミナー概要（出典：山口大学 Web ページ（トピックス）） 

年度 開催日 内   容 参加者数

25 
平成 25 年 

11 月 26 日 

 

講演内容：「英語学術論文執筆におけるポイントについて」、「研究成果をアピールする出版

方法－ヒントとリソースの活用－」、「論文執筆時の Scopus の活用方法」 

 

186 名 

26 
平成 26 年 

6 月 25 日 

 

テーマ：「アクセプトされる英語論文を作成するために」 

講演内容：「学術成果発信のための論文執筆－応用化学系研究者の視点－」、「（1)英語

論文を書くにあたって留意すべき文法事項、（２）論理的なパラグラフの作り方」 

 

189 名 

27 

平成 28 年 

2 月 29 日， 

3 月 1 日 

 

テーマ：「あなたの研究を効果的に伝えるには」 

講演内容：「発話方法や話すスピード等聞き手に理解・納得させるための基本的な方法」、

「図の作製や配色等のビジュアルデザインルール」、「納得を生むプレゼンテーションのための

構成やルール」 

 

約 140 名

 

【資料 AE-3】若手研究者の採用拡大の方針（出典：役員会会議資料） 
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【資料 AE-4】平成 27 年度大学研究推進機構研究推進体制（出典：大学研究推進機構年報） 
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【資料 AE-5】山口大学女性研究者支援室の活動状況（出典：山口大学 Web ページ） 

 

http://wr-shien.kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/ 
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【資料 AE-6】女性研究者メンター制度概要（出典：山口大学女性研究者支援室作成リーフレット） 
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【資料 AE-7】研究補助員制度概要（出典：山口大学女性研究者支援室 Web ページ） 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 優れた点(p.198)に記述。  

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

   （なし） 
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○小項目 2「研究用施設・設備及び学術情報基盤を計画的に整備・充実することにより，教員及び 

大学院生等の研究活動の高度化を支援する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 2-1-2-1「設備整備に関する中長期マスタープランに基づく計画的な研究設備の整備を進めると

ともに，時代の要請に則した設備整備を行う。また，学内外に対する共同利用についても推進して

いく」に係る状況 

 

[マスタープランによる設備整備と共同利用の推進] 

総合科学実験センターに属する９つの施設を５つの分野に分け，学内外の利用者に対して研究施

設・機器と研究支援サービスの提供を行っている。同センターが全学的に作成したマスタープラン

に基づき，研究設備を計画的に整備し，全学的な利用促進のため逐次説明会等を開催している。平

成 23 年度には遺伝子実験施設に大規模遺伝子解析が可能な次世代シーケンサーを導入し，中国地区

国立５大学での共同利用を行っている。また，平成 26 年度には国際獣医学教育研究センター棟の５

階・６階に先端実験動物学研究施設を新設し，動物福祉に配慮した国際認証取得に対応した施設を

整備した(資料 AF-1，V-4)。 

 

[地域産学官共同研究拠点整備事業による研究環境の充実と共同利用の推進] 

平成 22 年度の科学技術振興機構（JST）「地域産学官共同研究拠点整備事業」により，地域の特

性を活かした産学官共同研究の実施，共同利用装置の設置による地域の中堅中小企業の技術高度化

に向けた支援，高度技術者の養成などを目的として，本学（常盤キャンパス）と山口県産業技術セ

ンターに「やまぐちイノベーション創出推進拠点」を設置した。透過型電子顕微鏡システムなどの

専門機器を本学では 30 装置設置して，学内者や地域企業・研究者等に対して機器利用の支援や技術

補助・代行などを行い，大学の研究力を活用した多くの共同研究や受託研究に利用されている。説

明会やメールマガジンの発行，Web ページ等の充実による普及活動を通して装置の利用者数が増加し

ていることから，高度専門人材育成の面でも成果が得られている。 

これらの取組を実施する中で，企業等との共同により商品化２件，企業化２件，地元誘致１件の

実績を挙げており，高度な人材育成並びに地域の特色や本学の研究成果を活かした産学官共同研究

の支援を行っている。実績の１つとして，従来，農作物の生育に影響があるといわれていた夜間照

明に関して，世界初の「光害阻止技術（イネ等の農作物への悪影響を与えない光）」を用いて，本

学発ベンチャー企業の「株式会社アグリライト研究所」のほか，照明メーカー１社との共同研究に

より，平成 26 年度に光害阻止 LED 照明器具として商品化した (資料 AF-2，3)。 

 

［ナノテクノロジープラットフォーム事業］ 

平成 24 年度に採択された文部科学省の「ナノテクノロジープラットフォーム」事業では，「微細

加工プラットフォーム」の実施機関の一つとして採択されたことにより，新たに 13 の研究装置を整

備し，微細加工技術や薄膜等の材料作成と真空技術に特化して機器利用の支援や技術補助・代行な

どを行い，最先端のナノテクノロジー研究設備の共同利用体制の充実を図っている。支援件数は年々

増加しており，平成 26 年度の利用者の内訳は大学等が 48％と最も多く，次いで中小企業 26％，大
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企業 23％と企業が約半数を占めている。また，この研究設備を利用した共同研究等が生まれており，

同取組を通して産学連携を円滑に進めるためのネットワーク構築に貢献している。 

また，同取組で整備した装置を用いて大学院生や企業の技術者等を対象とした真空技術の公開講

座を毎年開催しており，企業の専門家と大学教員の連携により産業界のニーズを反映して開発した

教育カリキュラムを提供し，真空技術者資格認定試験合格者を輩出するなど高度専門の人材育成を

支援している(資料 AF-4，5)。 

 

【資料 AF-1】総合科学実験センター組織体制・概要（出典：学術研究部研究推進課作成） 

分析実

験分野 

機器分析実

験施設（吉

田） 

各種高性能大型装置を有し，各種機器分析を通して教

育及び研究の支援を行う。      

  生体分析実

験施設（小

串） 

高い利用頻度が見込まれる高額機器を共同利用するた

めの機器使用と技術・研究の指導の支援を行う。 
  

  

  

  

生命科

学分野 

生命科学実

験施設（小

串） 

遺伝子組換え動物作出も可能な大規模施設。実験用

動物を集中管理することで，より良い環境で維持し，倫

理的にも，かつ再現性のある動物実験の支援を行う。 

  

  

  
実験動物施

設（吉田） 

飼育管理全般からの教育主体の小規模施設。実験用

動物を集中管理することで，より良い環境で維持し，倫

理的にも，かつ再現性のある動物実験の支援を行う。 

セ
ン
タ
ー
長 

（山
口
、
宇
部
） 

副
セ
ン
タ
ー
長 

  

  

  先端実験動

物学研究施

設（吉田） 

欧米水準の獣医学教育に対応した獣医学教育プログラ

ムの開発を行うとともに、基礎研究から応用・臨床研究

へ至る架け橋研究の育成と促進に向けた支援を行う。 

  

      

  

  

アイソトー

プ分野 

システム生

物学・RI 分析

施設（吉田） 

DNA シーケンサなど生物学関連の共同利用機器を備

え，放射性同位元素（RI）実験の支援を行う。 
  

  

  
RI 実験施設

（小串） 

RI 実験のための共同利用設備を備え，放射線関連の講

習や放射線実験に関する教育や支援を行う。 
  

  

  

  
資源開

発分野 

遺伝子実験

施設（小串） 

遺伝子実験及び解析における技術支援を行うことを目

的とし，遺伝子解析の受託や関連機器を含めた教育と

支援を行う。 

  

  

  

  
廃水処

理分野 

排水処理施

設（吉田） 

全学の教育，研究活動等から発生する廃液・排水の処

理と汚染防止，水質検査，また環境保全に関する教育・

広報活動を行う。 
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【資料 AF-2】やまぐちイノベーション創出推進拠点の概要（出典：やまぐちイノベーション創出推進拠

点 パンフレット） 

 

http://www.sangaku.yamaguchi-u.ac.jp/innovation/ 

 

【資料 AF-3】やまぐちイノベーション創出拠点事業利用実績（出典：学術研究部 産学連携課作成） 

事項 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 
備

考

4. 外部資金獲得状況 

  共同研究 

 受託研究 

 

8 件 

8 件（内産技 1件） 

16 件 

12 件（内産技 3件）

16 件（内産技 3件）

15 件（内産技 3件）

16 件（内産技 5件）

18 件（内産技 7件）

 

5. 研究成果 

 論文発表数 

 特許出願件数 

 

4 件（内産技 2件） 

6 件（内産技 4件） 

10 件（内産技 1件）

7 件（内産技 1件）

32 件（内産技 1件）

15 件（内企業 8件）

22 件（内産技 2件）

15 件（内企業 6件）

6. 実用化実績 

商品化実績 

 企業化実績 

 

 企業誘致・立地実績 

 

0 件 

22 年度 1件山口光半導 

体研究所 

23 年度 1件アグリライ 

ト研究所 

0 件 

2 件   サンチタン

LED 高性能ｻﾌｧｲｱ 加 

工基板        

0 件

0 件

0 件

0 件

1 件 ﾌﾞﾙｰｳｪｰﾌﾞﾃｸﾉﾛｼﾞｰｽﾞ

0 件

0 件

0 件

 

 

7. 普及活動 

 

 

開所式 56 名 

企業訪問 47 社 

拠点見学等広報 312名 

産技一般見学 442 名 

企業訪問 約 190 社

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布数 835 部

山口大一般見学 18 名

産技施設見学 367 名

産技機器説明 149 名

企業訪問 約 260 社

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布数 662 部

山口大一般見学 23 名

産技施設見学 702 名

企業訪問 約 300 社

ﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄ配布数 995 部

山大一般見学約 30 名

産技施設見学 813 名
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8. 人材育成  

真空講座 98 名 

 

拠点設備利用講習会  

304 名 

真空講座 72 名

太陽電池試作実習

 5 名

拠点設備利用講習会 

31 名

真空講座 69 名

拠点設備利用講習会  

        8 名

真空講座 70 名

設備技術研修参加 

        数名

 

表１ 総利用時間 

  山口大学 

  産技センター 

 利用料金 

  山口大学 

  産技センター 

5,878 時間 

4,901 時間 

977 時間 

1,391,770 円 

399,200 円 

992,570 円 

6,945 時間

5,115 時間

1,830 時間

4,313,580 円

1,291,690 円

3,021,890 円

8,330 時間

6,816 時間

1,514 時間

3,519,090 円

1,248,560 円

2,270,530 円

8,631 時間

6,478 時間

2,153 時間

4,821,990 円

1,587,320 円

3,234,670 円

 

 申込実態 

  産技センター 

  山口大学 

 

46 者 

（外部 10 者）39 者 

52 者

（外部 14 者）55 者

49 者

（外部 12 者）53 者

56 者

（外部 17 者）57 者

 

 

 

【資料 AF-4】微細加工プラットフォームの支援内容（出典：山口大学 Web ページ） 

支援内容 

(a)共同研究 

科学的，技術的，実用的価値が高い研究開発課題は，ユーザーと山口大学とが共同で研究を行うことができま

す。 

(b)機器利用 

ユーザー自ら機器を操作する場合や支援員がユーザーの補助を行う場合などのケースがあります。 

ご利用になる場合は微細加工支援室の支援員にご相談ください。 

装置の性能維持，コンタミ防止の点からご利用になれない場合があります。 

(c)技術補助 

支援員が補助を行いながら，ユーザーが機器を利用することができます。 

(d)技術代行 

ユーザーの依頼により，技術代行いたします。 

(e)技術相談 

微細加工技術・真空技術の相談に専門家としてお応えいたします。なお，ご相談いただいた課題に対する本学の

支援が難しい場合は，他の機関を紹介することもあります。 

(f)人材育成 

社会人向けの公開講座(特別講座)「真空技術の基礎と応用(講義・演習・実習)」を毎年開講しています。 

真空初級者向けのコースカリキュラムも開発中です。 

→ 山口大学公開講座真空技術の基礎と応用 
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【資料 AF-5】微細加工プラットフォームの利用実績(平成 24～27 年度)（出典：山口大学 Web ページ） 

 

http://www.nanotech.sangaku.yamaguchi-u.ac.jp/index.php 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 総合科学実験センターにおいて，マスタープランに基づく計画的な整備や次世代シ

ーケンサーをはじめとする研究設備の学内外での共同利用を推進した。また，平成 22 年度に設置

した「やまぐちイノベーション創出推進拠点」，平成 24 年度に採択された「微細加工プラットフ

ォーム」で新たに研究設備を整備した。これらを利用して大学院生や企業の技術者を対象とした

公開講座を開講しているほか，企業等との共同により商品化２件や企業化１件・地元誘致１件の

実績を挙げており，良好と判断した。 

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

   （なし） 
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計画 2-1-2-2「研究活動に必要な電子ジャーナルや学術情報データベース並びに人文社会科学系の研

究用基盤資料などを継続的に整備し，有効利用に向けた取り組みを推進する」に係る状況 

 

主要な電子ジャーナル及び学術情報データベース並びに電子書籍等の学術情報基盤については，

毎年度当初予算編成の過程で予算を確保し，第２期中期目標期間中も計画的に整備してきた。特に

学術資料の高騰に対応するため，全国の国公私立大学図書館は国立情報学研究所とともに大学図書

館コンソーシアム連合を組織し，出版社との価格交渉を行っている。平成 25 年度には「学術基盤資

料整備に関する基本方針」を定め，学術基盤資料は全学共通経費を原則とし，継続購入による安定

供給を図ることを確認した。さらに，「学術基盤資料整備基準」を制定し，平成 26 年度に全部局に

対してアンケート調査を行い，全学的に広く利用が見込まれるか等，選定基準に従い総合的に判断

して，平成 27 年度に契約する学術基盤資料を決定した。平成 27 年度末現在，電子ジャーナルは部

局負担契約分を含め Science Direct 他約 11,500 誌，データベースは約 20 種類，電子書籍約 300 タ

イトルを提供している。 

電子ジャーナル等の利活用を推進するため，学内者向けの利用者講習会を毎年度実施したほか，

平成 24 年度には全学の無線 LAN 環境の整備により屋内外での利用が可能になったことを受け，スマ

ートフォンからも学内設置 PC と同様のサービス（学術情報データベース等）を受けられる環境を整

備した。さらに，図書，雑誌等及び電子ジャーナル等が一括して検索できるディスカバリーサービ

ス（Serials Solutions 社製 Summon）を導入し，利用者が求める資料に確実にアクセスするための

仕組みを構築した。また，Wiley-Blackwell 等の需要の高い電子ジャーナルのバックファイルを整備

し，教育・研究の利便性の向上を図った。電子ジャーナル等の整備のほか，共通経費から，シラバ

ス掲載参考図書費，留学生用図書費及び人文社会科学系研究図書費を確保し，毎年度，学生及び関

連部局に対するニーズ調査を行い，図書を整備している。特に理系を中心とした電子ジャーナル整

備とのバランスを考慮し，人文社会科学分野の研究に必要な専門的学術資料の充実に努めている(資

料 AG-1，2，3，4，5)。 

 

【資料 AG-1】電子ジャーナル・データベースの整備状況 (出典:本学 Web ページ)  

○主な電子ジャーナルの一覧 

出版社・アグリゲータ 説明 

American Chemical Society 
ACS(American Chemical Society)が発行するコアジャーナルの論文を検索・利

用できます。 

American Physical Society 
APS(American Physical Society)が発行している学術雑誌や論文を検索・利用

できます。 

Journals@Ovid 
Ovid 社が提供する医学・看護学など医学関連分野の学術雑誌や論文を検索・

利用できます。 

JSTOR 
人文科学、社会科学を中心とする代表的な学術雑誌のバックナンバーを検索・

利用できます。 

Nature 
NPG(ネイチャー･パブリッシング･グループ)社発行誌の学術雑誌や論文を検索・

利用できます。 

Royal Society of Chemistry 
RSC(Royal Society of Chemistry : 英国王立化学会)が発行する学術雑誌や

論文を検索・利用できます。 

SpringerLink 
Springer 社発行の科学・技術・医学分野の学術雑誌や論文を検索・利用でき

ます。 



山口大学（研究） 

188 

 

Science Online 
アメリカ科学振興協会(American Association for the Advancement of 

Science)が刊行する「Science」の電子版が利用できます。 

ScienceDirect 
Elsevier 社発行の科学・技術・医学・社会科学分野の学術雑誌や論文を検索・

利用できます。Cell Press のジャーナルも利用できます。 

Wiley Online Library Wiley-Blackwell 社が発行している電子ジャーナルを利用できます。 

○データーベース一覧 

電子ブック・辞書・事典   

JapanKnowledge 複数の辞書・事典などを一括検索できます。 

Net Library オンラインで辞書・辞典、基礎シリーズなどが使えます。 

Maruzen eBook Library 英語多読資料などが利用できます。 

化学書資料館 実験化学講座など日本化学会編纂の辞書や便覧、事典が検索できます。 

新聞記事 

聞蔵Ⅱビジュアル 1945 年からの朝日新聞の記事を検索できます。 

ヨミダス文書館 1986 年からの読売新聞を検索できます。 

雑誌論文 

CiNii Articles 大学や学会などの学術機関発行雑誌に掲載された論文を探せます。 

Scopus 科学技術分野を中心に全分野の外国語の論文を探せます。 

Google Scholar 分野・発行元を問わず、様々な学術研究文献を探せます。 

JDreamⅢ 科学技術や医学・薬学関係の論文を探せます。 

MathSciNet 数学関係の外国語の文献を探せます。 

SciFinder 化学関係の論文の他、物質情報なども探せます。 

メディカルオンライン 医学、看護学など医学関連分野の論文を探せます。 

医中誌 Web 医学、看護学など医学関連分野の専門的な論文を探せます。 

医学・薬学予稿集データベース 医学、薬学分野の予稿集を探せます。 

MEDLINE 医学、看護学など医学関連分野の外国語の論文を探せます。 

EBM Reviews 
科学的根拠に基づいた医療（EBM）を実践する場面で必要となる情報を探せま

す。 

CINAHL 看護学系の外国語の論文を探せます。 

PubMed 医学・生物学分野の外国語の論文を探せます。 

法律   

D1-Law.com 法令、判例及び要旨・解説情報、文献情報などの法情報が検索できます。 

有価証券報告書 

eol 国内株式公開企業を中心としたアジア圏の企業情報が検索できます。 

インパクトファクター・分析ツール 

Journal Citation Reports 
自然科学系・社会科学系の主要学術専門誌のインパクトファクターが調べられ

ます。 

Essential Science Indicators 
研究者、機関、国、ジャーナルのランキング情報を提供する詳細な分析ツー

ル。 

経済・金融 

NEEDS-FinancialQUEST 
企業財務・株式・債券・マクロ経済・産業統計などの経済データが検索できま

す。 

特許情報 

YUPASS／J-PlatPat 特許関係の文献を検索できます。 

http://www.lib.yamaguchi-u.ac.jp/denshi/ 
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【資料 AG-2】山口大学学術基盤資料整備に関する基本方針 (出典:図書館専門委員会資料) 

山口大学学術基盤資料整備に関する基本方針 

平成 25 年 12 月 26 日

図書館専門委員会決定

１．趣旨 

山口大学における教育・研究活動を支援するため，全学的な観点から収集する学術雑誌及び二次情報データ

ベース（以下「学術基盤資料」という。）の整備に関する基本方針を定める。 

２．方針 

（１）学術基盤資料は，全学の利用者の学問分野や利用形態に配慮し，体系的かつ網羅的に収集する。 

（２）学術基盤資料は，全学で共同利用する。 

（３）学術基盤資料に必要な経費は全学共通経費を原則とし，継続購入による安定的供給を図る。 

（４）学術基盤資料は，図書館専門委員会にて審議の上決定し，必要に応じ見直しを行う。 

 

【資料 AG-3】山口大学学術基盤資料整備基準 (出典:図書館専門委員会資料) 

山口大学学術基盤資料整備基準 

平成 26 年 3 月 27 日

図書館専門委員会決定

「山口大学学術基盤資料整備に関する基本方針」（平成 25 年 12 月 26 日図書館専門委員会決定）に基づき，

本学が全学的に収集する学術基盤資料（学術雑誌，二次情報データベース）の整備基準は，下記のとおりとする。

Ⅰ．基本的考え 

１．学術雑誌（電子ジャーナル，冊子体）については，次のとおりとする。 

（１）複数部局から推薦があり，かつ，全学的に広く利用が見込まれる資料 

（２）前号に該当しない単独部局の利用が想定される資料でも，対象分野におけるコアジャーナルである等，

本学の基盤資料として整備を要する資料 

（３）共同利用の観点から，電子ジャーナルを原則とする。ただし，電子化されていない資料については冊子体

も対象とする。 

（４）冊子体の購入は１部とし，配架場所は図書館とする。 

２．二次情報データベースについては，原則として，複数部局から推薦があり，かつ，全学的に広く利用が見込ま

れる資料とする。 

３．学術基盤資料は，より有利な価格及び利用条件での契約を行うこととし，購入経費の節減に努める。 

４．学術基盤資料の見直しは，毎年，図書館専門委員会において行うこととする。 

Ⅱ．整備基準 

学術基盤資料は，次に挙げる条件及び必要経費等により，図書館専門委員会が総合的に判断し決定する。 

１．学術雑誌 

（１）電子ジャーナル 

・複数部局からの推薦がある。 

・全学経費又は部局負担による購入実績がある。 

・１論文あたりのダウンロード単価が他の対象資料と比して安価である。 

・インパクトファクターが同一カテゴリー内ランキングの上位である。（パッケージを除く） 

・同規模大学での購入実績がある。 

（２）冊子体 

・複数部局からの推薦がある。 

・全学経費又は部局負担による購入実績がある。 

・インパクトファクターが同一カテゴリー内ランキングの上位である。 

・同規模大学での購入実績がある。 

２．二次情報データベース 

・複数部局からの推薦がある。 

・全学経費又は部局負担による購入実績がある。 

・アクセス単価が他の対象資料と比して安価である。 

・同規模大学での購入実績がある。 

３．上記のほか，図書館専門委員会として必要性を認めたもの 

なお，本整備基準における用語の定義は次のとおりとする。 
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・部局負担:全学共通経費に対する部局経費をさし，個人研究費又は外部資金を含む。 

・パッケージ:出版社等が提供しているタイトルの全て，もしくは一部分を当該出版社又は他の事業者が 

１つのかたまりとして販売する形態 

・ダウンロード単価:年間契約額を年間本文ダウンロード数（HTML・PDF）で除した１論文あたりの単価。 

ダウンロード数は出版社より入手するものとする。 

・アクセス単価:年間契約額を年間アクセス数（セッション数）で除した１アクセスあたりの単価。 

アクセス数は出版社より入手するものとする。 

・同規模大学:国立大学法人のうち，学部数，学部構成及び所属者数が本学と同規模の大学 

 

【資料 AG-4】各種データベース利用講習会開催一覧(平成 22～27 年度) (出典:学術情報課作成) 

年度 開催日 講習会名 参加人数 

22 

9/6 日経 NEEDS Financial QUEST 講習会 80 

10/28-29 SciFinder Web 講習会 60 

11/10 JapanKnowledge 講習会 31 

23 

9/28 日経 NEEDS Financial QUEST 講習会 30 

10/13 SciFinder Web 講習会 28 

12/14 JapanKnowledge 講習会 6 

24 
10/10 日経 NEEDS Financial QUEST 講習会 28 

11/21-22 SciFinder 講習会 31 

25 

6/18-19 SciFinder Web 講習会 75 

10/10 日経 NEEDS Financial QUEST 40 

11/18 eol データベース企業分析セミナー 12 

11/28-29 Scopus 利用者講習会 28 

26 

6/19-20 SciFinder Web 講習会 31 

6/25 JCR/ESI 利用講習会 26 

10/2 JCR/ESI 利用講習会 13 

11/27-28 論文執筆に役立つ Scopus 講習会 36 

12/12 eol「有価証券報告書」活用セミナー 30 

27 

6/16 日経 NEEDS Financial QUEST 講習会 55 

6/22-23 SciFinder 講習会 71 

7/16 Scopus 利用者講習会 61 

10/27 日経 NEEDS Financial QUEST 講習会 59 

10/28 JapanKnowledge 講習会 20 

11/9 eol「有価証券報告書」活用セミナー 14 

 

【資料 AG-5】年度別 人文社会学系研究用図書購入リスト冊数等一覧(出典:学術情報課作成) 

単位：点

部局      年度 平成 22 年度 平成23年度 平成 24 年度 平成 25 年度 平成 26 年度 平成27年度

人文科学研究科 32 344 48 284 54 51

教育学研究科 54 44 72 87 31 41

経済学研究科 11 41 44 35 36 27

東アジア研究科 30 100 76 17 97 71

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 平成 25 年度には整備基準等を制定して学術基盤資料を整備することで，学術資料の

高騰に対応し，また，より利用者の需要に即した教育・研究資料の整備することができた。電子
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ジャーナル等の利用促進のため学内者向けの講習会を毎年度実施し，また，スマートフォンから

も利用できる環境を整備する他，人文社会科学系の学問特性に配慮した研究環境を整えたことか

ら，良好と判断した。 

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】 

   （なし） 
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○小項目 3「大学として組織的な研究支援を行う研究者や研究グループに対しては，国際的な通用性

の観点を取り入れた評価方法を導入し，研究活動の改善を図る」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 2-1-3-1「研究支援を受ける特任研究者（テニュアトラック研究者も含む），研究推進体等に対

しては，研究成果及び今後の研究の発展性などを点数化し，改善方策等の提示が可能な評価を定期

的に行う」に係る状況  

 

［研究主体教員に対する評価］ 

研究推進の重要性を明示するとともに，研究水準を着実に向上させるために，平成 17 年度～平成

19 年度にかけて学長が全教員の 10％を目安に研究主体教員を認定した（認定期間５年間）。対象者

は，部局長が推薦する「自然科学系及び人文・社会科学系それぞれに世界水準及び国内有数の優れ

た研究実績がある者(分類Ⅰ)」，学内公募による「本学において独創的・萌芽的な研究を推進して

いる若手研究者（45 歳以下の者）(分類Ⅱ)」とし，平成 17 年度 17 名，平成 18 年度８名，平成 19

年度７名を認定し，第２期中期目標期間の前半部分において，研究に専念できる環境整備等の支援

を行った。 

認定にあたっては研究目標・計画，業績及び参考資料等を審査し，毎年度の活動報告書の提出と

認定期間３年終了時に中間評価，５年終了時に最終評価を義務付けた。自然科学系及び人文・社会

科学系毎に評価指標を示し，研究期間が終了した研究主体教員に対して，平成 22 年度から平成 24

年度に最終評価を行い，研究成果のアウトプット・アウトカムズ，受賞及び競争的資金等の獲得状

況を総合評価して，その結果を Web ページで公表した。一定の研究成果が見られたことを受け，よ

り研究水準の向上を進め，また，広く国際公募を行い，優れた若手研究者による研究の活性化を図

るため，平成 23 年度から TT 制度(p.167-168)の導入へと発展的に移行した(資料 AH-1)。 

    

［研究推進体に対する評価］ 

研究推進体についても，毎年度の研究成果報告書の提出を義務付け，一部を Web ページで公表し

ている。また，認定期間の５年間が終了する平成 21 年度認定 13 グループ及び平成 22 年度認定４グ

ループの研究推進体(p.171)に対して，平成 26 年度及び平成 27 年度に活動内容や研究成果，将来性

などについてインタビューを実施し，中高温微生物研究センターや難知性疾患トランスレーション

研究拠点等の研究拠点を目指すもの，研究推進体として活動を継続するもの，研究推進体としての

活動は一旦終了するものの３タイプに整理した。このヒアリング結果を基に，平成 27 年度研究推進

体の公募に当たって，拠点形成を目指すタイプ A と研究分野の開拓を目指すタイプ B に分けて公募

し，評価指標も改めた。また，複数の研究推進体を融合し，光・エネルギー研究センターへ展開す

る等の成果も得られた(資料 AH-2)。 

 

［TT 教員に対する評価］ 

平成 26 年 12 月に定めた「国立大学法人山口大学 TT 制実施要項」のもと，TT 制を実施する部局に

「TT 運営委員会」・「TT 採用審査委員会」・「TT 業績審査委員会」を設置して，TT 制度の運営，

選考審査，評価にあたっている。各部局の採用審査委員会及び業績審査委員会には，各研究分野に
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識見を有する学外専門家を１名以上含み，厳正な審査体制の下，TT 教育教員の採用後３年以内に中

間評価，任期満了の６か月前までにテニュアの付与の可否に係る業績審査（テニュア審査）を行う。 

各部局で実施する中間評価及びテニュア審査については，TT 制の内容その他必要な事項について

採用時に事前に説明し，それに即して実施している。評価項目は，論文などの研究業績，代表者と

しての外部資金獲得状況，国際的コラボレーションの経験，学会等での発表・受賞，学生の教育実

績などを対象としている(資料 AH-3)。 
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【資料 AH-1】研究主体教員の評価（出典：学術研究部研究推進課作成） 

年度 分類

松野浩嗣
理工学研究科（理）：教授 17 Ⅰ

主体教員認定期間中に３名の博士取得者を輩出するとともに，国際会議等への招待講演が多数依頼されており評価できる。外部資金
等の獲得等次のステップに向けた戦略的な取り組みが期待される。

岩尾康宏
理工学研究科（理）：教授 17 Ⅰ

生命科学の重要課題である脊椎動物発生の基礎研究を着実に進め、質の高い基盤研究を継続的に推進している。今後、研究論文の
発表に一層の努力を期待する。

祐村惠彦
医学系研究科（理）：教授 17 Ⅰ

基礎研究を精力的に推進している。また，インパクトファクターの高い雑誌への投稿もなされており評価できる。今後，継続的に質の高い
研究論文発表に向けて努力されることを期待するとともに，研究グループの形成や連携の可能性など戦略的取り組みを希望する。

中井 彰
医学系研究科（医）：教授 17 Ⅰ

研究内容はインパクトファクターの大きな国際ジャーナル等へ掲載されるなど関係各方面から高い評価を得ている。また，その結果として
科研費の獲得や企業との共同研究等も進んでおり，今後もより一層の研究の進展と戦略的な取り組みが期待される。

兵動正幸
理工学研究科（工）：教授 17 Ⅰ

社会的認知度も高く，メタンハイドレードに関する国際的な研究組織が形成されつつある。競争的資金も順調に獲得されており，継続した
研究の推進に期待する。また，よりレベルの高い国際ジャーナルへの論文投稿を希望する。

田中正吾
理工学研究科（工）：教授 17 Ⅰ

論文数はやや少ないが，文部科学大臣賞受賞等に表わされるように，研究に対する社会的評価は極めて高い。また，成果の一部は実
用化に結びついている。今後も継続した研究活動により，競争的資金等の獲得につながることを期待する。

山田 守
医学系研究科（農）：教授 17 Ⅰ

当初の研究計画に沿った進展が図られており，国際研究拠点形成への方向性が明確に打ち出されている。その研究成果として大型の
競争的資金の獲得がなされており，更なる研究へと繋がることが期待される。

小林 淳
農学部：教授 17 Ⅰ

インパクトファクターの高い論文紙への掲載など質の高い研究が実施されている。今後，研究成果が広く認められるための努力や社会へ
の還元を目指した取り組みや工夫を期待したい。

荒木一視
教育学部：教授 17 Ⅱ

研究活動を活発に行っており、研究成果も堅実に公表されている。今後も継続した研究活動により，競争的資金等の獲得につながること
を期待する。また，特徴のある研究グループの形成に向けて戦略的な取り組みを希望する。

石川秀明
医学系研究科（医）：准教授 17 Ⅱ

継続的・定期的に学会発表が行われており，研究成果の公表について努力が認められる。今後はこれらの業績の取り纏めを希望すると
ともに，今年度から開始された科学研究費による研究の進展を期待したい。

比嘉 充
理工学研究科（工）：教授 17 Ⅱ

論文数，特許数，外部資金獲得額とも高く，評価できる。ただ，特許については審査請求，登録されたものが少なく，今後の研究の進展
と努力に期待したい。

今井 剛
理工学研究科（工）：教授 17 Ⅱ

論文数や競争的資金の獲得の多さから判断して，積極的な研究への取り組みとその研究成果に対する社会的評価の高いことが分か
る。今後，実証実験での良好な結果と知的戦略に基づく実用化が期待される。

鵤 心治
理工学研究科（工）：教授 17 Ⅱ

多数の論文や競争的資金の獲得額が高く，活発に研究活動が行われており評価できる。しかし論文は国内紙への発表が殆どである。今
後インパクトファクターの大きな国際ジャーナルへの投稿が期待される。

松井健二
医学系研究科（農）：教授 17 Ⅱ

国際的に評価される研究成果を着実に挙げている。さらに招待講演は，国内学会だけでなく，国際学会においても行っており，活動範囲
が広いものと考えられる。競争的資金も着実に獲得しており，今後の活躍が期待される。

執行正義
農学部：教授 17 Ⅱ

質の高い研究が活発に実施され、レベルの高い論文発表が行われている。また，外部資金の獲得，研究のマネジメント等についても意欲
的に実施されており，今後の研究の更なる発展と実用化への活躍に期待する。

湯尻俊昭
附属病院：准教授 17 Ⅱ

独創的な研究と論文発表の業績が顕著である。競争的資金の更なる獲得に向けて戦略的な取り組みを希望する。今後は，実際の治療
法の開発に向けて研究の進展を期待する。

水上洋一
総合科学実験センター：教授 17 Ⅱ

論文数は少ないが国際的に評価される論文を発表し、競争的研究資金の獲得にも努力している。ただ，中間評価以降の研究の進展が
明確でない。今後も継続的な研究成果を期待する。

理工学研究科（理）：教 授
内野 英治 18 Ⅰ

本研究によって，ブレインコンピューティングの技術が進化し，実用的なシステム開発につながることが大いに期待される。全体として，研
究活動の水準も高く，学会活動や社会貢献活動も優れている。今後も研究推進体のリーダーとして，研究プロジェクトの中心的役割を果た
されるとともに，更なる研究業績を挙げられることを期待する。

医学系研究科（工）：教 授
上村 明男 18 Ⅰ

研究主体教員として顕著な成果を挙げ，研究成果の社会的な応用を実現した点も評価できる。さらに，学会や学内での活動を通して,成
果の社会的な還元に貢献している。引き続き，独自の研究を発展させ，業績を挙げられることを期待する。今後，大型予算の獲得や国内
外への情報発信に尽力頂きたい。

医学系研究科（農）：教 授
内海 俊彦 18 Ⅰ

研究主体教員として顕著な成果を挙げ，研究成果の社会的な応用を実現した点も評価できる。さらに，学会や学内での活動を通して,成
果の社会的な還元に貢献している。引き続き，独自の研究を発展させ，業績を挙げられることを期待する。今後，大型予算の獲得や国内
外への情報発信に尽力頂きたい。

農学部：教 授
山本 晴彦 18 Ⅰ

当該領域における研究業績は，卓越したものがあり，また外部資金の獲得状況は非常に順調であり，研究意欲と積極的な姿勢が高く評
価できる。ただ，国際誌への研究発表などインパクトファクターの高い雑誌への掲載論文が少なく，論文の被引用や招待講演等の他者の
評価のエビデンスが十分ではない。今後は，焦点を絞った研究の推進と研究成果の確実な具現化，国際的な場での研究成果発表の強
化に期待したい

医学系研究科（医）：助 教
池田 安宏 18 Ⅱ

論文業績を中心に顕著な研究成果をあげている。ただ，最後の２年間は実務中心の立場となられた事もあり，主要著者となっている論
文数は多くはない。とはいえ，心不全の遺伝子治療を中心に，地道に独自の研究を展開しつつあると判断される。今後，外部資金の獲得
や研究成果の社会への還元に向け一層の活躍を期待する。

理工学研究科（工）：教 授
三上 真人 18 Ⅱ

研究論文の質の高さが評価でき，また，人材の育成面でも多大な貢献が認められ，研究主体教員として，申し分のない成果をあげてい
る。今後は，知的財産（特許等）や社会的評価の獲得に向けて,戦略的に取り組まれると共に,研究の更なる発展を期待する。

理工学研究科（工）：教 授
中山 雅晴 18 Ⅱ

研究の質の高さが評価できる。また，競争的資金の獲得も非常に評価でき，研究の発展に期待が持て，研究主体教員として，申し分の
ない成果をあげている。今後は，知的財産（特許等）や社会的評価の獲得に向けて,戦略的に取り組まれると共に，研究の更なる発展を期
待

医学系研究科（農）：教 授
宮田 浩文 18 Ⅱ

競争的資金の獲得状況は順調であり，また，自身の研究活動のみならず，学生教育にも成果が出ていることは評価できる。また，国際的
な場での研究成果発表に積極的に取り組んでおり，研究主体教員として十分な成果をあげている。今後は，社会的な評価等の獲得に向
けて，より一層の研究の進展と戦略的な取り組みが期待される。

経済学部：教 授
古川 澄明 19 Ⅰ

本研究によって，ブレインコンピューティングの技術が進化し，実用的なシステム開発につながることが大いに期待される。 全体として，
研究活動の水準も高く，学会活動や社会貢献活動も優れている。今後も研究推進体のリーダーとして，研究プロジェクトの中心的役割を果
たされるとともに，更なる研究業績を挙げられることを期待する。

東アジア研究科：教 授
阿部 泰記 19 Ⅰ

研究主体教員として，申し分のない成果をあげている。特に，当初の目標を達成し，継続的に成果を挙げて一流雑誌に発表し，外部資
金の獲得も良好である。研究の量的側面，質的側面においても顕著な成果が得られている。今後は，よりHighインパクトの論文誌への掲載
を目指して精進されたい。

医学系研究科（医）：教 授
矢野 雅文 19 Ⅰ

研究主体教員として顕著な成果を挙げ，研究成果の社会的な応用を実現した点も評価できる。 さらに，学会や学内での活動を通して,
成果の社会的な還元に貢献している。 引き続き，独自の研究を発展させ，業績を挙げられることを期待する。 今後，大型予算の獲得や
国内外への情報発信に尽力頂きたい。

人文学部：教 授
高橋 征仁 19 Ⅱ

当該領域における研究業績は，卓越したものがあり，また外部資金の獲得状況は非常に順調であり，研究意欲と積極的な姿勢が高く評
価できる。ただ，国際誌への研究発表などインパクトファクターの高い雑誌への掲載論文が少なく，論文の被引用や招待講演等の他者の
評価のエビデンスが十分ではない。 今後は，焦点を絞った研究の推進と研究成果の確実な具現化，国際的な場での研究成果発表の強
化に期待したい

農学部：准教授
藤井 克彦 19 Ⅱ

論文業績を中心に顕著な研究成果をあげている。ただ，最後の２年間は実務中心の立場となられた事もあり，主要著者となっている論
文数は多くはない。とはいえ，心不全の遺伝子治療を中心に，地道に独自の研究を展開しつつあると判断される。今後，外部資金の獲得
や研究成果の社会への還元に向け一層の活躍を期待する。

医学系研究科（医）：助 教
山本 健 19 Ⅱ

研究の質の高さが評価できる。また，競争的資金の獲得も非常に評価でき，研究の発展に期待が持て，研究主体教員として，申し分の
ない成果をあげている。今後は，知的財産（特許等）や社会的評価の獲得に向けて,戦略的に取り組まれると共に，研究の更なる発展を期
待する。

医学部附属病院：講 師
上野 富雄 19 Ⅱ

競争的資金の獲得状況は順調であり，また，自身の研究活動のみならず，学生教育にも成果が出ていることは評価できる。また，国際的
な場での研究成果発表に積極的に取り組んでおり，研究主体教員として十分な成果をあげている。今後は，社会的な評価等の獲得に向
けて，より一層の研究の進展と戦略的な取り組みが期待される。

所属、職、氏名
認定

総合評価コメント

 

http://ds22.cc.yamaguchi-u.ac.jp/~ken-san/senryaku/syutai_kyouin/ 
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【評価指標】 

 

＜自然科学系＞ 

発表論文数、専門書発行数、受賞の有無、国際会議（全国大会）での基調・招待講演数、その他の口頭発表数

及びポスター発表数、科研費その他の外部資金、論 文の被引用数、研究推進体などプロジェクトへの貢献及びそ

の他の参考指標（インパクトファクター、特許、共同・受託研究、学生の発表）など 

＜人文・社会科学系＞ 

学位の有無、発表論文数、著書・編著・重要な翻訳・翻刻の数、受賞の有無、国際会議（全国大会）での基調・招

待講演数、その他の口頭発表数、科研費その他の外部資金、論文等の被引用数、研究推進体などプロジェクトへ

の貢献、その他特記すべき研究活動など 
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【資料 AH-2】研究推進体のその後（出典：学術研究部研究推進課作成） 

A 平成２１年度認定／１２推進体 （平成２１年１０月１日～平成２６年９月３０日）

所 属 ・ 職 名 氏 名

山口大学の光化学研究拠点化と次世代光機能材料の開発
(Establishing research center for photochemistry and optics
in Yamaguchi University, and development of novel photo-
and opto-functional materials)

医学系研究科
（理）・教授

川俣 純 10

研究推進体としての活動は
終了
(研究拠点形成プロジェクト
に融合）

高機能材料開発によるソフトエネルギーシステムの構築
(Development of Novel Soft-Energy System through
Functional Material Designing)

理工学研究科
（工）・教授

比嘉 充 9
研究推進体としての活動は
終了

深海底地盤におけるメタンハイドレートの資源開発及び二酸
化炭素貯留研究
(Research on development of methane hydrate as an
energy and storage of carbon dioxide in deep seabed)

理工学研究科
（工）・教授

兵動 正幸 10

海底資源研究に拡大して研
究推進体の活動を継続
(将来は研究拠点化を目指
す）

マイクロトレンチ構造からの新規な結晶成長と省エネ電子デ
バイスの創成
（Creation of a novel crystal growth and energy-saving type
electronic devices from a micro-trench structure）

理工学研究科
（工）・教授

只友 一行 11

研究推進体としての活動は
終了
(研究拠点形成プロジェクト
に融合）

研究拠点群形成プロジェ
クト

微生物の機能進化と環境適応
(Microbial evolution in function and their environmental
adaptation)

理工学研究科
（理）・教授

藤島 政博 29
研究推進体の活動を継続
(一部は研究拠点化)

中高温微生物研究セン
ター

次世代型再生細胞治療法の確立を目指したトランスレーショ
ナルリサーチユニット
(Translational research unit developing the advanced
regenerative cell therapy)

医学系研究科
（医）・教授

坂井田 功 9 研究拠点化
難治性疾患トランスレー
ション研究拠点

統計的パターン認識によるヒトゲノム解析
(Human Genome Analysis by Statistical Pattern
Recognition)

医学系研究科
（工）・教授

浜本 義彦 5

研究推進体としての活動は
終了
(研究拠点プロジェクトに融
合）

山口大学生命医工学セ
ンター

ストレス応答と関連した難治性疾患の克服のための戦略
(New approaches to understand and treat stress-related
diseases)

医学系研究科
（医）・教授

中井 彰 12
研究推進体としての活動は
終了
(他の研究拠点に融合）

時空間軸統合衛星リモー
トセンシング技術の防
災・減災への応用とその
国際展開

生物活性揮発性化合物の科学
(Science of Bioactive Volatile Compounds)

医学系研究科
（農）・教授

松井 健二 10
研究推進体としての活動は
終了

ブラックホール研究拠点
の形成

③山口の歴史・社会・
文化さらには東（南）ア
ジアの歴史・社会・文化
の発展に貢献する科学

やまぐち学推進プロジェクト
(Ｐｒｏｐｅｌｉｎｇ Ｙａｍａｇｕｃｈｉ Ｓｔuｄｉｅｓ)

人文学部・教
授

坪郷 英彦 14
研究推進体としての活動は
終了

光・エネルギー研究セン
ター

環境共生フロンティア研究拠点
(Frontier Program for Sustainable Civil Society)

理工学研究科
（工）・教授

宮本 文穂 15
研究推進体としての活動を
終了

メタマテリアルの概念に基づく超機能材料・デバイス創生
(Exploring hyper functional materials and devices based on
metamaterials)

理工学研究科
（工）・教授

真田 篤志 6

研究推進体としての活動は
終了
(研究拠点形成プロジェクト
に融合）

B 平成２２年度認定／４推進体 （平成２２年１０月１日～平成２７年９月３０日）

所 属 ・ 職 名 氏 名

新規昆虫能力の探索とその利用技術開発
（Exploration of novel insect properties for developing their
applied technologies）

農学部・教授 小林 淳 6 研究推進体の活動を継続

光による植物の制御・診断
（Control and diagnosis of the plant by light）

農学部・教授 山本 晴彦 11 研究推進体の活動を終了

 生命体が持つ自己組織化および最適化原理の計算論的探
求とその応用
(Computational Research for Self-Organization and
Optimization Principles of Life and Its Applications)

理工学研究科
（理）・教授

内野 英治 12 研究推進体の活動を終了

③山口の歴史・社会・
文化さらには東（南）ア
ジアの歴史・社会・文化
の発展に貢献する科学
を目指す研究組織

東アジア社会の格差問題
(The question of disparity in east Asian societies)

－雇用・貧困・教育・医療問題を中心に－

東アジア研究
科長
経済学部・教
授

植村 高久 10 研究推進体の活動を終了

C 平成２３年度認定／２推進体 （平成２３年１０月１日～平成２８年９月３０日）

所 属 ・ 職 名 氏 名

②ライフサイエンス・医
療分野のイノベーション
創出を目指す研究組織

癌幹細胞をターゲットとした免疫療法の開発を通じ医療イノ
ベーションの創出を目指す組織
（The Team for the Development of Novel Immunotherapy
Targeting Cancer Stem Cells.）

医学系研究科
（医）・教授

硲 彰一 8

⑤環境情報，気候変動
予測，防災等に貢献す
る科学技術を目指す研
究組織

衛星リモートセンシングによる防災・環境研究のアジア
拠点形成
（Asian base formation of remote sensing use for
disaster mitigation and environmental studies）

理工学研究科
（工）・教授

三浦 房紀 17
研究拠点群形成プロジェク
トとして進展

① 低炭素社会の実現
に貢献する科学・科学
技術を目指す研究組織

研 究 推 進 体 名
研 究 代 表 者

研究
組織
人数

研究
組織
人数

研 究 代 表 者
重 点 分 野

②ライフサイエンス・医
療分野のイノベーション
創出を目指す研究組織

④持続可能社会の実
現に貢献する科学を目
指す研究組織

②ライフサイエンス・医
療分野のイノベーション
創出を目指す研究組織

重 点 分 野

研 究 推 進 体 名

研究
組織
人数

重 点 分 野 研 究 推 進 体 名
研 究 代 表 者

研究推進体のその後

研究推進体のその後

研究推進体のその後
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【資料 AH-3】テニュア審査のプロセス例（理工学研究科） （出典：山口大学 Web ページ） 

 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 研究水準向上を目的として認定した研究主体教員に関しては，毎年度の活動報告書

の提出，中間評価及び最終評価を実施し，その結果を公表している。研究推進体に対しても毎年

度研究成果報告書の提出を義務付け，認定終了時にインタビューを実施し，研究推進体制度の見

直しを行うとともに，研究推進体の継続及び終了，研究拠点化へ整理した。TT 教員の評価につい

ても， 全学統一規則の下で各部局による評価体制が構築されており，良好と判断した。 

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

   （なし） 

 

②優れた点及び改善を要する点等 

(優れた点)①本学が学長のリーダーシップのもとに進める研究推進体や研究拠点形成を目指す特

定分野に，ポスドクや若手研究者を配置した。また，TT 制度の導入については外部機

関からも良好な評価を得ており，若手研究者の育成にも積極的に取り組んでいること

から，優れた点とした。(計画 2-1-1-1)(p.167-168) 
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②「若手研究者の採用拡大の方針」を機関決定して，若手研究者支援プロジェクト，

国際的研究連携プロジェクト及び TT 制度を導入し，若手に特化した研究支援を推進し

ている。大学研究推進機構を再編し，URA による多岐にわたる研究支援活動を推進する

とともに，女性研究者の支援体制も整えており，優れた点とした。(計画

2-1-1-3)(p.174-175) 

(改善を要する点)なし  

(特色ある点)①研究推進体では新しい分野を創設するとともに，平成 27 年度からは自立的拠点化

を目指すタイプ Aと研究分野の開拓を目指すタイプ Bに見直し，学部横断の研究推進

体を認定した。また，より全学的に研究を活性化するため，研究拠点形成を目的とし

たプロジェクトを平成 26 年度から学長裁量経費によりスタートさせ，平成 27 年度末

で６つのプロジェクトが活動しており，特色ある点とした。(計画 2-1-1-2)(p.171) 



山口大学（研究） 

199 

 

(２)中項目２「研究水準及び研究の成果等に関する目標」の達成状況分析 

  ①小項目の分析 

○小項目1「研究者の自主的な個別研究，地域の特色を活かした研究，学内外及び国内外の研究者の

共同によって行うプロジェクト研究などを通じ，世界水準の研究成果を連鎖的・持続的に生み出す」

の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 2-2-1-1「山口大学では，①低炭素社会実現を目指す研究，②ライフサイエンス・医療分野のイ

ノベーション創出を目指す研究，③社会と社会を構成する人の持続的発展・発達に関連する研究に

おいて，世界水準の研究成果が連鎖的に生み出されるように，研究者の創意や自発性に基づく研究

とプロジェクト型研究を推進する」に係る状況 

 

[研究推進体による研究の成果](番号は資料 AI-1 の研究推進体の番号) 

本学は，中期計画に沿って重点分野を定めて，研究推進体(p.171)を認定し，プロジェクト研究を

推進している。「微生物研究推進体(09-02-01)」は理・医・工・農・獣医学部に跨る 30 名以上の教

員が所属する研究推進体である。その構成員の１人理工学研究科の藤島政博教授の「ゾウリムシリ

ソースの収集・保存・提供」プロジェクトが，平成 24 年度に「文部科学省研究開発施設共用等促進

補助金（ナショナルバイオリソースプロジェクト）」の「中核的拠点整備プログラム」に採択され

た。同教授が参加したミドリゾウリムシとクロレラの細胞内共生に伴う遺伝子発現の変化を解明し

た論文は，web 雑誌「BMC Genomics」に掲載され，アクセス数が特に高い論文として「Highly accessed 

article」の認定を受けており，その研究データは細胞内共生の研究者に広く利用されている。 

平成 22 年度には医学系研究科の中井彰教授の研究「ストレス応答と関連した難治性疾患の克服の

ための戦略(09-2-04)」が新たながん治療薬の開発に結びつく可能性があるとして米国の科学雑誌

『Molecular Cell』に掲載，平成 26 年度には農学部の松井健二教授らの研究「生物活性揮発性化合

物の科学(09-2-05)」が米国科学アカデミー紀要のオンライン版に掲載，理工学研究科の三浦房紀教

授の防災功労者内閣総理大臣表彰受賞(11-5-01)などの成果が上がっている(資料 AI-1，2，3，4)。 

 

[山口学研究プロジェクトの発足] 

平成 27 年 12 月には，山口県における自然，文化，産業，観光，流通，教育等に関する文理融合

を目指した研究を推進し，地域の特色を再発見するとともに，その成果を活用し，もって地方創生

に寄与することを目的として「山口学研究センター」を新設した。目的を達成するための取組とし

て，平成 28 年度から学長裁量経費により「山口学研究プロジェクト」を実施することとし，27 年度

中に学内でのプロジェクト案募集，学長・理事等で構成される選考委員会における選考を経て，５

つの研究プロジェクトを採択（応募数 20）して研究を開始する準備を行った。同研究プロジェクト

では，教職員を中心に学生，学外の研究者等から成るグループにより「山口の価値」を解き明かす

ための研究を推進する(資料 AI-5)。 
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【資料 AI-1】主な研究推進体認定課題と研究代表者の主な研究業績（出典：学術研究部研究推進課，企

画戦略部作成） 

代 表 者 所 属 ・ 職 名 人 数

09-1-01
山口大学の光化学研究拠点化と次世代光機能材料の開発
(Establishing research center for photochemistry and optics in Yamaguchi
University, and development of novel photo- and opto-functional materials)

大学院医学系研究科
（理）・教授

13 66-4-9

09-1-02
高機能材料開発によるソフトエネルギーシステムの構築
(Development of Novel Soft-Energy System through Functional Material
Designing)

大学院理工学研究科
（工）・教授

9 66-7-29

09-1-03
深海底地盤におけるメタンハイドレートの資源開発及び二酸化炭素貯留研究
(Research on development of methane hydrate as an energy and storage of
carbon dioxide in deep seabed)

大学院理工学研究科
（工）・教授

10 66-7-23

09-1-04
マイクロトレンチ構造からの新規な結晶成長と省エネ電子デバイスの創成
（Creation of a novel crystal growth and energy-saving type electronic
devices from a micro-trench structure）

大学院理工学研究科
（工）・教授

11 66-7-18

15-2-01
深海底資源開発研究ユニット
（Research Unit for Exploitation of Resources in Deep Seabed）

大学院理工学研究科
（工）・教授

12 66-7-23

09-2-01
微生物の機能進化と環境適応
(Microbial evolution in function and their environmental adaptation)

大学院理工学研究科
（理）・教授

32 66-4-15

09-2-02
次世代型再生細胞治療法の確立を目指したトランスレーショナルリサーチユ
ニット

大学院医学系研究科
（医）・教授

8 66-5-28

09-2-03
統計的パターン認識によるヒトゲノム解析
(Human Genome Analysis by Statistical Pattern Recognition)

大学院医学系研究科
（工）・教授

5 66-6-44

09-2-04
ストレス応答と関連した難治性疾患の克服のための戦略
(New approaches to understand and treat stress-related diseases)

大学院医学系研究科
（医）・教授

18 66-5-10

09-2-05
生物活性揮発性化合物の科学
(Science of Bioactive Volatile Compounds)

大学院医学系研究科
（農）・教授

8 66-9-2

10-2-01
新規昆虫能力の探索とその利用技術開発
（Exploration of novel insect properties for developing their applied
technologies）

農学部・教授 12 66-10-6

10-2-02
光による植物の制御・診断
（Control and diagnosis of the plant by light）

農学部・教授 10 66-9-6

10-2-03
 生命体が持つ自己組織化および最適化原理の計算論的探求とその応用
(Computational Research for Self-Organization and Optimization Principles of
Life and Its Applications)

大学院理工学研究科
（理）・教授

11 66-4-1

11-2-01

癌幹細胞をターゲットとした免疫療法の開発を通じ医療イノベーションの創出
を目指す組織
（The Team for the Development of Novel Immunotherapy Targeting Cancer
Stem Cells.）

大学院医学系研究科
（医）・准教授

11 66-5-44

15-2-01
微生物研究推進体
（Microbiology Research Core Cluster）

大学院医学系研究科
（工）・教授

34 66-7-33

15-2-02
先端的再生療法の研究開発と臨床実践のためのリサーチユニット
（Research unit for Development and Application of Advanced Regenerative
therapies）

大学院医学系研究科
(医)・教授

10 66-5-28

15-2-03
難治性てんかんを標的とした脳温制御式神経機能調節療法の開発チーム
（The Team for the Development of Thermal Neuromodulation Targeting
Intractable Epilepsy）

大学院医学系研究科
(医)・教授

5 66-5-48

15-2-04
山口大学ペインセンター
（Pain Center in Yamaguchi University）

大学院医学系研究科
(医)・教授

10 66-5-36

15-2-05

ライフサイエンスに貢献する先端的な計測・分析機器の実現に向けた基盤技
術の創出
（Novel Measuring and Analytical Technology Contributions to Elucidation of
Materials aiming at Life-Science Applications）

大学院理工学研究科
(理)・准教授

15 66-4-11

15-2-06
新規昆虫能力の探索とその利用技術開発
（Exploration of novel insect properties for developing their applied
technologies）

農学部・教授 11 66-10-6

09-4-03
メタマテリアルの概念に基づく超機能材料・デバイス創生
(Exploring hyper functional materials and devices based on metamaterials)

大学院理工学研究科
（工）・教授

6 66-7-20

12-4-01
有機合成化学が拓く新規物質によるイノベーション
（Material, medicinal and sustainable innovation opened by synthetic organic
chemistry）

大学院理工学研究科
（工）・教授

4 66-7-6

⑤環境情報，気候変動
予測，防災等に貢献する
科学技術を目指す研究
組織

11-5-01
衛星リモートセンシングによる防災・環境研究のアジア拠点形成
（Asian base formation of remote sensing use for disaster mitigation and
environmental studies）

大学院理工学研究科
（工）・教授

17 66-7-7

① 低炭素社会の実現に
貢献する科学・科学技術
を目指す研究組織

②ライフサイエンス・医療
分野のイノベーション創
出を目指す研究組織

④持続可能社会の実現
に貢献する科学を目指
す研究組織

山口大学研究推進体認定課題の研究代表者の主な研究業績(研究業績説明書の業績番号)

重 点 分 野
推進体番

号
研 究 推 進 体 名

研 究 組 織 研究代表者
の主な研究

業績
(研究業績番
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【資料 AI-2】研究推進支援による成果の例①（出典：山口大学 Web ページ） 

   

【資料 AI-3】研究推進支援による成果の例②（出典：山口大学 Web ページ） 

   

【資料 AI-4】研究推進支援による成果の例③（出典：山口大学 Web ページ） 
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【資料 AI-5】山口学研究プロジェクト・採択プロジェクト一覧（出典：山口大学企画戦略部作成） 

山口県防府地域の社会変遷
と古気候に着目した土砂・水
災害史の編纂

H28～
31

(4年間)

鈴木 素之
（理工学研究
科・准教授）

＜学内教員等＞
川島 尚宗 (埋蔵文化財資料館・助教)、高橋 征仁 (人文学部・教授)、
楮原 京子 (教育学部・講師)、山本 晴彦 (農学部・教授)、
進士 正人 (工学部長，理工学研究科長)、赤松 良久 (理工学研究科・准教
授)、
田口 岳志 (大学研究推進機構研究推進戦略部 URA 室・URA)

＜学生＞
江口  毅   （理工学研究科・博士後期課程 学生）

山口から始める文化財修復と
日本画の新潮流

H28～
30

(3年間)

堤 宏守
（医学系研究
科・教授）

＜学外＞
馬場 良治 (画家/選定保存技術保持者)、加納   隆 (山口大学名誉教授)

＜学内教員＞
今岡 照喜 (理工学研究科・教授)、永嶌 真理子 (理工学研究科・准教授)、
野崎 浩二 (理工学研究科・教授)、藏滿 保宏 (医学系研究科・准教授)、
上野 和英 (医学系研究科・助教)、福田 隆眞 (教育学部・教授)、
中野 良寿 (教育学部・准教授)、上原 一明 (教育学部・准教授)

＜学生＞
※プロジェクト参加教員研究室所属の学生の参加を計画

「古代テクノポリス山口 －そ
の解明と地域資産創出を目指
して－」

H28～
32

(5年間)

田中 晋作
（人文学部・教
授）

＜学内教員＞
橋本 義則 (人文学部・教授)、村田 裕一 (人文学部・准教授)、
坪郷 英彦 (人文学部・教授)、五島 淑子 (教育学部・教授)、
楮原 京子 (教育学部・講師)、今岡 照喜 (理工学研究科・教授)、
坂口 有人 (理工学研究科・教授)、山本 晴彦 (農学部・教授)

グローカルな視点で考える山
口県の歴史・文化・自然・産業

H28～
30

(3年間)

楮原 京子
（教育学部・講
師）

＜学内教員＞
阿濱 茂樹 (教育学部・准教授)、今岡 照喜 (理工学研究科・教授)、
小松 隆一 (理工学研究科・教授)

＜学外＞
藤村 泰夫 (宇部西高等学校・教諭)、磯部 賢治 (豊浦高等学校・教諭)、
磯村 浩一 (華陵高等学校・教諭)、佐藤   淳  (山口大学附属山口中学校・教
諭)、
西岡 清美 (元山口県立高校教員)、久保 典子 (宇部商業高等学校・教諭)、
山下 裕司 (岩国高等学校・教諭)、柴原 直樹 (毛利博物館・館長代理（学芸
員）)、
弘中 淳一 (やまぐちGIS ひろば/  [宇部興産コンサルタント(株]）

山口県周遊観光の活性化の
ための観光客動態データ収集
システムの開発と活用および
観光客受け入れを含めた山口
型エコ交通システムの検討

H28～
30

(3年間)

野村 淳一
（経済学部・准
教授）

＜学内教員＞
木下   真 (大学教育センター・准教授)、横田 尚俊 (人文学部・教授)、
速水 聖子 (人文学部・准教授)、齋藤 英智 (経済学部・准教授)、
村上 ひとみ (理工学研究科・准教授)、榊原 弘之 (理工学研究科・准教授)、
鈴木 春菜 (理工学研究科・准教授)、宋 俊煥 (理工学研究科・助教)

＜学外＞
エコマス株式会社
【山口大学ビジネスインキュベーション】
※山口大学発ベンチャー企業

※研究代表者及び研究グループ構成員の所属・職名等は申請時（H28.1月末）のもの。

研究グループ（構成員）プロジェクト（PT）名
PT

期間
研究代表者

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 研究者の創意や自発性に基づく研究に対し集中的に研究支援し，文部科学省研究開

発施設共用等促進補助金の「中核的拠点整備プログラム」に採択，論文の著名な学術雑誌掲載な

ど，多彩な研究成果を生み出しており，良好と判断した。 

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

理学部 業績番号 66-4-1「ソフトコンピューティングの医療診断分野への応用」 
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66-4-9「多光子励起プローブの開発」 

66-4-11「有機／無機複合ナノ材料を用いた高感度センシング」 

66-4-15「細胞進化の原動力となった細胞内共生の成立機構の研究」 

医学部 業績番号 66-5-10「熱ストレス応答の転写調節機構の研究」 

        66-5-28「自己骨髄細胞を用いた肝硬変症に対する肝臓再生療法」 

        66-5-36「圧迫性頚髄症における電気生理学的研究」 

        66-5-44「遺伝子多型を用いたがん化学療法の効果と毒性を予測する個別化医療 

の構築」 

66-5-48「大脳皮質における疾患と大脳冷却療法の研究」 

医学系研究科 業績番号 66-6-44「遺伝子多型を用いたがん化学療法の効果と毒性を予測する個別

化医療の構築」 

工学部 業績番号 66-7-6「プラスチックおよびバイオ高分子のアップグレード化学リサイクル」 

66-7-7「衛星リモートセンシングの防災・減災への利用に関する研究」 

66-7-18「発光素子部材の研究開発」 

66-7-20「メタマテリアルの概念に基づく超機能材料・デバイス創成」 

66-7-23「深海底メタンハイドレート資源開発における地盤力学特性」 

66-7-29「ポリビニルアルコール系イオン交換膜の開発と，これらの膜を使用し 

た脱塩プロセス及びエネルギー生成プロセスへの応用」 

66-7-33「耐熱性酵母の研究」 

農学部 業績番号 66-9-2「植物アロマ受容分子機構の研究」 

           66-9-6「農作物の光害を回避する LED 照明技術の開発」 

   農学研究科 業績番号 66-10-6「昆虫とバキュロウイルスの特性を活かした新規有用タンパク質生

産系の開発と利用に関する研究」 
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計画 2-2-1-2「優れた研究成果に基づいて行う，学内外及び国内外の研究者が共同で行うプロジェク

ト型研究の推進のために，「先進科学・イノベーション研究センター（仮称）」の設置などの施策

により，研究推進核を形成する」に係る状況【★】 

 

[先進科学・イノベーション研究センターの設置] 

平成 26 年 12 月，大学研究推進機構の中に新たに「先進科学・イノベーション研究センター」を

設置した。本センターは，各学部等における先進的な基礎研究や，イノベーション創出に繋がる研

究プロジェクトを同機構の組織的取組として位置付け，産学公連携センターや URA 室等が重点的に

事業支援を行うことで，独立した研究センター化，研究所化を経て国際的研究拠点の形成や大学発

新産業の創出を目指すものである。「①中高温微生物研究センター」及び「②難治性疾患トランス

レーション拠点」の２つを研究拠点として認定し，３年間の研究拠点運営経費・研究費を重点支援

している。「難治性疾患トランスレーション拠点」では，ミトコンドリアの機能を保つ仕組みを解

明し，その論文が『ネイチャー・コミュニケーションズ』に掲載され，「中高温微生物研究センタ

ー」は，日本学術振興会の研究拠点形成事業「バイオ新領域を拓く熱帯性環境微生物の国際研究拠

点形成(平成 26～30 年度)」として，国際的な研究展開も進めている。また，これまでの５年３カ月

の研究活動等を総括するため，平成 26 年 12 月に研究活動，研究交流・公開活動と運営状況を自己

点検評価書に取りまとめ，平成 27 年１月に外部評価を受け，文部科学省の「共同研究利用施設」の

指定を目指して，外部研究機関との共同研究を展開している。 

平成 27 年度には，これまでの研究実績を踏まえ，新たに４つの研究拠点を認定した。「③生命医

工学センター」は，経済産業省の支援を受け，バイオ医薬品製造に関わる企業・大学・公的研究機

関を結集し，「国際基準に適合した次世代抗体医薬等の製造技術(平成 25～29 年度)」の開発に参画

し，高度ダウンストリーム技術の開発を進めている。「④時空間軸統合リモートセンシング技術の

防災・減災研究拠点」は，日本学術振興会研究拠点形成事業「アジア・アフリカ学術基盤形成型(平

成 27～30 年度)」に採択され，ウダヤナ大学(インドネシア)他海外４拠点との国際共同研究を推進

している。「⑤ブラックホール研究拠点」では，国立天文台をはじめとする国内７機関との共同研

究で，平成 27 年４月 27 日，国立天文台の野辺山宇宙電波観測所（長野県南牧村）において，２台

の電波望遠鏡を用いて，日本初の230GHzという極めて高い周波数での観測実験に成功した。これは，

日本がこれまで実現していた周波数の約３倍の成果であり，この高解像度による画像化観測が，「ブ

ラックホールの存在証明」に重要な一歩となっている。また，これまで，山口市仁保にある直径 32

メートルの電波望遠鏡による観測を行ってきたが，新たに直径 34 メートルの電波望遠鏡１台を増や

し，感度を 100 倍にすることで新たな研究成果が期待されている。「⑥光・エネルギー研究センタ

ー」では，文部科学省の「地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型）」支援を受け，

山口県が推進した「やまぐちグリーン部材クラスター事業(平成 21～25 年度)」に参画して，研究総

括を担当し，研究面で中心的な役割を果たしている。平成 27 年度に実施された事後評価は，「環境

負荷低減型産業集積を目指す地域構想として，国際優位性のあるクラスター形成構築への取組が着

実に進展している」と，最高評価の「S」を受けた。現在，「愛知コアクラスター」を中核とするス

ーパークラスター事業の「山口サテライトクラスター」として，高品位 GaN 基板の開発を進めてい

る(資料 AJ-1)。 
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【資料 AJ-1】各研究拠点の活動状況(出典:大学研究推進機構作成) 

研究拠点 概要 研究活動・成果等関連情報 

①中高温微生物研究

センター 

 

【学長裁量経費予算額】 

 H26 年度：11,000 千円 

 H27 年度：9,500 千円 

本センターは，発酵微生物，病原微生物，環境微生物の３分野を統

合して展開する国内外に類例のない微生物学プログラムです。 

発酵食品やお酒の微生物，動植物やヒトに感染する微生物，さらに

環境浄化に利用される微生物など，生活に密着した微生物を総合的

に研究するグループです。 

上記の微生物の中には，中高温環境に適応した「中高温機能性微

生物」が広く生息していることが分かり，その中高温微生物の研究が

各種有用物質の生産・有害物質の除去・感染症診断など様々な分

野での応用可能性があることも見つかり，新たなフロンティア分野とし

て多くの微生物研究者や産業界から注目されています。 

日本学術振興会・研究拠点形成

事業「バイオ新領域を拓く熱帯性

環境微生物の国際研究拠点形

成(平成 26～30 年度)」 

https://www.jsps.go.jp/j-c2c/j

isshichu a.html 

中高温微生物研究センター外部

評価報告書 

http://www.agr.yamaguchi-u.ac.jp/rctmr/ 

http://www.agr.yamaguchi-u.ac.

jp/rctmr/report/report2015.pd

f 

②難治性疾患トランス

レーション拠点 

 

【学長裁量経費予算額】 

 H26 年度：12,000 千円 

 H27 年度：9,000 千円 

本拠点では，基礎・臨床部門が一体となり，独創的で新規性の高い

がんなどの難治性疾患研究を確立し，臨床応用することを目標として

います。疾患ゲノムユニット，がん創薬研究ユニット，免疫治療開発

ユニットの３ユニットを中核とし，それぞれのユニットが独 自の研究を

行いつつ，有機的に連携し研究力の向上を目指しています 

ミトコンドリアの機能を保つ仕組み

を解明 ～神経変性疾患群（アル

ツハイマー病など）の治療法開発

に期待～ 

http://rcasi.kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/nanti.php 

http://www.med.yamaguchi-u.a

c.jp/news/news/post2015-00

5 html 

③生命医工学センタ

ー 

 

【学長裁量経費予算額】 

 H26 年度：9,000 千円 

 H27 年度：9,500 千円 

 山口大学は，2001 年に応用医工学系専攻を，2006 年に応用分

子生命科学系専攻を立ち上げ，医工学連携推進の先導を切りまし

た。医学とサイエンスの融合専攻を基にした先進的な医工学の知の

拠点を形成するため，上記 2 専攻をベースに，医学と工学の境界領

域で活躍する研究者が集まり，医薬と医療機器開発を進めるセンタ

ー（YUBEC）をスタートしました。 

 YUBEC ではヒトの体と医療に対して工学的にアプローチします。つま

り，化学，生物学，数学，物理学を利用して，医療のための物質，情

報処理，機械（デバイス）の創造を目指します。ヒトの体も物質であり，

情報を集積処理しながら動く最も高度な機械でもあります。ヒトの体を

工学的に解析応用することで，医薬，診断技術，医療機器の開発が

可能となります。さらに，地域への医工学の普及，企業への医工学研

修から企業と連携を強化した研究成果の実用化を推し進めます。

YUBEC は希望ある未来の社会に貢献します。 

経済産業省・個別化医療に向け

た次世代医薬品創出基盤技術

開発（H25 年度事業） 

http://bio-med.eng.yamaguchi-u.ac.jp/ 

http://www.tokushima-u.ac.jp/

files/00208697/kenkyu 07 26

1031 ohmasa.pdf 

④時空間軸統合リモ

ートセンシング技術の

防災・減災研究拠点 

 

【学長裁量経費予算額】 

 H27 年度：4,000 千円 

アジアや中南米地域の発展途上国は，自然災害に対して極めて脆

弱であり，自然災害の社会・経済への負の影響も極めて大きい現状

にあります。防災に関する各種インフラが十分に発達してい芯いとれ

らの地域にとって，衛星リモートセンシングを用いた防災情報インフラ

を整備していくことは，多くの人命，財産を守る上で非常に有効であ

り，乙れらの国々からも強い要望があります。ブロジ工クト代表者の三

浦は，これまでの防災情報システムに関する研究が認め 5 れ，平成

26 年度には防災功労・内閣総理大臣賞を受賞した防災分野の第一

人者であり，本研究ブロジェク卜では 6 つの目標を掲げ研究を推進し

ます。 

日本学術振興会・研究拠点形成

事業「アジア・アフリカ学術基盤形

成型(平成 27～30 年度)」 

https://www.jsps.go.jp/j-c2c/j

isshichu b.html 

⑤ブラックホール研究

拠点 

 

【学長裁量経費予算額】 

 H27 年度：6,000 千円 

宇宙物理学における最大の研究課題の一つであるブラックホール

を，理論と観測の両面から研究する研究拠点です。ブラックホールは

時空と物質の進化の結果生じる究極的な天体・時空構造です。宇宙

の進化の中でいかにして現在の宇宙の姿が形成されたのか，そこに

ブラックホールが果たした役割は何か，という宇宙進化論におけるブ

日本初，230 GHz 帯 VLBI 実験

に成功！ ～将来のブラックホー

ル観測に向け，一歩前進 
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ラックホールの意義はホットなトピックであり，宇宙物理学のみならず

時間学にとってもブラックホールは重要な研究課題となります。  

http://rcasi.kenkyu.yamaguchi-u.ac.jp/vlbi.php 

http://www.yamaguchi-u.ac.jp/

weeklynews/2015/ 4311 html 

⑥光・エネルギー研究

センター 

 

【学長裁量経費予算額】 

 H27 年度：5,000 千円 

光・エネルギー研究センターは，従来の延長線上にはない不連続な

革新を生み出すべく，光・エネルギーの融合領域，すなわち光の波

動と物質粒子の境・区別の無い領域，量子物理･分子化学･生命科

学が融合する領域，さらにミクロ系の量子力学からメゾスコピック系の

複雑系力学までに切り込む領域に挑戦していきます。これによって新

しい機軸の技術革新を生み，エネルギーのスマートな創出・活用・貯

蔵を実現するグリーンテクノロジーを創出し，環境問題と持続的経済

成長の問題を共に解決します。また世界水準の研究・教育を推進す

るとともに，基礎研究から社会実装まで一貫した統合研究を行い地

域はもとより全世界に貢献します。 

地域イノベーション戦略支援プロ

グラム（グローバル型）における平

成 25 年度終了地域の事後評価

結果(文部科学省) 

http://www.mext.go.jp/b menu

/houdou/27/06/attach/13590

90.htm 

次世代自動車の高度化やスーパ

ーグリッド社会の実現を目指す「ス

ーパークラスター」事業 

http://opto-energy-rc.eng.yamaguchi-u.ac.jp/ 

http://www.aichi-supercluster.j

p/about/corecluster.html 

 

   (実施状況の判定) 実施状況が良好である 

(判断理由) 優れた点(p.225)に記述。  

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

   （なし） 
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計画 2-2-1-3「山口大学の特徴ある研究領域である「時間学」の国際的な展開を図るため，当該分野

における国内唯一の研究所である「時間学研究所」の国際活動を強化し国際的な研究拠点化への発

展を図る」に係る状況【★】 

 

[時間学研究所の組織の拡充] 

「時間学研究所」は，平成 13 年４月，当時の廣中平祐元学長が，時間という観点から研究者間の

交流を図り，文理融合の新たな学問領域を創造することを目的に時限的に設置した研究所である。

平成 21 年度に実施した評価結果から，平成 22 年度から常設化し，５年ごとの自己点検評価を義務

づけた。平成 23 年６月，創設に多大な尽力のあった廣中元学長を名誉所長とし，研究所の今後の在

り方に対する指導助言，国際的研究者への橋渡し役を担っていただいている。 

平成 26 年度には，研究所の国際共同研究拠点化を図るため，所長の公募制を導入し，また，所長

を支援するため，新たに所長が指名する副所長を置いている。所長の選考は，学内外から応募のあ

った者の中から，学長を含む５名で構成する選考委員会で，研究業績，所信表明，履歴書及び面接

による審査を経て，海外での研究歴を持ち，非線形物理分野で著名な業績を有する者を登用した。

また，平成 27 年４月，「全学教育研究施設」の位置付けであった時間学研究所を，学部相当の研究

所とし，時間学研究所長を教育研究評議会の構成員に加えた(資料 AK-1)。 

 

[時間学研究所の研究体制] 

研究所に，所長，副所長，専任教員７名，兼任所員 13 名，客員教授９名を配置し，４つの研究グ

ループを置き，①社会的時間と人間的時間の調和の研究，②生物に刻まれる時間と環境変遷に関す

る研究，③多文化圏における時間表象の研究，④時間に関する個別融合分野の研究をテーマに研究

を推進している。参加研究者の学問分野は，生物学・医学・工学・物理学・心理学・哲学・社会学・

経済学・文学・文化人類学など多岐にわたり，全ての学部が参画して，文理融合の研究を推進し，

また，複数の学部において，研究所の専任教員による教育活動も行っている。研究グループ①の生

体リズムの制御に関する研究では，血糖値を一定にコントロールする働きを持ち，膵臓から分泌さ

れるホルモンであるインスリンが重要な役割を担うことを雑誌「Cell Reports」で明らかにして，

国外のメディアからも多くの注目を集め，Best of Report2014 に選出された(資料 AK-2)。 

 

[時間学研究所の国際化への取組] 

国際共同研究拠点化を目指し，平成 26 年度には，スタンフォード大学より研究者を招聘し，「過

眠症の病態生理‐動物モデルから臨床への応用」と題した時間学国際シンポジウムを実施（参加者

138 名）した。この招聘を契機に，特任助教の２ヶ月間のスタンフォード大学への海外派遣が実現し

た。また，モスクワ大学から数理科学分野の権威者である教授を２ヶ月間招聘し，国際的な研究活

動を推進するとともに，「モスクワ大学ならびに他のロシアトップ教育機関の組織と研究活動」に

関する講演会と「非線形発展現象の数理科学」に関する５回にわたるセミナーを開催し，これを機

にモスクワ大学との国際交流協定を締結(平成 27 年３月５日)した。 

平成 27 年度には，モスクワ大学准教授を特命准教授として１年間，さらにモスクワ工科大学長を

３週間招聘して，特別セミナーを実施し，大学間協定を締結(平成 27 年 11 月 16 日)した。また，国
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際時間学会長（チューリッヒ大学文学部日本語学教授）による時間学国際セミナーを開催し，国際

時間学会と連携した活動を行い，国際共同研究拠点化に向けた取組を推進している(資料 AK-3)。 

 

[時間学研究所の広報活動等]  

研究所では，「時間学」を中心においた学術研究を行うとともに，山口県内をはじめ，東京，福

岡等の都市圏において，シンポジウムやイブニングセミナーを開催するなど，一般市民への「時間

学」研究の普及・啓発活動を積極的に行っている。また，平成 26 年度から，｢時間｣について自由に

語る会「サロン」を開催した。 

このような活動を推進するなか，平成 23 年度に研究所を中心とした研究グループが，文部科学大

臣表彰「科学技術賞（理解増進部門）」を受賞した。受賞理由は，時間学的学問の確立とその研究

成果の普及啓発であり，日本科学未来館などで開催された「時間旅行展」の展示品の作成，各種シ

ンポジウムやセミナーの開催，新聞などへの寄稿といった普及啓発の活動が評価されている(資料

AK-4，5)。 

 

【資料 AK-1】時間学研究所の組織・運営体制の見直し(出典:部局長会議資料) 
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【資料 AK-2】時間学研究所の研究活動状況(出典:本学 Web ページ「トピックス」) 

 

 

【資料 AK-3】時間学国際シンポジウム開催状況(出典:本学 Web ページ「時間学研究所」のサイト) 

日時・会場 概   要 

日時 平成 22 年 12 月 10 日（金）

17 時～ 

会場 山口大学 霜仁会館（医学

部） 

入場 入場無料・予約不要 

時間学国際シンポジウム「体内時計と健康社会」 

山口大学時間学研究所の設立 10 周年を記念して、時間生物学の先端研究者を迎えた国

際シンポジウムを開催いたしました。 

シンポジスト・講演 

山口大学時間学研究所 教授 「ここまでわかった体内時計のしくみ」 

アメリカ：フロリダ州立大学医学部 准教授 「タイミングがすべて：生物時計のひみつ」 

Timing is everything: The secret of the biological clock 

スイス：チューリッヒ大学薬理学・毒性学研究所 教授「細胞学的手法によるヒト行動リズム

研究」 

A cellular approach to studying human daily behavior 

労働安全衛生総合研究所 上席研究員 「『変な』時間に働く人々の健康を守るために」 

日時:平成 23 年 12 月 17 日（土）

13:00 ～ 16:00 

場所:山口大学吉田キャンパス経済

学部第２大講義室 

定員:２００人収容/入場無料 

 

時間学国際シンポジウム「東アジアの最先端天文学」のご案内 

東アジア四ヶ国にて進められている最前線の天文学研究につきまして、時間学の観点から、

下記の国際シンポジウムを開催いたしました。 

「山口の天文学から東アジアの天文学へ」(時間学研究所教授 

“Chinese VLBI Network and some other related activities” 

（中国の VLBI 観測網と関連する様々な研究）(上海天文台 教授 

“The Korean VLBI Network and Collaboration in East Asia” 

（韓国の VLBI 観測網と東アジアの共同研究）韓国天文研究院 教授 

「台湾の電波天文学とブラックホールの研究」台湾中央研究院 教授 

日時：平成 24 年 12 月 8 日 (土) 

14:30-18:15 (開場 14:00) 

開催場所： 山口大学 吉田キャン

パス 大学会館 

時間学国際シンポジウム 2012 (特別市民講座) 

時間と脳―”時間”によって解き明かす知覚、そして意識― 

Time and Brain－Perception and Consciousness explained by ‘Time’ 

招待講演者： 

カリフォルニア工科大学 

ブラッドフォード大学 

日時:平成 25 年 7 月 26 日（金）

15:00-18:00 

場所:ニューメディアプラザ山口・多

目的シアター（山口市熊野町 1-10） 

定員:定員２００名 

時間学国際シンポジウム 2013「幸福とは何か：心理・文化・時間」 

心理学と国際文化比較の観点から、幸福についての学問的な知見を、分かりやすくお話し頂

きます。海外から見た日本の幸福観、そして日本から見た海外の幸福観についても、ディス

カッションをする予定です。 

講師:ヴァージニア大学心理学部教授 「幸福研究の最前線 －文化・社会心理学的視点



山口大学（研究） 

210 

 

から－」 

岡山大学文学部准教授「サシャ・ギトリの戯曲と映画における幸福感」 

コーディネーター（企画・司会）：准教授（山口大学時間学研究所） 

日時 ： 平成２６年１１月１３日（木） 

１０時３０分～１２時００分（開場１０

時００） 

場所 ： 山口大学吉田キャンパス 

大学会館大ホール 

主催 ： 山口大学時間学研究所 

共催 ： 日本時間学会 

参加者 : 138 名 

時間学国際シンポジウム 2014 

◆過眠症の病態生理－動物モデルから臨床への応用－◆ 

 睡眠は我々の人生の約３分の１を占めており、我々の心身の健康に欠くことのできない重

要な生理現象です。睡眠は心理的ストレスや身体疾患等によって容易に乱れ、睡眠障害が

起こります。一方、睡眠障害の一つである過眠症は、脳血管障害、脳腫瘍、脱随疾患、パー

キンソン病などで引き起こされるといわれています。今回、この過眠症についてその病理的原

因についてなどを、お話ししていただきます。講師 ：  

スタンフォード大学精神科 教授 

スタンフォード大学睡眠・サーカディアンリズム研究所 所長 

スタンフォード大学 ナルコレプシー研究所 副所長 

日時：平成２７年 8 月 10 日（月）14

時 00 分～17 時 00 分 

会場：山口大学吉田キャンパス総合

研究棟 3Ｆフォーラムスペース 

時間学国際セミナー 

チューリッヒ大学文学部日本学・教授／国際時間学会（ISST）会長「時間学の学際的研究

課題－海外における時間研究の現在」 

 時間の理論のあり方と日本思想について言及したうえ時間の学際的な研究の課題と国際

時間学会についてご講演いただきます。 

日時：平成２７年12月18日（金）14

時 30 分～17 時 30 分 

会場：山口大学吉田キャンパス総合

研究棟 3Ｆフォーラムスペース 

時間学国際セミナー 

日本人の「眠り」あるいは時間意識にはどういった特質があるのだろうか。平安、室町、江戸、

そして近代。文学作品や歴史資料を駆使した国内外５人の論者による報告をふまえ、歴史

を通して浮き彫りにしたい。（一部英語で講演） 

講演： 

「『昼寝、一睡、居眠り』睡眠用語からみた近代以前の日本人の生活時間意識」 

「『兼見卿記』と梵舜日記』における夢と時間」 

「幸若舞に基づく室町時代における百姓の「眠り」の習慣と思考の分析」 

「夏目漱石文学における眠り 〜 夢･感覚･無意識」 

「平安文学における夢告と遊離魂」 

日時：平成２７年12月19日（土）13

時 30 分～16 時 00 分（13 時 00

分開場） 

会場：山口大学人文学部棟大講義

室 

時間学国際シンポジウム 2015【眠りの時間学―世界が認めたニッポンの居眠り－】 

私たちがよく目にする「居眠り」。 

実はこれ、日本ならではの睡眠習慣と知っていましたか？ 

この独自の「イネムリ文化」について、「イネムリ」研究の先駆けであるブリギッテ・シテーガ氏を

講師にお迎えし、分かりやすくお話いただきます。 

講師：ケンブリッジ大学東アジア研究所・准教授 

パネルディスカッション 

 ケンブリッジ大学東アジア研究所・准教授 

 関西外国語大学外国語学部・准教授 

 秋田大学教育推進総合センター・助教 

 山口大学人文学部・教授 

 山口大学人文学部・教授 

 

【資料 AK-4】サロン時間学一覧(出典:本学 Web ページ「時間学研究所」のサイト) 

回数 日時 概要・テーマ 

第 1 回 

日時：平成 26 年 8 月 29 日（金）15 時 00 分

～16 時 00 分 

場所：時間学研究所 所長室 

時間について気楽に語ろう 

第 2 回 

日時：平成 26 年 9 月 30 日（火）15 時 00 分

～16 時 00 分 

場所：時間学研究所 所長室 

「時間を測る」 

時間を何らかの形で「取り扱う」ためには時間を測らねばならない。

その「時間の測り方」のなかに、時間の性質が見え隠れしているよ

うな気がする。 

第 3 回 

日時：平成 26 年 11 月 7 日（金）15 時 00 分

～16 時 00 分 

場所：時間学研究所 所長室 

9 月 4 日に日本感性工学会大会平成 26 年度論文賞を受賞され

た、時間学第 1 研究グループメンバーの理工学研究科・准教授を

特別ゲストにお迎えして開催 

第 4 回 

日時平成 26 年 12 月 19 日（金）15 時 00 分

～16 時 00 分 

場所：時間学研究所 所長室 

「３分間」 

３分という時間単位を好む現代日本的思考の成立経緯、並びにこ

の思考の歴史地域的特殊性もしくは普遍性について考える。 

第 5 回 日時：平成 27 年 4 月 17 日（金）13 時 00 分 ｢若い研究者にとってのスタンフォード｣ 



山口大学（研究） 

211 

 

～（2 時間程度） 

場所：時間学研究所 所長室 

今回のサロンでは、まず、今年２月から３月にかけてスタンフォード

大学睡眠生体リズム研究所で研究を行った助教（特命）がアメリカ

での生活や研究活動についての報告会を行い、その後、海外で研

究する事の魅力について歓談の時間を設けます。 

第 6 回 

日時：平成 27 年 5 月 22 日（金）13 時 00 分

～ 

場所：時間学研究所 所長室 

【武道・スポーツにおけるタメ・タイミングと物理学】 

「タメ」とは何か？「力を抜け」とはどのタイミングでどこの力を抜くの

か？武道・スポーツにおける格言や指導論の大部分は抽象的・感

覚的であり、真の意味 や科学的根拠が明確でない。今回のサロ

ンでは、単純な力学モデルによって剣道における理にかなった運

動を考え、特にタメやタイミングという観点で議論す る。また、様々

な専門の方が集まるこの機会に、学際的研究の難しさや科学的研

究とは何かについても意見交換したい。 

第 7 回 

日時：平成 27 年 6 月 30 日（火）15 時 00 分

～ 

場所：時間学研究所 所長室 

【異郷の時間】 

日本の古語には、過去を表す語として「いにしへ」と「むかし」の二

種類があった。この違いは、「今」につながる過去か、それとも「今」

の向こう側にある過 去かという点にあったと推測される。現実と虚

構の違いと言ってもよい。古代の人々は、この虚構の世界を「むか

し」の話として語り出す。いわゆる昔話であ る。昔話に語りだされて

くる虚構の世界とはどのようなものか。「今ここ」としてある現実の世

界に対し、虚構のそれは〈異郷〉と呼ばれる。この〈異郷〉の時 間

がいかなるものであったか。また、なぜ古代の人々は〈異郷〉を創

出し、現実世界の時間を相対化しようとしたのか。〈異郷〉をめぐる

時間について意見を交換したい。 

第 8 回 

日時：平成 27 年 7 月 14 日（火）13 時 00 分

～ 

場所：時間学研究所 所長室 

（山口大学吉田キャンパス総合研究棟 106 号

室） 

テーマ：「眼球運動による時空間知覚の変調」 

環境の状態は時々刻々と変化している。私たちはこの環境の時空

間的な変化を眼で簡単に見る ことが出来る。しかし、脳内におい

て環境の時空間変化を正しく捉えるための情報処理には非常に難

しい課題が存在する。視覚情報の入り口である眼球は頻繁に 動

いており、眼が動く際には環境由来の時空間情報と眼球運動由来

の時空間情報が混ざった信号が脳に入力されるためである。その

ため、環境で生じた時空間変 化を正しく捉えるためには、環境由

来と自分由来の時空間情報が混在した複雑な信号から自分由来

の時空間情報を無視して、環境の時空間を取り出さなければな ら

ない。今回のサロンでは、話題提供者が発見してきた眼を動かして

いる時には動かしていない時とは異なる情報処理原理が働いてい

る証拠となるいくつかの現 象をいくつか紹介する。それらを通し

て、普段私たちが何気なく見ている環境の時空間変化は、環境の

時空間変化そのものではなく脳の巧妙な情報処理に支えられたこ

ころの解釈の一つにすぎない事を議論したい。 

第 9 回 

日時：平成 27 年 9 月 25 日（金）15 時 00 分

～16 時 00 分 

場所：時間学研究所 所長室 

視覚芸術における〈時の痕跡〉 

第 10 回 

日時：平成 27 年 11 月 27 日（金）15 時 00 分

～ 

場所：時間学研究所 所長室 

【二足歩行のコツの発見 — 運動の巧みさを探る】 

20 世紀初頭に活躍したロシアの生理学者 Bernstein は，熟練した

鍛冶屋の運動計測を行い，打ち下ろされた槌先は毎回正確に目

標点を打つにもかかわ らず，腕の軌道は 1 回毎に異なることを発

見した。このことは，ヒトの運動制御において重視されている点とそ

うでない点があることを示唆する。では，例えば 歩行の運動制御

において重視されている点とはどこであろうか。このようないわば運

動のコツとでも言うべき点を探る研究について紹介する。またこの

機会に，ヒトの運動スキル(巧みさ)の理解のために重要な点は何

かについて意見交換をしたい。 

第 11 回 

日時：平成 28 年 1 月 29 日（金）13 時 30 分

～ 

場所：時間学研究所 所長室 

トポロジーのコンピューターグラフィックスへの応用 
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【資料 AK-5】時間学研究グループが文部科学大臣表彰受賞（出典：山口大学 Web ページ） 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 特色ある点(p.225-226)に記述。  

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

   （なし） 
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○小項目 2「研究成果のうち，社会とバリューチェーン形成ができるものを学外へ発信するとともに，

地域と大学，産業社会と大学などの本学の有する様々な連携システムを活用して社会還元を進める」

の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 2-2-2-1「学外への研究成果の「見える化」を図る研究成果広報誌を定期的に発刊し，社会や読

者の要望に応える活動を展開する」に係る状況 

 

［研究に関する多様な機会・方法による広報活動］ 

本学に在籍する研究者とその教育研究活動に関する情報を広く社会に紹介するため，Web ページに

「研究者総覧」を掲載し，キーワードや専門分野により，教員の内容及び著書・論文等の研究成果

等を検索できるシステムを構築している。「山口大学学術機関リポジトリ(YUNOCA)(p.243)」では，

本学教員の学術論文等を継続的に集積し，また，「論文検索システム」を構築して，Web ページを通

じた情報発信を行っている。 

平成 22 年度には，「Outstanding Professors2009-2010(英文研究実績紹介誌)」を作成し，各部

局の特徴的な研究を広く海外に紹介した。また，山口大学研究広報誌「Yamaguchi University 

Research Activities（山口大学研究広報）」を平成 25 年度から作成し，本学の特色である時間学

の取組等を紹介するとともに，平成 26 年度に同英語版を，また，平成 27 年度は第２号の日本語版

を作成している。平成 26 年度より，各教員が各年度に作成した著書・論文の一覧表「研究広報別冊」

を作成している，第１号は理工学研究科を対象に，第２号は医学部を除く全ての部局，平成 27 年度

の第３号は医学部医学科を除く全ての部局を対象とし，内容を拡充している。 

大学研究推進機構の１年間の活動を紹介する「機構年報」については，平成 24 年度から事業活動

を外部に対しわかりやすくした内容に一新して毎年発刊するとともに，同機構の Web ページをリニ

ューアルしたほか，平成 27 年度には山口大学の英語版 Web ページに「Research」のページを新たに

追加して研究内容を広く発信した。また，工学部においては，全研究者約 200 人の研究成果が，何

に役立つかの観点から，高校生や企業に分かりやすく説明した「山口大学工学部研究紹介(山口大学

発，未来のかたち)」の日本語版・英語版を刊行し，社会とのバリューチェーン形成や研究のグロー

バル化に向けた取組を行っている。農学部においても研究者紹介冊子「山口大学農学部の研究紹介」

を刊行している。これらの成果物は，イベントなど外部との交流，企業や他研究機関との交流，国

際交流などの場で活用され広く本学の研究成果を広報している。 

マスコミを活用した取組として，地元ケーブルビジョンを活用して，山口大学医学部・附属病院

における世界をリードする最先端の研究を分かりやすく地域に紹介する番組「医進!前進!」を平成

23 年８月から平成 25 年９月まで放送(全 24 回)し，その動画を Web で公開している。工学部では,FM

ラジオで第１及び第３木曜日に「ススメ！工学部」で新任教員やオープンキャンパス，トピックな

研究，学生の海外留学等を紹介している。また，平成 24 年度には，文部科学省「情報ひろば」で，

企業等との共同研究により世界で初めて実用化した，世界中で 200 台以上の実績を有するナノスペ

ース膜の研究開発事例を紹介する等，多様な機会及び方法により，研究成果の発信を行っている(資

料 AL-1，2，3，4，5)。 
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【資料 AL-1】研究者総覧(出典:山口大学 Web ページ) 

 

 

【資料 AL-2】Yamaguchi University Research Activities(出典:山口大学 Web ページ) 
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【資料 AL-3】山口大学英語版研究紹介ページ（出典：山口大学 Web ページ（平成 28 年 4 月 5日現在）） 
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【資料 AL-4】山口大学工学部研究紹介(出典:山口大学 Web ページ) 
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【資料 AL-5】「ススメ！工学部」放送内容一覧（平成 26 年度）(出典:山口大学 Web ページ) 

放送日 テーマ 

4月3日 大学生活をスタートするにあたって 

4月17日 新学部長 所信表明 

5月1日 新任教員の紹介について 

5月15日 新任教員の紹介について 

6月5日 事務職員の紹介について 

6月19日 PM2.5予測システムについて 

7月3日 オープンキャンパスについて 

7月17日 オープンキャンパスについて 

8月7日 オープンキャンパスについて 

8月21日 ローレンスバークレー国立研究所滞在について 

9月4日 ホームカミングデーについて 

9月18日 新任教員の紹介について 

10月2日 マサチューセッツ工科大学滞在について 

10月16日 常盤祭について 

11月6日 留学体験について（UCL) 

11月20日 電脳飛行について 

12月4日 留学体験について 

12月18日 入試に備える 

1月15日 マツダ財団受賞について 

2月5日 LEDについて 

2月19日 図書館紹介，職員海外研修（ガジャマダ大学） 

3月5日 新任教員の紹介について 

3月19日 新任教員の紹介について 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 「研究者総覧」及び「論文検索システム」を構築し，Web を通じた情報発信を行うほ

か，研究広報誌や研究広報別冊を定期的に発刊した。また，ケーブルビジョンや FM ラジオを活用

した広報等，多様な広報活動を推進しており，良好と判断した。 

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

   （なし） 
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計画 2-2-2-2「大学の研究成果にもとづく知的財産の活用を図り，国内外の産業界との間で知的創造

サイクルの形成を進める」に係る状況 

 

[大学研究推進機構によるイノベーション創出への取組み体制] 

大学研究推進機構に下記３センターを設置し，企業，自治体と連携した地域発イノベーション創

出に向けた事業を推進している。 

①「産学公連携センター」では，県内を中心とした産業支援機関や教育研究機関に属するコーデ

ィネーター(CD)が連携して「やまぐち事業化支援・連携 CD 会議」を設立し，全国の CD 連絡会とも

連携し，九州地区と合同の連絡会議を開催した他，宇部市の「C-UBE サロン」，宇部高専の「宇部高

専テクノカフェ」や周南市の「周南新商品創造プラザ」などを合同開催し，地域発イノベーション

創出の支援を行い，平成 26 年度には 25 件の競争的資金を獲得している(資料 AM-1)。 

「知的財産部門」では，平成 23 年２月にコクヨと共同開発した「リサーチラボノート」に改ざん

防止を施して証拠力を高めたエントリーモデルを加えて研究不正防止活動を進め，大学版の特許情

報のデータベース（YUPASS）を構築し，特許等の検索サービスを提供しているほか，特許情報検索

インストラクターの養成プログラムを充実させ，実践的な知的財産人材を育成している。また，学

外教育機関への知的財産教育の支援(５年間で 132 校 15,790 人)や企業等向けセミナー等(５年間で

52 ケ所 3,520 人)を開催している。平成 24 年度に知的財産教育機能を加え，②「知的財産センター」

に再編し，平成 25 年度から，全ての学部生に知財教育を必修科目とし，専門教育においても，学問

分野に応じた学部から大学院に至る体系的なカリキュラムを順次整備した。平成 27 年度には，文部

科学省から「教職員の組織的な研修等の教育関係共同利用拠点（知的財産教育）」の 認定を受け，

「山口大学知的財産センターSD セミナー」を開催し，学内外への知財教育の普及に取り組んでおり，

本学のこれまでの知的財産に関する取組が認められ，平成28年度の知財功労賞経済産業大臣表彰「知

的財産権制度活用優良企業等表彰」を受賞した(資料 AM-2) 。 

③「総合科学実験センター」では，学外者へ機器分析実験施設と遺伝子実験施設を開放しており，

平成23年度には地域の強みである省エネ・環境・マテリアル技術分野の産官学共同研究推進のため，

科学技術振興機構により本学に設備が整備され，「やまぐちイノベーション創出推進拠点

(p.182-183)」として，企業等に研究機器を提供している。また，平成 24 年度から「次世代シーケ

ンサーを用いた遺伝子受託解析」を開始した(資料 AF-1，2，3，4，5)。 

 

[受託研究・共同研究，特許等の状況] 

平成 22 年度から平成 27 年度の受託研究及び共同研究の状況は，共同研究の総件数は，1,180 件，

金額で 18 億４千２百万円となっており，平成 26 年度に初めて３億円台を超えている。受託研究の

総件数は，825 件，金額で 48 億５千万円となっており，平成 25 年度が９億５千７百万円とピークと

なっている。年度間で増減があるが，全体的には増加傾向にある。平成 22 年度から６年間の特許出

願の状況は，国内 396 件，学部別では工学部が 259 件及び医学部が 75 件であり，この２学部が全体

の 84％を占め，国内出願も毎年度行っている。技術移転件数は，計 72 件，平均 12 件あり，ロイヤ

リティ収入は平成 25 年度に１千万円を下回った他は，１千３百万円以上を維持している。 

大学の新たな取組として知的財産の実施料を一定期間無料で開放し，地域発イノベーション創出
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の支援を，㈲山口ティー・エル・オーとの連携により，平成 27 年 10 月１日から開始した。無料開

放特許は発明者の同意を得ており，無料開放期間は，同意書締結日から大企業は３年間，中小企業

は５年間として，無料開放特許は「シーズ集（山口大学の研究成果）」として，Web ページで公開し

ている(資料 AM-3，4，5，6，7)。 

 

【資料 AM-1】大学研究推進機構の取組（出典：大学研究推進機構作成） 

○平成 26 年度に大学研究推進機構が支援した競争的資金の採択課題一覧 

代表者部局名 職名 研究題目 交付元等 事業名 

医学系研究科

（医学） 
准教授 

効果的な複合免疫療法の確立（オンコアンチゲン

由来ペプチドワクチンにおけるバイオマーカーの検 

証と治療戦略の構築） 

文部科学省 科学技術試験研究委託事業 

大学院医学 系

研究科（理学） 
教  授 

アミノ酸配列の決定を高効率化する新しいエドマン

試薬の開発 

（独）科学技

術振興機構 

研究成果最適展開支援プログ

ラム（A-STEP) 探索タイプ 

大学院理工 学

研究科（工学） 
教  授 

セルフクリーニング機能を備えた高性能ヨウ素吸着

繊維の開発 

（独）科学技

術振興機構 

研究成果最適展開支援プログ

ラム（A-STEP) 探索タイプ 

理工学研究科

（工学） 
助  教 

高効率・薬品無使用・省エネルギー型の先駆的な

重金属汚染土壌浄化技術の開発 

（独）科学技

術振興機構 

研究成果最適展開支援プログ

ラム（A-STEP) 探索タイプ 

医学系研究科

（医学） 
教  授 

肝臓再生療法のための革新的なアイソレータの開

発 

（独）科学技

術振興機構 

研究成果展開事業研究成果

最適展開支援プログラムシーズ

育成タイプ（COIAS） 

農学部 教  授 
農作物に光害（ひかりがい）が発生しない高光束道

路照明の研究開発 

（独）科学技

術振興機構 

研究成果展開事業研究成果

最適展開支援プログラム本格

研究開発ステージハイリスク挑

戦タイプ 

大学研究推進

機構 

学術研

究員 

大幅なコストダウンを可能にする哺乳動物細胞の遺

伝子発現系の開発とその事業化 

（独）科学技

術振興機構 

研究成果展開事業研究成果

最適展開支援プログラム本格

研究開発ステージ起業挑戦タ

イプ（若手起業育成） 

理工学研究科

（工学） 
教  授 高品位 GaN 基板の研究開発 

（地独）山口

県産業技術セ

ンター 

研究成果展開事業（ スーパー

クラスタープログラム） 

医学系研究科

（医学） 
教  授 

培養ヒト骨髄細胞を用いた低侵襲 肝臓再生療法

の開発 

（独）科学技

術振興機構 

再生医療実現拠点ネットワーク

プログラム（再生医療の実現化

ハイウェイ） 

医学部附属病

院 
講  師 

エピジェネティクス制御化合物の抗神経性心疾患

の効果の評価と分子メカニズム解析 

（独）科学技

術振興機構 

戦略的創造研究推進事業チー

ム型研究（CREST） 

医学系研究科

（医学） 
准教授 がん検体の臨床像解析 

（独）科学技

術振興機構 

戦略的創造研究推進事業（革

新的先端研究開発支援事業）

医学系研究科

（医学） 
助  教 

うつ病の異種性に対応したストレス脆弱性バイオマ

ーカーの同定と分子病態生理の解明 

国立大学法

人群馬大学 

平成 26 年度科学技術試験研

究委託事業 

共同獣医学部 教  授 

食用動物由来薬剤耐性菌の定量的食品健康影響

評価モデルの確立（定量的リスク評価モデルの確

立 業務・定量的リスク評価指針の作成に必要な情

報の収集業務） 

学校法人酪

農学園 

平 26 年度食品健康影響評価

技術研究 

共同獣医学部 教  授 

熱帯性魚類食中毒シガテラのリスク評価のための

研究（シガトキシン類のリスク評価、リスク管理ア プ

ローチの検討） 

国立医薬品

食品衛生研

究所 

平 26 年度食品健康影響評価

技術研究 

医学系研究科

（医学） 
教  授 

非代償性肝硬変患者に対する培養自己骨髄細胞

を用いた低侵襲肝臓再生療法の安全性に関する

研究 

厚生労働省 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業（再生医療実用化

研究事業） 

医学系研究科

（医学） 
教  授 門脈血行異常症に関する調査研究 久留米大学 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業（難治性疾患等克

服研究事業） 
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医学系研究科

（医学） 
教  授 

ヒルシュスプルング病及び類縁疾患の幹細胞を用

いた病因病態解明と新規治療法の開発 

国立大学法

人九州大学 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業（難治性疾患等克

服研究事業） 

医学系研究科

（医学） 
教  授 

多発性硬化症生体試料バンクを活用したアジア人

特有の遺伝環境因子探索による病態解明 

国立大学法

人九州大学 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業（難治性疾患等克

服研究事業） 

医学系研究科

（医学） 
教  授 自己免疫疾患のイノベーション研究 

国立大学法

人筑波大学 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業 

医学系研究科

（医学） 
教  授 

免疫性ニューロパチーの治療反応性予測に基づく

有効な治療戦略の構築 

学校法人近

畿大学 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業（難治性疾患等克

服研究事業） 

医学系研究科

（医学） 
教  授 

慢性活動性 EB ウィルス感染症とその類縁疾患に

対する革新的治療薬を実現するための独創的開

発基 盤 

（独）国立成

育医療研究セ

ンター 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業（難治性疾患等克

服研究事業） 

医学系研究科

（医学） 
教  授 

自律神経障害性疼痛の診断基準作成と新規治療

法を開発するための研究 

国立大学法

人信州大学 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業（慢性の痛み解明

研究事業） 

医学系研究科

（医学） 
教  授 

がん認識抗体と遺伝子導入 T 細胞によるがん治療

を目指した前臨床開発研究 
厚生労働省 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業革新的がん医療実

用化研究事業） 

医学部附属病

院 

副診療 

放射線 

技師長 

トレーサビリティの確保された線源と画像誘導を利

用した高線量率小線源治療の標準化と高度化の

研究 

（独）国立がん

研究セ ンター 

平成 26 年度厚生労働科学研

究委託事業革新的がん医療実

用化研究事業） 

農学部 教  授 
都市近郊野菜に光害（ひかりがい）が発生しない夜

間照明技術の開発 
農林水産省 

平成26年度農林水産業・食品

産業科学技術研究推進事業 

 

○平成 26 年度に地域連携関連の各種会議・イベント等への参加状況 

名称 概要 

キューブサロン（宇部

市） 

 

キューブサロンは平成 15 年 8 月に設立され、新技術を用いて自立を目指す企業同士や大学等との情

報交換、研究開発において事業化を目指す大学等研究者のスポンサー発掘や企業・組織との出会いの

場、多数の産学連携プロジェクト（事業化・ベンチャー企業）の創出を目指して、奇数月に開催している。 

 当機構は教育機関として参画し、幹事団体を務めている。 

 平成27年1月には、「やまぐち事業化支援・連携コーディネート会議」コーディネーター連絡会議との合同

開催を実施した。 

周南新商品創造プラ

ザ（周南市） 

周南地区の大手企業と地場企業は、技術的に、強み弱みを情報交換して協力し、お互いの利益に結び

つけ、更に、これを進めて、各社の持つ創造性と技術力を活かして新商品・新技術を創出する交流の場とし

て、平成 16 年 11 月に大手企業と地場企業が結集して、民間グループ「周南新商品創造プラザ」をスター

トさせた。年間6回開催されている。平成26年度は、山口県戦略産業雇用創造プロジェクトと合同で開催し

た。 

当機構は特別会員として参画しており、企業との連携を図っている。平成 26 年度は、「やまぐち事業化支

援・連携コーディネート会議」コーディネーター連絡会議と 2 回の合同開催 

を実施した。 

ヤマグチ・ベンチャ

ー・フォーラム 

山口銀行を事務局とし、山口県、山口大学が協力して設立された産・官・学一体の異業種交流組織で

ある。山口県内の業種の異なる気鋭の経営者と学会、行政のリーダーが相互に研鑚を図り、資質の向上に

努め、新技術の開発やベンチャー企業の育成を進め、地域産業に貢献することを目標としている。 

周南ベンチャーマー

ケット（周南市） 

周南ベンチャーマーケット協会は、平成 13 年 9 月に徳山市（現周南市）と西京銀行および地元経済界

が中心となってベンチャー企業育成を目的として設立された。事務局を西京銀行関連会社のベンチャーキ

ャピタルであるエス・ケイ・ベンチャーズに置き、年間 2～3 回、定期的にマッチングマーケットを開催（周南

市）している。当機構は賛助会員として本協会に参画している。 

その他の地域連携関

連イベント 

 下関ミキサー会（下関市）、周南パラボラ会（周南市）、岩国架け橋会（岩国市）がそれぞれ 3 ヶ月ごとに

開催されており、山口大学からも出席して産学公の連携を図っている。 

 

 



山口大学（研究） 

221 

 

【資料 AM-2】知的財産センターの取組（出典：大学研究推進機構年報・山口大学 Web ページ） 

○山口大学特許検索システム YUPASS 
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○学外教育機関への知的財産教育の支援 
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○文部科学省から「教職員の組織的な研修等の共同利用拠点（知的財産教育）」の 認定 

 
 

【資料 AM-3】学部別国内特許出願件数(出典:大学研究推進機構作成) 

区 分
教育
学部

経済
学部

理学部 医学部 工学部 農学部
共同
獣 その他 合計

平成22年度 0 0 4 10 41 7 1 63

平成23年度 0 0 5 19 34 5 2 65

平成24年度 0 0 3 11 53 4 2 73

平成25年度 0 0 4 8 46 3 1 62

平成26年度 0 0 6 15 55 4 3 0 83

平成27年度 1 0 3 12 30 4 0 0 50

合 計 1 0 25 75 259 27 3 6 396

平 均 0 0 4 13 43 5 2 1 67

(単位:件数)  
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【資料 AM-4】外国特許出願件数(出典:大学研究推進機構作成) 

区 分
国際出願（PCT
ルート出願）件数

移行出願（指定
国移行出願＋直
接ルート出願）を
した件数（国数）

JSTへ国際出願
（PCTルート出願）
の支援申請をした

件

平成22年度 21 27 26

平成23年度 13 32 19

平成24年度 16 37 20

平成25年度 17 23 24

平成26年度 11 14 27

平成27年度 15 46 16

合 計 93 179 132

平 均 16 30 22

(単位:件数)  
 

【資料 AM-5】技術移転状況及外国特許出願件数(出典:大学研究推進機構作成) 

区分 技術移転件数ロイヤリティ収入

平成22年度 14 14,448

平成23年度 13 16,555

平成24年度 14 13,593

平成25年度 8 9,004

平成26年度 11 13,007

平成27年度 12 41,437

合 計 72 108,044

平 均 12 18,007

(単位:万円)  
 

【資料 AM-6】共同研究及び受託研究の受入れ実績(出典:大学研究推進機構作成) 

件数 金額 件数 金額 件数 金額

平成22年度 186 281 108 685 294 966

平成23年度 195 275 136 759 331 1,034

平成24年度 203 276 138 742 341 1,018

平成25年度 204 253 151 957 355 1,210

平成26年度 190 362 138 827 328 1,189

平成27年度 202 395 154 880 356 1,275

合 計 1,180 1,842 825 4,850 2,005 6,692

平 均 197 307 138 808 334 1,115

(単位:百万円)注)百万円未満四捨五入

区分
合計受託研究共同研究
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【資料 AM-7】山口大学特許の無料開放(出典:山口大学 Web ページ) 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 優れた点に後述。  

 

【関連する学部・研究科等，研究業績】  

   （なし） 

 

②優れた点及び改善を要する点等 

(優れた点)①「先進科学・イノベーション研究センター」を設置し，２つのプロジェクトを学内

研究拠点として，また，新たに４つの拠点形成プロジェクトを認定し，それぞれの研

究拠点が特色ある研究を推進している。「⑥光・エネルギー研究センター」が参画し

た「地域イノベーション戦略支援プログラム（グローバル型）」では，事後評価で最

高評価「S」を受けており，優れた点とした。(計画 2-2-1-2)(p.204) 

     ②大学研究推進機構では，地域発イノベーション創出の支援を行い，平成 26 年度には

25 件の競争的資金を獲得している。知的財産センターは，その活動が認められ，平

成 27 年度には文部科学省から教育関係共同利用拠点として認められた。また，共同

研究・受託研究とも着実に実績を上げている。さらに地域発イノベーションを推進す

るため，平成 27 年度から，特許の無料開放を始めており，優れた点とした。(計画

2-2-2-2)(p.218-219) 

(改善を要する点)なし  

(特色ある点)①時間学研究所の活動を評価し，平成 22 年度に常設化して，所長を公募により登用

し，全学部が参画した文理融合研究を推進している。海外から著名な研究者を招聘し，

それを機に国際交流協定を締結する等，国際拠点化に向けた取組を推進している。ま
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た，平成 23 年度には，時間学的学問の確立とその研究成果の普及啓発活動が評価さ

れ，文部科学大臣表彰を受賞しており，特色ある点とした。(計画2-2-1-3)(p.207-208) 
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３ 社会連携・社会貢献、国際化に関する目標 (大項目)   

(１)中項目１「社会との連携や社会貢献に関する目標」の達成状況分析 

①小項目の分析 

○小項目1「地域の様々なセクター（大学，行政機関，民間機関，企業団体，市民団体）などとの連

携システムを活用して，地域の文化・経済活動の維持・発展や地域イノベーションを指向する総合

的な地域活動を行い，多様な成果を生み出す」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 3-1-1-1「地域の自治体，市民団体，博物館，企業，公私立大学等との連携体制を強化し，学内

外の人材交流の機会を拡大させるとともに，多様な講座事業，連携協働事業，地域活性化支援事業

を推進する」に係る状況 

 

[地域との連携体制の強化] 

法人化後，キャンパスのある宇部市及び山口市と包括連携協定を結び，地域貢献活動を推進する

ほか，県内の 11 大学と「大学コンソーシアムやまぐち」を組織し，「山口県大学 ML(Museum・Library)

連携事業」，県内全留学生を対象とした「留学生就職支援フェスタ・イン・山口」や FD・SD 研修や

セミナー等を実施している。平成 26 年度には，学長が県知事をはじめ，13 市６町の全ての首長との

懇談を行い，美祢市及び周防大島町と協定を締結し，美祢市秋吉台日本ジオパークの認定に貢献し

た。各種公共団体や企業等と包括連携協定を結び，第１期終了時の８機関から第２期終了時には 18

機関と拡大している。 

県とは，連携推進協議会を通じた連携を進め，平成 27 年２月に地方創生に関する包括連携協定を

締結した。山口市とは，平成 26 年度から人事交流を開始し，山口市から本学へ地域連携コーディネ

ーターを迎え，本学から山口市地域振興部に職員を派遣し，また，新たに連絡協議会を設置して，

連携体制を強化している。協定を結んだ市町の審議会へは，本学から多くの委員を派遣し，教育，

研究，医療・福祉，文化，経済，防災・安全，地域振興等の幅広い分野で連携・協力している(資料

AN-1)。 

平成 27 年度には，文部科学省「地（知）の拠点大学による地方創生推進事業」に本学の取組「や

まぐち未来創生人材育成・定着促進事業」が採択され，県内の高等教育機関・自治体・企業等 58 機

関で事業協働機関を組織して，若者の地元定着の促進に向けた事業を開始している(資料 AN-2,3)。 

 

[地域における生涯教育活動の推進]  

「公開講座」，「開放授業」及び「出前講義」については，本学の主要な社会貢献活動として位

置付け，積極的に推進している。「公開講座」は，地域社会の知的啓発に資することを目的とし，

①知的好奇心に応える「専門教養講座」，②現代的課題に応える「知識・技術習得講座」，③地域

振興の課題に応える「フィールド学習（現地体験型）講座」の三つの方式で行っている。「開放授

業」は，正規授業を一般市民に開放し，受講後修了証書を授与している。「出前講義」は，高校生

たちの高度な学習への意欲を引き出し，大学への関心を高めることを目的として，多様な講座を提

供している。本学の生涯教育活動に係る過去６年間の平均参加者数は，公開講座 592 人，開放授業

87 人，また，出前講義では約 28 校の学校に講師を派遣しており，公開講座の６割が，約 80％を超

える充足率(受講者数/定員)を示している。平成 26 年度の「公開講座の満足度」は，「ある程度」

以上満足が 95％，同じく「講師の満足度」では，97％であり，講座及び講師に対する満足度は極め

て高く，受講生のうち 58％が複数回受講している(資料 AN-4)。 

 

[地域との連携した各種事業の推進] 

地域の行政や企業等との意見交換の場として，山口県の七つの地域に分け「地域と山口大学との

交流会」を開催している。２巡目となる第２期は，企業及び商工会議所からの提言を受け，２巡目

後半には，意見交換の場としてグループ懇談を導入した。 

平成 23 年度には，文部科学省と本学の主催で「熟議 in やまぐち」を実施した。当日は，11 のグ
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ループに分かれ，最先端研究からまちづくりまでのテーマで，討議を行った。また，24 年度には，

山口市，阿武町及び周防大島町の県内３か所で，本学独自の「熟議キャラバン 2012」を開催した。

これらの交流会及び熟議の成果を踏まえて，平成 26 年度から「地域創生キャラバン in やまぐち」

を開催し，山口県，山口市，宇部市の職員と本学教職員が，「地域の雇用創出，地元定着率の向上」

等をテーマに討議を行っている。 

また，地域の初等中等教育に貢献するため，現職の高校・中学校教員対象の「サイエンス・リー

ダーズ・キャンプ」や高校生対象の「オープンセミナー」を開催し，高校との接続授業を提供して

いる。小中高生に科学技術の楽しさを伝える「科学技術維新プロジェクト」や「ひらめき☆ときめ

きサイエンス」等を推進し，「サイエンスワールド」では，「サイエンスセッション U-18」を企画

し，中高校生による科学研究発表を行っている。また，科学オリンピックの強化合宿として，県内

の高校生及び教員対象の「やまぐちサイエンス・キャンプ」を実施している(資料 AN-5)。 

 

【資料 AN-1】包括連携協定締結状況（出典：地域未来創生センター） 

【公共団体等】 締結年月日 

宇部市 平成 16 年 12 月 21 日 

山口市 平成 17 年 9 月 28 日 

国土交通省中国地方整備局 平成 18 年 3 月 15 日 

美祢市 平成 26 年 3 月 5 日 

周防大島町 平成 27 年 1 月 21 日 

山口県 平成 27 年 2 月 27 日 

【学校等】 締結年月日 

宇部工業高等専門学校 平成 17 年 3 月 1 日 

放送大学 平成 22 年 11 月 15 日 

東亜大学・東亜看護学院 平成 24 年 12 月 21 日 

山口学芸大学・山口芸術短期大学 平成 25 年 9 月 18 日 

【法人等】 締結年月日 

（公財）横浜企業経営支援財団 平成 20 年 10 月 15 日 

（独）国際協力機構 平成 22 年 6 月 1 日 

（地独）山口県産業技術センター 平成 23 年 5 月 31 日 

【企業等】 締結年月日 

宇部興産（株） 平成 16 年 4 月 1 日 

（株）トクヤマ徳山製造所 平成 16 年 10 月 26 日 

（株）山口銀行 平成 16 年 11 月 10 日 

（株）山口銀行･ＭＯＴ総合研究所 平成 27 年 1 月 16 日 
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【資料 AN-2】やまぐち未来創成人材育成・定着促進事業（出典：平成 27 年度文部科学省「地（知）の拠

点大学による地方創生推進事業（COC+）」申請書類） 
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【資料 AN-3】やまぐち未来創生人材育成・定着促進事業の概要（出典：読売新聞平成 28 年３月 18 日 24

面） 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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【資料 AN-4】公開講座，開放授業及び出前講義の実施状況及び満足度（出典：地域未来創生セ

ンター作成） 

＜公開講座，開放授業及び出前講義の実施状況＞ 

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

合 計 ６年間の
平均

開設講座数（講座） 19 17 22 25 30 24 137 22.8

参加者数（⼈） 529 475 570 703 693 581 3,551 591.8

開放授業科⽬数（科⽬） 33 46 38 24 36 36 213 35.5

参加者数（⼈） 98 121 119 43 71 68 520 86.7

出前講義実施件数（件） 71 71 61 64 52 66 385 64.2

教員派遣校数（校） 24 25 27 30 30 30 166 27.7

公開講座

開放授業

出前講義

区 分

 

 

＜平成 26 年度公開講座充足率及びアンケート調査結果（抜粋）＞ 

1.各講座の充足率(受講者数/定員) 
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5.受講生の受講回数 

 

講座 
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10.講座に対する満足度                    11.講師に対する満足度 

満足

64%

ある程度満

足
31%

やや

不満
3%

不満

1%無回答

1%

全体の比率

満足

73%

ある程度

満足
24%

やや不満

2%
不満

0%

無回答

1%

全体の比率

 

 

【資料 AN-5】小中高生及び教員を対象としたイベントの実施状況(出典:本学 Web ページ) 

名称 

概   要 日時 

対象，参加者数 

サイエンス・リーダーズ・キャ

ンプ  

 山口大学農学部では、生態系、生物個体、細胞、ＤＮＡやタンパク質分子などスケールの異なる研究対象を取り

扱っています。本プログラムでは、この研究の特色を生かし、参加者にスケールの異なる視点で「自然」を可視化

する技術および解析する手法を体験してもらい、特に、生物試料の解析を通じて、理科４教科にまたがる知識を動

員し、相互の関連性について認識してもらい、食料生産科学・生命科学・環境科学を網羅する農学に関連付ける

ことで、応用を意識しつつ取り組むことを目的としました。また、合宿で参加者自身が作成した画像ファイルだけで

はなく、本学部の研究・人的資源を活用して作成した「画像・動画コンテンツ」を利用し、授業等に反映させ「理数

系に興味関心を持ち、理数系分野への進路を考えている生徒」の動機付けに資する指導能力の向上も目的とし

ました。  

平成 26 年 8 月 5 日～ 

 平成 26 年 8 月 8 日 

高校・中学校教諭対象，20 人 

農学部オープンセミナー 
 農学部オープンセミナーは，高校で学習する生物と化学の基礎知識から出発し，農学部の専門的領域に足を

踏み入れる接続授業です．農学部教員が講義し，実験を指導します． 

 高校生の定員は１５です．対象は高校１年生以上で，各校３名以内とさせていただきます．これ以外に，引率教

諭・ご父兄等のご参加も，５名まで可能です．申し込み書に，一緒にご記入ください． 

  本年度のテーマ「植物工場での野菜の栽培を科学する光環境制御で品質と育成スピードは変化する？」 

  植物工場とは、植物の成長に必要とされる光、水、養分、二酸化炭素などの供給を厳密に制御することで、天

候や場所に左右されず、計画的に連続して植物を育てる施設です。農学部では、LED 照明技術等を植物工場で

の葉物野菜生産へ応用することを目指し、各種野菜を用いて小型人工気象器や植物工場での各種栽培試験を

実施しています。本セミナーでは、その内容を詳解いたします。 

平成 26 年 8 月 26 日 

高校生対象 23 人 

ひらめき☆ときめき サイエ

ンス  平成 25 年 8 月 4 日（日）、本学農学部で高校生を対象とした植物工場での最先端の植物研究を紹介する行事

「ひらめき☆ときめき サイエンス「植物工場～種をまく、野菜を測る、成分を調べる、収穫して味わう～」を、前年

度、前々年度に引き続き開催しました。「ひらめき☆ときめき サイエンス」とは、科学研究費補助金（KAKENHI）で

得られた研究成果について、小中高校生の皆さんが「直に見る・聞く・ふれる」ことで、科学の面白さを感じてもらう

実習体験型プログラムです。 

 山本晴彦教授（農学部）、荊木康臣教授（農学部）による講義や最新の植物工場実証施設（第二植物工場）を

用いた体験型の実習が行われ、実習は単なるデモ的な体験だけではなく、植物工場用 LED 照明の分光測定、植

物工場での野菜の播種・収穫作業などの実習、水耕養液のバッグテストによる簡易元素分析の体験、光合成やク

ロロフィル蛍光の測定と測定値の記録、さらにはパソコンを使用して測定結果のグラフ化解析を行うなど、一連の実

験・実習の流れを体験する実践的なものであり、参加した高校生にとっては貴重な体験となるものでした。 

 本行事の昼食では収穫した野菜を試食したり、クッキータイムでは高校生と本学教員、大学院生・学部学生との

フリートークの時間が設けられ、高校生にとっては貴重な話を聞くことができ、日常では体験することができないさま

ざまな体験をすることができた非常に有意義な行事となりました。 

平成 25 年 8 月 4 日 

高校生対象 20 人 
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サイエンスワールド２０１５～

おいでませ！ハートときめく

サイエンス～」 

 

山口大学理学部では、県内外の中学・高等学校、科学館・博物館、研究機関と連携し、小・ 中高生のみなら

ず広く皆様に、自然科学の魅力を楽しく判り易く伝えることを目的に、 「サイエンスワールド」を毎年開催していま

す。今回で第１７回目の開催となる「サイエンスワールド２０１５～おいでませ！ ハートときめく サイエンス～」は、１

０月１８日（日）第２学生食堂きらら・大学会館・理学部本館・人文学 部大講義室にて開催しました。今年は総来

場者数１１３６名の方々にご来場頂き、 来場者数も年々増え、スタッフ一同も喜んでおります。 

リケジョによる研究解説・パソコンのしくみ・きれいな石探し・空気てっぽう・葉っぱの模様・ホバークラフト・水を掴

むなどなどの学生企画や、化石などのミニ博物館・ブーメラン作成・ビー玉万華鏡作成などの学外博物館・科学館

の企画などなど、屋内・屋外で楽しい企画がありました。全ての企画が盛況で長蛇の列ができた企画もあり、ご来場

下さった皆様に楽しみながら科学に親しんで頂けたかと思います。 

今年のサイエンスワールド２０１５では、活断層についての３名の専門家による特別公開市民講座①金折 裕司 

氏（山口大学大学院 理工学研究科 教授）「私たちの町の大地震と活断層 ～次の大地震に備える～」、②宮下 

由香里 氏(産業技術総合研究所 研究グループ長）「活断層を掘って、調べて、わかること：現地調査とその結果

が防災・減災に生かされるまで」、③楮原 京子 氏（山口大学教育学部 講師）「考えてみよう！活断層の恩恵」 

を催し、幅広い年齢層の市民が参加し熱心に聴講して頂きました。 

最初に金折先生から山口県の活断層について調査結果などの紹介があり、次に宮下先生が 地震の怖さと活断

層の現地調査法と結果について体系的に説明され、最後に楮原先生が視 点を変えて活断層により私たちの生

活が受けている恩恵についてスポットを当ててお話し下さいました。講演終了後も参加者から多くの質問が寄せら

れ、それぞれの立場で回答されました。 

中・高校生による科学研究発表「サイエンスセッション U-18」では、中学校の部は下関中等教育学校『ペットボト

ルの重さと転がり方の関係』、高等学校の部は山口県立山口高等学校の『ナミウズムシの断片を用いた水質監視

装置』が最優秀賞を受賞しました。 

 

平成 27 年 10 月 18 日 

一般市民対象，1136 人 

 

(実施状況の判定)  実施状況がおおむね良好である。 

(判断理由) 18 機関と包括連携協定を締結し，協定先の山口市とは人事交流を行っているほか，

県内の公共団体を中心に，地域活性化に関する交流会や熟議を行うとともに，地域の初等中等生

を対象とした様々なイベントを実施している。また，生涯教育活動を推進し，公開講座は高い満

足度を得ている。 
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計画 3-1-1-2「地域発イノベーション創出に資する科学技術イノベーション人材の育成に取り組むと

ともに，地域の様々なセクターで機能する連携システムを活用して，地域の文化・経済活動の維持・

発展や地域イノベーションを指向する総合的な地域活動を行い，多様な成果を生み出す」に係る状

況【★】 

 

[地域と連携したイノベーション創出と人材の育成] 

本学は，大学研究推進機構(p.174)を設置し，地方自治体及び地域企業と連携し，山口県域の特色

を活かして，医療関連，環境に配慮したエネルギーの創造・循環，ものづくり技術基盤等の分野で，

産業の育成・集積，人材の養成を進めている。 

平成 26 年度に採択された文部科学省事業「地域イノベーション戦略推進地域」 及び「地域イノ

ベーション戦略支援プログラム」 は，山口県をはじめとした産学公金 14 機関が参画し，コンビナ

ート資源に着目した地域エネルギーの創造・循環によるイノベーション創出と関連産業育成・集積

に取り組んでいる。本学はその推進機関として，招聘研究者２名（水素関連，燃料電池関連）を受

入れて ，「光触媒による水素製造技術の開発」及び「二次電池用機能性材料の開発」を進め，精密

イオンポリッシングシステム等を整備し企業との共用化を図り，技術スタッフによる支援体制を整

えている 。 

人材育成プログラムの開発では，「せとうち・ものづくり技術基盤（ケミストリー，部材・素材，

中小ものづくり技術）」を支える人材を養成するため，「次世代イノベーションコース」及び「プ

ラント高度危機管理コース」の開発を進めている。地元企業と大学が連携し「化学工学基礎」及び

「リーダーシップ論」を開発し，公開講座の開催により，育成人材の地元への定着を促進するとと

もに，プログラムの内容について，必要なローリング作業を行うなど，最終的には当該プログラム

を通じて自立的・持続的に人材が育成・輩出される環境の創出を目指している(資料 AO-1)。 

山口県が採択された厚生労働省事業「戦略産業雇用創造プロジェクト」（実施期間平成 25 年度～

27 年度）を活用して，県内の産業集積と研究開発の蓄積を活かしたものづくり企業の事業拡大によ

る地域雇用の安定的な創出・拡大に向け，県内５地域に支援拠点を形成（内，宇部地域を山口大学）

した。宇部地域の産業創造コーディネータを本学に受け入れて企業間ネットワークの構築に努め，

検討会開催や成長支援テーマの選定及び OJT 事業の申請を行うなど具体的な企業支援を行い，地域

毎に新たな産学連携チームが立ち上がるなどの成果が得られている (資料 AO-2)。 

平成 26 年度に広島大学・徳島大学とともに採択された「次世代研究者育成プログラム～未来を拓

く地方協奏プラットフォーム(p.167-168)」では複数の大学や企業がコンソーシアムを構成し，若手

人材の育成に取り組んでいる。 

これらの地域企業や公的機関等との取組の中から，平成 25 年度に「自由降下式救命艇の開発」が，

文部科学大臣表彰「科学技術賞」を受賞した。本開発により，海外からの技術導入に頼らない純国

産技術により，最終的に 25 メートルからの自由落下において人体に対する安全性を実証した自由降

下式救命艇が完成した。平成 27 年度，東洋鋼鈑株式会社との共同研究では，がん治療薬の効果や副

作用を高精度で調べることのできる低価格の遺伝子検査用チップを開発した。また，地元企業の協

力を得て建築・展示した「やまぐちさんの風の家」がエネマネハウス 2015 で優秀賞及び地方創生賞

を受賞するなどの成果が上がっている(資料 AO-3)。 
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[包括的連携協定による活動状況] 

企業との包括的連携協定に基づき，宇部興産(株)及び(株)トクヤマ徳山製造所とは，共同研究の

なかで長期インターンシップの実施，また，社員による学部学生向けの「産業倫理」及び「環境ビ

ジネス論」，大学院生向けの「総合理工学特別講義」等の講義提供を行っている。年度末には，「共

同研究成果報告会」等を開催するとともに，マッチングの可能性を探る「Research & Technology プ

ラザ」による相互の研究紹介や技術相談を行っている。平成 26 年度には，学生のキャリア教育とし

て，「アクティブラーニング～宇部興産で働く先輩に“働く”について聞いてみよう～」や「コン

ビナート統合 日本の石油・石化・化学産業の再生」と題した講演会を実施する等の活動を行い，

平成 26 年度には主任研究員を在籍のまま教授に招聘し，平成 27 年度には，高分子材料と構造物性

の分野での教員を混合給与により２人受け入れ連携講座を開設した。 

平成 27 年１月，山口銀行及び（株）MOT 総合研究所と協定を締結した上で，日本初の銀行及び県

内企業の出資によるクラウドファンディング運営会社の創設に協力し，本学の実践的なイノベーシ

ョン人材育成プログラムと併せて，アントレプレナー教育を推進している(資料 AN-1)。 

 

[理系大学院生のキャリア形成支援] 

理系大学院生へのキャリア形成支援のため，大学教育機構と，産学公連携・イノベーション推進

機構(p.174)の連携の下，平成 21 年度にイノベーション人材育成支援室を設置した。事務室を宇部

地区の工学部，山口地区の理学部に置き，キャリアパスに関する「総合理工学特別講義」，博士前

期学生を対象とした進学説明会など，博士号取得者などの若手研究者の専門性を活かしたキャリア

パスの多様化を進めた。平成 24 年度には，理系学生への支援に特化するため，理工学研究科に移管

しキャリアパス形成推進室に再編した。同室では理・工・農系の博士後期学生に多様なキャリアパ

スの提示，社会人としての素養を涵養する機会の提供，学位取得に必要な研究進捗状況の把握，就

学上の問題点の抽出と改善，他大学と連携したポスドク募集等の情報提供や，企業ニーズの把握と

就職活動支援を実施した。博士前期・学部学生に対しても「キャリアパスセミナー」を開催して，

博士課程に進む選択肢を提示した(資料 AO-4，5)。 
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【資料 AO-1】山口県の地域イノベーション戦略（出典：山口県 Web ページ） 

 

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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【資料 AO-2】戦略産業雇用創造プロジェクトの概要（出典：同プロジェクトの Web ページ） 

 

 

【資料 AO-3】文部科学大臣表彰 科学技術賞の受賞等（出典：山口大学 Web ページ「トピック」） 

理工学研究科 齊藤教授が平成

25 年度科学技術分野の文部科

学大臣表彰 科学技術賞を受

賞！ 

 今回の受賞内容は、「自由降下式救命艇の開発(233KB; PDF ファイル)」で、人体構造や体力科学、

振動・衝撃工学的見地から、座席構造や位置、船型、艇構造の見直しや負傷者等の座席固定具を兼

ねた頭部及び頸部保護具（フェースガード）の考案、海面突入時の衝撃を低減させるレール長さの最適

化を実施するとともに、有人降下試験を実施し、被験者の意見を取り入れつつ、定量的な計測評価手

法により各種安全対策効果を実際に確認しています。 

 本開発により、海外からの技術導入に頼らない純国産技術により、最終的に 25 メートルからの自由落

下において人体に対する安全性を実証した自由降下式救命艇が完成し、本成果は、航海時における

乗組員の安心感を高めるとともに、本救命艇を搭載した国産バルクキャリアの受注獲得に寄与していま

す。 

東洋鋼鈑と山口大学との共同研

究から生み出される遺伝子検査

チップ ～がん治療薬の効果・副

作用が治療前に判明、効果的な

治療法の選択が可能に～ 

 山口大学大学院医学系研究科と山口県下松市に製造・研究拠点を持つ東洋鋼鈑株式会社は、

2007 年頃から岡学長（当時第二外科教授）らと共に DNA チップの開発を開始し、2013 年には「遺伝

子多型研究会」を開催、医学系研究科の多くの講座と協力してマーカー遺伝子の探索等の共同研究

を進めてきました（図）。 

 この度、その共同研究の成果として、がん治療薬の効果や副作用を高精度で調べることのできる低価

格の遺伝子検査用チップが開発されました（写真）。この遺伝子検査用チップは、患者の血液から取り

出した DNA を同社の技術で製造したチップと反応させ、従来のチップの 5～10 倍の精度で判定する方

法で、がん治療での薬剤の効果が事前に分かったり、副作用を事前に予測したりすることで、効果的な

薬剤を選択する等の治療方針の決定に大いに役立つと考えられています。 

 厚生労働省の認可を受けたうえで、まずは消化器系がん治療薬の効果や副作用を調べるキットを販

売、1 年以内の製品化を目指し、今後は様々ながん治療薬にも対応できるようにしていく予定です。 

 なお本研究開発の一部は、山口県の「やまぐち産業戦略研究開発等補助金」事業の成果です。 

「エネマネハウス 2015」で、大学

院理工学研究科の内田文雄教

 10 月 31 日（土）に横浜市で開催された「エネマネハウス 2015」の表彰式・講評会において、理工学

研究科の内田文雄教授をリーダー、樋山恭助准教授をサブリーダーとするプロジェクトチームが提案し

この部分は著作権の関係で掲載できません。
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授をリーダーとするプロジェクトチ

ームが「優秀賞」と特別賞「地方

創生賞」を受賞しました！ 

た「やまぐちさんの風の家」が「優秀賞」を、更に、民間企業等と協働して実施し、地元の資源・産業を結

集して建築したことから、特別賞「地方創生賞」を受賞しました。 

 山口大学のチームが提案した「やまぐちさんの風の家」は、「地域資源の発掘」・「地域環境の保全」・

「地域に暮らす」の 3 つのテーマからなり、自然採光や自然換気を効率化するとともに、太陽光発電パネ

ルと太陽熱温水器を用いてエネルギーを創り出すことで、一次エネルギー消費が正味ゼロの住宅、ZEH

（ネット・ゼロ・エネルギー・ハウス）の実現を目指すものです。また、建築材料・家具に県産木材を使用

し、設備等にも地元製品を使用するなど、地域振興や地域の環境保全、森の循環につなぐシステムを

構築しました。 

 

【資料 AO-4】イノベーション人材育成支援室からキャリアパス形成推進室への再編（出典：山口大学 Web

ページ） 

イノベーション人材育成支援室（H21～23） キャリアパス形成支援室（H24～27）

 

 

【資料 AO-5】キャリアパス形成支援室の活動概要（出典：山口大学 Web ページ） 

 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 特色ある点(p.256)に記述。  
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計画 3-1-1-3「教員免許状更新講習に係るニーズに応えるため，学内での教員免許状更新講習の実施

体制・方法を確立するとともに，他大学や地方自治体と連携した取り組みを推進する」に係る状況 

    

平成 21 年４月から教員免許更新制が導入されることに伴い，教育学生担当副学長を本部長とする

「山口大学教職本部」を置き，教員免許状更新講習を実施する「山口大学教職課程委員会」を組織

して，山口県内のすべての教員が免許状の有効性を維持するために必要な 30 時間(２年間)の受講を

修了するのに十分な講習を開設できるよう，県内の 11 大学・短期大学，山口県教育委員会及び国立

山口徳地青少年自然の家と連携・協力体制を構築している。  

受講者の利便性を高めるため，本学は山口市(吉田キャンパス）を中心に，宇部市(常盤キャンパ

ス・小串キャンパス）において，また，下関市(梅光学院大学)，周南市(徳山大学)，山口市(山口徳

地青少年自然の家(旧徳地町))等を会場とし，幼稚園教諭から高等学校教諭，養護教諭，栄養教諭を

対象とした各教科に対応し，必修領域５科目及び選択領域 86 科目(平成 27 年度)の幅広い内容の講

習を提供している。また，本学の講習は，開催期間を３期に分け，一般に講習が集中する夏休みを

過ぎても受講申込ができる講習が多く開設されていることに特徴があり，県内のみならず他県で講

習を受け損ねた教員等の受け皿にもなっており，多様な教員免許状更新講習に係るニーズに応える

よう努めている。また，中国・四国地区の国立６大学による「中国・四国六大学教員免許状更新講

習共同ホームページ」を通して，広域的な情報提供と，インターネットによる受講申込環境を提供

している(資料 AP-1，2)。 

過去４年間で，12,008 人が参加しており，山口県の学校教員数が 12,000 人(出典:山口県主要基礎

データ(教育委員会))であることに鑑みれば，本学が地域に果たす役割は大きい。また，平成 26 年

度の教員免許状更新講習のアンケートに対して，必修領域 762 人及び選択領域 2,002 人から回答が

あった。「講習の内容・方法」，「最新の知識・技術の修得成果」及び「講習の運営面」の各評価

項目に対する４段階評価において，必修領域 94.1％及び選択領域 96.7％以上が「良い(十分満足し

た)」及び「だいたいよい(満足した)」と回答しており，高い評価を受けている(資料 AP-3)。 

 



山口大学（社会連携） 

240 

 

【資料 AP-1】教員免許状更新講習の実施体制（出典：Web ページ「山口県内大学連携 教員免許状 更

新講習ガイド」） 

 

                 http://kyomen.jimu.yamaguchi-u.ac.jp/?page_id=743） 

 

【資料 AP-2】山口大学更新講習受講者数推移（出典：学生支援部教育支援課作成） 

開

設

期 

開設領域・内容 

平成 27 年度 平成 26 年度 平成 25 年度 平成 24 年度 

開

設

数 

受講

定員

受講

者数 

充足

率 

開

設

数

受講

定員

受講

者数

充足

率 

開

設

数

受講

定員

受講

者数

充足

率 

開

設

数 

受講

定員 

受講

者数

充足

率 

第

Ⅰ

期 

必修領域 1 200 200 100% 1 200 200 100% 1 200 200 100% 1 200 200 100% 

選

択 

領

域 

現代的教

育課題 
5 261 204 78% 4 155 92 59% 4 215 178 83% 3 345 285 83% 

教科教育

の充実 
15 505 164 32% 18 489 275 56% 22 639 332 52% 17 572 283 49% 

幼児教育 1 30 30 100% 1 50 50 － 0 0 0 － 1 30 30 100%
特別支援

教育 
3 150 150 100% 2 150 150 100% 3 180 180 100% 1 50 50 100% 

養護・栄

養 
0 0 0 － 1 30 10 － 0 0 0 － 0 0 0 －

計 26 874 577 66% 26 874 577 66% 29 1034 690 67% 22 997 648 65% 

第

Ⅱ

期 

必修領域 3 520 449 86% 3 520 422 81% 3 520 482 93% 3 520 508 98% 

選

択 

領

域 

現代的教

育課題 
10 525 320 61% 6 305 257 84% 9 420 382 91% 8 415 390 94% 

教科教育

の充実 
24 684 319 47% 26 723 349 48% 22 617 351 57% 27 837 483 58% 

幼児教育 3 85 84 99% 4 125 122 98% 4 115 115 100% 4 109 109 100% 
特別支援

教育 
2 120 120 100% 3 140 140 100% 2 120 120 100% 4 240 240 100% 

養護・栄

養 
0 0 0 － 1 30 7 23% 2 60 54 90% 2 40 29 － 

計 40 1323 875 66% 40 1323 875 66% 39 1332 1022 77% 45 1641 1251 76% 
第

Ⅲ

必修領域 1 200 151 76% 1 200 169 85% 1 200 101 51% 1 200 163 82% 
選 現代的教 6 295 190 64% 7 355 263 74% 5 260 201 77% 7 335 280 84% 
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期 択 

領

域 

育課題 

教科教育

の充実 
15 547 273 50% 15 639 305 48% 14 520 182 35% 16 710 374 53% 

幼児教育 1 20 20 100% 1 20 20 － 0 0 0 － 1 50 50 100%

特別支援

教育 
1 50 50 100% 1 50 50 100% 2 70 70 100% 1 50 50 100% 

養護・栄

養 
0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0 － 0 0 0 －

計 24 1064 638 60% 24 1064 638 60% 21 850 453 53% 25 1145 754 66% 

合

計 

必修領域 5 920 800 87% 5 920 791 86% 5 920 783 85% 5 920 871 95% 

選

択 

領

域 

現代的教

育課題 
21 1081 714 66% 17 815 612 75% 18 895 761 85% 18 1095 955 87% 

教科教育

の充実 
54 1736 756 44% 59 1851 929 50% 58 1776 865 49% 60 2119 1140 54% 

幼児教育 5 135 134 99% 6 195 192 98% 4 115 115 100% 6 189 189 100% 
特別支援

教育 
6 320 320 100% 6 340 340 100% 6 340 340 100% 6 340 340 100% 

養護・栄

養 
0 0 0 － 2 60 17 28% 1 40 34 85% 1 20 10 － 

計 86 3272 1924 59% 90 3261 2090 64% 87 3166 2115 67% 91 3763 2634 70% 
【第Ⅰ期】 受講者募集期間：4 月上旬～中旬  講習開設

期間：6 月中旬～7 月下旬            
【第Ⅱ期】 受講者募集期間：5 月下旬～6 月上旬  講習

開設期間：7 月下旬～8 月下旬            
【第Ⅲ期】 受講者募集期間：9 月下旬～10 月上旬 講習

開設期間：11 月中旬～12 月下旬            

 

【資料 AP-3】山口大学更新講習受講者の満足度（出典：更新講習事後評価アンケート結果） 

※ 評価基準
４：よい（十分満足した・十分成果を得られた） ３：だいたいよい（満足した・成果を得られた）
２：あまり十分でない（あまり満足しなった・あまり成果を得られなかった１：不十分（満足しなかった・成果を得られなかった）

１）必修領域

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

920人 763人 336人 380人 45人 0人 383人 344人 33人 2人 459人 278人 22人 3人 393人 334人 33人 2人

44.2% 49.9% 5.9% 0.0% 50.3% 45.1% 4.3% 0.3% 60.2% 36.5% 2.9% 0.4% 51.6% 43.9% 4.4% 0.2%

761人 762人 762人 762人

２）選択領域

4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1 4 3 2 1

3,231人 2,004人 1,363人 573人 57人 9人 1,317人 625人 51人 7人 1,435人 522人 36人 6人 1,372人 573人 48人 7人

68.1% 28.6% 2.8% 0.4% 65.9% 31.3% 2.6% 0.4% 71.8% 26.1% 1.8% 0.3% 68.6% 28.7% 2.4% 0.4%

2,002人 2,000人 1,999人 2,000人

2.8%

回答者数 回答者数 回答者数 回答者数

評価項目 Ⅲ
（講習の運営面）

全体平均

2.1% 97.2%

割合

96.7% 3.3% 97.1% 2.9% 97.9%

受講
予定人

数

受講人
数

評価項目 Ⅰ
（講習の内容・方法）

評価項目 Ⅱ
（最新の知識・技能の修得の成果）

3.3% 95.4% 4.6%

回答者数 回答者数 回答者数 回答者数

割合

94.1% 5.9% 95.4% 4.6% 96.7%

平成26年度更新講習事後評価アンケート結果

受講
予定人

数

受講人
数

評価項目 Ⅰ
（講習の内容・方法）

評価項目 Ⅱ
（最新の知識・技能の修得の成果）

評価項目 Ⅲ
（講習の運営面）

全体平均
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(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 山口県教育庁及び教職課程を有する県内の 11 大学・短大等と連携・協力体制を構築

し，栄養教諭等や幼稚園から高等学校までのそれぞれの教員のニーズに沿った幅広い内容の講習

を実施している。過去４年間で１万２千人が参加し，アンケートでは，必修領域 94.1％及び選択

領域 96.7％以上が満足したと回答しており，良好と判断した。 
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○小項目2「地域社会との連携・協力を推進し，地域の知の拠点として学術成果情報の発信と支援を

行う」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 3-1-2-1「大学で生産される学術成果（論文等）を電子的に保存し，学内外へ情報発信する学術

機関リポジトリ事業を継続的に展開するとともに，地域の大学との連携による共同リポジトリ事業

を進める」に係る状況 

 

[学術機関リポジトリ事業] 

平成 17 年度から開始した山口大学学術機関リポジトリ「YUNOCA」は，学術研究の振興及び社会貢

献に寄与することを目的として，学内刊行の紀要論文等をはじめ，研究者の研究成果である学術論

文を継続的に収集・登録し，約 2.3 万件を公開している。平成 22 年度からは山口大学教員データベ

ース(教員の教育・研究活動等の情報を一元的に管理するデータベース)と相互リンクをすることで，

より効率的な登録が促進され，平成 25 年４月の学位規則の改正に対応して，本学博士論文の全文を

YUNOCA で公表している。 

平成 27 年度の本文公開率は，平成 22 年度に比して 10％強上昇しており，また，平成 27 年度の年

間閲覧数は 194 万件と平成 22 年度の 7.3 倍となり，飛躍的に閲覧者が増加している。５年間の閲覧

数累計は，612 万件を超えており，YUNOCA による社会への情報発信力は大きいといえる(資料 AQ-1，

2)。 

 

[他大学等，学外機関との共同リポジトリ事業] 

県内大学・短大・高等専門学校等の学術成果論文等を保存・公開する山口県大学共同リポジトリ

「維新」(約３万件収録)については，システムを改良し，各機関のリポジトリ横断検索を実現し，

閲覧者の利活用機能を向上させ，平成 27 年度の閲覧数は 247 万件となっている。山口県大学図書館

協議会の参加機関に対して，研修会の開催及び広報用パンフレットの作成・配布を行い，登録促進

と広報を行った。新規参加機関については，直接訪問して運用方法等の説明を行い，学術論文の電

子化等の支援活動を行うことで登録を促進し，未参加機関へも説明に出向く等の推進活動を実施し，

平成 22 年度東亜大学，平成 23 年度徳山高専，平成 25 年度大島商船及び宇部フロンティア大学，平

成 26年度に山口東京理科大学が新たに参画し，本学は，参加 13機関の中心的役割を果たしている(資

料 AQ-3，4，5)。 

県内各自治体の埋蔵文化財発掘調査報告書を蓄積・発信する山口県遺跡資料リポジトリについて

は，山口県市町埋蔵文化財連絡協議会に出席して全国的状況を報告するとともに，各自治体との連

携及び支援強化を図るため，未参加の自治体へ直接訪問し新規加入の案内及び更なる登録促進の要

請を行った。また，平成 22 年度から，島根大学を中心とした 21 国立大学とも連携しながら，資料

の流通と利活用を促進し，平成 27 年６月からは，奈良文化財研究所が管理運用している全国遺跡報

告総覧とも連携し，約 14,000 冊，150 万ページを超える報告書を電子化して公開している。これに

より，研究者や学生を中心に利用需要は大きいものの，印刷形態が中心で一般的には利用しにくか

った発掘調査報告書の全国に向けた発信が強化され，より多くの研究者等に貢献することが可能と

なった(資料 AQ-6，7)。 
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【資料 AQ-1】山口大学学術機関リポジトリ（YUNOCA）の入力画面（出典：本学 Web ページ），広報パン

フレット 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://petit.lib.yamaguchi-u.ac.jp/CrossSearch/ 
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 【資料 AQ-2】山口大学学術機関リポジトリ（YUNOCA）登録及び閲覧状況（出典：学術情報課作成） 

  年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

登録数（累計） 17,840 18,798 20,441 21,468 22,607 23,314 

本文公開数 5,937 7,835 8,379 8,887 9,515 10,157 

本文公開率 33.30% 41.70% 41.00% 41.40% 42.10% 43.60% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

年間閲覧数 265,315 289,849 643,492 1,039,043 1,471,542 1,943,315 

閲覧数累計 741,537 1,031,386 1,674,878 2,713,921 4,185,463 6,128,778 
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【資料 AQ-3】山口県大学共同リポジトリ（維新）概要及びパンフレット（出典：学術情報課） 
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【資料 AQ-4】 山口県大学共同リポジトリ（維新）参加機関数及び登録状況（出典：学術情報課作成資

料） 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 AQ-5】 山口県大学共同リポジトリ（維新）閲覧状況（出典：学術情報課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 度 開始～H24  H25 H26 H27 計 

参加機関数 11 機関 12 機関 13 機関 13 機関  

メタデータ 11,996 797 1,279 887 14,959 

本文件数 26,376 1,334 1,744 969 30,423 

 年 度 H22 H23 H24 H25 H26 H27 

閲 覧 数 630,202 590,768 1,018,103 1,588,735 2,253,731 2,476,001

閲覧状況 
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【資料 AQ-6】山口県遺跡資料リポジトリ画面（出典：遺跡資料リポジトリ Web ページ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資料 AQ-7】 山口県遺跡資料リポジトリ登録状況及び利用状況（出典：学術情報課） 

登録状況 

区分 山口大学 下関市 山口市 防府市 美祢市 周南市 計 

登録数 264 161 104 50 8 3 590

 

利用状況（ダウンロード数） 

   年 度 H23 H24 H25 H26 H27 

ダウンロード数 227 789 1,097 467 253

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である 

(判断理由) 特色ある点(p.256)に記述。  

 

 



山口大学（社会連携） 

249 

 

計画 3-1-2-2「大学情報機構（図書館，メディア基盤センター及び埋蔵文化財資料館）は，地域の教

育関連施設との連携を強化し，ICT を活用した文化的な地域貢献活動の拡充を図るとともに，大学が

所蔵する貴重な学術資産の系統的な保存及び利活用を図る事業を推進する」に係る状況 

 

[地域と連携した ICT を活用した地域貢献活動の推進] 

平成 22 年度，本学と梅光学院大学との交換展示「EXCHANGE！山口大学埋蔵文化財資料館×梅光学

院大学博物館」を行うとともに，大学の博物館施設のあり方等を問うシンポジウムを開催した。平

成 23 年度から 24 年度にかけて，山口大学と梅光学院大学の共同企画により，東日本大震災復興支

援の一環として，山口県大学 ML 連携企画巡回展『風化させない記憶への一歩～自然とともに～』を

県内４大学で開催し，「人と自然との共生」を共通テーマに掲げ，本学は「災害の歴史と防災」，

「海と生きる～遺跡出土品に見る海の恵み～」をテーマに展示を行い，展示期間中被災者及び被災

地への義援金とメッセージを募った。この取組みを発展させ，平成 25 年度から，山口県内の大学博

物館及び図書館の連携事業として，山口県大学 ML（ミュージアム・ライブラリー）連携特別展を毎

年継続的に開催し，それぞれの大学が所蔵している貴重資料及び研究成果を展示することで，大学

のブランディングと地域社会への貢献に寄与した。現在では，12 大学 17 館が参加している(資料

AR-1)。 

 

[学術資産の保存と利活用] 

図書館の利用者サービスの向上と，学術基盤資料の保存並びに整備・維持機能の充実，さらに学

生が集い，共に学ぶ場としての機能の充実を目的に，平成 24 年度から平成 25 年度にかけて総合図

書館の耐震改修工事及び増築工事を行った。蔵書スペースを拡大し，長時間学習に対応できる施設

を整備するとともに，新たに学修のための共有スペース「ラーニング・コモンズ（アカデミック・

フォレスト）」や「りぶカフェ」(p.138-139)を設置している。平成 26 年度には「文化交流スペー

ス」を新設，平成 27 年度からは「言葉のアトリエ」を運営(p.46-47)している(資料 AR-2)。 

｢学術資産継承事業委員会｣の下に，「文書・典籍専門部会」「博物専門部会」の２つの専門部会

を設けて，所蔵する学術的貴重資料の目録整備及び修復・保存処理活動を継続的に行っている。標

本資料については，標本の整理を進め，保存管理体制の改善・強化を図った。紙資料については，

脱酸性化処理や資料の補修を行うことで保存管理体制の改善を図るとともに，デジタル化を進め，

利活用の強化を図った。また，これらの事業成果を学内外に示すため，平成 24 年度から毎年度「山

口大学所蔵学術資産継承事業成果展(宝山の一角)」を実施し，この成果展は，山口商工会議所が主

催する『山口お宝展』にも参加している(資料 AR-3)。 

学術資産の管理運用及び利活用の拡大を図るため，「学術資産リスト」を公開し，学術資産デー

タベースの構築に着手して，デモ環境を整備するとともに，準備が整った考古資料からデータ入力

を行い，平成 27 年度に公開し，順次充実していく計画である(資料 AR-4)。 

図書館の目録整備事業として，図書館所蔵の庶民史料のひとつである『林家文書』の電子体目録

データベースが完成し，Web ページを通じて公開している。林家文書は，幕末～明治期の山口市内諸

地域の土地制度や諸産業，交通，社会，経済等の全般にわたる約 5,000 点に及ぶ文書群で，当時の

豪農の経済的基盤や性格を知る手掛かりとなる資料である。この事業は地域史料の収集，目録作成
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及び公開という顕著な業績として認められ，「平成 24 年度国立大学図書館協会賞」を受賞した(資

料 AR-5)。 

 

【資料 AR-1】山口県大学ＭＬ（ミュージアム・ライブラリー）連携特別展の開催状況（出典：学術情報

課作成資料） 

事業年度 テーマ・参加館 

平成 25 年度 

『平成25年度山口県大学ML(ミュージアム・ライブラリー)連携特別

展』（図書館展示『図書館が繋ぐもの～本を未来へ～』、埋蔵文化

財資料館展示『博物館が繋ぐもの～遺跡を未来へ～』（平成 25 年

11 月～平成 26 年１月） 

9 大学 12 博物館・図書館 

平成 26 年度 

共通テーマは「発見」とし、総合図書館は『新発見資料から歴史を

知る～木戸孝允が憂えた日本の行く末～』、医学部図書館は『新

発見資料から歴史を知る～山口の医学の原点を探る～』、埋蔵文

化財資料館は『新発見資料から歴史を知る～山口大学発掘調査

速報展 2012-2013～』（平成 26 年 11 月～平成 27 年１月） 

11 大学 15 博物館・図書館 

平成 27 年度 

「つなぐ」を共通テーマとし，総合図書館は『「時」を学ぶ ～学問と

時間～』、医学部図書館は『「時」を学ぶ ～医学と時間～』、工学

部図書館は『「時」を学ぶ ～工学と時間～』、埋蔵文化財資料館

は『「時」を学ぶ ～時は流れる・モノは変わる～』を開催しており、展

示に関連したワークショップとミュージアムトークも実施（平成 27 年

11 月～平成 28 年 2 月）。 

12 大学 17 博物館・図書館 

 

山口県 ML 連携特別展参加館（平成 27 年度） 

岩国短期大学 梅光学院大学（博物館）  

宇部フロンティア大学短期大学部 山口学芸大学 

宇部フロンティア大学 山口県立大学 

下関市立大学 山口大学（総合図書館）  

下関短期大学 山口大学（医学部図書館）  

至誠館大学 山口大学（工学部図書館）  

水産大学校 山口大学（埋蔵文化財資料館）  

東亜大学 山口東京理科大学 

梅光学院大学（図書館）   

 

開催機関 展示タイトル 展  示  概  要 開催期間 

下関市立大学

附属図書館 

『ひとと風土を

つなぐ食』 

長府毛利藩城下町や江戸時代の捕鯨の様子を描いたパネルを展示します。また、イワシ

クジラの頭部骨格標本および捕鯨母船「第二図南丸」の模型の展示を行います。閲覧を

ご希望の方には、本学内に常設されているくじら資料室をご紹介します。 

10 月 2 日

( 金 ) ～ 11

月 30 日

(月) 
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下関短期大学

図書館 

「戦後70年 ―

下関と女子教育

の歩みをつなぐ

―」 

第二次世界大戦が終結してから今年で 70 年が過ぎました。その間、女性は男性と法的

に平等となり、女性のライフスタイルも大きく変化しました。本展示では、下関の歴史

と本学が行ってきた女子教育の歩みを振り返ることによって、これからの未来づくりに

むけた教育のあり方を考えたいと思います。 

10 月 1 日

(木)～1 月

29 日(金) 

東亜大学附属

図書館 

『 陸 軍 看 護 兵

「緒方惟芳」が

撮 っ た 日 露 戦

争』 

日露戦争の報道写真は多くありますが、兵士自身が撮影したものは極めて珍しいといえ

ます。陸軍看護兵であった緒方惟芳(おがたただよし／萩出身)は、明治 37(1904)年 8

月に陸軍第五師団の補充兵として広島宇品港を出発しました。明治 39 年 1 月にふたた

び帰還をはたすまで、最前線の野戦病院で日々の日記をつづり、写真を撮り続けました。

本年は、アジア・太平洋戦争の敗戦 70 年目を迎え再び、戦争とは何かが問われていま

す。本展は、一看護兵であった惟芳が撮影した日露戦争の写真を通して戦争とは何かを

考えると同時に、戦争の体験を「つなぐ」ことの大切さを知る機会となることを目的と

します。 

11 月 4 日

( 水 ) ～ 12

月 22 日

(火) 

水 産 大 学 校 

図書館 

『我が国水産業

の生産技術と豊

かな水産資源を

将来世代に「つ

なぐ」人材育成』 

かつて世界一の漁獲量を誇った我が国水産業は、我が国周辺の資源状況の悪化や、各国

の 200 海里水域設定等厳しい国際規制の影響により、近年はピーク時の半分以下の漁獲

に落ち込んでいます。しかしながら、世界的には、水産物の消費は増加傾向にあること

から、水産物の生産技術や生産能力の維持・向上はもとより、科学的根拠に基づく水産

資源の管理を通じた適切な資源管理の取組がますます重要となっています。今回は我が

国水産業の生産技術の維持・向上と水産資源の持続的利用に向け、本校で取り組んでい

る人材育成、調査・研究の一端を紹介します。 

10 月 1 日

( 木 ) ～ 12

月 22 日

(火)  

梅光学院大学 

図書館 

『梅光 ML「神と

人をつなぐ」～

聖書の世界～』 

「光の子として歩みなさい」(新約聖書 エフェソの信徒への手紙 5 章 8 節)をスクー

ルモットーとする梅光学院大学は、1872 年からの長い伝統を持つミッションスクール

です。本学ならではの珍しい聖書や、美しい聖書を中心にキリスト教関連の蔵書を展示

します。 

11 月 16 日

(月)～1 月

30 日(士) 

梅光学院大学 

博物館 

梅光 ML「神と人

をつなぐ」～没

後 40 年・藤山一

雄の『イエスの

世界』～ 

梅光学院大正期の教諭・藤山一雄が 1929 年聖地巡礼の際に描いたとされる風景、人物

の絵画、スケッチ 700 葉のうちの約 15 点の原画を展示。戦後、旧満洲引揚後、絵本聖

書の挿絵も手掛けるなど、最晩年 83 歳の藤山が、平和への渾身の祈りを込めて執筆し

た美術紀行・随筆本『イエスの世界』をご紹介します 

11 月 16 日

(月)～1 月

30 日(土) 

宇部フロンテ

ィア大学短期

大学部図書館 

つなぐ～産学協

同開発「お野菜

ぎ ゅ ー っ と 弁

当」 

本学食物栄養学科では産学連携事業の一環として、平成 25 年度から、㈱丸久と「お野

菜ぎゅーっと弁当」を協同開発しています。中食のお弁当に野菜を増やすことを目的に、

栄養士をめざす学生と共に取り組んできました。第 1 弾から第 8 弾まで 8 個のお弁当を

考案し、平成 26 年度には第 6弾のお弁当が「ファベックス惣菜・弁当グランプリ 2015」

で金賞に選ばれました。この活動内容と関連資料を展示します。 

10 月 1 日

（木）～12

月 25 日

（金） 
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宇部フロンテ

ィア大学附属

図書館 

 " 

『看護・福祉・

心理のエキスパ

ートと「わが街」

をつなぐ』 

"宇部フロンティア大学のファカルティーは看護・福祉・心理の専門家集団です。当館

では、大学におけるこれらの分野の知識や経験が地域社会とどのようなつながりを持っ

ているのかをご紹介します。 

具体的には、本学に関係する文京クリニック、発達障害相談センター「そらいろ」、

地域連携センター等の活動内容を図書館内に展示する予定です。 

10 月 1 日

( 木 ) ～ 12

月 25 日

(金) 

山口東京理科

大学図書館 

『 地 域 と つ な

ぐ』 

山口東京理科大学では「地域産業界で活躍する人材育成」をスローガンに掲げ、 また

平成 28 年 4 月からの公立化に向け、地域との連携を深めています。産業界とは 3D プ

リンター等の機器センター装置の一般開放、講習会の開催を、小中学生対象 として「ほ

んものの科学」と題して出張講義を行っています。また山陽小野田中央 図書館とは「サ

イエンスカフェ」の開催、書籍の相互利用等で連携しています。これら 活動状況を紹

介します 

11 月 2 日

( 月 ) ～ 12

月 24 日

(木) 

山口大学医学

部図書館 

『「時」を学ぶ 

～ 医 学 と 時 間

～』 

医学部では医師・看護師などの医療人を育てるだけではなく、生命科学分野の最先端の

研究に挑戦しています。今回は「時間」をテーマに研究を関連資料とともに紹介します。

また、最新の研究は先人たちの努力があってこそ。時代を少しさかのぼって江戸時代の

医学はどのようなものだったのか、資料もあわせて展示します。 

11 月 1 日

(日)～1 月

29 日(金) 

山口大学工学

部図書館 

『「時」を学ぶ 

～ 工 学 と 時 間

～』 

山口大学は、2015 年に創基 200 周年を迎えました。今回の展示では、脈々とその歴史

を刻み、つなぎ、伝えてきた「時間」そのものに注目し、『工学と時間』と題して、「時

間」に関連する工学部教員の研究成果や、関連する資料を展示いたします。その他、当

館所蔵資料のうち最も古い 1878 年発行の雑誌等、『時』の流れを感じることのできる

資料も公聞いたします 

11 月 1 日

(日)～1 月

29 日(金) 

山口大学総合

図書館 

『「時」を学ぶ 

～ 学 問 と 時 間

～』 

山口大学は、2015 年に創基 200 周年を迎えました。今回の展示では、脈々とその歴史

を刻み、つなぎ、伝えてきた「時間」そのものに注目いたします。総合図書館では、文

理の垣根を超えた様々な資料をもとに「時間」を探ります。この展示により、「時間」

という観点から学問や研究を見つめなおしていただければ幸いです 

11 月 1 日

(日)～1 月

29 日(金) 

山口大学埋蔵

文化財資料館 

『「時」を学ぶ 

～時は流れる・

モ ノ は 変 わ る

～』 

考古学では、『時間の推移』は主として「土の堆積」と「モノの変化」という視点で研

究が行われます。今回は「モノの変化」に着目し、展示を行います。時の流れは、形や

素材の変化として考古資料に現れます。誰でも気づく大きな変化、よくよく見ないと気

づかない小さな変化。考古学研究の醍醐味をお楽しみください。 

11 月 1 日

(日)～1 月

29 日(金) 
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【資料 AR-2】総合図書館の改修（出典：Library News Letter 2013 年 10 月 特別号） 
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【資料 AR-3】山口大学所蔵学術資産継承事業成果展(宝山の一角)（出典：本学 Web ページ「イベント・

成果展」） 

 

http://www.oai.yamaguchi-u.ac.jp/shisan/event/ 

 

【資料 AR-4】学術資産継承事業一覧(抜粋) （出典：本学 Web ページ「学術資産リスト」） 

所属部局 番号 学術資産タイトル 数量 

人文学部 

1 粟屋家文書 4 巻 75 通・粟屋家譜録 3 冊 

2 官立山口高等学校旧蔵考古資料 
1,300 点（土器約 900 点、石器約 250 点、 

金属器約 50 点） 

3 人文学部考古学研究室発掘調査資料 1,500 点 

4 人文学部民俗学文化人類学研究室収集民具資料 
竹寵を主とした編組品（50 個）、布製品 

（20 個）、木製品（20 個） 

教育学部 

1 秋山泉氏寄贈絵画 2 点 2 点 

2 壷 2 点 2 点 

3 農業用具 
唐箕（1）、竹ざる（そうけ 2）、脱穀機（1）、 

簡（8）、1 升析（1）、押し切り（1） 

4 師範学校長上司淵蔵旧蔵「賢哲墨蹟扉風」 
六曲二双、四曲一双、二曲三双、一隻 計

13 点 

5 美術作品 郭世昌筆 「山雨欲来」（水墨画） 1 点 

6 美術作品 郭世昌筆 「待機」（水墨画） 1 点 

7 鎌田恵務作品 1 点 

8 関根伸夫作品 1 点 

9 寺地厚志作品 1 点 

10 上野正夫作品 1 点 

11 植木未魚子作品 1 点 
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12 西村陽平作品（1） 1 点 

13 西村陽平作品（2） 1 点 

14 銅板レリーフ作品 植木茂 「鳥」 1 点 

経済学部 
1 経済学部商品資料館所蔵商品資料 8,026 点 

2 近現代東アジア関係資料 11,174 冊 

理学部 1 地球科学教室  地質標本（岩石・鉱物・化石標本） 

地質標本  計 11,516 点 内訳は以下の通

り； 鉱物標本：3,323 点  岩石鉱石標本：

8,058 点、化石標本：135 点、関連資料： 

約 200 点 

工学部 

1 工学技術史資料 

・展示用電子部品一式（約 50 点） 

・化学天秤 

・計算尺 

2 置木鉱石標本 約 20,000 点 

3 置木鉱石標本の調査における鉱山及び坑内写真 約 10,000 枚 

 

【資料 AR-5】「平成 24 年度国立大学図書館協会賞」を受賞（出典：本学 Web ページ「トピックス」） 

 

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 優れた点に後述。  

 

 

②優れた点及び改善を要する点等 

(優れた点)①複数大学による大学博物館・大学図書館の連携事業は，全国的にも先駆的な取組

であり，展示には山口大学が保有する学術資産を有効的に活用するなど，文化的な

地域貢献にも寄与した。さらに学術資産の修復・保存事業の一環として，『林家文
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書』の目録データベース作成事業については，「平成 24 年度国立大学図書館協会賞」

を受賞しており，優れた点とした。(計画 3-1-2-2)(p.249-250) 

(改善を要する点)なし  

(特色ある点)①地域イノベーション戦略支援プログラム及び戦略産業雇用創造プロジェクト等

により，文部科学大臣表彰「科学技術賞」を受賞するなど，山口県の戦略や地域

企業と連携して，地域イノベーションの創出に，地域の中核的研究機関として，

多彩かつ積極的に取り組んでおり，特色ある点とした。(計画 3-1-1-2)(p.234-235) 

②各種リポジトリを公開し，登録件数が増加しており，閲覧者数も飛躍的に伸び

ている。新規参加機関への働きかけ，他大学等学外機関との連携，参加機関の増

を実現し，山口県遺跡資料リポジトリでは，全国に向けた情報発信を強化させて

おり，特色ある点とした。(計画 3-1-2-1)(p.243) 
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(２)中項目２「国際化に関する目標」の達成状況分析 

①小項目の分析 

○小項目1「地域との連携を強化しつつ国際協力を推進するとともに，国際的な研究連携の強化のた

め，重点拠点国及び重点連携大学を定め，組織的かつ包括的な連携活動を展開する」の分析 

関連する中期計画の分析 

計画 3-2-1-1「アジア・太平洋圏を中心とした国際的な研究連携強化を実施する重点パートナー大学

を定め，組織的かつ包括的な国際研究連携事業を推進する」に係る状況 

  

[重点拠点国及び重点連携大学の選定] 

平成 24 年 10 月，山口大学国際化推進宣言を行い，「山口大学を世界に開かれた大学とし，本学

の研究水準を引き上げ，世界に貢献する」等の６つの基本方針を定めて本学の国際化に取り組んで

おり，この取組が「明日の山口大学ビジョン 2015」に反映されている(資料 AS-1)。 

平成 25 年６月「国際的な研究連携に係る『重点拠点国』及び『重点連携大学』選定の基本方針」

を学長裁定し，本学の研究力向上を目的に，アジア・太平洋圏を中心に学術交流協定校の中から，

重点連携大学を選定することとし，学長戦略経費により国際連携事業を推進している。各部局にお

けるニーズの把握，候補大学の研究水準の調査，また，絞り込んだ７つの候補大学の研究プロジェ

クト代表者にヒアリングを行い，同年 10 月，６つの重点連携大学とタイを重点拠点国に選定した。

選定にあたっては，研究実績があり，継続性を勘案した研究グループを構成していること，相手大

学との間に複数の部局が交流していること等を選定基準とし，日本学術振興会等の拠点事業を長年

推進し，研究成果が期待できるタイを重点拠点国とした。候補大学のなかで最も高い研究力を有し

ている UCL（ユニバーシティ・カレッジ・ロンドン）をアジア・太平洋圏以外から選定した。プロジ

ェクトについては URA による進捗管理を行うこととしており，各年度終了後には，研究代表者は報

告書の提出とともに，学長，理事及び URA が参加する重点連携大学報告会に出席して，研究活動と

その成果を報告し，今後の展望について意見交換を行った。また，選定から３年目にはそれまでの

活動状況についての中間評価を行い，その成果の状況によって今後の支援内容及び期間を検討する

こととしており，平成 28 年１月に研究活動の状況・成果等についてまとめた「研究進捗状況調査表」

の提出を求め，中間評価に着手している。 

 

[重点連携大学との取組み状況] 

研究連携事業の一環として，平成 26 年３月に梨花女子大学校(韓国)とのキックオフ・プロジェク

トとして，「非正規労働者と貧困問題」をテーマとした日韓フォーラムを開催した。ウダヤナ大学(イ

ンドネシア)とは，日本学術振興会の事業により「衛星リモートセンシングによる防災・環境に関す

る東南アジア研究・教育拠点の構築」を進めており，衛星リモートセンシング技術の防災・環境へ

の応用に関する第１回国際共同研究セミナーを平成 27 年５月にウダヤナ大学で開催した。淡工大学

(台湾)とは，５つのテーマを設定し共同研究を進め，平成 28 年 10 月に電子ジャーナルを Web 公開

する計画である。また，平成 27 年 11 月には，淡工大学(台湾)の教員を招いて，重点連携大学共同

研究プロジェクトシンポジウム「山口大学がつなぐ世界と山口」を本学において開催した。カセサ

ート大学及びチュラロンコン大学とは，平成 26 年７月に第１回，平成 27 年９月に第２回の重点連
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携大学セミナーをタイで開催し，日本学術振興会先端拠点形成型拠点事業で，タイ 28 大学が参加し

た事業を展開している。UCL とは，平成 26 年３月及び平成 28 年３月にイギリスで，平成 26 年 12 月

には本学で Choshu-London シンポジウムを開催し，相互に研究者・学生交流を行い，共同研究を推

進している(資料 AS-2)。 

 

【資料 AS-1】山口大学国際化推進宣言（出典：山口大学国際化推進宣言の日本語部分抜粋） 

●キャッチフレーズ 維新の山口から世界の山口へ 

●グローバル宣言 明治維新で近代日本を切り開いた山口。200 年の歴史と伝統を糧に、山口大学は「発見し・はぐく

み・かたちにする 知の広場」の理念のもと、未来の世界をリードする人材の育成に全力で取り組みま

す。 

●基本方針 １．山口大学を世界に開かれた大学とし、本学の研究水準を引き上げ、世界に貢献する 

２．国際的教養人及び国際社会で活躍する人材の育成に資するため、本学学生の海外留学を促進

する 

３．日本への理解を深めるため、留学生の受入を推進する 

４．学生・教職員の国際交流を重ね、世界平和及び学術・文化に貢献する 

５．国内外の大学との連携を視野に入れて、国際化に邁進する 

６．本学を構成する全ての組織及び構成員は、それぞれの国際化のための役割を自ら設定し、山口

大学の国際化のために尽力する 

 

【資料 AS-2】重点連携大学プロジェクトの進捗状況概要(出典:国際的研究連携プロジェクト研究推進状

況調査表) 

不開示情報
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不開示情報
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不開示情報
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(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) 特色ある点(p.272)に記述。  

 

 

不開示情報
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計画 3-2-1-2「国際化を推進するための，諸手続のワン・ストップ・サービス化を図る」に係る状況 

    

平成 23 年６月から，留学生センター(p.46-47)のもと，山口市及び宇部市のそれぞれのキャンパ

スに「外国人留学生及び外国人研究者サポートオフィス」を設置して，語学に堪能な留学生アドバ

イザー２名を配置し，ワンストップサービスを行っている。 

平成 27 年度のサポートオフィスへの相談・支援件数は 3,289 件，留学生が入学する４月 408 件及

び９月 442 件をピークに，ほぼ毎月 200 件を超える実績がある。主な相談内容は，住民登録等の市

役所の手続き 457 件，在留資格取得等 352 件，国際交流会館やアパートへの入居 386 件，銀行口座

開設及び各種契約 517 件であり，また，家族案件(病院・学校等)479 件，家族の渡日・在留手続き

178 件の相談にも対応しており，留学生の家族への支援も行っている点が特色である。 

生活面の相談では，吉田地区では平成 23 年度，宇部地区では平成 27 年度から，留学経験のある

学生を留学生アドバイザーのアシスタントとして活用し，留学生の個別相談に応じるとともに，相

談の集中する時期には人員配置を強化している。また，同オフィスにおいて，平成 24 年度から，学

生に対する海外留学及び留学生との交流についての相談・支援も開始し，平成 27 年度は 298 件対応

した。 

留学生アドバイザー及びアシスタントの対応状況を月ごとに整理し，留学生センタースタッフ会

議で相談内容・件数の分析を行い，問題点を把握した。健康保険や年金に関する行政手続きが煩雑

で相談件数も多いことから，包括連携協定を締結している山口市と連携して，外国人に分かりやす

い簡易な表現での説明書を作成する等の改善を行っている。また，奨学金募集要項及び申請書類に

ついて，日本語・英語の両語併記を進める等，ソフト面についても充実させている。 

さらに，警察署や山口市平川地区の国際交流ひらかわ風の会，山口地域留学生交流推進会議，ラ

イオンズクラブ等学外の関係者との連絡調整を行い，地域交流防災セミナーや山口歴史文化体験交

流バスツアーの開催，宿舎の斡旋，リサイクル自転車の贈呈等，多様なワンストップサービスの提

供と充実を進めている(資料 AT-1)。 
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【資料 AT-1】サポートオフィスの活用状況(出典：平成 27 年度アドバイザー活動報告) 

○留学生及び外国人研究者

在留資格取得、更新、変更等 245 () 57 (7) 302 (7) 34 () 16 (4) 50 (4) 279 () 73 (11) 352 (11)
再入国、帰国手続き 78 () 18 (7) 96 (7) 7 () 0 () 7 () 85 () 18 (7) 103 (7)
資格外活動許可 30 () 2 () 32 () 0 () 1 () 1 () 30 () 3 () 33 ()
入国管理局の場所 68 () 3 () 71 () 2 () 1 () 3 () 70 () 4 () 74 ()
家族の渡日、在留手続き 127 () 32 (4) 159 (4) 13 () 6 () 19 () 140 () 38 (4) 178 (4)
その他 1 () 6 () 7 () 0 () 0 () 0 () 1 () 6 () 7 ()
病院への受診、入院、健康診断 58 (8) 30 (17) 88 (25) 0 () 1 () 1 () 58 (8) 31 (17) 89 (25)
近隣の買物情報、食事、食材 13 () 0 () 13 () 0 () 0 () 0 () 13 () 0 () 13 ()
国際交流会館または寮への入居 137 () 11 () 148 () 6 () 4 () 10 () 143 () 15 () 158 ()
アパート探し、契約、解約 132 () 89 (19) 221 (19) 5 () 2 () 7 () 137 () 91 (19) 228 (19)
電気・ガス・水道の手続き 61 () 29 (6) 90 (6) 0 () 1 () 1 () 61 () 30 (6) 91 (6)
ごみの分別方法 1 () 8 (2) 9 (2) 0 () 0 () 0 () 1 () 8 (2) 9 (2)
家電等の処分方法 3 () 2 (1) 5 (1) 0 () 0 () 0 () 3 () 2 (1) 5 (1)
市役所手続き(住民登録、国民健康保
険、年金、住民票)

303 (3) 127 (19) 430 (22) 20 (5) 7 (2) 27 (7) 323 (8) 134 (21) 457 (29)

銀行手続き（口座開設、ATM） 167 () 39 (20) 206 (20) 4 (1) 0 () 4 (1) 171 (1) 39 (20) 210 (21)
各種契約、購入等補助(携帯、学生保
険、クレジットカード、自動車免許、印

180 () 117 (9) 297 (9) 8 () 2 () 10 () 188 () 119 (9) 307 (9)

アルバイト 18 () 22 (3) 40 (3) 0 () 0 () 0 () 18 () 22 (3) 40 (3)
郵便物、荷物 51 () 29 (2) 80 (2) 0 () 8 () 8 () 51 () 37 (2) 88 (2)
交通機関、学割、旅行 65 () 36 (4) 101 (4) 0 () 3 () 3 () 65 () 39 (4) 104 (4)
家族案件(病院、学校、保育園等) 114 () 329 (64) 443 (64) 11 () 25 (6) 36 (6) 125 () 354 (70) 479 (70)
その他 35 () 20 (4) 55 (4) 0 () 1 () 1 () 35 () 21 (4) 56 (4)
日本語の添削 17 () 0 () 17 () 0 () 0 () 0 () 17 () 0 () 17 ()
授業等の学習、試験等 12 () 8 () 20 () 0 () 0 () 0 () 12 () 8 () 20 ()
奨学金、入学料、授業料 57 (2) 43 () 100 (2) 0 () 0 () 0 () 57 (2) 43 () 100 (2)
大学院等への進学 6 () 6 () 12 () 0 () 1 () 1 () 6 () 7 () 13 ()
就職、インターンシップ 9 () 7 () 16 () 0 () 0 () 0 () 9 () 7 () 16 ()
その他 7 (1) 23 () 30 (1) 0 () 0 () 0 () 7 (1) 23 () 30 (1)

その他 日本語学習 0 () 11 (2) 11 (2) 1 () 0 () 1 () 1 () 11 (2) 12 (2)
1995 (14) 1104 (190) 3099 (204) 111 (6) 79 (12) 190 (18) 2106 (20) 1183 (202) 3289 (222)

相談内容

計
合計

留学生 研究者

吉田 宇部 計

合計

吉田 宇部 計

在
留
資
格
に
関

す
る
こ
と

生
活
に
関
す
る
こ
と

大
学
生
活
に
関

す
る
こ
と

吉田 宇部 計
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○本学学生

吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 吉田 宇部 計

海外語学研修への参
加について

12 11 5 9 1 2 7 4 3 44 10 54

協定校への交換留学
について

23 3 16 1 13 1 11 4 1 8 1 9 3 3 5 1 85 18 103

協定校以外への留学
について

16 1 16 1 8 1 8 2 3 11 3 13 9 12 2 2 95 13 108

その他
(内容; 留学奨学金 )

5 4 5 4 9

交流イベントを開催す
ること

2 1 0 3 3

友人になりたい 1 1 2 2 2 6 2 8

チューターをやりたい 0 0 0

その他
(内容;                 )

7 6 13 0 13

58 4 48 2 33 1 2 34 2 1 11 1 26 4 26 2 14 0 15 1 10 0 3 0 248 50 298

２月
相談内容

4月 5月 ６月 ７月 ８月 ３月 合計

留
学
に
つ
い
て

留
学
生
と
の
交
流
に

つ
い
て

合計

９月 １０月 １１月 １２月 １月

 

(実施状況の判定) 実施状況が良好である。 

(判断理由) サポートオフィスを設置して，語学に堪能な留学生アドバイザー２名を配置し，ワ

ンストップサービスを行っている。平成 27 年度の相談・支援件数は 3,289 件であり，海外留学の

ある学生スタッフや学外の企画と連携して，留学生の多様なニーズに応えており，良好と判断し

た。 
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計画 3-2-1-3「国際協力・国際貢献につながる「『国際協力の里』推進体」（仮称）を構築し，諸外

国（主に発展途上国）の学術交流協定大学等や元留学生等からのニーズ情報を収集し，企業・自治

体・JICA 等との連携・協力を進める」に係る状況 

   

[国際化の推進体制及び JICA との連携] 

学長を本部長とし，副学長で構成する国際戦略本部を置き，国際戦略の策定や学術交流協定校の

選定等を審議するとともに，国際・地域連携担当副学長が所管する国際戦略室を設置して，各部局

から主事を選任し，国際連携に係る企画，立案及び実施を担っている。平成 22 年６月，国際協力機

構(JICA)と「独立行政法人国際協力機構と国立大学法人山口大学との連携協定」を締結して，JICA

との人事交流で派遣された教員を副学長補佐に指名し，JICA との連携を強化している。 

なお，平成 26 年度には，国際戦略室に「優秀な留学生の確保」「学生の海外派遣推進」「外国人

留学生同窓会」に関する WG を立ち上げ検討を行い，その検討結果を，英語版 Web ページの充実や学

生の海外派遣及び受入に係る危機管理対策の整備に繋げている。 

平成 25 年度から毎年度，JICA の委託事業によりバングラデシュのボルショバ(地方都市)の市長や

行政官を受け入れ，企業，山口県，山口市及び宇部市等の協力を得て，「地方行政」に係る研修を

行っている。また，平成 25 年度から３年間，JICA「民間提案型普及・実証事業」にも採択され，日

本企業，海外連携オフィスを置くウダヤナ大学と連携し，インドネシア国防災・環境保全及び環境

再生技術の普及に貢献した。 

多くの学生に海外での活躍の場を見出してもらうことを目的に，JICA との共催により「青年海外

協力隊説明会及び報告会」を開催しており，本学卒業生が協力隊での活動状況を説明し，帰国後現

地での経験をどう活かすのか等の学生からの質問に応えている(資料 AU-1，2)。 

 

[企業・自治体等との国際化の推進] 

本学が触媒となって，地域の大学・企業・自治体・NPO を繋ぐ「山口国際協力の里ネットワーク」

を通じ，国際シンポジウムやセミナーを開催するとともに，平成 25 年度からは，中小企業の海外展

開を支援するための説明会も実施している。 

学内においても国際化のネットワークを強化するため，平成 23 年度から，「山口大学山口国際協

力の里」を構築し，「山口大学山口国際協力の里運営委員会」を組織して，国際戦略室が情報の集

約及びコーディネートをしている。また，平成 25 年７月には，国際コーディネータ(CD)を採用し，

大学研究推進機構の産学 CD 及び URA の協力のもと，県内最大の産学公連携組織「やまぐち事業化支

援・連携コーディネート会議」を活用して，学内外の情報を共有し，企業及び自治体等との国際化

に関するマッチングを行い，本学の国際化の状況を「山口大学の国際交流活動」に纏め，毎年度公

表している。 

山口県が主催する山口県海外展開推進協議会における「山口県海外展開フォーラム」へ副学長補

佐がファシリテーターとして参加，山口県海外ビジネス研究会に会員として講演会へ出席，また，

山口県総合企画部国際課と意見交換・情報提供等を行い，連携・協力関係を強めている。 

「やまぐち国際協力の里ネットワーク」を核とした事業が平成 24 年度に文部科学省「留学生交流

拠点整備事業」に採択され，留学生支援を行うとともに地域の活性化等に留学生の力を活かす取組
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を実施した。教員が専門分野を活かして行う国際活動を支援する「国際協力活動推進プラットフォ

ーム」での活動実績をもとに，ベトナムの希少品種豚の維持（ジーンバンクシステムの構築）の研

究活動が，平成 26 年度に地球規模課題対応国際科学技術協力プログラム（SATREPS)に採択された。 

また，平成26年度に初めて開催された国立大学国際協力関係センター長等会議において，本学は，

マレーシア日本工科学院（MJIIT）への運営協力及び現職教員を出向させた長期派遣制度の構築や，

山口国際協力の里を中心とする地域や地元中小企業と連携した活動が特色ある取組として評価を受

け，帯広畜産大学，名古屋大学，九州大学とともに個別の事例報告を行った(資料 AU-3，4)。 

 

[海外連携オフィスの設置と留学生等との連携体制の構築] 

平成 25 年度に首都師範大学(中国)，平成 26 年度にマレーシア日本国際工科院(マレーシア)に国

際連携オフィスを新設した。現在，アジア４カ国の６オフィスにおいて外国人留学生への広報活動

を行うとともに，中国・韓国をはじめとしたアジアの海外同窓会の設立を支援し，元留学生・外国

人研究者とのネットワークを形成し，ニューズレターによる情報提供，Web による情報収集体制を整

えた。 

北京国際連携オフィス，山東国際連携オフィスでは，理工学研究科及び東アジア研究科で渡日前

入試を実施しており，平成 25年 11 月には山東大学との学術交流 30周年記念式典において，医学系，

経済・観光系，法学系毎に今後の両大学の交流について協議を行った。クアラルンプール国際連携

オフィスのあるマレーシア日本国際工科院は，日本の工学教育システムを導入する目的で，円借款

により平成 23 年（2011 年）に開校しており，本学は技術経営分野で幹事校として協力し，専任の教

員を長期派遣している。 

平成 27 年度には中国上海支部同窓会の設立総会（参加者 63 名），マレーシア支部同窓会の設立

総会（参加者 59 名）を開催し，本学の現状を発信するとともに，元留学生からのニーズを収集でき

る体制を整えた。なお，マレーシア支部においては，会員間で会費を徴収して活動を始めており，

今後のモデルケースとなることが期待される(資料 AU-5，6)。 
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【資料 AU-1】国際協力機構によるバングラデシュ研修の概要(出典:本学 Web ページ) 

 

年度別受入れ状況 

年度 研修期間/受入人数 

平成25年度 9 月 1 日～14 日/4 名 

平成26年度 5 月 26 日～30 日/40 名 

8 月 5 日～8 日/14 名 

平成27年度 9 月 8 日～11 日/18 名 
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【資料 AU-2】インドネシア国 防災・環境保全及び環境再生技術の普及・実証事業の概要(出典:JICAWeb

ページ) 

 

 

【資料 AU-3】山口大学やまぐち国際協力の里の概要(出典:本学 Web ページ) 
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http://www.iassc.jimu.yamaguchi-u.ac.jp/village/about.html 

 

【資料 AU-4】地域の大学・企業・自治体・NPO 等と連携した事業の推進状況(出典:国際連携室作成「山

口大学の国佐交流活動」等から) 

日時 シンポジウム等名 概要 

平成 22 年

7 月 23 日 

山口大学第 4 回国際シン

ポジウム  

「民間企業、大学が参画

できる国際協力」 

今回は国際協力、国際ビジネスに関心を有する民間企業、市民団体、地方自治体、大学の関

係者が、国際協力と民間ビジネスの連携についての理解を深め、具体的にどのような形で JICA

等の実施する国際協力事業に参加出来るのかを考える目的で、「民間企業、大学が参画でき

る国際協力」をテーマに、７月 23 日（金）に第 4 回山口大学国際シンポジウムが山口大学会館

2 階会議室で開催されました。 

平成 22 年

11 月 29 日 

山口国際協力の里ネット

ワーク」報告会(出席者/

企業・行政機関等から 45

人) 

報告会では、丸本学長の挨拶の後、本学エクステンションセンターの辰己准教授から「韓国

全羅南道海南と周南市渋川の交流事業」、また、山口県地域振興部林 調整監から、「留学生

との協働による山口県の観光情報発信」についての活動事例報告があり、参加者による活発な

意見交換が行われました。 

平成 23 年

7 月 19 日 

山口大学第 5 回国際シン

ポジウム(出席者/74 人) 

「知の国際化、知の共有

を目指して～地方大学に

出来ること」 

長崎大学、高知大学、岡山大学、鳴門教育大学、山口県立大学、山口大学の教職員に加

え、地方自治体（山口県、山口市）、山口青年会議所会員をはじめとする民間企業、留学生と

の交流活動を行っている市民の方達 74 人の参加者がありました。参加者には山口県立大学へ

の韓国からの留学生を含め、山口県立大学、山口大学の学生 15 人含まれています。大学の

国際化は教員だけでなく、学生を含めた大学全体のものでなければならないことを考えると、今

回のシンポジウムにこれだけの学生達が参加し、国際化や国際協力についての議論に参加した

ことは、大きな収穫であったと考えられます 。 
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【資料 AU-5】帰国研究者・留学生同窓会発足式(出典:本学 Web ページ) 

平成 24 年

3 月 14 日 

山口大学第 6 回国際シン

ポジウム(出席者/8 大学

30 人) 

「地方大学における国際

化への取り組みについて」 

今回は地方大学で国際活動に取り組む教員が集まり、それぞれのユニークな国際活動を相

互に紹介し、今後の国際活動へのヒントとして情報を共有することを目的に、3 月 9 日（金曜日）

に８大学の関係者 30 名が参加して開催されました。 

第 1 部の事例発表では、参加大学の国際活動の取り組みが紹介され、そうした活動がどのよう

に企画され、大学がそれら活動をどのように位置づけ、支援しているかについての情報共有と意

見交換を行いました。 

第 2 部は、国際協力機構（JICA）から大学に出向している教員によるパネルディスカッションで、

JICA から見た大学の国際化の課題や今後の方向性についての議論を展開しました。 

平成 25 年

6 月 8 日 

やまぐち国際協力の里講演

会(出席者/30 人) 

「モノづくりを通しての国際貢

献 地雷除去に挑む～豊か

で平和な大地への復興～」 

講演では、特に、子どもの被害が大きいこと、その理由として、子どもは体が小さく地雷の衝撃

を受けやすいこと、貧しい家の子どもたちは学校に行けないため、地雷注意の文字が読めず、地

雷に関する知識も乏しいこと、地雷の形状がおもちゃと間違いやすいことなどが述べられました。

また、地雷除去員の死傷が後を絶たないため、機械化による地雷除去が必要だと力説し、子ど

もたちに地雷の怖さを伝えるため、実際に爆破の現場を見せたというエピソードも披露されまし

た。 

平成 26 年

12 月 6 日 

山口大学「やまぐち国際

協力の里」中小企業海外

展開支援に関する説明

会」 

3 月 18 日（火）、吉田キャンパス大学会館にて、山口大学と JICA の共催で、中小企業の海

外展開支援のための説明会を開催しました。この説明会は、本学が推進している山口大学「や

まぐち国際協力の里（以下「里」）」の事業の一環として行われたもので、JICA の中小企業支援メ

ニュー及び申請する際の本学のサポート内容を紹介し、県内の中小企業の海外展開を後押し

しようというものです。 

説明会の後には、個別相談会を実施し、JICA の担当者や各演者に加え、本学の研究成果

や技術を産業界に活用してもらうための技術移転活動を推進し、地域経済の発展に貢献する

目的で設立された山口 TLO の社長、さらには中小企業支援の強化に取り組んでいる山口県庁

の商工労働部新産業振興課の主任も相談対応者として参加して、海外展開や JICA の支援、

本学との連携に関心を持つ企業と活発な意見交換が行われました。 

平成 26 年

12 月 25 日 

第 2 回中小企業海外展

開支援に関する説明会
(出席者/40 人) 

山口大学は、株式会社西京銀行、ジェトロ山口及び有限会社山口ティー・エル・オーと共催

で、第 2 回中小企業海外展開支援に関する説明会を新山口ターミナルホテルで開催しました。

この説明会は、本学が推進している山口大学「やまぐち国際協力の里（以下「里」）」の事業の一

環として昨年度に続き行われたもので、海外展開を検討している中小企業を発掘し、その相談

に応じるなどの支援を行うことを目的としています。 

今年度の説明会は、対象国をベトナムに絞り、同国の経済事情等テーマを実施しました。 企

業・団体から約40名もの参加があり、地域産業界の海外展開、特にベトナムでの展開への関心

の高さが感じられました。 

平成 27 年

1 月 20 日 

山口大学「国際協力の

里」特別講演会(出席者

/90 人) 

～魅力あふれる台湾－台

湾ってどんなとこ 

公益財団法人交流協会理事長を講師に迎え、山口の思い出について語った後、自身の海

外経験を通じて感じた、異文化理解、コミュニケーションの重要性について述べ、「異文化に接

することで、人間の奥行きが生まれる。海外の人たちは、自分とはまったく逆の視点で物事を見

ており、逆転の発想が可能になる」と強調しました。 

続いて氏は、本学が、隣国である台湾を異文化交流強化の最初の相手国とすることに理解

を示したうえで、台湾の歴史、政治、経済についての説明を行いました。氏は、日・中・台の関

係、また、それに伴う台湾のアイデンティティの確立の難しさについて述べ、日本と台湾は、心と

心がつながった重要なパートナーであり、政府ではなく、実務担当者が交流の担い手であると熱

く語りました。 

平成 28 年

2 月 3 日 

山口大学「国際協力の

里」特別講演会 

「日米関係―10 年後の

姿」 

2 月 3 日（水）、特別講師として在福岡アメリカ領事館首席領事 ユーリー・フェッジキフ氏をお

招きし，人文学部大講義室にて「山口大学『国際協力の里』特別講演会」を開催し、学生、教

職員、一般の方など約 70 人が参加しました。 

講演会では初めに司会進行役の富本 幾文国際・地域連携担当副学長補佐より「一緒に日

米関係の将来について考えてみましょう」と開会挨拶があり、続いて、講師により「日米関係―10

年後の姿」と題した特別講演が行われました。 

日時 同窓会名 概要 

平成 23 年

1 月 8 日 

インドネシアで「STUDY 

IN JAPAN」セミナーおよ

び第 1 回インドネシア同

窓会を開催 

1 月 8 日（土）、インドネシアのジョグジャカルタ州ガジャマダ大学内の山口大学国際

連携オフィス（YUICO）で、「STUDY IN JAPAN」セミナーが開催され、インドネシア全土か

ら日本への留学に関心を持つ学生 100 人以上が集まりました。 

また、インドネシアの学生によるパフォーマンス、YOSAKOI ソーランの披露に続き、山

口大学からの帰国留学生 4 人が、自身の留学体験を語り、その話を受けてパネルディ

スカッションが行われました。参加した学生からは山口大学の留学生制度、奨学金に

関する質問が数多く出て、日本留学への関心の高さを示していました。 

セミナー終了後、第 1 回山口大学インドネシア同窓会が行われ、山口大学帰国留

学生 8 人のほか、松田副学長も参加し、留学当時の思い出話に花が咲きました。今

後、同窓会が交流や活動の場として発展することが期待されます。 
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【資料 AU-6】山口大学海外オフィス開設状況(出典:本学 Web ページ) 

施設名称  国・地域名  設置年月  住所 

①山口大学 

北京国際連携オフィス  
中国 

平成 16 年 10 月

中国 100875 

北京市新街口外大街 19 号 

北京師範大学内 

平成 25 年 10 月

中国 100048 

北京市海淀区西三環北路 83 号 

首都師範大学 国際文化大厦南楼 310 室 

②山口大学 

山東国際連携オフィス  
中国 平成 17 年３月 

中国 250100 

山東省济南山大南路 27 号 

山東大学内 

③山口大学 

バリ国際連携オフィス  
インドネシア 平成 22 年３月 

Udayana University 

Jl.P.B Sudirman Campus 

Gedung FISIP 2F Denpasar Bali 

Indonesia 

④山口大学 

台湾国際連携オフィス  
台湾 平成 22 年３月 

台湾 51591 

彰化県大村郷学府路 168 号 

平成 24 年

3 月 24 日 

韓国帰国研究者・留学

生同窓会(韓国ソウル

市) 

3 月 24 日（土）、丸本学長、松田副学長（国際・社会連携担当）、大澤アドミッション

センター講師、原田国際・社会連携課長が、ソウル市内の韓国同窓会発会式に続き

韓国帰国研究者・留学生交流会に参加しました。同窓会長に選出された白元珍氏（全

南大学副教授）他 43 人の帰国研究者・留学生に向けて、学長からの「同窓会の立ち

上げによって、学生、研究者の交流の活性化を期待している。2015 年の創基 200 周

年記念事業にも参加してほしい。」との挨拶の後、2 時間余りにわたり同窓生と本学から

の出席者が交流を深めました。 

平成 25 年

3 月 14 日 

台湾帰国留学生・研究

者同窓会(台湾台北市) 

平成 25 年 3 月 14 日、台湾の台北市で、山口大学に留学・滞在経験のある学生、

卒業生、研究者らが集まり、第１回の同窓会が開催されました。これは、台湾に同窓会

を組織し、ネットワークを確立して、山口大学経験者同士の交流を深めようと企画され

たもので、学長、纐纈理事、服部副学長を含む約 30 人が出席し、旧交を温めました。

会では、丸本学長が来賓として、「山口大学を第二の故郷と思ってほしい。今後に向

けて、本学への要望を遠慮なく述べてください」と挨拶し、続いて、同窓会規則が承認さ

れ、会長・副会長を選出し、組織としての同窓会が正式に発足しました。 

平成 25 年

10 月 14 日 

山東大学 110 周年記

念式典および山東大学

帰国研究者・留学生同

窓会 

山東大学は、本学が学術交流協定を締結した最初の海外の大学で、今日まで 30

年以上もの長きにわたり交流を深めてきました。過去山口大学に留学・滞在経験のあ

る山東大生、卒業生および教職員 30 人余りが集まり、同窓会発起会が催されました。

中国での同窓会立ち上げは、元留学生らに中国に帰国してからもつながりを持ち続け

てもらおうと企画されたもので、2015年の山口大学創基200周年に向け、同窓生の結

束も高まりを見せ、会では今後も同窓会を開催していくことが宣言されました。翌 15 日

には、110 周年記念式典が盛大にとり行われ、参加者全員で山東大学の伝統と発展

を祝い、会場は祝賀ムードに包まれました。 

平成 27 年

12 月 6 日 

山口大学海外同窓会

中国上海支部設立総

会 

平成 27 年 12 月 6 日（日），宇部市内のホテルにおいて，中国上海にゆかりのある

元留学生や宇部留学生交流会関係者及び岡正朗学長以下本学教職員 63 名が参

加し，山口大学海外同窓会中国上海支部設立総会が開催されました。 

総会の冒頭に岡学長から，海外同窓会中国上海支部設立のお祝いと，海外同窓

会員の活躍への期待をこめた挨拶が述べられた後，松田博宇部留学生交流会長から

も挨拶があり，このたびの同窓会設立の経緯と同窓会の今後の発展に対する期待が述

べられました。 

本学は，今回設立された同窓会を中心に，卒業生と本学とのネットワークを強化し，

同窓生の協力を得ながら，中国との学術的な交流を一層深めていきたいと思います。 

平成 28 年

2 月 20 日 

山口大学海外同窓会マ

レーシア部設立総会 

平成 28 年 2 月 20 日、マレーシア・クアラルンプールにおいてマレーシア支部同窓会

を開催しました。今回の設立総会には、47 名の卒業生、在マレーシア日本国大使館の

参事官他 2 名の来賓、本学の岡正朗学長、三浦房紀副学長（国際・地域連携担当）

はじめ 10 名の教職員が参加するなど、合計 59 名が出席する盛大な会となりました。

本同窓会の場では、元留学生から山口大学に求めるニーズの情報収集を行いました。

また，マレーシア支部においては，会員間で会費を徴収して活動を始めており，今後の

海外同窓会の運営形態のモデルケースとなることが期待されます。 
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⑤山口大学 

クアラルンプール 

国際連携オフィス  

マレーシア 平成 26 年４月 

Malaysia–Japan International Institute of Technology (MJIIT), 

Universiti Teknologi Malaysia Kuala Lumpur 

Jalan Sultan Yahya Petra, 54100 Kuala Lumpur, MALAYSIA 

 

(実施状況の判定)  実施状況が良好である。 

(判断理由) 国際戦略本部及び国際戦略室を設置したほか，JICA との人事交流により，副学長補

佐を配置して，戦略的に国際化を進めている。地域とも連携し，山口国際協力の里ネットワーク

事業として，毎年度シンポジウムや中小企業支援事業を実施している。マレーシア，中国を中心

に，海外連携オフィスを置く大学と連携した取組を行うとともに，海外同窓会を立ち上げており，

良好と判断した。 

 

②優れた点及び改善を要する点等 

(優れた点)なし 

 (改善を要する点)なし 

(特色ある点)①研究力向上を目的に選定の基本方針を定め，アジア・太平洋圏を中心に学術交流

協定校のなかから，６大学を重点連携大学，タイを重点拠点国と選定している。日

本学術振興会の支援も受け，重点連携大学との共同研究セミナーやシンポジウムを

開催するなど，国際的な研究連携事業を戦略的に推進しており，特色ある点とした。

(計画 3-2-1-1)(p.257-258) 

 




